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序

関越自動車道新潟線は、昭和60年11月、全線開通の運びとなり、本県

を縦断し、首都圏と新潟を結ぶ交通の動脈として多いに活用が図られる

ことになりました。この関越自動車道新潟線建設事業に伴う埋蔵文化財

発掘調査は、昭和48年以来、県南の藤岡市より県北の水上町まで11年間

の歳月にわたって行なわれ、地中に残された古代から現代に及ぶ人々の

歴史を記録として残してまいりました。

ここに報告します中畦・諏訪西遺跡も関越自動車道にかかわる発掘調

査として昭和57年度に行なわれ、中畦遺跡では先土器時代の石器、縄文

時代前期、平安時代の住居跡、諏訪西遺跡では先土器時代の石器、縄文

時代前期の住居跡、古墳時代井戸跡などの発見かありました。

勢多郡赤城村三原田の利根川左岸に隣接する両遺跡は、東側背後に赤

城、西方には榛名の諸峰、渋川市街が一望し得る、すぐれた景勝の地に

あり、また周辺地域には、滝沢石器時代住居跡、三原田住宅団地遺跡な

ど多くの遺跡が所在することが知られています。両遺跡の発掘調査に

よって得られた考古資料はこの地方の歴史を理解する上で貴重なものと

なりましょう。

これらの貴重な資料の活用を図るために、中畦・諏訪西遺跡の整理事

業を昭和60年度から進め、ここに関越自動車道地域埋蔵文化財発掘調査

報告書第 9 集として刊行する運びとなりました。報告書の刊行に至るま

では、日本道路公団東京第二建設局高崎工事事務所、地元赤城村教育委

員会、発掘調査に直接携わった方々、そして整理作業を進めていただい

た方々等、多方面にわたる関係者の御協力をいただきました。ここに厚

く感謝の意を表すとともに、本報告の成果が学界、教育現場、一般の人々

に広く活用されることを念じ、序文といたします。

昭和61年 3 月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 清水一郎





例ロ
1.本書は関越自動車道建設工事に伴い事前調査された、勢多郡赤城村大字三原田字中畦、醤嚢以よ髯：｝お

よび大字三原田字諏訪上｝は畠翡に欝の甲に所在する中畦遺跡・諏訪西遺跡の調査報告書である。

2. 事業主体 日本道路公団東京第二建設局

3. 調査主体 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

4. 調査期間 中畦遺跡 試掘調査昭和56年 8 月 13 日～ 8 月 19 日

5. 調査組織

本調査昭和57年 7 月 1 日～ 9 月 30 日

諏訪西遺跡試掘調査昭和56年 7 月 20 日～ 7 月 29 日

本調査昭和57年 9 月 2 日～昭和58年2 月 16 日

（工事用道路）試掘調査 昭和57年 1 月 11 日～昭和57年 2 月 6 日

事務担当 小林起久治、沢井良之助、井上唯雄、近藤平志、平野進一、国定均、笠原秀樹、須田朋

子、吉田有光、柳岡良宏、野島のぶ江、吉田恵子、並木綾子、今井もと子（群馬県埋蔵文

化財調査事業団）

調査担当 真下嵩幸、小野和之、谷藤保彦（調歪研究員）

調査参加者 荒井文枝、新井登志子、荒井貞子、荒井敬子、荒井幸子、荒井永子、飯塚クニヨ、飯塚み

つ子、飯野あや子、石田弘子、井上ナミ子、岩田せつ子、岩崎尚樹、岩崎 吉、岩渕トシ、

金子ひろ子、金子巳代子、金子フサ子、金子とり江、加藤政子、狩野ヒロ、狩野君江、狩

野トキ枝、狩野みどり、狩野洋子、狩野吉野、木暮夏子、桑原恵美子、斉藤千香子、島原

喜久枝、須田富子、佐子明子、竹之内チカ、角田はま、角田はつ江、津久井末子、津久井

吉衛、都丸 草、鳥山りん子、鳥山千恵子、鳥山タケ子、永井ツル、永井希内、永井 勇、

永井みつ子、永井初美、永井福治郎、永井ミサヲ、永井幸子、永井歌子、永井カホル、永

井カネ、中島初江、中島修吾、南雲やすえ、長岡 泉、長岡キヨノ、長田紀美子、原田篤

子、萩原富子、萩原イネ子、福島澄子、星野敏江、星野ユキノ、星野康子、星野富美子、

茂木テル、宮崎時子、南沢順子、八木沢みや子、山崎光子、米山一男

6. 発掘調査後の遺物、図面の整理は昭和59年度に行ない、昭和60年度に編集した。

7. 本書作成の組織は以下の通りである。

事務担当 白石保三郎、梅沢重昭、松本浩一、上原啓己、大沢秋良、平野進一、定方隆史、国定均、

笠原秀樹、須田朋子、吉田有光、柳岡良宏、野島のぶ江、吉田恵子、並木綾子、今井もと

子、石田智子

絹 集 小野和之、谷藤保彦

本文執筆 真下高幸、小野和之、谷藤保彦、山口逸弘、小菅将史（明治大学）

なお、文責は各文章末尾に明記した。

8. 本書の作成および資料整理の担当は以下の通りである。

長沼久美子、高橋美津子、桑原恵美子、高橋とし子、高橋裕美、串渕すみ江、茂木範子、

鷲見恭子、霜田恵子、関 清美、狩野君江、主代千代子、矢島三枝子、須田幸子、高橋節

子



遺物写真撮影佐藤元彦（技師）

遺物保存処理関邦ー（技師）、宮沢健二．

9. 土器の胎士分析は花固紘ー氏（群馬県工業試験場）、石材鑑定は飯島静男氏（群馬地質学協会員）にお願

いした。

10, 調査、整理に当っては次の方々に御協力、御教示を頂いた。記して感謝いたします。（敬称略）

茂木允視、都丸 肇、山田八重子、田子和夫（赤城村教育委員会）、須田武雄、鳥山庸ー（赤

城村歴史資料館）、新井和之、新井房夫、麻生 優、安西正人、安蒜政雄、大江正行、岡村

道雄、小田静夫、加藤 稔、小島純一、坂爪久純、渋谷昌彦、鈴木忠司、戸田哲也、中束

耕志、西川孝、前原豊、山田昌久

11, 出土遺物は現在群馬県埋蔵文化財調査センターに保管している。



凡例

1. 遺跡実測図の縮尺は住居址1/60、土壊1/40 とした。先土器時代の遺構図については図中に明記した。

土器の実測図は1/2 、 1/3 とした。

石器の実測図は 1/1 、 1/3 、 1/4 とした。その他のものは図中に示した。

2. 挿図中の方位は、座標北を示す。

3. 挿図中のスクリーントーンは次のことを表わす。なお、図中に表示したものはこの限りではない。

遺構図冒冒冒は地山を、［ロニ］は灰、焼土を表わす。
土器 は繊維土器を表わす。

4. 写真図版の縮尺は土器1/3、石器1/ 1 、 1/3 、 1/4である。遺構については、任意である。

5. 本書の記述は、調査時に付した遺構番号を使用した。なお中畦遺跡52号土横、諏訪西遺跡 6 号住居址は

欠番とした。

6. 先土器時代の石器計測表の中で「整理番号」とは、遺物実測図中に使用した個々の遺物番号を意味して

いる。

7. 住居址遺物出土状態の図中●印は土器、 0印は石器を表わす。

8. 石器の計測については下図のような基準で行なった。
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スクレイパー

石匙

A 最大長（長さ）

B 最大幅（幅）

C 厚さ
石敲石磨ロ

頭石器計測部位

9. 縄文時代の石器については次図のような分類基準で表中に記した。

石鏃 I 、扶を持つもの。 Aは扶が三角形となる。 B は扶がやや丸みを持つ。

II 、袂がほとんど三角形となる。 Aは平基となるもの。 B は凹基となるもの。

III、有茎のもの。
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石器分類模式図

打製石斧

I 短円形を呈すもの。

Aは細身で側縁かほぼ平行となる

B は刃部がやや広がる

II 揆形を呈するもの。

Aは刃が直線に近くなる

B は刃か丸く凸刃となる

III 分銅形を呈するもの。

石匙

I 縦形を呈するもの。

Aは身が縦長でつまみ部か片寄っ

て付く

B は刃部が幅広で丸みを持つ

II 横形を呈するもの。

A は三角形を呈しつまみ部が片

寄って付く

B はつまみ部かほぼ中央に付く

III 不定形を呈し、刃部、つまみ部

の位置も一定でない。

スクレイパー

I 縦長で、刃部を二辺以上に持つ。

II 横長で、刃部を下辺に持つ。

A刃部か直線的となる

B刃部が丸みを持つ

III 不定形のもの、刃部が凹みを持

つものが多い。

磨製石斧

I 幅広で蛤刃を呈すもの。

II 乳棒状を呈すもの。

III 定角式となるもの。

磨石、凹石、敲石

I 丸〈偏平な石を用いたもの。

Aは表面に凹みを持たない

B は凹みを両面ないし片面に持つ

II 長円形の石を用いたもの。

A は凹み、磨痕を持つ。 B は凹みは少なく端部、側縁に打痕を持つ。 III 端部に打撃による使用痕が顕著。

石皿

I 使用面が深く凹むもの。 II 使用面が僅かに凹むもの。 III 使用面がほぼ平坦なもの。
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第 I 章発掘調査の経過

第 1 節調査に至る経過

本遺跡を含む赤城山西麓一帯は榛名山ニッ岳による火山灰 (FA) 、軽石 (FP) により厚く覆われている。

このため分布調査を実施しても遺構遺物の確認はむずかしく、遺跡の有無については付近の地形を含む環境

等で判断する方法がとられた。そこで関越自動車道の供用開始時期が近づくにつれ、遺跡の有無、範囲、規

模、性格等を確実に把握し、調査計画を立てるため試掘調査を行なった。

試掘の対象範囲は、利根川左岸の勢多郡北橘村から片品川左岸の利根郡昭和村地区の範囲である。しかし

用地買収の関係上、勢多郡赤城村勝保沢から利根郡昭和村中棚の間は試掘の対象からはずされた。また、片

品川以北の沼田、月夜野地区についてはすでに試掘調査済みであった。 （註 1)

今回実施した試掘対象地域は 12遺跡（註 2) で昭和56年 5 月 14 日、勢多郡北橘村分郷八崎（註 3) から開始

し、昭和56年10月 27 日、利根郡昭和村糸井宮前遺跡（註 4) で終了した。

試掘は調査の目的をより早く、的確につかむためと試掘により破損する遺構を最少限に押えるために次の

方法をとった。

すでに周知されている遺跡の全体に一辺20mの方眼を組み、 1 方眼に 1 ケ所の割合いで幅1.5m、長さ 7.5

~8.5m、時には 11.5mで表土を剥ぎ調査した。調査は榛名山ニツ岳の軽石上面、軽石下面、ローム面、さら

にハードローム面と 4 段階にわたった。遺構の有無、性格をつかむことは当然なことなから、軽石降下によ

り 1日地形を一変させたため原地形の復元にも努めた。

先土器時代の確認については遺跡存在も想定されたが、試掘の段階では遺構破損の防止と期間、予算等の

面から一旦中止とし、本調査の実施段階で、その成果を委ねることにした。

遺跡名 所在地 分布面積 (m') 検出した遺構・遺物等 試掘調査期間

分郷八崎 勢多郡北橘村分郷八崎 13,000 弥生、古墳時代の住居址縄文～古墳時代の遺物 昭和56年 5 月 14 日～ 5 月 25 日

竹野原 A 勢多郡北橘村竹野原 遺構、遺物なし 5 月 25 日～ 5 月 29 日II 

竹野原 B 勢多郡北橘村竹野原 遺構、遺物なし II 5 月 29 日～ 6 月 1 日

房谷戸 勢多郡北橘村房谷戸 16,000 縄文、古墳時代の住居址、中世の城址（濠） " 6 月 1 日～ 6 月 5 日

三原田城 勢多郡赤城村三原田 6,400 縄文、古墳時代の住居址、中世の城址（濠） " 7 月 16 日～ 7 月 18 日

三原田団地 勢多郡赤城村三原田 遺構、遺物なし 7 月 13 日～ 7 月 15 日II 

三原田中畦 勢多郡赤城村三原田 5,600 縄文、平安時代の住居址等 II 8 月 14 日～ 8 月 18 日

三原田諏訪西 勢多郡赤城村三原田 7,170 縄文時代の住居址等 II 7 月 20 日～ 7 月 29 日

見立溜井 勢多郡赤城村見立 16,000 縄文～古墳時代の住居址、溝等 II 8 月 6 日～ 8 月 12 日

勝保沢中ノ山 勢多郡赤城村勝保沢 11,600 縄文時代の住居址等 II 7 月 30 日～ 8 月 5 日

中棚 利根郡昭和村中棚 4,800 縄文時代の住居址等 II 10 月 12 日～ 10月 14 日

糸井宮前 利根郡昭和村大貫原 12,000 縄文～平安時代の住居址等 II 10 月 15 日～ 10月 27 日

中畦遺跡は東西に延びる馬の背状の台地で、関越道はこれを真横の南北方向に断ち切る。この遺跡一帯は

耕作士が深いのと、地形の性格上表土は南、北側の谷地水田に流出し、榛名山ニッ岳の純軽石層はところど

ころに残っている程度であった。

遺構は東側路線際に軽石降下以降の平安時代住居址が、又西側部には軽石下に縄文時代の住居址を検出し

た。調査は遺構の存在を確認するにどどめ、後日の調査に委ねることとし埋め戻した。

諏訪西遺跡は中畦遺跡の北の比較的大きな台地である。本遺跡及び付近の工事に入るための工事用道路も

試掘調査の対象となった。

工事用道路では横野 1 号線取り付け部分に古墳時代の住居址を、本線部分に向う途中の台地北斜面に縄文

ー
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時代の遺物包含層を確認した。

本線地域では軽石上面には遺構、遺物の確認はできなかった。しかし、軽石下面においては、台地の南斜

面から台地中央部付近の平坦面までローム層を掘り込んだ縄文時代の上城を検出した。

これら各遺跡の調査は、試掘調査全体が終了した後、工事計画との調整から昭和57年 1 月 11 日より諏訪西

遺跡工事用道路から開始し、昭和57年 7 月 1 日に中畦遺跡、昭和57年 9 月 2 日に諏訪西遺跡本線部と順次全

面調査に入っていった。 （註 5) （真下）

第 2 節本調査の経過

1 中畦遺跡

調査区北側より、表土掘削を行ない、 FPの残る部分についてはその上面までをめどに掘り下げたが、表

土から浅く、純層が確認されたのは農道北側の一部にとどまった。調査区南東部で平安時代の住居址を、ま

た北側で溝を検出した他は、 FP降下後の遺構は検出されなかった。

縄文時代につ

いては、住居址

8 軒、土壊61基

を検出した。何

れも中央部から

南側に集中して

分布が見られ

た。先土器時代

については、 23

号土塘より石器

が出上したた

め、調査区南部

分を中心に調査

を行なった結

果、石器、石片

21 点を検出し

た。

第 1 図 中畦遺跡地形図
゜ 100m 
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第 1 章発掘調査の経過

6 月 8 日

6 月 16 日

6 月 21 日

7 月 1 日

7 月 9 日

7 月 20 日

7 月 22 日

7 月 27 日

7 月 28 B 

8 月 2 日

8 月 4 日

8 月 17 日

8 月 28 日

8 月 31 日

9 月 3 日

9 月 8 日

9 月 13 日

9 月 14 日

中畦遺跡調査日誌抄

本日より中畦遺跡の調査開始。重機による表土除去作業を行なう。試掘結果に基づき、 FP面

まで下げる。

遺構検出作業に入る。中央を東西に走る農道の北側より行ない、 FP降下後の溝 (1 号溝）を

検出する。並行してグリッド杭の設定を行なう。

溝の平面実測、写真撮影を行なう。出土遺物はなかった。

南東部にて平安時代の住居。 1 • 2 号住居址を検出、 2 軒の重複と確認する。表士から浅く、

耕作等により遺構が荒れており、プランの検出には困難をきたした。

1 • 2 号住居址の平面実測、遺物の取り上げ、写真を終了する。第 2 面の確認作業に入る。

住居址 6 軒、士壊68基を確認する。道路の南側に集中しており、北側には認められなかった。

3~5 号住居址の調査を開始する。

3 • 4 • 5 号住居址を掘り下げる。出土遺物はあまり多くはないが、 3 • 4 号住居址は埋甕炉

を持つ。調査区内等高線図作成。

6 号住居址の調査に入る。 4 • 5 号住居址、セクション実測、写真撮影、 9 ~14号土壊、セク

ション実測、 21号土壊よりはぼ実形の深鉢出土。

台風10号による強風のために、プレハプ倒壊。早朝より、その対応、後仕末に追われる。遺物

に若干の被害があったが、幸に図面、写真類は無事であった。事業団より 7 名、文化財保護課

より 2 名、見立溜井遺跡より作業貝の応援を受ける。

本日より作業再開始、遺構内清掃、現場内補修。調査プレハプ再建される。

3~7 号住居址調査続行、 8 号住居址調企終了。

住居址調査終了。

遺構全景写真、縄文時代面調査終了。先土器時代試掘調査開始、 1 辺 2mの試掘トレンチを調

査区南側を中心に設定。

調査区西壁寄りにてポイント、礫、剥片等出土。

先土器時代調査、遺物出土状態写真撮影、遺物取り上げ、試掘グリソドのセクション実測、写真。

先土器時代調査、試掘トレンチ掘り下げを行ったが遺物確認されず。

図画最終チェ／ク、整理、器材運搬。本日をもって中畦遺跡の調査を終了する。

I ; I I I ! 

l 調査

！実測・写真

2 諏訪西遺跡

7 月より、調査区内の桑の抜根を行ない、併行してプレハブ用地の整地を行なった。その後、調査区の

北から表土の掘削を開始した。北側は FP の状況が良好であったため、この面で一旦止めて確認を行なった

が降下後の掘り込みは認められなかった。

こうした中、当初建てたプレハブが大型台風の通過により、倒壊するという思いがけない被害を受け、調

査進行に大きな支障をきたした。さらに排上用地の確保には苦慮した。

検出した遺構については、台地中央および南側にかけて分布か見られ、縄文時代前期の住居址10軒、中期

が 2 軒、土猥が82基と井戸址が 3 基であった。

工事用道路部分については、工事との関係により先行調査を昭和56年 1 月から 2 月にかけて実施した。遺

構については村道取付部で古墳時代の住居址 1 軒を検出した他、縄文時代の土壊10基およびB 区北斜面部に

て土器の包含層を調査した。 （小野）

9 月 2 日

9 月 7 日

9 月 13 日

9 月 16 日

9 月 22 日

9 月 27 日

9 月 30 日

10 月 13 日

10 月 17 日

10 月 28 日

11 月 2 日

11 月 5 日

11 月 12 日

諏訪西遺跡調査日誌抄

プレハプ予定地調査。 1 号井戸、覆土最上面に FA層確認。写真撮影。

道路南側、表土掘削。

プレハプ設置。

遺構確認作業。住居址 2 軒、土壊10数基確認。住居址の調査に入る。基本杭設定。

1 • 2 • 3 号住居址の調査に入る。道路南側部分の等高線図作成、 2 号井戸の調査開始。

遺跡等高線図作成。 1 号住居址調査、炭化材多く出士。 2 号住居址の調査ほぼ終了。

1 • 2 号住居址調査を終了。 3 • 4 • 5 号住居址の調査を行なう。

3 号住居址の炉址実測。 5 号住居址調査。 50号土壊遺物（ほぼ完形品 2 個体）取り上げ。

8 • 9 • 10 • 11 • 12号住居址調査。
ラジコンによる遺跡全景写真。遺跡内清掃。先土器時代試掘トレンチを入れる。

8 号住居炉址エレベーション実測。 11号住居平面実測。 13号住居炉址セクション実測。

先土器時代試掘調査。 68号土城、，撚糸文土器出土、 69号士塘調査。 68号土壌よりも新しい。

先土器時代調査。 68 • 69号土壌調査。 68号士塘は、掘り方不明確であり、形状は、不定形。

! I I I I I! 
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第 I 章 発掘調査の経過

諏

11 月 25 日

12 月 10 日

12 月 21 日

12 月 25 日

1 月 10 日

1 月 13 日

1 月 20 日

1 月 25 日

2 月 1 日

2 月 7 日

2 月 14 日

2 月 16 日

訪

1 月 11 日

1 月 13 日

1 月 14 日

1 月 19 日

1 月 21 日

2 月 1 日

2 月 3 日

2 月 5 日

2 月 6 日

第一ユニット確認。

道路下にあった 4 号住居址半分の調査。遺物若干出土。

検出作業及び第 2 、 3 、 4 ユニット調査。全景写真。

4 号住居址写真撮影終了。縄文面終了。 57年内の調査終了。

58年調査開始。

先土器時代調査、拡張、北西部分で出土。南壁際でも出土したために、さらに南へ拡張する。

人力による排士が困難となったために、ペルコンを使用する。

先土器時代調査。寒さのため朝夕の凍結で悩まされる。

先土器時代調査。全体写真、セクション写真、ユニット写真を撮影。

遺物平面図、取り下げ、分布図作成。

先土器時代調査。風倒木痕セクション、写真、ローム上面（西壁）セクション。

西壁セクション実測。本日を持ち諏訪西遺跡の調査終了。

工 事

西

用

遺

道

跡

路

調

調

査

査

日

日

＊
レ

———-a 

誌

抄

抄

調査開始。調査用テント設置、周辺の清掃。

表土除去作業。 A区南西部にて古墳時代の後期の住居址 (1 号住）を検出、覆土中に FP を多

量に含んでいる。

1 号住調査、 1 号土壊検出（中央に半完形の土器を検出）。

A区全景写真 1 号土堺平面図実測、 1 区調査終了。

B 区の遺構検出、多くの縄文中期の土器片を検出、遺物包含層。

B 区グリッド設定を行ない掘り下げを行なう。

グリッドセクション実測、 C 、 D 区遺構検出作業。

グリッド精査、北壁セクション実測、全景写真撮影。

安全ロープ、杭の設定、調査終了。

1 印査

i実測・写真

1 土 i 包
住坑品

I 

l 調査

i実測・写真

註 1. 昭和54年度に沼田、月夜野、水上地区を実施。

註 2. (ltt)群馬県埋蔵文化財調査事業団 「年報 I 」 昭和57年度。

註 3. 勢多郡北橘村教育委員会にて昭和57年度に全面調査を実施。

註 4 ．帥群馬県埋蔵文化財調査事業団にて昭和57年度に全面調査を実施。昭和60年度に土師編刊行。

註 5. (l1愧群馬県埋蔵文化財調査事業団 「年報 II 」 昭和58年度。
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第 II 章立地と周辺の遺跡

第 II 章立地と周辺の遺跡

中畦、諏訪西遺跡は勢多郡赤城村字三原田地内、群馬県のほぼ中央に位置する赤城山の西麓に位置してい

る。赤城山は標高1828mで両遺跡はこの赤城山麓より利根川へ向かって延びる尾根上に在り、沢を狭んで対

置している。標高はそれぞれ280m 、 300m程で両遺跡とも中央部が高く南北が低く傾斜している。

第 3 図周辺の遺跡（1) 1 : 50000 
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第 II 章立地と周辺の遺跡

赤城山山頂付近に降った雨や雪は、土中に浸み込んで伏流水となり、山麓のあちら、こちらで『勇呈と呼ば

れる水源池（泉）となって地上に湧き出している。村内では、 60ケ所もの湧玉か知られており、その大小は

あるか、形状も湿地状になっているもの、岩の割れ目や崖などから流れ落ちているものなどかある。

村内では、この清泉から湧きでる水を飲料水として広く利用しており、古代の人々かこうした場所に居住

地を選んだのも当然のことと考えられる。

現にこうした湧玉が湧き出す所の周辺では丘陵上に必ずと言って良い程、土器や石器の散布か見られ、両

遺跡もこうした条件下に営なまれた遺跡と考えられる。

両遺跡の所在する赤城村は、古くから耕作、工事によって遺物の出土する所は知られており、学史的にも重

要な遺跡があるか、本格的な発掘調査が行なわれたのは比較的最近になってからである。

以下、村内および周辺地域における遺跡について、各時代毎にその概観を述べてみたい。

先土器時代 群馬県内では、余りにも有名な岩宿遺跡の発見以来、発見者の相沢忠洋氏らによって、精

表 1 周辺の遺跡一覧表 (1)

跡
跡

跡
遺
墳
塚
跡
敷

名

跡
遺
山
跡
号
墳
群
跡
三
遺
屋
墳

芸
目
言
言
立
宣
言
｀
三
言
王

呑
ー

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3

号 所在地

赤城村三原田中畦

赤城村三原田諏訪西

赤城村見立溜井

赤城村見立下大久保

赤城村勝保沢中ノ山

赤城村寺内

赤城村滝沢

赤城村三原田西原

赤城村樽山田

赤城村三原田観音前

北橘村房谷戸

赤城村三原田観音前

赤城村上二原田大門

赤城村三原田堂久保

赤城村上三原田日向

赤城村三原田中畦·十二塚

赤城村三原田諏訪上

赤城村見立相好

赤城村樽野本・南原

赤城村樽清水•新井

赤城村見立八幡

赤城村見立二城

赤城村宮田熊野・久保地

赤城村宮田中島

赤城村宮田中島

赤城村滝沢御所谷戸

赤城村上二原田蟹谷戸

赤城村上三原田東田

赤城村上二原田蟹谷戸

赤城村上三原田庚塚

赤城村持柏木出雲

赤城村溝呂木辻替戸

赤城村溝呂木天神上

赤城村勝保沢寺内

赤城村見立螢沢・十三塚

赤城村溝呂木大塚

赤城村勝保沢六本木・上原西

赤城村北上野水上・北井戸

赤城村敷島城山

赤城村北上野井戸

赤城村津久田前小池原

赤城村津久田五箇

赤城村津久田栗木沢後小池原

主な時期番号 遺跡名

縄・先 44 五箇塚 3 号墳

縄・先 45 新屋遺跡

古・縄・先 46 猫寄居跡

縄 47 羽黒塚

古・縄・先 48 六兵衛屋敷跡

古 49 六万遺跡

弥・縄 50 三間入遺跡

縄 51 庚申塚

弥 52 津久田城址

戦・古・縄 53 悪戸遺跡

至・古・縄 54 南雲沢遺跡

戦 55 小川田遺跡

古 56 白郷井小学校遺跡

古 57 立和田遺跡

古 58 加生遺跡

古 59 中井遺跡

平・縄 60 館野遺跡

古 61 黒井峯遺跡

古 62 田尻遺跡

古 63 不動塚古墳

古 64 白井城址

戦 65 白井城北廊中世墓

古 66 カトウ塚古墳

古 67 坂下町古墳群

戦 68 東町古墳

江 69 大崎古墳

古 70 十二山古墳

古 71 空沢遺跡

古 72 中村遺跡

古 73 有馬条里遺跡

縄 74 北ノ寺古墳群

弥・縄 75 中竹原古墳群

古 76 小室遺跡

室 77 分郷八崎遺跡

古 78 分郷八崎古墳

古 79 八崎城址

古 80 塚原古墳群

縄 81 真壁古墳群

戦 82 下山田原古墳群

不明 83 箱田古墳群

古 84 米野古墳群

古 江（江戸）戦（戦国）

古 古（古墳）弥（弥生）

所在地 主な時期

赤城村津久田五箇 古

赤城村敷島新屋 古・弥・縄

赤城村敷島寄居 戦

赤城村津久田華蔵寺 古

赤城村津久田華蔵寺 江

赤城村津久田東田・下宿 古・弥・縄

赤城村津久田三間入 縄

赤城村津久田西原 古

赤城村津久田寄居 古

子持村上白井悪戸 縄

赤城村津久田小谷戸 縄

赤城村長井小川田 弥・縄

子持村上白井梅木 古

子持村中郷立和田 古

子持村中郷加生甲 縄

子持村中郷中井 古

子持村中郷 古

子持村黒井峯 古

子持村中郷田尻 古

子持村白井北廊 古

子持村白井 戦

子持村白井北廊 戦

子持村白井玉椿 古

渋川市坂下町 古

渋川市東町 古

渋川市大崎 古

渋川市中村 古

渋川市行幸田 古・縄

渋川市中村 江・古・弥

渋川市沖田 古・弥

北橘村八崎北ノ寺 古

北橘村八崎中竹原 古

北橘村大字小室 縄

北橘村分郷八崎 古・弥・先

北橘村分郷八崎 古

北橘村分郷八崎 戦

北橘村分郷八崎塚原 古

北橘村真壁上遠原 古

北橘村八崎越後坂 古

北橘村箱田八幡山 古

富士見村山口中組 古

室（室町） 平（平安） 奈（奈良）

縄（縄文） 先（先土器）時代を表わす
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第 II 章立地と周辺の遺跡

力的に調査か行なわれてきた。この結果赤城山東南麓における、不二山、権現山などの調査で、多くの成果

を上げている。こうした反面、西麓の赤城村、北橘村内ではこれまで本格的な調査か行なわれていなかった

こともあり、この時代の遺跡は知られていなかった。

今回の関越自動車道通過に伴う一連の調査によって、本書で報告を行なう中畦・諏訪西遺跡の他に赤城村

では、見立溜井遺跡（3). 勝保沢中ノ山遺跡（5)、において、 1 ~ 6 面もの文化層面が確認され、北橘村内でも

房谷戸遺跡（11) ・分郷八崎遺跡（77)で検出され、にわかに注目されるところとなった。

これらの遺跡は、地形的に似かよった場所であり、何れも丘陵の先端部付近に集中して遺物の出土が見ら

れた。当時の生活域が広汎であったことが改めて認識されたのである。

縄文時代 諏訪西遺跡の北に所在する見立溜井遺跡では前期を中心に、早期・中期初頭か、見立大久保

遺跡(4)では、中期の住居址、土壊が検出されている。またその東方600m程の所にある滝沢遺跡（7）は古くから

知られており、大正末年に発見、調査され昭和 2 年には国の指定史跡となり、現在に至っている。

当時の詳細な報告は無いが、中期・後期の土器、石器を数多く出土しており、炉址も 4 カ所が発見されて

いる。土器に関しては、前期・晩期および弥生時代のものも含まれ、濃密な複合遺跡と考えられる。

さらに、著名な遺跡として、昭和47年に発掘され、内陸部における縄文時代中期の環状大集落として話題

を呼んだ三原田遺跡（8）は、中畦遺跡の南西500m程離れた台地上に在り、現在は住宅団地となっている。

この三原田遺跡の南、北橘村との境界を流れる天竜川を隔てた対岸には、中期前半の住居址、土城が検出

された房谷戸遺跡が、同じく関越道の調査によって、県内では発見例の少ない花積下層式期の住居址、土猥

が検出された三原田城遺跡（10)は、対岸に在り、三原田遺跡と同じ丘陵上に位置する。

勝保沢中ノ山遺跡でも、前期の住居址、土壊が検出されている。

弥生時代 三原田遺跡の南西段丘下に弥生時代における北関東西部の土器形式名となっている樽式土器

を出土したことで知られる樽遺跡（9)、がある。その他にも、滝沢遺跡、大師堂遺跡、大門塚遺跡、さらには

諏訪西遺跡の在る丘陵上においても若干採集されているが、その実体は余り明らかではない。

また見立溜井遺跡において出土した土器は、弥生時代と古墳時代をつなぐ時期のものとして注目される。

古墳時代 この時期の集落址としては、昭和47年に調査された寺内遺跡（6）が FP に埋没した後期の住居

址を検出したことで知られる。また勝保沢中ノ山遺跡でも同様に FP で埋没した住居址が検出されているか、

時期はやや先行するものである。古墳については、一段下の樽、宮田地区にいなり塚古墳(19) を中心に弁天塚

古墳(20)等が知られている。

中畦遺跡の西に隣接して、十二塚古墳（16) と呼ばれる小円墳が在る。また諏訪西遺跡の調査区内にも塚があっ

たということで確認を行なったが痕跡などは見られなかった。

その他、付近の古墳としては、大門塚古墳(13)、旧横野村10号墳（14)、若宮八幡塚（15)、浅間塚占墳（18)、庚申塚

古墳(21）、久保地古墳群（23)、地蔵塚古墳（27)、稲荷塚古墳（28)等が知られるが、ほとんどか10m内外の小円墳であ

る。また、生産遺構としては、宮田の中島畦畔遺構（24)か FP による埋没水田遺構として県内では最も古く報

告されている。

奈良•平安時代 この時代の遺構については調査例もほとんど無く、その分布等も明らかでないか、中

畦遺跡、房谷戸遺跡で平安時代の住居址か検出されている。また諏訪上遺跡(17)では瓦塔片が出土しており瓦

の散布も見られる。
とうせん

中世・近世 三原田城址(12)は天竜川と黒沢川に狭まれた台地に在り、刀川小学校の西、標高340m程の利

根川を西に臨む急崖上に見立城址(22)か、さらに寺内遺跡の東に、現在ば快中山宗玄寺と呼ばれる寺が建ってい

8 



第 II 章 立地と周辺の遺跡

第 4 図周辺の遺跡(2)

1 中畦遺跡

6 寺内遺跡

11 房谷戸遺跡

16 十二塚古墳

21 庚申塚古墳

26 滝沢御所跡

2 諏訪西遺跡 3 見立溜井遺跡

7 滝沢遺跡 8 三原田遣跡

12 二原田城址 13 大門塚古墳

17 諏訪上遺跡 18 浅間塚古墳

22 見立城址（二城跡） 23 久保地古墳群

27 地蔵塚古墳 28 稲荷塚古墳

4 見立大久保遺跡

9 樽遺跡

14 旧横野村10号墳

19 イナリ塚古墳

24 宮田畦畔遺跡

5 勝保沢中ノ山遺跡

10 三原田城遺跡

15 若宮八幡塚

20 弁天塚古墳

25 宮田寄居跡

, 



第 II章 立地と周辺の遺跡

表 2 周辺の遺跡一覧表（ 2)

番号 遺跡名

1 I 中畦遺跡

2 I 諏訪西遺跡

3 I 見立溜井遺跡

4 I 見立大久保遺跡

5 I 勝保沢中ノ山遺跡

6 I 寺内遺跡

7 I 滝沢遺跡

8 1 三原田遺跡

9 I 樽遺跡

10 I 三原田城遺跡

11 I 房谷戸遺跡

12 I 三原田城址

13 I 大門塚古墳

14 I I 日横野村10号墳

15 I 若宮八幡塚

16 I 十二塚古墳

17 I 諏訪上遺跡

18 I 浅間塚古墳

19 I イナリ塚古墳

20 I 弁天塚古墳

21 I 庚申塚古墳

22 I 見立城址（二城跡）

23 I 久保地古墳群

24 I 宮田畦畔遺跡

25 I 宮田寄居跡

26 I 滝沢御所跡

27 I 地蔵塚古墳

28 I 稲荷塚古墳

所在地

赤城村大字三原田字

中畦

赤城村大字三原田字

諏訪上

赤城村大字見立字溜

井

赤城村大字見立字大

久保

赤城村大字勝保沢字

中ノ山

赤城村大字勝保沢字

寺内

赤城村大字見立字滝

沢

赤城村大字三原田字

西原

赤城村大字樽字山田

717-1 他 7 筆

赤城村大字三原田字

観音前

北橘村大字八崎字房

谷戸

赤城村大字三原田字

観音前826

赤城村大字三原田字

大門

赤城村大字三原田字

堂久保910-1

赤城村大字上三原田

字日向137-1

赤城村大字三原田字

中畦340・字十二塚349

赤城村大字三原田字

諏訪上

赤城村大字見立字相

好488 • 490 
赤城村大字樽字野本

507 

赤城村大字樽字清水

154 • 135 ・字新井70

赤城村大字見立字八

幡

赤城村大字見立字二

城304

赤城村大字宮田字久

保地1249

赤城村大字宮田字中

島308

赤城村大字宮田字中

島323

赤城村大字滝沢字御

所谷戸399-9-1他12笙

赤城村大字上三原田

字蟹谷戸563の 1

赤城村大字上三原田

字東田425

主な

住居址・土塘

住居址•土壊

礫群・住居址•土塙・溝

住居址•土塘

住居址・土堺

住居址

炉址

住居址・土壌

住居址

外濠・住居址・土壌・古墳周

溝

住居址•土壊

城郭址

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

（円墳）

住居址．墳墓・寺院址

古墳

古墳 （円墳）

（野本古墳群）

古墳 （円墳）

古墳

城郭址

古墳群

水田址

城郭址

城郭址

（円墳）

遺構 時期

先土器・縄文（前） •平安

時代

先土器・縄文（前）時代

先土器・縄文（前）時代・

古墳時代

縄文（中）時代

先土器・縄文（前）・古墳・

平安時代

古墳時代

縄文（中）・弥生・古墳時

代

縄文（中）時代

弥生（後）時代

縄文（前）・古墳・室町時

代

先土器・縄文（中）•平安・

戦国時代

室町時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

縄文（前・中）・弥生・古

墳•平安時代

古墳時代

横穴式古墳

古墳時代

古墳時代

室町時代

古墳時代

古墳時代

室町時代

室町時代

古墳時代

古墳時代

備考

今回報告

今回報告

昭和57年度村教委

調査

同上

昭和57年度埋文事

業団調査

昭和47年村教委調

査
昭和 2 年国指定史

跡

昭和48年県企業局

調査

昭和57年度埋文事

業団調査

昭和58年度埋文事

業団調査

西端外濠一部を調

査

（塔の峯）

ほとんど平夷され

ている

直刀出土

瓦塔片出土

村指定史跡

横穴式袖無

昭和 4 年群大によ

り調査

文献

4
 

5
 

3
 

3
 

2

3

3

 

るが、付近には土塁、堀が残り、勝保沢城址(34) として知られる。

文 献 介
知
一

雄
―
―
-

原
本
崎
上
山

杉
山
山
井
赤

1

2

3

4

5

 

荘
良
唯
容

「上野樽遺跡調査概要」

「宮田畦畔遺構調査概要」

「群馬県古城塁址の研究」

「寺内遺跡」

「三原田遺跡」（住居篇）

考古学10-10

時報第25号

上巻

群馬大学史学会

群馬県文化事業振輿会

赤城村教育委員会

群馬県企業局

1939 

1961 

1971 

1975 

1980 

（小野）

（昭和14)

（昭和36)

（昭和46)

（昭和50)

（昭和55)
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第 Ill章調査の方法

第 III 章調査の方法

中畦、諏訪西遺跡は、試掘調査によって遺構の種類や、基本的な層位は判明していたため、ニッ岳降下軽

石 (F p)を目安として部分的に二面調査を行なったが、 FP降下後の遺構は中畦遺跡において、溝と 2 軒

の平安時代の住居址を検出したのみであった。また諏訪西遺跡においては降下後の遺構は検出されなかった。

両遺跡は、隣接した丘陵上にあり、遺構の数もそれ程濃密とは考えられなかったため、事務所を諏訪西遺

跡に設置し、そこを拠点に両遺跡の発掘を進めた。時期的には中畦遺跡を先行して調査に入った。

調査は 2mを単位とするグリッドを基本とし、遺構の平面図、断面図は20分の 1 、または 10分の 1 を原則

とした。諏訪西遺跡の調査にあたっては、調査行程上、表土の掘削を先行させ、事務所を路線内に設置する

ために、一部先行調査を行なった。

諏訪西工事用道路部分の調査は前年度末の、 1 月～ 2 月にかけて調査を終了しており、その際のグリッド

設定は、諏訪西本線部分のグリッドを東へ延長して使用した。調査方法に関しては、本線部分と同様であっ

たが、一部包含層に関してはグリッド調査で行ない、遺物も各グリッド別に取り上げを行なった。

入
B40 

B30 

B
 

区

B20' 

グリッドの呼称について

1 中畦遺跡（第 5 図）

調査にあたってのグリッドの設定は、試掘時の方法を跨襲し、

対象地内に打たれている工事用センター杭の内、 100m ごとの基本

杭を選定し、これを結んで基本ラインとした。

中畦遺跡についてはSTA36+00およびSTA37+00 を基本とし、

A
 

区

30 20 

し
第 5 図 中畦遺跡グリッド図

40 10 

このラインを中心に両側ヘラインを振り分けた。またSTA36+00
BIO 

の杭を中心に100m ごとに進行方行を B 区、手前を A区とした。こ

BO。 の結果センターラインは、進行方向に向かって、右側が20、 10 、

00 となり、左側が40 • 50 となる。グリッドの 1 単位は 2m とし、

A40 その呼称については各グリッドの右下を読んでそのグリッドを指

すこととした。
A30 

調査は、試掘の結果から決定した本調査部分について全面発掘
00 

50m を行なったが、一部分事情により、後日調査となった部分もある。

2 諏訪西遺跡（含工事用道路） （第 6 図）

中畦遺跡と同様に道路センター杭、STA38+00 と STA39+00を結んだラインを基準にグリッドを組んだ。

基準ラインを40ラインとし、これと直交する方向で横軸ラインを引き手前をA区、先を B 区とした。グリッ

ドの呼称は同様に右下を読んで、そのグリッドを指すこととした。

工事用道路については、諏訪西本線部分のグリッド方眼をそのまま束に延長して設定したか、距離がある

ために、縦軸については00 を 300 として、東へ10m行〈毎に 5 グリッドづつ減となるようにした。

また調査区が、道路によってとびとびとなり、調査時の混乱を避けるために、便宜上、グリッドのA·B

区と関係なく、各調査区を A~E を付して呼ぶこととした。 （小野）
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第IV章基本土層

第 N 章基本土層

中畦及び諏訪西の両遺跡は、前項でも述べられているように赤城山西麓の隣接する尾根状の台地に位置し

ている。調査の結果では、この両遺跡の台地を形成する土層は、同じ堆積の様相を示している。また同地域

での近接する他遺跡の調査の結果を比較してみても、各遺跡での

土層の堆積はほぽ同一の状況を呈している。さらに数ケ所の露頭

観察からも、その状況は同一であった。

このことから赤城山西麓部における土層堆積は、特に発掘調査

が行なわれた地域内を限定したとしても、その基本士層は変らず

以下の通りである。

第 I 層黒色土表土（耕作上）

第 II 層 ニッ岳軽石 (F p) 榛名山ニッ岳を給源とする白色

軽石である。

第III層 暗褐色土 第 II 層と第III層との間層である。堆積量は VI 

薄いが、各台地を覆う。

第IV層 ニッ岳火山灰 (FA) 第 II 層と同様に榛名山ニツ岳

を給源とする紫灰色の細粒火山灰である。

第V層 黒褐色土混入物は少なく、粘性は弱い。

第VI層 褐色土 黄色ローム粒子を含み明るい。層の下部ほど

その混入量は多く、黄色ないしは白色の軽石を少量含む。

第VII層 黄褐色ローム土 やや軟質で、黄色ないしは白色の軽

石を含む。層の下部ほどその量は多くなる。

第VIII層 浅間一白糸軽石（As-SP) 浅間山を給源とする白色

～黄褐色軽石であり、浅間一板鼻黄色軽石（As-YP) と色調か

近似する。かなりの堆積量をもつ。

第IX層明褐色ローム土 第Vil層よりやや硬質で、粘性かある。

第X層 浅間一板鼻褐色軽石 (As-BP) 浅間山を給源とする

黒斑山形成期の多輪廻噴火による降下テフラ群の一つである。

粒子の細かい砂状の軽石を主とする。

第XI層 明褐色ローム土砂状軽石を少量含むが、第X層と第

XII層の間層。

第XII層 浅間一板鼻褐色軽石（As-BP) 浅間山を給源とする

黒斑山形成期の多輪廻噴火による降下テフラ群の一つである。

As-BPグループの中で最も代表的な軽石であり、いわゆるAs

-BP と一般的に呼ばれているものであ。褐色軽石を主とする。

第XIII層 明褐色ローム土混入物か少なく、粘質である。第XII

層と第XIV層の間層である。

l
l
l
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第 7 図

中畦・諏訪西遺跡土層基本柱状模式図
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第IV章基本土層

第XIV層 浅間一板鼻褐色軽石（As-BP) 浅間山を給i原とする黒斑山形成期の多輪廻噴火による降下テ

フラ群の一つである。軽石を上下 2 層に分離できる部分もある。上層は淡黄色系の砂粒状の軽石を主とし、

下層は黒色鉱物等を多量に含んだ砂粒状の軽石を主とし、かなり硬くしまっている。しかし、分離が難し

い場合か多く、大体は上下の軽石か混在していることが多い。

第XV層 明褐色ローム土 赤色の軽石粒を多く含み、粘性はあるが軟質である。また、第XIV層との境間に

炭化物が多く認められる。この炭化物は、同地域一帯で確認することができ、その散布状況も一様で人為

的な物とは考え難い。

第XVI層 褐色ローム土 第XV層と同様の赤色軽石粒を少量含み、粘質で硬い。さらにこの層の中間には姶

良・丹沢 (AT) ガラスの極大値部が認められる。

第XVII層 暗褐色ローム土 いわゆる「暗色帯」である。粘質で硬くしまっている。

第XVIII層 灰暗褐色ローム土 第XVII層よりやや明る＜青みがかった灰色系の土である。粘質で、第XVII

層よりさらに硬くしまっている。また第XIX層の白色軽石を少量含む。

第XIX層 白色軽石榛名山を給i原とした火山灰（第xx層）に伴なう軽石である。

第XX層 八崎火山灰(H A) 榛名山を給源とする白色なしは黄褐色の細粒火山灰である。各遺跡内での

遺存度は高いものの、この火山灰に伴なう白色軽石（第XIX層）は、一様ではない。

第XXI層 褐色ローム土 赤色の細軽石を少量含み、粘性はあるが下層に比べ軟質である。

第XXII層 茶褐色ローム土 赤色の細軽石を全体的に含み、粘質でかなり硬くしまっている。

第XXIII層 明茶褐色ローム土 第XXII層に類似するが混入する赤色軽石は、さらに細か〈、また土層の色

調もやや明るい。

第XXIV層 八崎軽石(H P) 榛名山を給源とする白色軽石であり、かなりの厚さをもち堆積している。

また、この軽石層の観察から軽石層自体の分層も可能である。

第XXV層 明褐色ローム土 全体に 3 ~5 mm程の赤色軽石を多く含み、かなり硬質である。さらにこの層の

下部には、赤色軽石の純層がブロック状に堆積していることを確認することができる。

以上が、基本土層における各層の説明である。

この基本土層に準拠するかたちで、同地域内の遺跡が語られる訳であるが、遺跡によってはさらに細分層

か行なえ得る場合もある。 （谷藤）

14 



跡遺五
畦

ふ
中





第V章中畦遺跡

なかうね

第 V 章中畦遺跡

遺構・遺物

第 1 節遺跡の概要

中畦遺跡は赤城山西麓の赤城村南西部三原田地内に位置し、子持山、榛名山をそれぞれ、北西、西の方向

に臨み、赤城山麓より西方へ延びた丘陵上に営なまれた遺跡である。地元では中畦（なこおね）と呼ばれるこ

の丘陵は西へ向かって緩やかな傾斜を持ちながら端部か広がる形を呈す舌状台地である。南北西側は小谷と

なり、現在は水田となっている。遺跡はやや馬の背状を呈す台地のはほ‘中央にあり、標裔は約280~285m程

で、調査区はこの台地を南北に横切る形となっている。

遺跡は、現状ば畑となっており、かなり耕作によって上層が削平されている部分が多く、本来であるなら

ば全面に見られるべき FPの一次堆積層も極く一部を除いては、確認されなかった。しかしながらその下層

より掘り込まれている、縄文時代の遺構については遺存状態が良く、検出した住居址等については、壁の残

りは比較的良かった。

検出した遺構については、調査区南東寄りで平安時代の住居址 2 軒を検出した。重複していると思われる

が削平がひど〈、ほとんど壁高も見られない状況であった。さらにカマドについても同様であった。

住居に接して長円形の土壊が検出されたが、時期が不明である。

縄文時代の遺構については、住居址 6 軒、上壊61基を検出した。前期が黒浜期および諸磯期の 2 時期に分

けられる。上壊についても両期のものが主体を占

めていた。しかしながら土墟については中期初頭

五領ヶ台期のものが 4 基検出されていることか

ら、付近にこの時期の住居址の存在も予想される。

゜0¥. o 

゜

• 

.... 

Tｷ 

T
 

一
-t 

-t 

先土器時代については、縄文時代の土壊内より製

品一点が出土したことから試掘を行なった。その

結果南側斜面部において黒曜石、安山岩を主体と

する石器、石片類が約21点ほど検出された。一つ

の群として考えられるようで、いくつかの接合か

見られた。層位的には、 VII層中より出土したもの

で比較的新しい部分に位置するものと考えられ

る。
·• 

以下、時期別にその調査結果を述べて行くこと

• とする。 （小野）

.J....L .I..L.J.  

□ 平安時代の遺構

四縄文時代の遺構

皿先士器時代調査区

S = 1/1000 

第 8 図 中畦遺跡全体図
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第 V章中畦遺跡

第 2 節先土器時代

1 試掘調査の結果

赤城村々内で同時に行なわれている他の遺跡発掘調査において、浅間山を給源とする浅間一板鼻褐色軽石

(As-BP) より下層で石器の出土が確認されており、同地域内での先土器時代の存在と、さらにその様相を

知る上からもローム層中の調査の必要性が重視されていた。このような状況下にあって、本遺跡においても

台地南端付近での縄文時代の上壊調査（第25号土壊）の際、その壁面（基本土層第VII層）より縄文時代以前

の石器と考えられる黒曜石製の 2 次加工が施された石器（第12図 3) の出土が確認された。このことから

先土器時代の遺物出土の可能性が十分考えられ、ローム層中の調査の必要性が強まった。

まず、本遺跡における先上器時代の調査に先かけ遺物の出上と範囲確認のための試掘調奎を行なうことと

した。調査の範囲を石器が出上した第23号土壊を中心にその周辺、及び台地の南斜面に限定した。これは、

同地域における北斜面での遺構等の検出例がはとんどなく、台地頂上部から南斜面に集中する傾向にあり、

先土器時代の遺物を出土した他遺跡においても、その遺物が集中する場所として南斜面に限定される傾向か

みうけられるからである。試掘にあたっては、グリッドラインを基準とするかたちで、主として 3mX3m

の試掘トレンチを A~Mまでの 13 ヶ所設定し、基本土層第VIII層の浅間ー白糸軽石 (As-SP) までの間に主眼

を置き、調査を行なった。

この試掘調査の結果、調査対象域の西側で台地の南端付近に位置し、第25号土壊北側にあたる L トレンチ

に遺物を確認することかできた。遺物は、華本土層第VII層の下位から出土し、黒色安山岩による剥片であり

先土器時代の調査の必要が明確となった。 L トレンチ以外の試掘トレンチについては、一部のトレンチで第

VIII層以下まで調査を継続させたか遺物の出土を認めることはできなかった。この結果をもとに、本遺跡での

先土器時代の調査は、遺物を出土させた23号土壊、及びL トレンチを中心として拡張することとした。

2 調査の結果

本遺跡に於ける先土器時代の遺物包含層は、基本土層第VII層の上部ローム層中にみとめられた。この第VII

層は、本遺跡にあたっては上下に 2 分することかでき、上層を第vna 層、下層を第Vllb 層とした。分層を行

なうにあたり、含有物等の様々な要因もさることながら、主として両層の堅さの違いを重視した。その結果

第vna 層は比較的柔らかく、第Vllb 層は堅く粘質度も高い。ブロック（石器集中部）は、試掘調査結果の如

く調査対象域西側で、台地の南端部に点数的には少量であるが、一箇所確認することができた。それ以外、

多くの遺跡でみられる礫群、炭化物集中部といわれるものについての確認はできなかった。

3 出土遺物

出土した遺物は、その総数21点と少贔であるが、ナイフ形石器 2 点、 2 次加工の加えられているもの 1 点、

石核 1 点、敲石 1 点、台石と思われる石器 l 点からの組成をなす。出土点数に比べると、比較的器種はバラ

エティーに富む。石核、剥片及び剥片使用の石器については、その石材に黒色安山岩と黒曜石を使用するも

ので占められており、それ以外の敲石等にみられる石材としては、輝石安山岩など安山岩系統の石材を使用

している。
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第 V章中畦遺跡
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第V章中畦遺跡

ナイフ形石器（第12図 1 • 2) 

ナイフ形石器とされるものは、 L トレンチ拡張区に位置するブロックより出土した（ 1) 以外に、縄文時

代前期の第 6 号住居址内埋甕附近から出土したもの（ 2) の 2 点がある。

(1) 気泡が多く含まれる黒曜石を石材とし、素材はやや不定形ではあるが幅広の縦長剥片である。基部

が若干欠損しているが、打面を基部とし、バルブの除去はなされていない。基部を中心として両側辺に刃潰

し加工を施しているか、主に右側辺に加工を施す。また先端部の右側にも微細な刃潰しかなされ、左側を刃

部としている。刃部には刃こぼれ及び擦痕が認められる。

(2) 黒曜石を石材に、小さな薄身の縦長剥片を素材としている。打面側を先端とし、打面及びバルブを

除去した後に刃潰し加工を施す。刃潰し加工は、基部を中心に主として左側辺に施し、先端右側を刃部とし

ている。刃部には擦痕が観察される。

2 次加工の加えられた石器（第12図 3) 

縄文時代前期第23号土塘壁中より出土した石器である。黒曜石を石材としたもので、素形は両面加工の槍

先形尖頭器と思われる。折れ面の観察では、打面が素形の表面にあることから、彫器等の製作による削片と

は考え難く、むしろ偶発的な要因によるものとして理解したい。折れ面を打面とし、両端及び中央部に再度

調製加工を施しているが、器種については不明である。

石核（第13図 8)

出土した石核は 1 点だけである。黒色安山岩を素材とした大型のもので、打面を転位しなから大型の剥片

を剥離しているものである。背部及び下面に自然面を残し、最終剥離面はその自然面を打面としている。尚、

この石核には、数点の剥片が接合する。接合については、接合資料の項で詳しく述べることにする。

敲石（第12図 6)

出土した敲石は 1 点だけである。石材は輝石安山岩で、円礫を素材としている。敲打による破損か 2 ヶ所

の稜に認められる。

台石（第12図7)

石材は輝石安山岩で、面に荒く凹凸のある大きな扁平礫を素材としている。一面は凹凸部の凸が磨滅し表

面がやや平坦となっている。礫の一縁には敲打によって鈍い稜が作出されている。

その他の剥片（第12図 4 • 5) 

石材は主に黒色安山岩である。（ 4) は石核の打面再成を目的として作出された剥片である。

接合（第14 • 15 • 16図）

出土した資料か接合した例は、 1 組のみである。素材は径約15cm程の黒色安山岩の礫を用いていると考え

られる。まず、原礫をいくつかの方向から加撃し、表皮を剥ぎ取りの為の剥離を行っている。その後、その

剥離面を打面とし、剥片剥離作業が進行して行くが、その途上で剥離された剥片の末端か15である。打撃方

向を多少変えて13が剥離されて、石核上の稜を剥ぐ様にして、断面三角形の12が剥離され、続いて、同方向

より大型の剥片 (9 • 14の接合したもの）が剥離される。さらに、ほぼ同様な過程でその剥離面を打面とし

て連続的に比較的縦長の大型剥片が剥離される (16 • 17) 。最後に、同じ作業面を用い、ほぼ打撃方向を90゜転

位して、数度剥片剥離がなされている (10）。この接合例にみられる剥片剥離行程は、石核に打面再生、頭部

調整等が行なわれず、打面転移あるいは打撃方向の変えることにより、大型の剥片を剥離する行程を示すと

考える。
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第 V章中畦遺跡

遺物出土状況

遺物は、第vna 層から第Vllb 層下面の間約50cmの幅をもって出土しているが、その多くは第Vllb 層中の約

20~30cmの間に集中する。ブロックとしては単一のものとして考えられるが、その範囲は調査対象地外にも

延びることが十分予測されるため、ブロック全体としては明確に把握しきれない面がある。出土した遺物の

垂直分布状況からしても 1 枚の文化層としてとらえることかできよう。

ブロック範囲となる遺物の分布は、明確ではないがおよそ径 6m程の円形の中に包括されると思われる。

ブロックは、ナイフ形石器 1 点、石核 1 点、敲石 1 点、台石と考えられるもの 1 点、剥片等15点の総数19点

から成る。

遺物の分布状況は、台石と考えられるものを中心にした場合、約50cm程西方に石核が、更らにその西方約

120cm離れ敲石がみられ、周辺に剥片等が散布する。出土した石核及び剥片等の石材については。前記した如

く黒色安山岩を素材としたものであるが、接合資料等の状況及び遺物の観察から 2 種類の母岩によるものと

考えられよう。接合資料は、幅広の縦長剥片（第15図 16 • 17) を除き石核を中心とした場合、剥片の多くは

半径約 2mの円の中に納まってくる。ナイフ形石器は、ブロック内において、剥片等の集中するやや外側に

単独で出土している。石材についても黒曜石が用いられるのは、このナイフ形石器のみである。同様に縄文

時代の第23号土描より出土した黒曜石製の 2 次加工を施した石器については、このブロックに含めて考える

よりも、単一のものとして理解したい。 （谷藤）

表 3 石器計測表 単位長さ・幅・原さ cm、重益g、標商値m

遺物 整理 出土位置 計 測 値
器 種 石 材 標高値 備 考

番号 番号 （プロック） 長さ 幅 原さ 重量

1 1 I ナイフ形石器 黒曜石 6 24 3.78 0 65 19 60 284 34 

2 5 I 剥片 黒色安山岩 5.82 5 62 1 22 40.40 284.39 

3 7 I 台石 縄石安山岩 23.00 13 20 3 70 1420 00 284 44 

4 12 I 剥片 黒色安山岩 (8.40) (2 45) (1 40) 37 94 284 68 

5 11 I 剥片 黒色安山岩 (2.62) (1. 30) (0.40) 1.14 284. 49 

6 14 I 剥片 黒色安山岩 4.20 4.50 0 88 26.51 284 43 

7 13 I 剥片 黒色安山岩 3.62 6 20 0 75 28 00 284.35 

8 17 I 剥片 黒色安山岩 7. 70 5 15 1 80 94 27 284.19 

, 16 I 剥片 黒色安山岩 7.95 6.90 1.45 88.29 284.34 

10 I 剥片 黒色安山岩 (2.25) (l.80) (0 30) 1 16 284.30 

11 4 I 剥片 黒色安山岩 6 10 3.90 0 85 26.10 284.49 

12 8 I 石核 黒色安山岩 11.67 11.40 8.30 1040.00 284.52 

13 15 I 剥片 黒色安山岩 3.80 4.90 1 25 37.31 284.60 

14 , I 剥片 黒色安山岩 7. 70 6.40 3.15 178. 24 284.60 

15 I 剥片 黒色安山岩 2.40 4.35 0.55 7.04 284.86 

16 6 I 敲石 輝色安山岩 7. 75 9.50 6 95 670.00 284.28 

17 10 I 剥片 黒色安山岩 5.75 9.30 2.10 126.60 284.25 

18 I 剥片 黒色安山岩 (1.80) (3 30) (1.05) 3.51 284.25 

19 I 剥片 黒色安山岩 284.75 遺物不明

3 23土壊 2 次加工石器 黒曜石 3.90 0 70 0.64 1 80 

2 6 号住 ナイフ形石器 黒曜石 2.40 1.05 0.35 0.80 
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第16図 接合資料

゜ 10cm 





@ 

• -----—剥片
0 -----—ナイフ形石器

＠ー一ー一一敲石·台石

゜ 2m 

第17図 石器組成及び石器接合図
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第V章中畦遺跡

第 3 節縄文時代

l 住居址

本遺跡において検出した住居址は 8 軒であったが、縄文時代のものは 6 軒で総て前期のものであった。調

査区は東西に延びた緩やかな馬の背状の台地を南北にわたって調査を行なった。住居址は中央部の高い部分

より南側の傾斜部分にかけて分布している。（第18図）各住居址は V層下面より掘り込まれており、 Vlll ないし

はIX層あたりまで達している。形状は 3 • 4 • 8 号住居址かほぼ方形に近く、 5 • 7 号住居址は隅丸長方形

である。 6 号住居址は不定形であった。炉は 3 • 4 • 6 号住居址は埋甕炉、 5 • 7 号住居址は地床炉であっ

た。 8 号住居址に関し
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7 B40 ては認められない。

時期的には、 5 • 7 

---j B35 号住居址か前期中葉、

3 • 4 • 6 号住居址が

寸 B30 前期後半に比定される

か、その中でも若干の

-I B25 先後関係が認められる

ようである。

サ B20 8 号住居址について

は積極的に住居址とし

-IB15 て判断する所見は得ら

れていないか、規模、

---j B10 ピットの存在等により

ここでは住居址として

-4 B05 記載する。

出土遺物はそれ程多

---j BOO くはなかったが、埋甕

等はその器形を窺い知

--, A45 ることができる。また

7 号住居址より出土し

---j A40 た注口土器は興味深

ャ A35 中期初頭、五領ヶ台

期の土城が検出されて

---J A30 いるが住居址は見られ

なかった。

__JA25 
00 

20m 

第18図 中畦遺跡全体図
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ローム、炭化物を含む

゜ 2m 

第19図 3 号住居址
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3 号住居址 （第19図）

調査区の中央西寄り、 31~34-A49~BOlグリッドに位置する。平面の形状は、隅丸方形を呈しており、

四辺かやや外側へ膨らむ。北東コーナーには40号土擁、北西コーナーには38号土塘か重複するが、先後関係

は不明である。

規模は、 5.75m X5.60mで、長軸方向はN- 3°-E である。各壁は、かなり直に立ち上かっているか、床

面と接する付近は、なだらかな丸みを持つ。壁高は、平均50cmである。

本住居址は、床面が二面確認され、炉体土器のレベル差等からも拡張されたものと思われる。ただし上面

の床は若干の焼土を認めたものの、非常に軟弱で、不明瞭であった。また明確な柱穴等も検出されなかった。

図中、一段高まった、周囲にテラス状に廻る部分が拡張部分と思われるが、南側に関しては明確には見ら

れなかった。

二面の床面差は、中央部分で、約15cm程あり、埋土はローム中に若干炭化物を混じえたふかふかの土であっ

た。拡張後の使用は極めて短期間であったと考えられる。

古い住居址の規模は約4.3mX4.3mでほぼ方形を呈していたと思われる。掘り上げ後の床面の状態は、中

央部がやや凹んでおり、余り踏み固められた様子は見られなかった。

炉址（第20図）

検出した二面の床からは若干の焼土は認められたが、地床炉等の施設は無く、埋甕炉が 3 箇所に設けられ

ていた。その中の 1 つは、拡張前の住居に伴うものと考えられる。他 2 個体のものは、ほぼ同レベルに埋め

込まれており前者との差は約15cmである。いずれも深鉢形士器の胴部を利用しており、全周している。

位置は、古いものは中央、やや南西寄りに設けられており、他の 2 個体は南東寄りと南西寄りに置かれて

いた。それぞれの周辺より若干の焼土が見られたが、量的には少なく、比較的顕著に見られたのは、南東部

に設けられた土器の周囲で、炭化物を混じえて検出されている。

断面の観察によると、土器の周囲を若干掘り込んで埋設しており、やや焼土を含んだ土で埋められている。

遺物出土状態（第21図）

本址より出土した遺物は、土器および石器片である。土器は総数140点で、覆土、および床面より出土して

いる。

2 • 3 • 8 は埋甕炉である。この内 2 は拡張前の住居址に付随するもので、 14号土塘出士の土器片が接合

している。 1 は床面より出土しており、散在していた破片が接合したものであるが、 4 号住居址および13号

上塘より出土した破片が口縁部に接合した。 6 は本址出土の土器と 38号土猥覆土中のものが接合したもので

ある。遺物の多くは拡張後の住居址床面付近から出土したものが多いが、覆土中の破片も若干ながら接合し

たものもあった。また、遺物の分布を見ると、住居址東半分にやや集中して見られ、住居埋没途中に投げ込

0-< 言皇土も、、ま石れロニる。スクレイパー類および磨石か出土し
3 淡黒褐色土 ており、特に磨石は 7 個と量も多く、特徴ある組成を示すも

炭化物若干含む
4 淡黒褐色土 のとして注目される。

＇：正：：含む :;::亡で二：［こ2を6：）ち、波頂部
3 《 I｀ニニロ、は、さらに 3 つの山を持つ。胴部中位で、若干締まる。口縁

第20図 3 号住居埋甕炉 部はやや外反しながら立ち上がり、波頂部はゆる＜内彎する。
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第21図 3 号住居址遺物出土状態
゜ 2m 

地文に RLの縄文を施し、胴部には半戟竹管による平行沈線を 4 ~6 本単位で横に 3 段廻らし、口縁直下に

も 4 本単位で施文、その下には、やはり半戟竹管による 4 ~ 6 本単位の平行沈線で菱形を形づくり、その中

に渦巻文を描く、口経42.5cmでやや大型の上器である。

2 は胴部中位でやや締まったキャリパー形を呈す。地文に RLの縄文を施し、竹管による平行沈線を 8 本

単位で 3 段廻らし、さらに口縁部には、 4 ~ 6 本単位の沈線を廻らす。その間に、鋸歯状、弧状のモチーフ

が描かれる。口縁は平縁と思われる。内外面ともにざらざらした、砂っぼい土器である。

3 は口縁部が外側へ開き、ゆる< 4 単位の波状口縁を持つ。その波頂部分は肥厚し、指で押したように凹

んでいる。地文には、結節を持つRLの斜縄文を施し、口唇直下に 4 本、頸部横位に 4 本単位で矢羽根状刻

みを持った浮線文を付す。また口縁部には弧状のモチーフを、やはり浮線文で描いている。

4 は深鉢形土器の胴下半部である。地文に Lの縄文を施し、半戟竹管による平行沈線を 4 本単位で 3 段横

に廻らす。焼成はしっかりしており、外面は比較的平滑である。

5 は深鉢形土器の胴部である。筒形で上部がやや外反しながら立ち上がる。幅 4 mm程の浮線を 3 ~ 2 本単

位で横に廻らし、その上に RLの縄文を施す。かなり剥落、磨滅がひどい。

6 は深鉢形土器。胴部はゆる＜膨らみながら立ち上がり、口縁部でややしまり、外へ開く。胴部には RL
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第22図 3 号住居址出土土器（1)
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第26図 3 号住居址出上土器（5)
゜ 10cm 

の縄文を施し、竹管刺穴を持った隆帯で口縁部文様帯を 2 段画す。文様は、竹管による平行沈線を綾杉状に

横位に施文する。焼きの良い、堅緻な土器である。

7 は筒状で胴部上半が外へ開く深鉢形土器の胴部である。半赦竹管による平行沈線を横に廻らし、幅広に

あけた部分に、山形のモチーフを描く。外面は丁寧に研磨された、赤褐色を呈する土器である。

8 は深鉢形土器の胴部である。 RLの縄文を横位に施文する。内面に摩き痕が明瞭に観察される。

9 は深鉢形土器である。胴部上半で膨らみ、口縁部は外反する。口縁上部を欠損しているが、波状口縁を

持つと思われる。胴部には RLの縄文を施し、半戟竹管による平行沈線を 10本廻らして上に文様を画す。文

様は、竹管による沈線 6 ~ 8 本単位で、山形、菱形のモチーフを描く。

10は特殊浅鉢形土器である。胴上半および下半部が出上しているか接合しない。胴部は著るしくくの字に

屈曲し偏平な底部を持つ。胴部文様は木ノ葉状入組文を持ち、口縁部には矢羽根状の刻みを持つ浮線を 2 条

廻らし、その間に径 5 mm程の小孔を配し、そこから口唇部までは無文としている。

11は深鉢の口縁部片である。先の整わない半戟竹管による沈線を不定方向に走らす。地文に無節 L を施文。

12は LRの縄文を持つ、両面からの穿孔による補修孔を有す。 13は正反の合である。 14は竹管による連続瓜

形文で菱形、弧状の文様を描くものと思われる。瓜形文間の盛り上がった所には箆状工具による刻みを付し、

竹管剌突による円形文を持つ、 15はキャリパー形を呈すと思われる深鉢形上器の口縁部片である。刻みを持

つ浮線文で斜位、横位の文様を描く。 16 • 17は RLの縄文を施し、その上位に浮線文による梯子状文、その

間に X字状の文様を描いている。 18は刻みを矢羽根状に付した浮線文を平行に廻らす。 19は平行に施された

浮線文上に矢羽根状の刻みを持つ土器で、胎土中に石英粒が目立つ。 20はキャリパー形土器の口縁と思われ

る。口縁に沿って 3 条の浮線文を廻らし、さらに下へ垂下させる。 21は地文に LRの縄文を施し、浮線によ

る梯子状文を付し、その下に、竹管剌突を持った浮線文で平行線、渦巻文を描く。 22は地文に LRの縄文を

施し、粗い刻みを持つ浮線文で幾何学文様を描く。胎土に砂利が目立つ。 23 • 24 • 25は地文に RL の縄文を

施し、横位に刻みを持った浮線文を貼り付けている。 26は朝顔状に口縁が開く深鉢形土器である。 LRの縄

文を施文すると思われるが、ほとんど観察できず、一見無文に見える。口唇部外側に陵を持ち、推定口経は

33.9cmである。 27は口唇に円形の突起を持つ深鉢形上器の口縁部である。地文に無節 Lの縄文を施文し、平

行沈線による、弧状のモチーフを描く。内外面ともにややざらついた感じのする土器である。 28 • 29 • 30 は
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ロ縁部片である。何れも地文に RLの縄文を施文し、口縁に沿って 1 ~ 3 単位の平行沈線を廻らし、その下

に斜位、孤状のモチーフを描く。 30の口唇部はかなり漕くなっている。 31は無節 Lの縄文を施文し、その上

に平行沈線を多段に廻らす。焼きの良い土器である。 32は地文と RL の縄文、 33は地文に無節 Lの縄文を施

し、その上に横に半戟竹管による平行沈線を廻らす。 34 • 35 • 36 • 37 • 38 • 39は半戟竹管による平行沈線で

斜状、弧状のモチーフを描く。 34 • 36は RL の縄文を地文とし、 35は無節 L 、 37 • 38 • 39は同一個体で撚り

戻し、 L< tの縄文を地文としている。 40は口縁部片で、口縁に沿って半載竹管によるコンパス文を 3 段横

に廻らす。砂粒が目立つ土器である。 41 • 42 • 43 • 44は口縁に沿って平行沈線を建らす。地文は見られない。

45は波状口縁の波頂部近くと思われ、竹管による平行沈線の末端が見られる。 46はキャリパー形土器の口縁

部近くであると思われ、屈曲が見られる。半戟竹管による波状、弧状のモチーフが描かれる。内面に炭化物

の付着が見られる。 47 • 48 • 49 • 50 • 51 • 52は口縁部文様帯の破片である。半載竹管による弧状、渦巻文を

描く。 53 • 54 • 55 • 56 • 59 • 61 • 62は、平行沈線文を基調とした文様をとる、同一個体である。 59はやや細

めの竹管を多段旋文する。 60は、太めの半戟竹管を深めに施文している。 63は深鉢形土器の底部である。地

文に LRの縄文を施文し、底部近くに 2 段の半戟竹管による平行沈線文を廻らしている。 64 • 65は RL の縄

文を横位施文する深鉢形土器の口縁部である。 65は末端に結節を持つ。口唇部は指頭圧痕が見られる。 66 • 

67は同一個体片である。結節を持った RLの縄文を横位に施文している。 68 • 69 • 70 • 71 • 72 • 73 • 7 4 は R

L の縄文を横位施文する。 74は底部近くの破片である。 75は、深鉢形土器の底部片である。底部外側がやや

外に張り、胴部は外反しながら立ち上がる。底は中央部でやや厚くなっている。 RLの縄文を施す。 76は無

文の底部片である。底面端部が外に張り出し、底部の中央は厚くなっている。胎土中に雲母が目立つ。 77は

口縁部が外反する深鉢形土器の口縁部片である。口縁に沿って一条の結節浮線文を廻らす。 78 • 79は無文。

4 号住居址 （第27図）

調査区中央の西寄り、 28~31-A47~49グリット、 3 号住居址の南東側に近接して位置している。形状は

ほぼ方形を呈し、各コーナーは、やや丸みを持つ。規模は、 4.9mX4.7mであるか、北辺がやや長い。

主軸方向は、 N-23°-Wである。 41 • 42 • 43号、および50号士猥が重複するが、いずれも同時期かまたは

古くなると思われる。

各壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、高さは平均で80cm程あり比較的良好な状態であった。床面は、中央部が

やや高まり、堅くなっていたが周辺部は軟弱な状態で、壁周溝は見られなかった。

柱穴は、ほぼ対角線上に乗るように、 4 本検出された。それぞれの規模は、ピット 1 が70 X60cm、深さ 60

cm。ピット 2 は80 X50cm、深さ 42cm。ピット 3 は80X 70cm、深さ 75cm。ピット 4 は30X30cm、深さ 57cmであ

る。ピット 2 は底に長さ 70cm程のやや偏平な川原石が埋め込まれたような状態で検出された。ピット 4 を除

いて各ピットは底がかなりすぼまり、掘り込みが 2 段になっている。

炉址 （第29図）

住居址の中央やや南西寄り、ピット 4 の北東に大小の埋甕炉が並んで検出された。共に深鉢の胴部を利用

しており、口縁部、底部を欠損する。小さい方の南側に胴部％程の土器片が添えるように埋め込まれていた。

炉の内側、および周辺部には、若干の炭化物を含む焼土が見られた。また埋甕のある部分は周辺よりもわ

ずかに凹んでおり、ふかふかした感じであった。

使用されている土器は、口縁の部分か欠損しており、使用により、欠け口はかなり摩滅していた。
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第27図

1 暗褐色土
2 黒褐色土

3 茶褐色土
4 茶褐色土
5 明茶褐色土
6 明茶褐色土
7 明茶掲色土
8 地山

SP含む
SP 含む

SP 、炭化物若千含む
3 層よりも炭化物目立つ
SP もはとんど含まない
や、粘性を持つ

6 層と似るがや、明るい

麟
G G' 
286.3 

髯
H H' 
286.3 ..  
② ③ 

疇
①暗褐色土
②明褐色土
③橙褐色土 ローム粒含む

I 
286.3 ー , 

量ローム粒含む

4 号住居址
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第28図 4 号住居址遺物出土状態

遺物出土状態（第28図）

本址より出土した土器片は総数102点、石器および石片は 108点であり、比較的少なかった。

出土した土器中、完形品は無く、器形を推定し得るものも 4 個体程であった。 1 • 3 • 4 は埋甕である。

2 は床面上より出土している。その他は覆土中から出土しているものが多く、また東側部分に集中する傾向

が見られた。遺物の出土状況等から 3 号住居址より古くなると考えられる。

令 出土土器（第30 • 31 図）

1 黒褐色土
焼土、炭化物若翌§.3
干含む

2 明褐色土
岩化物若千含む

3 ローム（地山）

0 50cm 
I I 

1 は、深鉢形土器である。胴上半部がやや外反しながら立ち上

。 がる。胴部下半に LRの縄文を施し、その上の文様帯部分には、O 」-•J＇半載竹管による平行沈線を横位に描き継ぐように多段施文してい
そる。表面ざらついた砂ぽい土器である。口縁部および胴部下半を

欠損している。埋甕炉として使用されていた土器である。 2 は底

部かやや外へ張り出す小型の深鉢形土器の胴下半部である。半戟

竹管による集合沈線で、縦に X状に 5 単位の文様。下半には横位

第29図 4 号住居埋甕炉

` 
に帯状に多段施文する。胎土に黒雲母目立ちやや白ぽい土器であ

る。焼成は良い。 3 は浮線文土器である。胴部にやや膨らみを持っ
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て立ち上がり、口縁部は外へ開く。地文に RLの縄文を横位に施文し、胴部に 3 本 l 単位に粘土紐を貼り付

け、その上より矢羽根状方向に刻みを付す。また頸部は 4 本単位である。胎土中には0.5mm前後の砂粒か目立

つ。この土器は 4 の埋甕にほぼ接して立てかけられた状態で検出されており、かなりの火熱を受けている。

接合した破片の一部は 3 号住居址より出土している。色調は赤褐色を呈し、焼成は良好で堅緻な感じのする

土器である。 4 は、埋甕炉として使用されていたもので、 1 に隣接して据えられていた。深鉢形土器の胴部

で全周する。 RLの縄文を全面に横位施文している。焼成良く、内面に研磨痕が見られる。 5 は LRの縄文

を施文する。胎土中に径 1 ~3 mm程の石粒が見られる。表面にはやや凹凸が目立つ。 6 は口縁部片である。

ロ縁に沿って半戟竹管による平行沈線を横位に施す。口唇部はやや薄く円頭状となる。 7 は LRの縄文を持

つが、節が不明瞭である。内面は丁寧に磨かれている。 8 は深鉢形土器の頸部部分片である。半戟竹管によ

り、幅1.5cm程の無文帯を作り、その上に半戟竹管による平行沈線で綾形文を描く。砂粒若干含み、表面に剥

落が見られるが、焼成は比較的良い土器である。 9 は地文に無節 Lの縄文を持つ浮線文土器である。浮線文

上の刻みは同方向に付けられている。焼成は良い。 10は地文に LRの縄文を持つ浮線文土器である。浮線上

は箆状工具による刻みを持ち、ややカーブが見られることから、弧状ないしは渦巻状のモチーフを描くもの

と思われる。薄手で焼成良く、内面は丁寧に磨かれている。 11はキャリパー型深鉢土器の口縁部である。 R

L の縄文を施し、口縁に沿って 2 条の平行沈線を付し、口縁部に獣面を模したと思われる把手か付〈。全体

的に砂粒の混入が目立つ土器である。内面に剥落が見られる。 12 • 13 • 14は同一個体である。波状口縁を持

ち、口縁端部が内側へ屈曲するキャリパー形の深鉢形土器と思われる。地文に L の無節縄文を横位施文し、

胴部と口縁部文様帯を多段の半載竹管による平行沈線で画く。その上部に弧状のモチーフを竹管による集合

沈線で描く。また口縁端部には 3 本単位で沈線か施される。砂粒の目立つ土器である。 15は波状口縁土器の

波頂部分である。口縁に沿って 2 条の平行沈線が走り、下に波状の平行沈線を描く。 16は口縁部片である。

地文に RLの縄文を施し、平行沈線で口縁に 2 条、下に幾何学文様を描いている。 17は地文に RL の縄文、

平行沈線が付される。胎土、焼き等から 8 と同一個体と考えられる。 18 • 19は同一個体。半載竹管により幾

何学文様を描く。やや幅広の半戟竹管により施文している。焼成は良い。 20は地文に L の無節縄文を施し、

やはり半戟竹管により幾何学文様を描く。 12 • 13 • 14 と同一個体か。 21は地文に Lの無節縄文、上部に平行

沈線文を横位に施す。 20の胴体部片かと思われる。 22は LRの縄文を持ち、径1.2cmの円形竹管文が付されて

いる。節の細い縄文が施文されている。 23 • 24 • 25 • 26 • 27 • 28 • 29 • 30 • 31は同一個体、 RLの縄文を全

面に施文する深鉢形土器であろう。やや薄手の作りで、焼成も良い。 24は径10mmの補修孔か、表面より穿孔

されている。淡い褐色を呈する。 32は RLの縄文が施される、非常に焼成の良い土器である。細い原体が使

用されている。 33は RLの縄文が施される。節の中の繊維方向が明瞭に観察される。内面は丁寧に磨かれて

いる。 34は RL の縄文を施す。 35は RLの縄文を施す。かなり太い原体を用いており、施文も浅い。やや厚

手の土器である。 36は RLの縄文を施すが、押圧が弱く施文が不明瞭である。焼成の良好な土器である。 37

は無文土器の口縁部片である。口唇部は薄く仕上げられており、やや尖り気味である。表面には指頭圧痕が

わずかに観察される。 38は特殊浅鉢形土器の口縁部片である。胴部で鋭くくの字に屈曲し、口縁部は短く立

ち上がって、口唇部は尖り気味となる。また口縁に沿って径 5 mm程の円孔が、約 3 cm間隔で穿けられている。

外面、口唇部内側は丁寧に磨かれている。
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5 号住居址（第32図）

調査区中央やや南寄り、 23~25-A39~41グリッドに位置する。南傾斜地にあたり主軸方向は、 N-54° ―

E である。形状は、南西側がやや広がる台形を呈す。各壁長は、北西および南東壁が4.8m、北東壁3.3m 、

南西壁4.0mである。現存の壁高は最大57cmで、平均40cm程であった。

中央部やや西寄りに45号土堀、北西壁中央に46号士塘の重複かある。共に本住居址よりも新しいと思われる。

それぞれの壁はやや斜めに立ち上がっているが、壁の上部は、地山か軽石層であることも手伝って、かな

り崩落しており、部分的にはかなり外側へ開くような所も見られた。

幅20~25cm、深さ 10cmの壁周溝が南西コーナーおよび南東の一部を除き、はぼ全周する。周溝内には50cm

程の間隔を置いてピット状に20~30cm程掘り込まれた部分かあり、壁柱穴と思われる。

床面は、平坦で比較的良く踏み固められており、ローム粒と黒色士を混じえた士で張り床としている。

炉址

明確なものは検出されなかったが、中央部に長さ 25cm程の川原石か据えられてあり、その前面、および周

辺に若干の焼土が検出されている。

遺物出土状態（第33図）

遺物は土器が368点、石器、石片が70点出士している。覆士上面より出土したものが多く、器形を推定でき

るようなものは最上面よりの出土である。住居の埋没がはほ‘終了した時点で廃棄されたものと思われる。

逆に床面からの出土遺物は少なく、むしろ石器顆が主であることが注目される。

45号土壊の掘り込みによって、失なわれた遺物もあると考えられるか、おそらく廃棄時には、土器類はほ

とんど持ち去られたと考えられる。

出土土器（第34 • 35 • 36 • 37図）

1 は推定口径45.0cmの深鉢形土器である。やや口縁部で開き、 6 単位のゆるい波状口縁を呈すと思われる。

その中の 1 ないし 2 箇所の外側に耳状の貼付文が付されると考えられる。さらにその波頂部より口縁に沿っ

て左右へ 2 本づつ連続爪形文力渭iされ、爪形文の両側は盛り上がっている。その爪形文上には約10cm程の間

隔を置いて、平たく中央の凹む径 2 cm程の円形貼付文が付されている。さらに、その下位には半載竹管によ

る、 2 本 1 単位の連続爪形文で菱形を作り、その中に十字または X状に文様を描く。口縁直下にも、縦に 4

本単位の半戟竹管による刺突列が見られる。胴部には RL を用いて菱形を意匠した羽状縄文が施されている。
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第32図 5 号住居址
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胎土中には多くの石英粒か目立ち、かなり 2 次的な火熱を受けた部分もあり脆弱であった。内面は丁寧に研

磨されている。 2 • 3 は口縁部片である。肉薄の竹管により平行沈線文を横位に施文する。幅広の沈線状に

見える。内面にはかなりの剥落が見られる。口唇部は内そぎ状を呈す。 4 は口縁部片である。地文に L の無

節縄文を施し、口唇下に 2 本の平行沈線を深く横位に廻らす。 5 も 4 と同じ文様構成であるが、地文に無節

の L を施文。 6 は波状口縁部片である。内彎する波頂部は箆で押したように潰れている。地文に Lの無節縄

文を施し、波頂下に半戟竹管による平行沈線で渦巻、円形文を描き、そこより回りに 2 ~ 3 本単位の平行沈

線を放射状に描く。内面は平滑に磨かれている。 7 は口縁部に 6 本櫛歯により縦位に刺突を配し、さらにそ

の下に横位に刺突、平行沈線を施す。口唇部は平らである。 8 は 7 と同種の文様構成を取るが、櫛歯は 8 本

と思われ、施文具が若干カープを持っている。かなり脆い土器である。 9 は波状口縁部片と思われる厚手の

土器で、波頂部は薄くなる。文様は半載竹管による引きずり痕のようなものが見られるが、極めて不明瞭で

ある。 10はくの字に曲がった頸部から大きく開く口縁部を持った深鉢形土器である。ゆるやかな 4 単位の波

状口縁を呈す。胴部文様は LRの縄文を横位に施文する。口縁部文様は、口縁に沿って 4 本の連続爪形文を

廻らし、波頂下には菱形を描きその間にも小さな菱形を描く。胴部とは 2 本の連続爪形文で区分している。

爪形文の押圧は浅く、エ具をかなり寝かせて施文しており、胴部の縄文も節か不鮮明である。また口唇部は

若干凹んだようになっている。推定口径は44.5cmである。淡褐色を呈している。 11はほぼ器形を復元し得る

土器である。底部からゆる＜膨らみながら立ち上がり、頸部でくびれ口縁部か外へ開く。無節 Lの縄文が粗

〈全面に見られるか、器面はかなり荒れており、作りも雑な土器である。 12は、胴部から口縁にかけてゆる

く開きながら立ち上がり、口縁部がやや外へ開く。全面に縄文を横位施文するが、胴上半部は節が不明瞭で
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第37図 5 号住居址出土土器（4)
゜ 10cm 

ある。 2 本の原体を用いたのかも知れない。 13は波状口縁で、ループ文が見られる原体は RL である。口縁

に沿ってループを 2 段廻らし、さらに下にループで菱形を描く。波頂部にはわずかに無文部が見られる。内

面は良く磨かれている。 14は RL のループ文か多段施文される。内面は良く磨かれている。 15 • 16 • 17 • 18 • 

19 • 20 • 21 • 22 • 23 • 24は無節の土器を一括した。 15は L を横に施文している。 16は L の反撚りである。 17

は L を縦位に施文している。 18 も L を縦位に施文する。原体はやや太めのものを使用。 19は L である、条の

中の繊維方向が明瞭に看取できる。 18 と同一個体の可能性もある。 20 も L を施文する。 21は L を縦位に施す。

22は 0 段 r を軸縄に S巻きしたものを回転押捺している。23は 0 段 3 本撚の RLで羽状縄文を表出している。

原体を 2 本以上用いている可能性がある。 24は底部である。 22 と同一個体と思われ、 r を用いた縄巻縄文と

思われる。表面はかなり荒れており、施文も雑である。胴部に向かって大きく開く器形を示す。 25は深鉢形

土器の口縁部である。 LRの縄文が横位施文される。口唇部は平らに仕上げられている。 26 • 27 • 28 • 29は

LRの縄文を施文する。 27は 25 と同一個体と思われる。 30 • 31は同一個体である、 RLの縄文を横位施文す

る。口唇部に、小豆大の貼付文を持つ。 32は一見無文に見えるが、 RLの縄文を横位に施文する。 33は外反

する深鉢形土器の口縁部片である。波状口縁を呈し、前々段多条の RL を横位に施文する。 34は RL の縄文

を横位施文する。 35は RL の縄文を持つ。内面は丁寧に磨かれている。 36は上端に半戟竹管による平行沈線

を持ち、下には RL を用いて菱形の羽状縄文を表出すると思われる。 37 • 38 • 39は RL の縄文を横位施文す

る。 40は RL 、 LRの縄文を用いて菱形を表出する。火を受けてかなり脆弱である。 1 の胴部片の可能性も

ある。 41は前々段多条の RL を施文する。 42は LR を、 43 • 44は RL を横位施文する。 45は深鉢形土器の底

部片である。無節 L と単節 RL を交互に施文し、縦の羽状文を作る。底面は平滑に磨かれる。 46 • 47 • 48は

同一個体、口縁部文様帯を持つ深鉢形土器の胴部と思われる。 R<RLR と L<LRL を横位施文し、羽状縄文

を作る。内面は丁寧に磨き上げられており、かなり焼成の良好な土器である。 49は胴部がやや張る深鉢形土

器である。推定最大径22cmで、 RL と LRの原体を用いて菱形を表出している。 50 • 51 • 52 • 53 • 54 • 55は

付加条を持つものである。 51は LR+R 、 52は LR+RR と RL+LLで羽状を表出する。 53は RL+Rで

付加した R は細い。 54は 2 種類の原体RL と付加条 LR+RRで横羽状を施している。 55は底部片である。

RL に R を付加している。 56は深鉢形土器の口縁部片である。半載竹管による平行沈線を横位に 2 本、さら
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に斜位に施す。口唇部に、細い粘土紐により交差波状の中に縦の浮線を付している。地文に RLの縄文か微

かに認められる。 57·58は半戟竹管による平行沈線で、横位、波状文を描く、同一個体と思われる。 59·60 • 

61 • 62 • 63 • 64は同一個体である。 62 • 63は胴部上半である。 RLの縄文を地文にし、半載竹管により 4 条

の平行沈線を横走させている。 60 • 61 • 64は口縁部文様帯で、 RLの地文縄文の上に、竹管による平行沈線

で、渦巻弧状のモチーフを描く。焼成は余り良好ではない。 65 • 66は口縁部片である。 65は半戟竹管による

平行沈線を口縁に沿って 2 条を廻らし、下位に斜めの平行沈線を走らす。 66は地文に RLの縄文を持ち、ロ

縁に沿って 2 条、下位に直または、弧状の平行沈線を描いており、口唇部にはやはり竹管による斜めの刻み

を付す。共に焼成は良く、堅緻な感じのする土器である。 67 • 68 は RL の縄文を横位施文する。 67は胎土中

に雲母粒子が目立ち焼成は良い。 68は底部片である。 69はやや内彎する口縁部片である。半戟竹管により、

ロ縁に沿って縦に平行沈線を廻らし、さらに三角形の剌突、平行沈線を配し、その下位に山形波状文、蕨状

文を描く。口唇部には 1 本沈線を走らせ、小突起が付される。胎上中には砂粒が目立ち、表面がややざらつ

いた感じのする土器である。

6 号住居址（第38図）

調査区の中央やや東寄り、 12~14-A47~49 、 BOOグリッドに位置する。今回調査した住居址の中では最

も地形的に高い所に検出した。

検出当初より、その形状は不明瞭であり、覆土中にも多量の地山ロームブロックを含み、完掘後に判明し

たのであるが、径80cm程の時期的にやや新しい土壊か 2 基並んで住居址内に掘り込まれていた。

住居の形状は、南東コーナ一部分がやや突出した不正方形を呈し、各壁は地山との境がはっきりせず、確

かな立ち上がりラインは一部しか確認し得なかった。

壁高は、平均25cmであったが北壁を除いた各壁は、なだらかな立ち上がりであった。

規模は、 5.1X4.5m程で、主軸方向はN-20°-Wである。床面は、掘り込んだローム面をそのまま地床と

し、やや踏み固めたものの、かなり凹凸が見られたか、周辺部分については、床面としての識別が困難であった。

柱穴は、検出されなかった。ピット 1 は90X75cm、深さ 80cm。ピット 2 は 90 X80cm、深さ 40cmで、共に五

領ヶ台式期の土壇である。住居址の周辺にも該期の土城か存在しており、一つのグループとして捉え得る。

炉址（第40図）

住居の北寄りに埋甕炉を検出した。 70X60cm程の穴を掘り、底部を欠いた深鉢を口縁部まで埋め込み使用

している。若干の焼上が見られたか、炭化物等はほとんど見られず、土器の埋土も同様であった。

その他には炉として認められるようなものは無かった。

遺物出土状態（第39図）

本址は、覆土上面より多くの土器片、石片が出土した。ほぼ全面より出土が見られたが、北側部分では少

なかった。出土土器の総点数は361点で、石器・石片総数は154点であった。

出土遺物としては石片類か多く、また20~10cm内外の自然礫がかなりの数出土している。 1 は土塘に付随

するものと思われ、住居址の時期よりは後出するものである。

その他、埋甕に使用されていた 109以外は、かなり散在する状態であった。

出土土器（第41 • 42 • 43 • 44図）

1 は口縁部が丸みを持って内弯する小型の深鉢形土器である。平縁で口縁に沿って 2 条の連続爪形文が1. 5

cm程の間隔をもって廻り、さらに屈曲部にも 2 条廻る。地文には、 RL と LRの縄文を交互に横位施文し、
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第38図 6 号住居址
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第39図 6 号住居址遺物出土状態
゜ 2m 

羽状縄文を表出している。内面はかなり平滑に磨き上げられている。 2·3·4·5·6·7·8·9 はロ

縁に沿って連続爪形文を何条か廻らすものを一括した。それぞれの竹管の幅は 4 ~5 mm程である。 4 • 5 • 

6·7·8·9·10は半載竹管で平行線を引き、その中に爪形文を充填しており、一部平行沈線だけのもの

もある。 5 は斜め方向にも連続爪形文が走る。この一群は比較的薄く作られており、内面の磨きは丁寧であ

る。 10は連続爪形文が 5 段見られるか 3 と同一個体と思われる。 11は幅 8 mm程の連続爪形文が見られ、さら

に平行沈線が縦に 1 条走っている。内面は平滑である。 12 • 13 • 14 • 15 • 16 • 17 • 18 • 19 • 20 • 21 • 22 • 23 • 

24 • 25 • 26 • 27 • 28 • 29 • 30 • 31 • 32 • 33 • 34は地文に RL 、 LR2 本の原体を用いて羽状縄文を施し、半

戟竹管による連続爪形文で文様を描く。幅1.2cm程の磨消無文帯を廻らしその両側に連続爪形文を付す。また

《：ロニF
 

。

286. 7 

3 曇

2 黒褐色土
3 淡黒褐色土

4 淡黒掲色土

炭化粒子含
む

締っている
ローム、焼
土を含む
SP粒子含
む

0 50cm 
I I 

第40図 6 号住居埋甕炉

無文帯には指頭押圧による凹みを付し、そこを中心に上下へ

放射状に連続爪形文を付す。内面は縦方向に明瞭な研磨痕か

残る。同一個体であるか、器形を復元するには至らなかった。

赤茶褐色を呈す土器である。胎土中には、径 2 ~3 mmの石英

粒が見立つ。 35はやや幅広の連続爪形文を横位に施す。 36は

地文に LRの縄文を付し、その上に右下かりの連続爪形文を

平行して数条施す。焼成の良い土器である。 37は連続爪形文

を横位に施文し、その下位に斜め方向の平行沈線が描かれる。
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第41図 6 号住居址出土土器(1) 0 10cm 
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38は口縁近くの破片である。連続爪形文を横位に施し、下位に RLの縄文、さらに爪形文を挟んで棒状工具

刺突による円形の凹みを付す。 39は RL の地文を持ち、その上に横位、斜位の連続爪形文を施す。 40 • 41 • 

42 • 43 • 44 • 45 • 46 • 4 7 • 48 • 49 • 50は同一個体片である。連続爪形文を横位に 2 段施文し、その間に径 6

mm程の凹みを持つ。その上位に肉薄の半戟竹管による平行沈線文で、いわゆる菱形文を施す。やや薄手で、

内面は縦位研磨痕が見られる。赤褐色を呈す土器である。 51は連続爪形文と箆状工具による細かな集合沈線

を斜めに施す。 52は櫛歯による弧線が描かれる。 53は LRのループ文が多段に施文されている。繊維の含有

少なく焼成の良い土器である。 54は無節の L を施文している。 55 • 56 • 57 • 58 • 59 • 60は全面に LR を横位

施文する。 55 • 56は同一個体の口縁部片である。口唇部はやや尖り気味となる。 61は無節 Lが施される口縁

部片である。 62は薄くやや内弯する小型の深鉢片である。 RL の縄文を持つ。 63 • 64 • 65 • 66 • 67 • 68 • 69 • 

70 • 71 • 72 • 73 • 7 4 • 75 • 76 • 77 • 78は RL の縄文を横位施文する。 63 • 64 • 65 • 66 • 67 • 68 • 69 • 70 • 71 • 

80は口縁部片である。 64は補修孔を持つ。 81は RL の縄文と横位の沈線を持つ。 82は LRの縄文を持つ底部

片である。 83 • 84は同一個体で組紐である。 85は R を絡めた絡縄体縄文である。 86は RL+Rの付加条であ

る。 87 • 88 は RL+RR と LR+ tで付加条縄文の羽状を表出する。 89は RL+Rである。 90は RL に L を

付加する。 91は薄手の無文土器。口唇端部が内側へやや屈曲する。内外面ともに横位研磨痕が見られる。 92 • 

93 • 94は横位平行沈線か 3 ~ 4 本単位で走る。 92 • 93は地文に RL が施される。 94は薄手の土器である。 95

は頸部でゆる＜くびれ口縁はやや内側へ弯曲して立ち上がる。口縁部に径 6 mm程の補修孔が一対穿けられて

いる。焼成の良い土器群で縄文も明瞭に押捺されている。 96 • 97 • 98 • 99 • 100 • 101 • 102 • 103 • 104 • 105 

は LRの縄文を持つ深鉢形上器の破片である。 106は口縁部がやや外反する深鉢形土器である。 LRの縄文を

全面に横位施文する。原体はやや固い繊維で撚られたと思われ、各節は角ばった感じが見られる。内面はや

やざらついた感じかする。 107 • 108は深鉢形上器である。 RLの縄文を施文し、かなり薄く仕上げられてい

るか、 107の底は厚みがある。 108はやや細い原体を用いて施文している。 109は胴部で膨らみ、ややくびれた

頸部に外反する口縁が付き、底部を欠損する。全面に RLの単節斜縄文を施す。所々に原体末端の結び目が

観察される。原体の長さは 3 cm程である。胎土中には砂粒を含み、焼成は良く堅緻な土器である。内面は丁

寧に研磨されている。色調は赤褐色を呈す。底部は輪積み部で欠損している。 110 • 111 • 112 • 113 • 114 は L

R の縄文が施される。 114は底部片である。何れも焼成良好な土器である。 115は胴部でやや膨らみ、口縁部

で外反する深鉢形土器である。 RLの縄文が全面に横位施文される。 116~144は RL の縄文力哺知とされたも

のを一括した。 116 • 117 • 118は口縁部片、他は胴部片である。節の中の繊維方向が明瞭に観察されるものが
R 

多い。何れも器内は薄く作られており、堅緻な感じのする土器である。 145は底部片である。 L<Rの縄文か
R 

施されている。 146は中期初頭五領ヶ台式期に比定され、住居内の土壊に帰属するものと考えられる。器形は

口縁に向かってやや開く筒状を呈し、折り返し口縁となる。口唇部は薄く尖り気味で、一箇所山状の高まり

を持つ。折り返された口縁部分には LRの縄文か見られる。胴部には 3 本 1 単位で結節縄文が縦位施文され

る。胴部上の方に断面台形状の小瘤が 3 箇所付けられている。底部を欠損している。 146は縦の集合沈線、 147

は棒状工具によるゆるい波状文が付けられる。 148 • 149 • 150は同一個体である。地文に RLの縄文を持ち、

半戟竹管による平行沈線が三角・弧状のモチーフを描き、その間を半載竹管をやや斜めに用いた剌突文を連

続して施す。 151は口縁部片である。内側への折り返し口縁を持ち、 LRの縄文を横位に施文する。把手状の

ものが付いていたと思われる痕が見られた。内外面に若干の煤の付着が認められた。 152は半戟竹管による平

行沈線が横走する。 153 • 154は無文である。
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第46図 7 号住居址遺物出土状態

7 号住居址（第45図）

調査区中央、やや東寄り、 10~13-A49 • BOO~02グリッドに位置する。今回検出した住居址の内最も遺

存状態が良好であった。また検出した住居址中最大規模を持つ。

形状は隅丸長方形であるが、南壁が北壁に比してわずかに長くなる。各コーナーはやや丸みを持ち、南東

南西コーナーは特にそれが顕著である。規模は、 6.7mX4.5mで、壁の高さは最も高い所で60cm、平均50cm

程であった。各壁はほぼ垂直に立ち上がる。主軸方向は、 N-21°-Wである。

床面は、かなり凹凸および小ピットが見られた。また中央部付近を中心に焼土、炭化物が顕著に認めされ

部分的には数cmの厚さで堆積が見られた。ローム地山をそのまま地床としているが、あまり堅緻ではなかっ

た。

床面には 10数箇所のピットを検出したが、何れも掘り込みが浅く、形も一定していない。また並び方にも

規則性は無く、柱穴と認定できるようなものはなかった。北西コーナーに、径1.2m、深さ 10cm程の掘り込み
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が見られた。また壁周溝が東および西壁際に幅20cm、深さ 10cm程で周っていた。

炉址

住居址中央やや北寄りに検出した。長さ 35cm程の川原石を据えて、その前面を 10cm程、径 lmの範囲で浅

く掘り窪め、地床炉としている。中に数箇所の小ピットが見られた。焼土は幅 2m、長さ1. 5mの広がりを示

していたが、掘り窪めた部分に最も厚く堆積し、 5 ~10cm程であった。

遺物出土状態（第46図）

覆土上面より集中して遺物の出土か見られた。ほとんどの遺物は覆土中住居の中央部より出土している。

特に器形を復元し得るようなものは上層に多く検出した。また石器、石片類も中央部に比較的多く出土する

傾向が見られた。 16はほほ完形の注口土器で、住居の北東寄り、床面より 40cm程上面で、注口部を上に向け

て出土している。出土した土器片総数350点。石器・石片類189点であった。

出土土器（第47 • 48 • 49 • 50 • 51図）

1 は細めの半戟竹管により、縦位、斜位の細い平行沈線を施す。胎土中には、砂粒が目立つ。口縁部片で

ある。 2 は箆状工具により右斜め下へ平行沈線、さらに縦位、横位に条痕様の沈線か走る。 3 は縦方向への

短い刺突文か横に配される。 4 は地文に RLの縄文を持ち、半載竹管による縦位の平行沈線力哺信される。 5 

は口縁に沿って 2 本、斜めに 1 本の連続爪形文を走らせている。地文に RLの縄文を持つ。 6 は波状口縁の

波頭部片である。地文に RLの縄文を施す。口縁に沿って、平行沈線 3 本を山形に廻らし、下位に連続爪形

文を持つ。炭化物の付着が見られる。 7 は連続爪形文を 3 段横走させている。 2 次的火熱を受けており、表

面は荒れている。 8 • 9 • 10 • 11 • 12は櫛歯状工具による剌突文を持つものである。 8 は口縁部片で、口唇

直下に縦位に刺突を廻らし、その下位に横位刺突、さらにいわゆる簾状文を配す。口縁部は折り返しで肥厚

しており、口唇部は薄くとがる。 9 ·11 ・ 12は刺突による菱形を基調としたモチーフを描くものと思われる。

10は刺突の他に、横位の集合沈線、さらには、半戟竹管による連続爪形文を 2 段施文している。爪形文下に

は LR の縄文が施文される。 13は 0 段多条 RLの地文の上に、太めの半戟竹管による、平行沈線が横走する。

14は波状口縁部片で、波頂部は肥厚する。また外面には耳状の隆帯が付く。口縁に沿って、半載竹管による

刺突文が 2 段廻り、さらに一部に斜め方向の連続爪形文が見られる。外面は剥落かひどい。内面は平滑であ

る。 15は注口部の破片である。外面に不明瞭ではあるか、ループ文が押捺により施文されている。 16は注口

土器である。覆土上層より出土している。底部近くに鍔状の隆帯を持つ、やや締った底部から胴部は丸く膨

らみ、上部に注口、さらに高さ 6 mm、幅 5 mm程の隆帯を廻らす。口縁の形状は、注口上の部分が山形波状に

高くなっている。口縁には太めの原体 Lで無節縄文を横位、一部縦位に施し、胴部にも同じ Lの原体を用い

て横位または縦位の羽状縄文を表出している。さらに胴部下半には RLの単節斜縄文を横位、縦位に施文し

ている。内面は比較的良く磨かれている。色は赤褐色を呈し、胴上半部には、炭化物の付着が若干認められ

る。底を欠いている。 17 • 18 • 19 • 20は口縁部片である。原体 L の無節斜縄文力哺iされる。 21は細い原体 L

Rの単節斜縄文である。 22は深鉢形土器である。小さめの底部から外へ開きながら立ち上がり、胴上部で膨

らみ、頸部でやや締り口縁部はやや内彎気味に終る。全面に LRの縄文を横位に全面施文するか、一部羽状

となる所か見られる。 23は、はほ円筒状に立ち上がる胴部に短かくわずかに外反する口縁が付く。 R2 本を

Z に巻いた絡条体縄文。 24は口縁かはほ｀まっすぐに外側へ開く深鉢形土器の上半部である。 RL·LR 、 2 

本の原体を用いて横位の羽状縄文を施す。内面は平滑に仕上げられている。 25は底部片である。 LRの縄文

を横位施文し、その下部に 8 本単位の櫛歯状工具によって、縦の刺突を廻らしている。赤褐色を呈し、かな

り 2 次的な火熱を受けている土器である。 26は 24 と同様の器形を呈す。平縁の深鉢形土器である。 LR と、
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RLで菱形羽状文を表出している。 27は胴部でやや膨らみ、頸部で若干締まり、口縁部外反する深鉢形土器

である。付加条 LR+r と RL+ Qで羽状縄文を表出する。 24 • 26 • 27 とも口唇部は薄くやや尖り気味とな

る。 28は上位に櫛歯状工具による平行沈線を横位施文し、その下部に剌突を横に走らせ、一部に縦刺突文を

加えている。胴部は付加条 L+ tと R 十柊の原体による羽状縄文で、菱形のモチーフを表出している。内面

は平滑に磨かれる。 29 • 30 • 31は羽状縄文を持つ。 29は LRの原体で横位。 30は RLの原体で縦方向の羽状

文を施文している。 31は RL と LR で横羽状縄文を施す。 32は 0 段多条の RL を横位施文しているが、節が

不明瞭である。 33は LR と細い RLの原体を施文する。緩く外へ屈曲している。深鉢の頸部であろう。内面

は丁寧に研磨かなされている。 34は RL の縄文を持つ。太さの違う原体 2 種類を用いて施文している。緩く

s 字状に屈曲している。 35 • 36は L<~の異段の縄文を施文する。 37は r の縄を巻いた縄巻縄文である。表

面の凹凸が目立つ。 38は LR+Rの付加条である。 39 • 40は同一個体。 LR と RLの原体を用いて羽状縄文

を施文する。両面から穿孔された径 5 mmの補修孔を持つ。 41 • 42 • 43 • 44 • 45 • 46 • 47 • 48 • 49 • 50 • 51 • 

52 • 53 • 54は無節 L を施文する。 47 • 48 • 49 • 53は方向を変えて羽状としている。 55 • 57 • 59は絡条体縄文

R を軸に巻いて回転押捺している。 56は節か不明瞭だがRLかも知れない。 58は細い L を軸に巻いたものを

横に回転施文している。 60 • 61 • 62 • 63 • 64 • 65は単節 LR を施文する。 65は羽状である。 66は口縁部片で
R 

ある。 0 段多条 RL を直下より横に施文している。 67は RL である。 68は付加条LR+R。または L<Rで
R 

ある。 69は RL 。 70は RL と LRの原体で菱形を描いている。 71 • 72は LR を施文する。 73 • 7 4 • 75 • 76 • 

77 • 78 • 79 • 80は RL を横位に施文する。 75 • 76は一部羽状となる。 71 • 76は同個体かも知れない。 77は施

文が浅い。 78·79の原体は細く、 79は条間が空いている。 80は太い原体を用い、押捺もはっきりとしている。

作りのしっかりした土器である。 81は推定口径41cm。大型の深鉢形上器である。器形はやや外傾しながら直

気味に立ち上がる。口唇部はやや内削ぎ状となる。全面に LR 、 RL2 本の原体を用いて羽状縄文を施し、

さらに菱形のモチーフを作り出している。口縁下10cm程の所に成形時に出来たと思われる膨らみがあり、全

周する。内面は平滑に研磨されている。 82は深鉢形土器の胴上半部分である。器形は逆ハの字に開き口縁は

平らである。施文は LRの単節斜縄文を全面に横位施文する。口唇直下に、原体末端部のループ文が見られ

る。 83は深鉢形土器の底部である。やや小型の土器で、上底を呈し、高台状に外へ開く。底径は6.2cmである。

LR·RL で羽状縄文を全面に施文している。薄手で焼成の良い士器である。外面赤褐色を呈す。 84 も深鉢

形土器の底部である。底部両端部かやや外へ張り出す。わずかに上げ底となっている。施文は LR·RL の

縄文で縦の羽状縄文を表出する。底部外面は丁寧に研磨されている。 85 • 86 • 87 • 88 • 89 • 90 • 91 • 92 • 93 • 

94は正反の合である。 85は L<Ekで 0 段多条、 86は R<kEて 0 段 3 条、 88は L<Ek 、 89 • 90 は R<kE 、

91は L<Ekである。 92は L<Ek と L<kEの 2 種の原体で羽状を作っている。 87は異段の縄文R<LRR

とく R仕で羽状を作る。 93は地文に正反の合L<Ekで多条である。半戟竹管による平行沈線が 3 条横位に

施される。 94は、正反の合L<Ekで方向を変えて菱形文を作る。 95 • 96 • 97 • 98 • 99 • 100 • 101 • 102 • 103 

は付加条である。 95は、第 1 種RL+ tである。 96 • 98 • 99 • 100 • 101は第 2 種。 96は L に L と R を 2 本付

加している。 99は R に L と R を 2 本付加、 100は R+k と L+E を用いて羽状を表出している。 97は LR に L

と R を付加している。 98は付加条第 2 種 LR 十柊、 102は LR+Rである。 103 と 104は軸条 LR に L と R を 2
R 

本巻きつけている。 105 • 106 • 107 • 108は付加条文、無節 L<R を軸とし、細い R2 本を巻きつけている。
R 

付加条第 2 種である。一見第 3 種風に見える。 109 • 110 • 111は無文土器である。 109 • 110の表面には整形時

の撫でむらが見られる。 111は底部片であるがかなりの上げ底でハの字の高台状となる。色は赤褐色である。

底の外面に煤が付着している。 112はゆるい波状口縁を呈す深鉢形土器である。全面に RL の縄文が施文され
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第51図 7 号住居址出土土器（5)

る。非常に薄手で、内面は良く研磨されている。口唇部が内側にやや膨らみを持つ。 113は深鉢形土器の口縁

部文様帯の破片である。半載竹管により平行沈線を横に多段施文し、 その上には三角形の文様を描くものと

思われる。焼成は良く、堅緻な土器である。 112 • 113 とも時期的には本址に帰属しないものである。

8 号住居址（第52図）

調査区南東寄りの11~12-A35~37グリッドに検出した。かなりの南傾斜地に位置し、北壁は残高40cmあ

るが、南壁ははとんど削平されてしまっていて、その範囲を認め得るにすぎない。

形状は、やや円に近い隅丸方形を呈し、規模は、一辺が 3m程でかなり小型である。主軸方向は N-22' ―

Wである。
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第52図 8 号住居址

住居址の北西隅に接して、径 lm、深さ 15cm程で、中に深さ 30cm程の小ピットを 2 つ持った26号土壊か重

複している。各壁は比較的直に立ち上がる。床面は掘り込み面をそのまま地床としており、平坦である。

明確に柱穴と想定されるものは無かったが、ピットが 3 箇所検出された。ピット 1 は56X30cmの長円形で

深さ 10cmである。ピット 2 は34X24cm、深さは46cm。ピット 3 は24X20cm、深さは約30cmであった。

炉址

認められなかった。

遺物出土状態（第53図）

土器約20片、石片数片が覆土および床面より出土しているが、器形を推定し得るようなものは見られなかっ

た。

出土土器（第54図）

1 ~ 6 は無節 L を施文する。 1 • 2 は深鉢の口縁部片である。 3 は火熱を受け脆弱な土器である。 4 は原

体をやや不定方向に転かしている。 7 • 8 • 9 は同一個体である。 RLの縄文を横位施文する。口縁に沿っ

て原体末端の結び目痕が観察される。 10 • 11 は RL 、 12は複節の LRL である。 13は LR 、 14は原体LR を

用い、方向を変えて羽状を表出している。 15は前々段多条の LRの原体を用い、方向を変え羽状を作り出し

ている。 16は深鉢底部片でRL を原体とする。底は厚く、やや上げ底で外面は良く研磨されている。 17は付

加条 LR+ tと L+Rの 2 種類の原体を用いて羽状縄文を作っている。屈曲しており頸部と思われる。 18は

RL 十相の付加条が丁寧に施文されている。内面はよく研磨されている。 19は付加条LR+Rであるが、施

文は極めて不明瞭である。 20は軸縄に L と R の 2 本を巻き付けた付加条第 2 種である。 21は無文である。表
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第54図 8 号住居址出土土器
゜ 10cm 

面に撫で痕か見られる。 22は特殊浅鉢形の肩部破片である。木ノ葉状入組文を連続爪形文で区画する。 23 • 

24 は RL の縄文を施す。両片共に薄手で堅緻な土器である。 24は条がやや立ち気味となる。 25は絡条体縄文

である。 L を軸に巻いて回転させている。 26は底部近くの破片である。無節 L の縄文を地文に持ち、その上

から半載竹管による平行沈線を横に 2 段持つ。内面に炭化物の付着を痕す。 （小野）
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2 土贖

本遺跡で検出した総数は61基である。その分布状況（第55図）は調査区の中央より南側に集中しており、

やや南傾斜地に多く掘り込まれている。 3 • 4 号住居址周辺に最も多く集中して見られ、傾斜のきつくなる

南側、および東側に点在する状況を示した。その中央部分は空白地となっている。土壊の時期は出土遺物よ

り黒浜～五領ヶ台期で、黒浜16、諸磯 b 19、五領ヶ台期 4 、不明22であった。黒浜期のものは南側から東側

\ 
/ 

焚•5

¥/  287. 0 
36土

゜
7 土

貪土

287.3 

一土
10土

287.0 

0

平

286.5 

2もA

゜ 10m 

第55図 中畦遺跡土塘全体図
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に点在し、諸磯期のものは両側の住居址付近に集中しており、五領ヶ台期のものは数は少なく東側の最も高

い場所に分布している。

検出した土壊については、その平面形状、および断面形状により以下に示すように I ~IV形態に分類可能

である。（第56図）

形態 I 平面形は楕円または長円形で底で狭くなる。掘り込みはやや深く、断面は U または V字に近い。

形態 II A 平面形は円形、ほぼ垂直に掘り込まれる。底は平らである。

B 平面形は円形、断面形は底の部分か広がるいわゆる袋状土塙である。

形態III A 平面形は円形、掘り込みは比較的浅く、鍋底状の断面形となる。

B 平面形は円形、掘り込みは比較的浅く、フライパン状の断面形となる。

形態IV 平面形は不定形が多く、浅い掘り込みで底は凹凸が見られる。

\ I II III IV 

平 -0--〇--0_ -〇-_0- ーロ〉―面

断, 
口工」ーローロ一A B A B 

第56図 土城分類模式図

形態 I は出土遺物も少なく、その分布は等高線に沿って配置されている。本来ならば底面に小ピットが掘

り込まれていたものと思われる。時期は総て黒浜期のものであった。

形態 II は各時期にわたって見られる。まとまって分布する傾向が見られる。出土遺物も比較的多い。断面

形状により A·B に分けたが、 B については明らかなものは少なく、壁の崩壊によってA との区別かできな

かったものもあると思われる。

形態III はその断面形状により A·Bの 2 つに分けられるが、やや明確さに欠ける所があり、形態 II の上部

か削平されているものが含まれている可能性もある。黒浜期のものは少ない。

形態IVは掘り込み面がやや不明確なものも含まれている。数は少なく、人為的な掘り込みだけでなく、い

わゆるしみ状の落ち込みも含まれている可能性がある。 （小野）

表 4 土嘱一覧表
（黒）は黒浜期、（諸）は諸磯期、（五）は五領ヶ台期を示す

番号 位（グリッド置) 形状 規 模
cm 

出土遺物 分類 土 層 備 考

不正円 長軸 148 
1 褐色土 ローム粒若干含

1 30-BOl~02 短軸 120 土器片（諸） IIIA 2 号土壊と重複する
平底 深さ 40 

2 褐色土 ローム粒子を多く含む

83 

2 30-BOl 不正円 50 IIIA 1 黒褐色土 ローム粒子含む 1 号土壌と重複する

14 

110 l 褐色土 ローム粒子含む

3 30-BOO~01 円 97 土器片（黒） IIA 2 褐色土 1 層に似るが締る

72 3 黒褐色土 ローム粒、炭化物含む
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番号 位（グリソド置) 形状 規 模 出土遺物
cm 

分類 土 層 備 考

不正長
161 

土器片（諸）
1 暗褐色土 ローム粒含む

4 30-BOO 
円

120 
打製石斧

II B 2 褐色土

70 3 II ロームプロック含む

113 l 暗黒褐色土 ローム粒含む

5 29-BOl 円 102 IIA 2 II やや締っている 6 号土塙と重複する

60 3 褐色土 ロームプロック含む

102 l 暗褐色土 ローム粒含む

6 28~29-BOl 円 85 II A 2 II 1 層よりも締る 5 号土塙と重複する

60 3 褐色土 ロームブロック含む

138 1 黒褐色土 ローム粒若干含む

7 27-B03 100 IIIA 2 褐色土 ローム粒含む

32 3 II ローム粒含み締る

170 
1 黒褐色土 ローム粒含む

8 75~26-B02 134 IV 
2 褐色土 ローム粒、炭化物含む

40 

1 黒褐色土 ローム粒含む

194 2 暗褐色士 II 

25~26-A48~ , 長円 146 I 3 II 明る〈、粘性がある
49 

164 4 II ローム粒、炭化物含む

5 明褐色土 SP粒子含む

124 1 黒褐色土

10 26-A48 円 120 IIA 2 暗褐色土 ローム粒含み粘性を持つ

47 3 明褐色士 ローム主体とする

140 

11 27~28-B46 円 130 IIIB 1 褐色土 ローム主体とする

14 

130 
1 褐色土 ローム粒、炭化物含む

12 28~29-A46 円 114 土器片（諸） IIIB 
2 II ローム粒含み固く締る

15 

117 1 暗褐色土 ローム含む

13 30-A45~46 円 110 土器片（諸） IIA 2 褐色土 II 

50 3 II II 粘性かある

106 
深鉢 2 （諸） 1 暗黒褐色土 ローム、炭化物含む

14 31~32-A46 円 102 
スクレイパー・

IIA 
2 淡黒褐色士 ロームプロソク主体

90 
ビエスエスキ 3 暗黒褐色土 ローム、炭化物混入

ーユ・敲石 4 II 3 層よりローム多い

160 
土器片（諸）

1 暗黒褐色土 ローム粒、炭化物含む

15 32~33~A46 llO IV 2 暗褐色士 炭化物含む 44号土壊と重複する

18 
打製石斧

3 褐色土 ローム主体とする

147 l 暗褐色土 ローム、炭化物含む

16 32-A45~46 124 土器片（諸） IIIA 2 II 粘性を持つ

38 3 褐色土 ローム多く含む

210 
土器片（諸）

1 暗褐色土 ロームプロック含む

17 32-A44~45 長円 118 IV 2 明褐色土 " 
37 

スクレイパー
3 II ローム主体とする

107 l 暗褐色土 ローム、炭化物含む

18 31-A44 円 103 IIIB 2 II 1 層よりも締る

22 3 褐色土 ローム主体とする

160 
l 明褐色士 ローム、炭化物を含む

土器片（諸）
2 II 1 層よりやや明るい

19 30-A43~44 不正円 145 IIIA 
3 II 上層に似るがローム多い

48 
4 II ローム主体とする

142 l 黒褐色土 ローム粒若干含む

20 29-A44~45 円 140 土器片（諸） IIIA 2 暗褐色土 ローム粒若干含む

42 3 " ローム主体とする

143 
深鉢（はほ完形）

21 26~27-A41 長円 118 
土器片（諸）

IIA 1 黒掲色土 ローム粒含む

47 

120 

22 24-A38~39 94 IIA 

64 
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番号 位（グリッド置) 形状 規 模
cm 

出土遺物 分顆 土 層 備 考

232 
l 暗褐色土パサついている

2 II ローム含みやや明るい
23 26~27-A29 長円 190 土器片（黒） IIIB 

3 明褐色土 ローム粒多く含む
66 

4 " ロームパミス多〈且立つ

150 
1 黒褐色土パサついている

24 20~21 ~ A32 円 120 土器片（黒） II A 
2 明褐色土 ロームプロック且立つ

3 暗褐色土 ローム含みパサつく
54 

4 明褐色土 ローム粒多く含む

104 1 暗褐色土 褐色士プロック含む

25 24~A33~34 円 102 II A 2 " ローム粒含む

33 3 SP ブロック

126 

26 17-A36 126 土器片（黒） II A 8 号住居址と重複する

85 

233 
土器片（黒）

1 暗褐色土 汚れたローム含む

27 12~13-A46 長円 182 I 2 I/ ローム粒若干含む

68 
打製石斧

3 明褐色土 ローム含み柔らかい

192 
1 暗褐色土 しみ状のプロック含む

28 8~9 -A45 円 174 土器片（黒） IIIB 
2 明褐色土 汚れたローム含む

22 

1 黒褐色土 汚れたローム含む

不正長
214 土器片（黒） 2 " 混入物少ない

29 
6 ~7 -B02~ 

154 打製石斧 I 3 暗褐色土 ローム粒含む
03 円

140 スクレイパー 4 II ローム、 SP含む

5 暗掲色土 汚れたローム粒含む

153 
土器片（五）

1 暗褐色土パサついている。

30 8 ~9 -B03 円 140 IIA 2 " ローム粒含む

48 
スクレイパー

3 明褐色土 ローム粒多く含む

150 
1 暗掲色土 ローム粒含む

31 09~ B05 長円 125 土器片（五） IIIA 
2 明褐色土 ローム主体で汚れている

20 

09~10-B05~ 
130 

土器片（五）
1 暗掲色土 汚れたローム含む

32 不正円 llO IIA 2 " SP ローム含む
06 打製石斧

58 3 明褐色土 II " l 黒掲色土 SP 褐色土プロック含む

150 2 " ロームプロック少ない

33 09~10-BOS 円 138 土器片（五） IIA 3 " SP含む

102 4 " 3 層より SP 多〈含む

5 暗茶褐色土 ローム粒少し含む

213 
深鉢完形 l 暗褐色土 ロームプロック含む

09~10-BOS~ 土器片（黒） 2 " 汚れたローム含む
34 長円 152 I 

09 スクレイパー 3 " ローム粒多く含む
101 

石皿 4 明褐色土 ローム粒主体

05~06-BOB~ 
174 

1 暗褐色土 ローム粒多く含む
35 

09 
長円 124 土器片（黒） IV 

2 明褐色土 ロームプロック含む
28 

16~17-B07~ 
206 l 暗褐色土 ロームプロソク多く含む

36 長円 190 土器片（黒） II A 2 " ローム粒含み汚れている
08 

55 3 明褐色土 SP 含み明るい

200 

37 13~14-B03 長円 112 IIIB 

18 

134 l 暗黒褐色土 ローム粒子含む

38 33~34-BOl 円 132 IIA 2 II 1 層よりローム多い 3 号住居址と重複する

86 3 黄褐色土 SP 多く含む

114 

39 32~33-BOl 不正 90 3 号住居址と重複する

54 

158 

40 31-BOO~01 円 151 土器片（諸） IIA 3 号住居址と重複する

50 
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番号 位（グリッド置) 形状 規 模
cm 

出土遺物 分類 土 層 備 考

145 
1 黒掲色土炭化物含む

2 II ローム粒含む
4 号住居址と重複する41 29~30-A49 80 IIA 

3 2 層よりローム粒多いII 

72 
4 褐色土 ローム粒、炭化物含む

llO 1 黒掲色土 ローム粒、炭化物含む

42 28-A47~48 60 IIA 2 II ローム主体とする 4 号住居址と重複する

46 3 II ローム粒含む

106 
1 淡掲色土 ローム、炭化物含む

30~31-A46~ 2 II ローム主体で締ってい
43 

47 
不正円 65 IIA 

る
4 号住居址と重複する

61 
3 II ローム含み柔らかい

44 土器片（諸） IIA 

1 暗掲色土 汚れたローム含む

205 2 I/ 褐色土プロック含む

45 
24~25-A40~ 

長円 160 I 3 暗黒褐色土 l 層に似るが明るい 5 号住居址と重複する
41 

117 4 暗掲色土 SP 多く含む

5 II 褐色土プロック含む

24~25-A41~ 
134 

1 暗掲色土
46 

42 
不正円 130 土器片（諸） IIIB 

2 明掲色土 ロームプロック多〈含む
5 号住居址を切る

34 

100 

47 30~31-B01 100 土器片（諸） IIA 3 号住居址と重複する

83 

145 1 暗褐色土 ロームプロック含む

48 09-B06 130 IIIB 2 II 汚れたローム含む

32 3 明褐色土 ロームプロック多〈含む

176 

49 09~10-B07 140 土器片（黒） IV 

12 

50 30-A49 72 II A 4 号住居址と重複

150 
土器片（黒）

1 黒掲色土 ローム粒含む

51 12~13-A47 不正円 128 IV 2 黄褐色土 ローム主体

39 
敲石

3 II 2 層より締っている

1 黒褐色土 ローム粒、炭化物含む

126 2 II 炭化物は 1 層より少ない
18~19-A44~ 深鉢

52 123 IIA 3 II 炭化物、遺物多〈混入
45 

90 
土器片（諸）

4 黄褐色土 SP、炭化物含む

5 II 黒褐色土プロック含む

114 
土器片（諸）

1 黒褐色土 ローム粒若干含む

53 13-A42 (100) IIIA 2 黄褐色土 ローム主体とする

43 
スクレイパー

3 黒褐色土 ローム粒、炭化物含む

(160) 

54 11~12-A41 円 156 IIA 

52 

不正長
127 

1 黒褐色土 ローム粒含む
55 14-A41~42 

円
121 IIIB 

2 黄褐色土 ローム主体で良〈締る
13 

不正長
220 1 黒褐色土炭化物含む

56 15-A40~41 170 土器片（黒） 2 黄褐色土 SP含む
円

57 3 II ローム主体とする

l 暗黒褐色土 SP、炭化物含む

190 2 II ロームをまだらに含む

57 14-A39~40 長円 103 土器片（黒） I 3 II 2 層に似るが良く締る

98 4 黒褐色土 SP、炭化物含む

5 淡褐色土 SP含み柔らかい

162 1 黒褐色土 ローム、炭化物含む

58 15~16-A39 楕円 124 土器片（黒） IIA 2 黒掲色土 ローム多〈含む

46 3 黄褐色土 ローム主体とする

80 



第V章中畦遺跡

番号 位（グリソド置) 形状
規 模 出土遺物 分類 土 層 備 考

cm 

186 

59 19-A39~40 長円 lll 土器片（黒） I 

112 

28~29-A35~ 
266 

1 黒褐色土 ローム粒若干含む
60 

36 
不正円 170 

2 黄褐色土 ロームプロソク含む
55 

134 1 黒褐色土 ローム、炭化物を含む

61 11~12-A39 長円 110 士器片（黒） IV 2 " 1 層より締っている

24 3 淡褐色土 ローム多く含む

ｮ
 

／住

7
0
 

8

0

 

20 
5
2
0
 

46 

黒浜期

諸磯期

・五領ヶ台期

゜ 20m 

第64図 中畦遺跡土塘時期別分類図

81 



第V章中畦遺跡

土蹟出土土器（第65図～第73図）

1 号土壊（第65図 l~4) 

1 は浮線文土器の口縁部破片である。口縁に沿って 2 本、その下位に斜めに矢羽根状の刻みを持った浮線を

付す。 2 は横位沈線文を持つ、 3 • 4 は RL の縄文を持つ。 3 は口縁部片である、ともに焼成は良い。

3 号土漉（第65図 5) 

5 は原体LRを方向を変えて施文し、縦羽状を表出している。内面は丁寧に研磨されている。

4 号土壊（第65図 6) 

6 は底部近くの破片である。不明瞭ではあるがRLが施文されていると思われる。

12号土城（第65図 7) 

7 は地文に RLの縄文を施し、その上に半載竹管による平行沈線を施文、表面に砂粒か目立つ土器である。

13号土壊（第65図 8) 

8 は口縁部片である。薄手で口唇部かやや尖り気味となる。無節 L の縄文力哺信文されている。

14号土壊（第65図 9~18) 

9 は深鉢形土器である。口縁部、胴下半部を欠損している。文様部は、半戟竹管による平行沈線によって描

かれている。 4 条の平行沈線を廻らし、その上部に弧状または三角形のモチーフを描き出している。胴部は、

RLの縄文を施文している。かなり焼成の良好な土器である。淡褐色を呈す。 10はやや小型の深鉢形土器の

胴部である。底部両端は外に張り出しており、文様部で胴部がやや屈曲して、立ち上る。地文に RLの縄文

を施文し、半載竹管による平行沈線で、集合沈線を 2 段廻らし、その間に、 2 本の平行沈線で緩かな波状文

を描き込んでいる。焼成の良い上器である。 11は外反しなから立ち上がる。深鉢形土器の胴下半部である。

全面に RL の単節縄文が横位施文されている。 12は RLの縄文を施文する口縁破片である。表面がかなり荒

れている。 13 • 14は 9 と同一個体である。平行沈線によるモチーフを描く。 15は地文に RL の縄文を持ち、

さらに平行沈線による横位、斜位のモチーフを描く。 16は結節を持った RLの縄文を縦の方向に転がしてい

る。胎土中には金雲母か目立つ、 17は半載竹管による平行沈線文で区画し、さらにその中を竹管による格子

目、結節を持った LRの縄文を縦位に転かしている。焼成の良い堅緻な土器である。 18は口縁部である、無

文であるが整形時の横撫でによる微隆起か見られる。石粒、軽石粒が見られる。

15号上壊（第65図 19~25) 

19 • 20 は RL を地文に付し、その上に平行沈線を横位多段施文する。焼成の良い土器である。 21は地文に無

節 L の縄文を付し、その上に三角形を基調とした幾可学文を竹管によって描き出している。 22は RLの縄文

を地文に持ち、棒状工具によって引きずった様な文様か認められる。雑な作りである。 23は無文土器である。

24_ • 25は底部片である。地文に RLの縄文を持つ。

16号土壊（第65図 26~28) 

26 • 27は同一個体である、平行沈線による幾可学文を持つと思われる。 28は底部片である。

17号土壊（第65図 29) 

29は RLの縄文を、全面に横位施文する。原体端部に結節が見られる。焼成の良い土器である。

19号土塘（第66図 30~40) 

30は口縁部片である。付加条第 2 種RL+R を施文する。 31 • 32は深鉢形土器の口縁部片である。 RLの縄

文を全面に横位施文する。原体は細くていねいに施文される。直前段多条、内面は平滑に研磨。 33は深鉢の

胴部片である。 LR を全面施文しているが条はかなり立っている。非常に薄く作られている。 34 • 35 • 36 • 
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第V章中畦遺跡

37 • 38は深鉢形土器である。全面に RLの縄文を施文する。 34は円形竹管文を持つ、内面は非常にていねい

に磨かれており、赤褐色を呈す。焼成の良い土器である。 39 も RL の縄文を持つが原体はやや細い。外面に

炭化物の付着が見られる。焼成の良い上器である。 40は底部片である。平底でやや薄手の土器である。 RL

の縄文を持つ。

20号土壊（第66図 41~47) 

41 • 42は浮線文土器である。隣接する浮線上に異方向、いわゆる矢羽根状の刻みを持つ。 43 • 44は同一個体

である。半戟竹管による平行沈線で横位文様を施す。 45 • 46は RL の縄文を持つ。 47は無文であるが整形時

にできた凹凸が表面に残っている。

21号土壊（第66図 48 • 49) 

48は深鉢形土器である胴部はやや膨らみを持って立ち上がり、口縁部は外反する。全面に RLの縄文を横位

施文しており、口縁下に4.5cm程の間隔で一対の補修孔がみられる。 49は深鉢形土器の胴部である。全面に R

L の縄文を施文するが、条の流れか‘一定していない。

22号土壊（第66図 50 • 51) 

50 • 51は同一個体片、無文土器である。焼成の良い土器である。

23号土漉（第67図 52~54) 

52は口縁部か朝顔状に開く深鉢形土器である。推定口径32cm胴下部を欠損している。無節 L と Rの縄文を用

いて羽状を表出している。ところどころに原体端部を結んだ痕が認められる。脆弱な士器である。 53は LR·

RLの単節 2 種類を使って羽状縄文を施文している。 54は細い半裁竹管文か横に施文されている。

24号土塘（第67図 55~58) 

55は RL 、 56は LR を施文している。 57は LRLの複節かもしれない。 58は無文土器である。

26号土壊（第67図 59~61) 

59は52 と同一個体と思われる。無節 L 、 R で羽状縄文を施す。 60·61は付加条である。 60は RL+ tである。

61は L+Eである。付加されている縄は太さに差か見られる。

27号上猥（第67図 62~67) 

62 • 63 • 64 は RL の単節縄文、 65は RL+ tの付加条と思われる。 66は RL とえられる。 67は RLの縄文が

施文されているものと見られるが、摩減がひどく、極めて不明瞭である。

28号土壊（第67図 68~72) 

68·69·70は同一個体やや薄手の作りで、口唇部は若干内側へ入る。全面に LRの縄文が施されている。 19 • 

71 は RLの縄文か施文されている。 72は絡縄体縄文である。軸縄は LL と思われる。 L2 本を巻いている。

29号土壊（第67 • 68図 73~94) 

73は深鉢形土器である。胴部と口縁部文様帯の一部である。文様部は 4 本単位の竹管で横位に廻らし、その

上位には斜めに平行沈線を付し、その間には半載竹管による爪形刺突文が付されている。胴部は L<E: i

の撚り戻しが行なわれており、下位には RLのループ文か多段施文されている。 74は半載竹管による平行沈

線、連続の刺突爪形文で三角形を画すと考えられる。 75は平行沈線を持つ、地文に縄文が見られるが原体は

不明、かなり摩滅した土器である。 76は地文に無節R に R を 2 本付加条を施文し、半戟竹管による平行沈線

により菱形、円形のモチーフを描く、 77は無節 Rの縄文を横位施文する。内面に炭化物の付着が見られる。

78 • 79 • 80 • 81 • 82 • 83 • 84 • 85 • 86は単節を施文する。 78は RL 、 79は RL 、 LR を用いて羽状を作る。

80·81·82は同一個体である。全面に RL を横位施文する。節が大きく繊維の方向も明瞭に判る。 83 • 84 は、
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第V章中畦遺跡

RL で焼成は良い。 84は 0 段多条、 85·86は同一個体、 RL を横位施文する。かなり摩滅している。 87·88 • 

89はやや丸みを持つ胴部片である。 RLの単節縄文を、横位施文する。 2 次火熱を受けている。 90·91·92 • 

93は、正反の合、 L<Ekである。 2 次火熱を受けており、弱く、内面に炭化物が付着する。 94は RL の単節

縄文を持つ。焼成の良い土器である。

30号土猥（第68図 95~102) 

95は胴部中位で最大径をとり、口縁、底部でややしまる樽型を呈す。口唇部は内削ぎ状となっている。施文

は口唇部直下に半戟竹管による縦位の短沈線を廻らし、その下に、一周させている。さらに V字U字交互と

なる波状文を廻らし、その間に薄い竹管により、刺突状の文様を施す。以下胴部には 2 本一単位で、 Rの結

節文を縦位に転がしている。 96は頸部で締り口縁部受け口状を呈す、深鉢形土器である。口唇端部は平らに

なっている。口縁部には竹管による縦位の線を廻らし、口唇部直下と頸部に横に 1 本廻らす。胴部は、 R の

結節文を 7 本一単位で、縦位に施す。 97は口縁部片である、地文に RLの縄文を施し、その上に横位、斜位

の乎行沈線を配している。焼成良い。 98は LR の縄文を施文する。石英粒目立つ。 99、 100は同一個体、 99は

ロ縁部片である。間を置いて半戟竹管による平行沈線を廻らしその間には、竹管による引きずり文、さらに

三角形の刺突文を上下に付す。口唇部下には縦位の平行沈線を一周させている。 100は、横位の平行沈線を二

段廻らし、その両側三角陰刻文を配す。さらに平行短沈線を横列または、鋸歯状に付す。 101は棒状工具によ

る沈線で、横位、斜位、さらには蕨手状のモチーフを描き、所どころに箆状工具による三角形の刺突文がモ

チーフに接している。焼成の良い土器である。 102は器面より若干高まりを持った部分を半戟竹管による隆線

で縦に区画し。その中には、箆状のもので、斜格子文が施される。

31号土壌（第68図 103 • 104) 

103は口縁部片である、 RLの縄文を横位施文している。内面に調整痕が明瞭に認められる。 104は口縁部折

り返し口縁で、ゆる＜山状の突起を持つ。口唇部下に細い竹管による縦位の沈線を廻らす。以下横に沈線を

廻らし、隅々に三角状の刺突文を付している。口縁部は内削ぎ状となる。

32号土壊（第68図 105) 

105は胴部である。地文に LRの縄文を持ち、 2 本平行に垂下させた沈線内に沿って三角形の刺突文を施す。

33号土壊（第69図 106~122) 

106 • 107は無節 L の縄文を施文する。 108 • 110 は RL 、 109 • 111は付加条、 109は LR+ t、 111は、 L+ t

である。 112 • 113は単節RL を縦位施文している。原体は細く、直前段多条である。 114 • 115 • 116R L を横

位施文している。 114は上端に沈線が見られる。共に焼成は良い。 117は RL の単節斜縄文を持つ、 113~116

に較べると原体は太い。胎土中に石粒が目立つ。 118·119は同一個体かと思われる。 118は口縁部片で、口縁

部分突起が付き分割されている。地文に LRの縄文を縦位に施文し、沈線で楕円の区画文を描き、その区画

文間には低い橋状把手が付く。口縁内側には、折り返しによる段が見られる。胎土中に砂粒が目立つ。 119は

LRの結節文が縦位に施されている。 120 は、 L の撚糸を縦に転がし、さらに結節を付している。 121は棒状

工具による平行沈線を横に引き、その沈線に向かって細い円形竹管で斜めに刺突を施す。 122は棒状工具によ

る沈線、円を描き、平行沈線の両側に、斜めに棒状工具による刺突を加えている。

34号土壊（第69 • 70図 123~167) 

123 • 124 • 125は同一個体、無節 L を全面に施文する。 126 • 127 • 128は無節 L を横位施文する。 127 • 128は

同一個体、 129は、 L< tの撚り戻し、 131は底部片である。底端部が外へ張り出している。 132は、波状口縁

部片である。波頂部は双頭になると思われる。 LR·RL の 2 種類の原体を用いて施文する。 133は LR 、 134
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は RL 、 135 • 136は LR·RL を用いて羽状を作る底部片である。 136は LR を、 137は LR を施文する。 O

段多状である。 138 • 139 • 140は RL を施文する。 139は縦の平行沈線が見られる。 141 • 142 • 143は LRであ

るか142は不明瞭である。 144は直前段多条の LR·RL を用いて羽状を作る。 145 • 146 • 148 • 149 • 150 • 151 

は RL 。 147は LR を施文する。 153は極めて不明瞭、付加条か。 152 • 154 • 156は正反の合L< f K である。

155は LR で原体の太さの違う 2 本を撚り合わせたと思われる。 159 • 160 • 161 • 162 • 163 • 164 • 165 • 166は

付加条第 2 種で何れも軸縄に無節 L または R を用いて、 R と L を付加している。 157は L+ tである。 162は

原体不明、 167は僅かに縄文が見られる。

35号土塘（第70図 168~172) 

168 は、 RL+kの付加条と思われる。 169は無文、 170は RL を横位施文する。 171は Rの結縄文を縦位に施

文している。 172は棒状のエ具による沈線で横位、蕨手状文を描〈。

36号土城（第70図 173~183) 

173は口縁部片である。櫛歯状工具による、集合沈線、および斜めに刺突列を施す。また口縁部に沿って一列

に剌突文を廻らす。 174 • 175 • 177 • 178 • 179 • 181 • 182は単節縄文を施文している。 174 • 181 • 182 は LR 、

175 • 177 • 178 • 179は RL である。 178は底部片。 176は貼り付け隆帯を持ち、その上に半載竹管による爪形

文が付されている。地文に LR、指による凹みを持つ。 180は竹管による連続爪形文で縦、横の区画を描いて

いる。地文RL か。 183は無文土器である。

40号土横（第70図 184~187) 

184は小型の深鉢形土器の上半部である。口縁部は大きく外反し、全面に RL を横位施文する。摩滅顕著。 185

はキャリパー形土器の口縁部付近と思われる。半戟竹管による平行沈線を縦位、横位に施している。 186は半

載竹管による平行沈線を横に多段廻らし、上位に菱形のモチーフを描いている。焼成は良い。 187は胴部片で

ある。上端には横位の沈線を持ち、胴部は、 3 本一単位でRの結節文が縦位施文されている。胎土中に、長

石、石英粒か目立ち、ややざらざらした土器である。

44号土猥（第71図 188) 

188は半載竹管による平行沈線文で弧状のモチーフを描く。

46号土壊（第71図 189~195) 

189は 4 単位の波状口縁を持つ深鉢形土器である。胴部上半で膨らみ、口縁部は外反する。地文に結節を持っ

た RLの縄文を転がし、肩部、頸部に 2 本、 3 本単位の平行沈線を廻らし、口縁部文様帯は、口縁に沿って

3 本単位の平行沈線、その下位に弧状のモチーフを描く。また口唇部には、半載竹管による刻みを持つ。 190

は口縁部片である。 10本単位の櫛歯状工具により、口縁部直下に縦位に廻らし、下位に 4 本横位に刺突文を

施文している。 191は LRの縄文を横位施文する。脆弱な土器である。 192·193は同一個体RLの単節縄文を

横位施文している。脆弱な土器である。 194は付加条RL+Rである。 195は底部片である。 RLの縄文を持

つ上げ底である。

47号土壊（第71図 196) 

196は深鉢形土器の口縁部片である。波状口縁で、波頭部は 2 つに分かれている。かなり大型になると思われ

る。文様は半戟竹管による平行沈線で、口唇部下に 1 条、その下に 4 条を廻らし、下位は、菱形、三角形を、

さらには弧状のモチーフを充填している。また、口唇部には半載竹管による剌突文が施されている。

49号土壊（第71図 197~200) 

197は連続爪形文を付す。 198·199は付加条。 198は LR+L 、 199は R+kである。 200は L で結び目を持つ。
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51号上猥（第71図 201) 

201は太めの原体、 LR を横に施文しているが撚りがゆる＜節は不明瞭である。

52号土壊（第72図 202~217) 

202 • 203 • 204は連続爪形文を持つ。 202は口縁部片で、口唇下に 3 本の爪形文を横に廻らし、その下位に、

左斜め下方向に続いている。地文には LR か~信されてい。 203は円形の凹みを持つ。 205は LRが施文される。

かなり焼成の良い土器である。 206は LR·RL2 種類の原体を転がし、菱形のモチーフを描いている。 207

は RL の縄文を横位に施文している。 208は LR 、 209は付加条であろう。 210は口径35. 9cmの深鉢形土器であ

る。胴部は膨らみ、口縁部は外反する。全面に RLの単節縄文を横位に施文する。薄手でつくりのしっかり

した土器である。約½残存しているが底を欠いている。 211は条痕を持つ。 212は口縁部片である。口唇部は

棒状工具で押し、山形を呈す。全面に LR を施文しており、指による押圧痕が 2 ケ所見られる。薄く焼成の

良い上器である。 213は節か不明瞭で、一見無節に見えるか、 LRの単節である。 214 • 215 • 216 • 217は何れ

も胴部片である。 RL を全面に横位施文している。 217は表面に炭化物が付着する。

53号土壊（第72図 218~220) 

218 • 219は同一個体である。地文に LR を施文し、連続爪形文で縦横の区画を作り、その区画内に斜めの爪

形文を配す。また格子交点には棒状工具による円形の剌突が付されている。 220は無節 R を横位施文する。

56号上塘（第72図 221) 

221は付加条、 R+ tである。

57号土城（第72図 222~230) 

222は口縁部片である。山形波状の口縁で、全面に RL の縄文力哺位文される。 223は LR を縦位に施文してい

ると思われる。 224は無節 R を、 225は無節 Rが見られるが器面が荒れていて判読が難しい。棒状のエ具で引

いたと思われる。凹線が横方向に走る。 226は無節と思われるが撚りは不明である。 227·228は LR 力哺知とさ
R 

れている。 229は LR·RL を用いて羽状を作る。末端にループが見られる。 230は R<K < fである、羽状

を作る。

58号土塘（第73図 231~241) 

231 ・ 232は口唇部下に竹管により平行沈線を引き、さらに斜めのモチーフを加えている。地文は LRである。

233·234は浅く引いた平行沈線内に櫛歯により横位刺突を加えている。刺突具は先か丸く尖っている。 235 • 

236は無節である。 235は L を横位に、 236は L と R で羽状を作り出している。 237は口縁部片でRL を横位施

文する。 238 • 239は LR 、 240 は LR·RL を用いて羽状文を施している。 241は部分的に縄文が見られるが

原体ははっきりしない。

59号土壊（第73図・ 242~246)

242は LR 、 243·244は RL 力蒻文されている。 245は脆弱な土器である。 245は付加条RL と LR ＋柊で羽状

を作り出している。 247は RL を施文する。条かかなり立っている。

61号士塘（第73図 247 • 248) 

247は一部に無節の Rが見られる。縄の端部かもしれない。 248は RLO 段多条が施文される。 （小野）
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3 遺構外出土土器 （第74図～第80図）

遺構外より出土した土器は総点数300点である。その分布状況は余り濃密ではなかったか、遺構分布と同様

に中央より南部分にかけて多く検出した。時期は早期後半から中期初頭までにわたっており、前期黒浜式～

諸磯 b 式期のものが主体であった。以下大きく I ~VII群に分類し、さらに文様により細分を行ない説明を加

えることとする。

第 I 群士器早期後半

第 II群土器前期前半花積下層式土器

第III群土器前期前半関山式土器

第IV群土器前期中葉黒浜式土器 1 類 縄文以外の文様を持つもの

a 隆帯、爪形文を持つもの

b 櫛歯状工具による刺突文を持つもの

c 箆状工具による短沈線を持つもの

2 類 縄文を施文するもの a 無節 b 単節 c 正反の合

d 付加条 e その他

1 類 地文に縄文、爪形文、円形竹管文を持つもの

2 類 浮線文 a 地文を持つもの b 地文を持たないもの

3 類 平行沈線文 a 地文を持つもの b 地文を持たないもの

4類無文土器

5 類全面に縄文を持つもの a 無節 b 単節

6 類 集合沈線、貼付文を持つもの

第VI群土器 中期初頭五領ケ台式土器 1 類 半載竹管等による平行沈線で格子、斜格子目文を描く

第V群土器前期後半諸磯式土器

2 類 沈線文に沿って三角様の剌突、陰刻文を付す
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3 類縄節を持つもの

4 類 厚手で縦位の撚糸を施文する

5 類無文土器

第VII群土器上記分類に属さないもの 1 類 沈線、棒状工具にる刺突を持つもの

2 類無文土器

遺構外出土の土器について

第 I 群 早期後半の土器である （第74図 1) 30-B20グリッドより破片がまとまって出土している。

1 は口縁部、底部を欠き燐程の残存であるがほぼ器形は復元できる。胴部は、ほぼ垂直に立ち上かり口縁部

は外反する。底は丸底状を呈すと思われる。幅 8 mm半載竹管状のエ具により、よく撫でられた器面上に斜格

子目、波状の文様を描いてあるが、規格性はない。

第 II群 前期前半（花積下層式土器）に比定される。 （第74図 2 • 3) 

2 • 3 は同一個体、やや厚手の土器である。撚糸 L を渦巻状にして押圧施文している。

第III群前期前半（関山式土器）に比定される。 （第74図 4 ~15) 

4 ~15はループ文を持つものを一括した。 5 • 6 • 7 は口縁部である。 7 は波状口縁でやや内傾している。

0 段多条のループ文で多段縄文しており、 2 種類の原体を使い羽状を表出しているものもある。内面は平滑

研磨されている。

第IV群 前期中期（黒浜式土器）に比定される。

1 類 縄文以外の文様を持つものを一括した。

a 隆帯、爪形文を持つもの (16~19)

（第74 • 75 • 76図 16~93)

16は口縁に沿って、細い隆帯を横に廻らし、その下に沿って半載竹管による爪形文を付し、さらに縦位、斜

位に隆帯を付する。 17はやや大きな爪形文を持ち、円錐状の突起が付く。 18 • 19は口縁に沿って横に爪形文

が走る。

b 櫛歯状工具による刺突文を持つものを一括した (20~27)

20 • 21 • 22は同一個体である。口縁に沿って 3 本の平行線を廻らし、それらの沈線に沿って 8 本単位の櫛歯

を横に刺突している。さらに縦の刺突を加えそこから菱形状に文様を描く。 23は口縁に沿って横位に 2 本、

刺突文を廻らして下位に縦の刺突を施している。 24は縦の刺突をほぼ等間隔で廻らし、下位は LRの縄文を

施文している。 25は波状口縁の波頭部である。口縁に沿って竹管による平行沈線を廻らし、それに沿って櫛

歯による剌突列を付し、波頂部より垂下された刺突文下には、平行沈線、剌突文が山形に付される。口縁端

部は外反する。 26は平行沈線とやや間隔のある刺突文を持つ。 27は平行沈線と刺突が横位、斜位に付されて

いる。

c 箆状工具による短沈線を持つもの (28)

28は深鉢口縁部片、地文に RL を横位施文し、頸部に短い平行短沈線を廻らす。

2 類縄文を施文するものを一括した。

a 無節の縄文か施文されるもの (29~46 • 70) 

29~38は無節 L が横位に施文される。 39 • 40 • 41 • 42は無節 Rか横位に施文される。 43 • 44 • 45 • 46は L と

R を使って羽状を作る。 43は方向が一定しない。 44 • 45は同一個体である。 70は反の撚 L< tである。

b 単節の縄文が施文されるもの (47~69) 
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第76図遺構外出土土器（3)

47 • 48 は LR を施文する。 47は節が不明瞭で無節のような感じを受ける。 48は多条である。 49 • 50 • 51はロ

縁部片である。 49は三角形の小波状を持つ。 50は口縁端部が内傾、 51は外傾する。 53は条の太さの違うもの

を撚り合わせている。 54は厚く節かやや不揃いである。 61 • 63 • 64 • 65 • 66 • 67 • 68は羽状または菱形を作

る。

c 正反の合である (71 • 72 • 77) 

71 • 72 は L<E~ 、 77は L< f K と R<E~の 2 種類の原体で菱形を作る。

d 付加条を一括した (73~76 • 78~93) 
L 

73は RL 十侭である。 74 • 75は RL に R 2 本を条に巻きつけている。 76は R+ tか、 R< L である。 78は、
L 

LR ＋柊と RL ＋柊で羽状を作る。 79は RL+Rであるか付加された条かかなり戻っている。 80 • 81 は RL

＋柊、 81は口縁部である。 82は厚みのある土器でRL 十柊、 83は LR ＋柊で、焼成の良い土器である。 84は

付加条RL+ ,eに£を付加させている。 85は RL 十柊と LR 十柊で羽状を作る。 86は RL 十柊で、 87は RL

＋柊と LR+ tで菱形のモチーフを作ると思われる。 88は口縁部片である LR+R と思われる。 89は R に R

と L を巻く。 90 • 91 は L に R と L を巻く。 92は L に R を巻いている。 93は RL+L である。

第V群土器 前期後半 1 類は諸磯 a 式土器、 2~5 類は諸磯 b 式土器、 6 類は諸磯 C 式土器に比定され

る。（第77 • 78 • 79図 94~202)

1 類 地文に縄文、爪形文、円形刺突文を持つもの (94 • 95) 

94は RL の縄文と L字の連続爪形文を横位施文し、その上に円形竹管文を持つ。 95は LR地文に 2 個の円形

竹管文を持つ。

2 類 浮線文を持つ土器を一括した (96~123) 
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96~115は地文に縄文を持つ。 96·97は口縁部片、口縁部は内湾する。口唇部に沿って 2 ~ 3 条の浮線を貼り

付けそこから下へ浮線による文様を描く。浮線上には逆向する矢羽根状の刻みを持つ。98は雑な刻みを持つ。

99は梯子状の浮線文を持つ。 100~121は横に間隔を持った浮線を廻らしている。 122は特殊浅鉢型土器の破片

と思われる。三角形を平行沈線で画〈、平行沈線間を連続爪形文で充填する。焼成は良い。 123は有孔の特殊

浅鉢型土器である。口唇部はやや直立気味に終わり、 2 本の刻みを持った浮線文が平行して廼りその間に円

形の穴が穿たれている。肩部には入箱木ノ葉文が付される。焼成は良い。推定最大径は41. 2cmである。

3 類 竹管による平行沈線を持つものを一括した (124~163) 

a 地文に縄文を持つもの (124~138 • 143 • 147 • 151) 

125は LR、他は RLであろう。平行に間隔を置いて横位に施文されるもの125 • 127~130 • 132~137 • 151 • 

153~163 と、口縁部文様帯部分の三角モチーフや渦巻文を意識する。 124 • 126 • 138 • 145 • 147~150破片に

分けられる。口縁部片は124 • 126 • 142 • 143の平縁と 140 • 141の小さな波状になるものに分けられる。 138 • 

139は強くくの字に内屈するキャリパー形土器の口縁である。土器は何れも焼成は良〈堅緻である。 160は厚

手の底部片である。

4 類無文土器である (164~171) 

164は口縁部片、 166は浅く条痕様の擦痕が走る。他は丁寧な指撫でにより整形される。 170 • 171は底部片。

5 類 全面に縄文を横位施文するものを分類した

a 無節縄文を持つもの (172~175) 

172 • 173 • 174は同一個体 L が横位施文される。 172 • 173は原体末結束痕が～字状に見られ。 175は L< tと

思われる。

b 単節縄文を持つもの (176~201) 

176は L と R で結束羽状を作る。 177 • 179 • 183~201は RL を施文する。 184は原体が細い。 191は撚り合わせ

た内の一本が細かく付加条のように見える。 195は軸に L を巻いたものを回転押捺している。 196~201は底部

片。 196 • 197は条間か広い。 200は僅かに施文か残る。 201は底部端が外へ張り出しているやや径の大きな土

器である。 178 • 180 • 181 • 182 は LR を施文している。 178は口唇部が薄くなる。 181は非常に細い原体が用

いられている。

5 類のものは何れも焼成良好で堅緻な土器である。押捺された縄文は深く、節はしっかりとしており、繊

維の撚られた方向もはっきりとしている。胎士中には微石粒、と〈に石英が目立つ。

6 類 集合沈線、貼付文を持つもの (202) 

202か 1 片のみの出土である。半戟竹管による集合沈線を斜めに施文し、耳状、円形の貼付文を持つ。

第VI群土器後期初頭五領ケ台式土器に比定される一群である （第79 • 80図 203~252) 

1 類 半載竹管等による平行沈線で格子、斜格子を描く (205~213) 

205·206は口縁部である。口縁部下に沈線を引きその下位に斜格子目文を持つ。 206は口縁部がやや肥厚する。

208~210は胴部片。 211は平行沈線により隆起した平行線文間に細かい格子目文を付す。 212 も同様の文様構

成をとる。 213は深い斜めの平行沈線を持つ。 214は半戟竹管による爪形文で魚鱗状文様を付している。

2 類 沈線文に沿って三角形の刺突、陰刻文を配す (204 • 215~229) 

204は隆帯に沿って、三角状の剌突を付す。 215は細い棒状の刺突を斜めに付している。 216 • 218 • 219 • 220 

は太めの平行沈線に沿って内側、外側に三角陰刻文を付している。 218は結縄文が見られる。 222は三角形の

モチーフの中に陰刻文を持つ。 223 • 224 • 225 • 226 • 227は平行沈線で文様を描き、それに沿って刺突を配し
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ている。 230はコの字を基調とした文様の両側に剌突列が走る。

3 類 結節縄文を施文する一群をまとめた (231~239) 

231~237は L と R の結節を縦に転がしている。 235は結節第 1 種。 228 • 238 • 239は横位に施文する。 2 類の

胴部片と考えられるものもある。

4 類 やや厚手で地文に縦位の撚糸文を施文する一群をまとめた (240~250) 

240~250は地文に Lの撚糸を縦位に施文しさらに 3~4 条の平行沈線、楕円文を描く。

5 類無文土器をまとめた (252~254) 

252は石粒が目立つ。

第VII群土器 上記の分類に属さないものである （第80図 255 • 256) 

255は薄手の土器である。平行沈線の下位に棒状工具による横位刺突文を持つ。外面は平滑である。 256は胎

土が精製されており黒雲母目立つ。外面は平滑に磨かれている。時期的に下る可能性もある。 （小野）

104 



第V章中畦遺跡

4 石器

中畦遺跡より出土した石器、石製品の総点数は 123点で、器種別の点数は打製石斧33点、石鏃 7 点、石匙 6

点、石錐 4 点、スクレイパー31点、磨石12点、敲石 8 点、凹石 3 点、石皿 4 点、ピエスエスキーュ 3 点、装

身具 l 点、礫器 2 点、石檜 l 点、磨製石斧 4 点、丸石 1 点、砥石 1 点、台石 2 点であった。

遺構に伴うものは88点で、全体の約70％である。住居址別の器種を概観すると、石鏃が少なく、不定形な

打製石斧、スクレイパー類が目立ち、磨石類が 4 号住居址を除いて（遺物の出土、接合状況等より 3 号住居

址への住み換えが考えられる。 3 号住居址からは 9 点の磨石の出土を見た） 2 ~ 9 点出上しており、当時の

食料生産活動の一端を示すものとして注目される。

3 号住居址出土石器（第81 • 82図）

1 ~3 • 6 • 7 は打製石斧である。 1 は基部および刃部かやや尖り気味となり、片面の一部に瘤状の裔ま

りを持つ。 2 は基部、刃部を欠いている。 3 は両側縁で若干のくびれを持ち、刃部は厚く丸くなっている。

6 • 7 は不定形で器長が短い。 6 は片面に自然面を残しており、使用による為か歯崩れが見られる。 7 はほ

とんど調整痕が見られない。 4 は弧状の刃を持つ小型のスクレイパーである。 5 は木の葉状のふくらみを持っ

たつまみ部のある石錐であろう。 8 ~13 • 15は磨石である。 8 • 11 • 15はやや長円形の川原石を、他はほぼ

円形の石を利用している。 8 • 9 • 10は両面、側縁に使用痕が見られる。 9 は凹み石で両面中央に凹みが見

られる。 10は敲打による使用痕が顕著に見られる。 15は使用によると思われる摩滅が進み、片面に陵を持つ。

16は表面に凹みか数力所見られるが、磨石としても利用されている。

4 号住居址出土石器（第83図）

1 は石鏃である。ほほ‘三角形を呈すと思われるが、片方の脚部を欠いている。扶りはほとんど無く三角鏃

に近い。 2 はやや小型の短冊型打製石斧である。刃部はやや凹み片面に自然面を残し刃部欠損している。 3.

4 は、撥型の打製石斧である。刃部は直刃である。打ち取った剥片の側縁、刃部に調整を加えている。 4 は

片面に自然面を残している。 5 • 6 は石匙である。 5 は、中央部に端部先ぽそりのつまみ部が付く。 6 は三

角形の刃部につまみか付く。つまみ部の一部に自然面を持つ。 7·8·9·10はスクレイパーである。 7 は

縦長の剥離片を用いている。周囲に刃部を作り出している。 8 は横型の剥離片を用い、一側縁に細かな刃部

を作り出す。 9 も 7 と同様の剥片を用いて、両側縁に刃部を作り出す。 10はやや大型の一次剥離片を利用し

ている。下縁に簡単な刃部を作り出している。 11は小型の定角式磨製石斧である。基部を欠損している。刃

部はかなり摩滅が見られる。蛇紋岩製である。 12は小型の丸石である。 13は変輝緑岩製の磨製石斧である。

基部、刃部の一部を欠いている。刃部に使用痕が見られる。

5 号住居址出土石器（第84図）

1 は偏平な礫を用いた打製石斧である。片面には自然面を残し、周囲を粗く仕上げている。 2 は非常に薄

い一次剥片を利用したスクレイパーである。一側縁に簡単な刃を作り出す。 3 はやや薄い刃部を持つ石錐で

ある。つまみ部は平たく、側面に自然面を残す。刃部若干摩滅している。 4 • 5 は円＜偏平な川原面を利用

した磨石である。何れも周辺部、表面に摩滅痕、打痕が若干認められる。 6 は石皿で、やや偏平な石の一面

を浅く平坦に摩り減らしている。
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6 号住居址出土石器（第85図）

1 • 2 は撥型打製石斧である。 1 は片面に自然面を残し、刃部には使用痕か見られる。両側縁に簡単な打

撃による調整を加えている。 2 は周辺から調整を加え、側縁部は歯潰しを行なっている。 3 は縁辺を丸く仕

上げた円形のスクレイパーである。片面はほぼ平らである。 4 は打製石斧であるが形はなすび状を呈す。 5

~ 8 は剥片を利用したスクレイパーである。不定形な剥片の一辺に刃部を作り出す。 7 は凹刃である。 9.

10は敲石である。 9 は細長い礫の端部を利用している。 10は一側縁を使用面として利用しており、かなり摩

滅が見られる。 11は砂岩である。用途は砥石であろうか。 12は石皿の破片と思われる。 13は装飾品である。

両面より穿孔されている。滑石製である。

7 号住居址出土石器（第86 • 87図）

1 • 2 は石鏃、チャート製で、 1 は二等辺三角形を呈し、袂りを持つ完形品である。 2 は袂りを持ち、両

脚部を欠いている。 3 は頁岩製の石錐である。太めの茎を持つ。先端部は簡単な調整が施されている。やや

身が反る。 4 • 5 • 6 は石匙である。 4 は縦型、 6 は横型であるが、やや不定形である。ともにつまみ部は

雑に作られており、刃部も一側辺にのみ作られている。 7 は撥型の打製石斧である。ほぼ三角形を呈し、刃

部は直刃となる。 8 • 9 は石錐、一端の尖った剥片を利用している。ともに錐部を欠いている。 10は打製石

斧であるが、ー側縁に調整痕あるのみで、他は打ち割った状態のままである。 11はスクレイパー、薄くなっ

た部分を刃部として利用している。 12は縦型の剥片を利用、 13は横剥ぎの縁片に刃部を作る。 14は横長剥片

の一辺に両面からの押圧剥離による刃部を作り出す。 15は薄い剥片を利用している。 16は石槍かと思われる。

17 • 18 • 19は剥片の一部に刃を持つ。 20は磨石である。丸く偏平な石を利用している表面に若干の打痕、側

面に使用痕が認められる。 21は細長い礫を利用した敲石である。一部欠損している。 22は敲石である。両端

および表面に打繋による剥落が顕著に見られる。 23は台石である。表面に使用痕が見られる。 24は敲石であ

る。中央部で半分に割れている。

土頒出土石器（第88 • 89図）

l は 4 号土壇出土、打製石斧の基部又は刃部の欠損品であろう。 2 • 3 • 4 は 14号土墟出土、薄く剥ぎ取っ

た横型の剥片の縁辺に刃を作る。 3 はピエスエスキーュ、楕円形を呈し、断面は台形である。周辺部に打撃

による剥離を持つ。 4 は敲石、打撃によりかなり欠損している。両面に凹みが見られる。 5 は 15号土境出土

打製石斧の基部である、自然面を残す。かなり薄手である。 6 は 17号土横出土、板状の石片を利用したスク

レイパーである。三角形の一辺に刃部を作る。 7 は 27号土猥出土。撥形の打製石斧である。 8 • 9 は 29号土

猥出土。 8 はやや小型の打製石斧である。 9 は弧状の刃部を持つスクレイパーである。 10は 30号土壊より出

土、やや厚手の菱形の剥片に粗い刃部を作り出している。 11は打製石斧であるか、形状はくの字に屈曲した

形となる。刃部はやや凸刃となる。 12は 34号土壊出土のスクレイパーである、縦型剥片の縁片に細かな刃部

を作る。 13 • 14 は 34号土塘出土。 13は石皿である。偏平な石の中央を若干磨り減らし使用している。 14は石

皿の破片である。 15は俵状の川原石を使用した敲石である。 16は小型の剥片に刃部を付したナイフ様のスク

レイパーである。
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表 5 3 号住居址出土石器観察表

図番号 出土位置 種 類 分類 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重さ(g) 石 材 備 考

1 3 住 打製石斧 I-A 9.6 4.0 1.8 62.8 黒色頁岩

2 3 住 打製石斧 II-A 5.5 6. 7 2.3 112.6 黒色頁岩 基部・刃部欠損

3 3 住 打製石斧 7.9 5.0 2.3 102.7 黒色頁岩

4 3 住 スクレイパー 11-B 4.9 2.9 1.0 10. 7 黒色頁岩

5 3 住 石 錐 2.8 2.2 0.7 3.1 チャート

6 3 住 打製石斧 6.8 5.1 1.8 80.5 黒色頁岩

7 3 住 打製石斧 Il-B 7.9 5.4 1.9 88.8 黒色頁岩

8 3 住 磨 石 13. 7 9.3 5.0 1000. 0 輝石安山岩, 3 住 磨 石 I-B 11.0 8.7 4.7 750.0 輝石安山岩 側面に打痕あり

10 3 住 磨 石 I-B 9. 7 9.3 3.2 450.0 石英閃緑岩 側面に打痕あり

11 3 住 磨 石 I-A 12.9 10.2 4.5 1000. 0 閃緑岩

12 3 住 磨 石 I -A 10.6 10.6 4.8 850.0 輝石安山岩

13 3 住 磨 石 I-B 8.7 8.1 4.1 400.0 輝石安山岩

14 3 住 凹 石 I -B 8.9 7.2 3.1 300.0 輝石安山岩 側面に打痕あり

15 3 住 磨 石 II-A 11. 7 7.4 4.1 500.0 ひん岩

16 3 住 凹 石 II-A 13.4 9.1 4 5 800.0 輝石安山岩

表 6 4 号住居址出土石器観察表

図番号 l 出土位置 種 類 分類 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重さ(g) 石 材 l 備 考

4 住 石 鏃 II-A 2.6 1. 7 0.7 2.0 チャート 1 脚部欠損

2 3 
4 住 打製石斧 I -A 6.0 3.1 0.8 18 2 黒色頁岩

4 住 打製石斧 II-A 7.6 5.1 1.8 46.4 黒色頁岩
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図番号 出土位置 種 類 分類 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重さ(g) 石 材 備 考
4 4 住 打製石斧 II-A 8.8 6.3 1 4 65.0 黒色頁岩
5 4 住 石 匙 II-B 5.3 6.3 1.5 32.3 黒色頁岩
6 4 住 石 匙 II-B 7.3 5.6 1.5 32.7 黒色頁岩
7 4 住 スクレイパー I 7.6 4.3 1.3 44.l 黒色頁岩
8 4 住 スクレイパー II-B 3.2 5.9 1.3 17. 7 黒色頁岩, 4 住 スクレイパー I 4.8 2.8 0.8 10.9 黒色頁岩
10 4 住 スクレイパー II-B 9.0 6.3 1.1 62.7 黒色頁岩
11 4 住 小形磨製石斧 III 2 7 1.8 0.6 5.4 蛇紋岩 基部欠損

12 4 住 丸 石 4.8 4.3 3.9 114. 7 輝石安山岩
13 4 住 磨製石斧 II 13 2 5.8 2.8 350.0 変輝緑岩 基部・刃部欠損
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表 7 5 号住居址出土石器観察表

図番号 出土位置 種 類 分類 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重さ(g) 石 材 備 考

1 5 住 打製石斧 11-B 11.0 7.6 3.2 300.0 黒色頁岩

2 5 住 スクレイパー I 8 0 6.2 0.7 35.9 黒色頁岩

3 5 住 石 錐 5.1 3.1 0.7 9.0 黒色頁岩

4 5 住 磨 石 I-B 12 4 9.9 5.3 1006 0 輝石安山岩 側面に打痕あり

5 5 住 凹 石 I -B 10.6 9.5 4.1 600.0 輝石安山岩 周縁部に使用痕あり

6 5 住 石 皿 II 20 6 17.o 3.6 1500 0 輝石安山岩

表 8 6 号住居址出土石器観察表

図番号 出土位置 種 類 分類 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重さ(g) 石 材 I 備 考

1 6 住 打製石斧 II-B 8.4 4.3 1.2 53.0 ホルンフェルス

2 6 住 打製石斧 II-B 6. 7 5.2 1. 7 55.4 黒色頁岩

3 6 住 スクレイバー 4.5 3.4 1.5 25.1 珪質頁岩

4 6 住 打製石斧 II-B 7.2 5.3 1.6 66.6 黒色頁岩 I 刃部磨滅
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図番号 出土位置 種 類 分類 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重さ(g) 石 材 備 考

5 6 住 スクレイパー III 5.6 6.4 1.1 37.4 黒色頁岩

6 6 住 スクレイパー III 7.2 8.1 1.8 126.2 黒色頁岩

7 6 住 スクレイパー III 9.1 5.6 1.1 41.5 黒色頁岩

8 6 住 スクレイパー III 6.6 6.5 1.3 46.5 黒色頁岩, 6 住 敲 石 11-B 19 4 7.4 5 5 1150.0 輝石安山岩 端部に打痕あり

10 6 住 磨 石 II-A 10. 7 6.8 5.3 600.0 輝石安山岩 側面に使用痕あり

11 6 住 砥 石 5.2 3.6 1 1 27 0 砂岩 砥石か

12 6 住 石 皿 7.2 5.7 5.0 250.0 輝石安山岩 破損品

13 6 住 環 玉 1.8 1.8 0 5 3 0 滑石 縁片に擦痕見られる
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第87図 7 号住居址出土石器（2)

表 9 7 号住居址出土石器観察表

図番号 出土位置 種 類 分類 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重さ(g) 石 材 備 考

1 7 住 石 鏃 I-A 2.4 1.5 0.4 1.0 チャート
2 7 住 石 鏃 I-A 1 5 1 2 0.3 0 5 チャート 両脚部欠損

3 7 住 石 鏃 III 3.4 2 2 0.7 4 2 黒色頁岩

4 7 住 石 匙 I-A 6 3 4.3 0.6 13 3 黒色頁岩
5 7 住 石 匙 LLL 6.1 4.4 0.9 13.1 黒色頁岩
6 7 住 石 匙 I -B 6.6 4.9 0.9 23.3 黒色頁岩
7 7 住 打製石斧 II-A 8.9 6.3 2.3 100.0 黒色頁岩
8 7 住 石 錐 5.6 4.4 0 8 17.2 黒色頁岩 錐部欠損, 7 住 石 錐 3.9 2.7 0.6 4.0 黒色頁岩
10 7 住 打製石斧 II-A 9.1 6.3 1.8 107.4 黒色頁岩
11 7 住 スクレイパー III 7 1 6.1 2.2 100.0 黒色頁岩
12 7 住 スクレイパー I 6.2 3.4 0.5 0.5 黒色頁岩
13 7 住 スクレイパー I 4 5 3.5 0 8 12.0 黒色頁岩
14 7 住 スクレイパー III 8.8 3.8 1 2 29.0 黒色頁岩
15 7 住 スクレイパー I-A 4.6 4.0 0.8 13.6 黒色頁岩
16 7 住 石 檜 III 7 0 2 8 1.2 17 1 黒色頁岩
17 7 住 スクレイパー lll 5.1 4.7 1:0 17.2 黒色頁岩
18 7 住 スクレイバー III 7 4 6.3 1.2 45 0 黒色頁岩
19 7 住 スクレイパー II-B 9.0 6.2 1. 7 82.9 黒色頁岩
20 7 住 磨 石 I -B 8.7 9.0 4.1 500.0 石英閃緑岩 側縁部に打痕あり

21 7 住 敲 石 II-B 9.9 5.0 4.2 400.0 輝石安山岩 破損品

22 7 住 敲 石 II-B 10.6 5.4 3.6 300.0 輝石安山岩 焼けている

23 7 住 台 石 I-A 16. 7 13.3 6.0 1600. 0 輝石安山岩
24 7 住 敲 石 13.2 6.0 2.0 300.0 黒色頁岩
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第88図 4 • 14 • 15 • 17 • 27 • 29 • 30 • 32 • 34号土塘出土石器

表10 土濱出土石器観察表

図番号 出土位置 種 類 分類 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重さ(g) 石 材 備 考
1 4 号土壌 打製石斧 II-A 3.3 4.7 1.5 19.8 黒色頁岩 欠損品

2 14号土塘 スクレイパー 11-B 3.7 5.7 0.8 14. 7 黒色頁岩
3 14号土壊 ピエスエスキーユ 3.4 2.4 1.1 8 1 チャート
4 14号土塘 敲 石 11-B 8 5 8.8 4.6 500.0 輝石安山岩 凹石としても利用

5 15号土壊 打製石斧 I-A 5.2 3. 7 0.8 17. 9 黒色頁岩 刃部欠損

6 17号土塘 スクレイパー III 8.1 7.3 0.9 68 6 チャート
7 27号土塘 打製石斧 II-A 9.9 5.6 1.3 74.9 黒色頁岩 —ーター

8 29号土塘 打製石斧 II-A 6.2 5 3 1 4 37 5 黒色安山岩, 29号土塘 スクレイバー 11-B 5.0 5.0 0.9 15.8 黒色頁岩
10 30号士壌 スクレイパー I 8.1 5 2 1 7 59 2 黒色頁岩
11 32号土塘 打製石斧 III-A 9.0 5.3 1.4 74.6 黒色頁岩
12 34号土塘 スクレイパー I 7.0 3 6 1 0 22 1 黒色頁岩
13 34号土城 石 皿 II 37.8 26 9 8 0 10920.0 輝石安山岩

14 34号土猥 石 皿 16.5 13 3 6.9 1750 0 輝石安山岩 破片

15 51号土塘 敲 石 10. l 5 5 4 2 400 0 輝緑岩
16 53号土壊 スクレイパー II-B 2.1 1 0 0.25 0.5 黒色頁岩
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遺構外出土石器（第90 • 91図）

中畦遺跡において遺構外より出土した石器は総数35点で、その内訳は石鏃 3 点、打製石斧15点、スクレイ

パーおよび剥片利用の石器 5 点、ピエスエスキーユ 2 点、石匙 1 点、磨製石斧 2 点、敲石 4 点、磨石 2 点、

台石 l 点であった。その分布状況は、土器と同様調査区中央より多く出士する傾向が見られた。

1 • 2 • 3 は石鏃、 1 は正三角形で挟りを持つ、 2 は扶りは見られない。 3 は片面に自然面を残した剥片

を利用している。先端部を欠いている。 4 ~18は打製石斧である。 4 は短円形の打製石斧である。両側縁を

ていねいに歯潰しを行なっている。刃部欠損品。 5 は撥型打製石斧一面に自然を残す。 6 は両側縁に浅く扶

りを持つ 7 • 8 • 9 は片面にややふくらみを持つ。形はやや不正形で刃部の形も一定でない。 10は撥形打製

石斧である。刃部先端は丸くなり、基部に自然面を残す。 11はやや小型の打製石斧である。なすび状に刃部

で膨らみ、片面に自然面を残す。 12は撥形で刃部を欠いている。 13は刃部が細くなる打面に自然面を残す。

14は撥型である、やや広がる刃部の一面に自然面を残す。 15 • 16 も撥形を呈す。 15は基部を欠いている。 16

はなすび状に刃部は先が丸くなる。自然面を大きく残す。 17は基部を欠いていると思われる。刃部は粗い作

りである。 18は貝の形をした破片に刃部を作り出している。 19はピエスエスキーユ両面は平らで側縁に打痕

が見られる。 20 も同様で周辺から打撃による剥離を持つ。 21は縦形の石匙である。つまみ部はやや傾むいて

付く。チャート製。 22 • 23 • 24 • 25 • 26はスクレイパーである。 22は、ピエスエスキーユの可能性もある。
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23は縦剥片の下辺に直刃を持つ。 24は長方形の長辺に刃部を持つ。調製はていねい。 25 • 26は下部にやや丸

みを持った刃部を作り出している。 27 • 28は磨製石斧、 27は側縁頭部も磨って四角に仕上げている、刃部を

欠損する。 28は乳棒状磨製石斧である。基部、刃部を欠損している。 29 • 30は礫器である。川原石の両端が

打繋により破砕している。楔として使用したと考えられる。 31は両端の頂部よりややずれて打痕が見られる。

敲石と思われる。 32 も同様である。 33 • 35は磨石、 35は両面に打痕が観察される。 34は断面四角形を呈す。

台石として使用されたものであろう。 （小野）

表11 遺構外出土石器観察表

図番号 出土位置 種 類 分類 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大庫（cm) 重さ(g) 石 材 備 考

1 表採 石 鏃 I-A 1.6 1.4 0.4 0.6 チャート

2 表採 石 鏃 II-A 1.9 1.5 0.3 0 6 黒曜石

3 表採 石 鏃 II-B 2 2 2.0 0.6 2.3 チャート 先端部欠損

4 表採 打製石斧 I-A 6.0 3.9 1.0 3 5 黒色頁岩 刃部欠損

5 表採 打製石斧 1-B 8.4 4.3 1.2 55.2 黒色頁岩

6 表採 打製石斧 III 13.0 7 0 2.5 250 0 黒色頁岩

7 16Bl6 打製石斧 I-A 7.5 4.3 1.6 44.8 黒色頁岩

8 30A36 打製石斧 I -A 10. 9 4 6 2.6 120 4 灰色安山岩, 表採 打製石斧 I-A 11.2 4.5 1.6 71.1 黒色頁岩

10 12Bl2 打製石斧 I-A 12. l 4 2 2.1 119 5 黒色頁岩

11 表採 打製石斧 II-B 6.4 3.7 1. 7 41.0 砂岩

12 表採 打製石斧 II-A 6. 7 3.7 1.6 42 0 黒色頁岩 刃部欠損

13 23A49 打製石斧 9.9 3.8 1.8 72.8 黒色頁岩

14 12B10 打製石斧 II-B 8.7 4 3 l. 7 48 5 黒色頁岩

15 表採 打製石斧 II-A 5.7 5.2 2.1 65.3 黒色頁岩

16 39B05 打製石斧 II-B 9.3 5.4 1.6 88 9 黒色頁岩

17 21805 打製石斧 I-B 6.0 5.8 1.3 49.2 黒色頁岩

18 31A43 スクレイパー II-B 5.7 4.9 1.3 31 8 黒色頁岩

19 表採 スクレイパー 3.0 3.5 0.9 13.7 輝石安山岩

20 表採 ピエスエスキーユ 3.0 1.9 1.0 5 4 チャート

21 表採 石 匙 I-A 6.1 2.8 0.8 11.0 チャート

22 23A34 ピエスエスキーユ 3.7 5.1 1.1 23.8 黒色頁岩

23 31A46 スクレイパー 5.3 4.4 1.1 25.9 黒色頁岩

24 表採 スクレイパー 5 9 2.6 0 7 9.6 黒色頁岩

25 22B29 スクレイパー II-B 6.5 3.9 1.2 23.3 黒色頁岩

26 表採 スクレイパー II-B 9.4 6.1 1 0 58.7 黒色頁岩

27 表採 磨製石斧 I 8.2 4.5 2.5 171.6 蛇紋岩 刃部欠損

28 表採 磨製石斧 II 10 5 4.0 2 5 154.0 変輝緑岩 基部・刃部欠損

29 8B01 礫 器 III 5.9 2.8 1.6 34.1 黒色頁岩

30 表採 礫 器 III 8. 7 4.4 1 6 105.6 緑色岩類

31 表採 敲 石 II-B 8 0 4.1 2 5 128.9 輝石安山岩 両側縁端部に打痕

32 表採 敲 石 II-B 8. 7 4.7 3 1 200.0 輝緑岩 両側縁端部に打痕

33 35B02 磨 石 I-A 9 6 8.8 3 1 400.0 石英閃緑岩

34 表採 台 石 III 13.0 7.6 6.1 1000. 0 黒色頁岩 両端を欠〈

35 表採 磨 石 I-B 11 5 9.8 4 7 700.0 輝石安山岩 両面に敲打痕あり

第 4 節平安時代以降

本遺跡において検出した平安時代の遺構は住居址 2 軒で、重複していた。調査区南東隅で検出したが、か

なりの削平、撹乱を受けていた。両住居址とも出土遺物は少なく、カマド周辺部において甕、坪類の破片が

出土している。また 2 号住居址より墨書土器、 1 号住居址北東コーナー近くにおいて皇朝十二銭の一つであ

る「富痔神宝」が出土しており注目される。また住居址に接して土壊を検出したが時期、関連等については

不明である。他には既期の遺構、遺物は見られなかった。
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第92図 1 号住居址

1 号住居址（第92図）

調査区の東端 9 B47グリッドにて検出した。地表下約20cmで確認したが、試掘時にその存在を確認してお

り、 2 号住居址と重複している。形状は、若干東壁が広がる、隅丸長方形を呈す。 その規模は、 4.8X3.8m

を測る。壁高は最大が28cmであるが、北壁は土壊の重複、南壁は、 2 号住居によって削平されている。

壁の立ち上がりは各壁ともゆるやかであり、周溝は見られず、床面はかなり平坦な貼床を呈す。柱穴は確

実なものは見つからなかった。住居内中央やや北寄りに、 3 穴並んで検出したか、伴うものかは不明である。

カマドは、東壁中央やや南寄りに構築されており、上面は廃棄後の崩落、また削平によって損失している。

その規模は、焚口幅70cmで、住居址外へ80cm程掘り出している。袖部にはピットが対に見られ、袖部材を抜

＼へ
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之
）I
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0 50cm 

’’ 第93図

責 ヘヽヽ
1 黒掲色土 FP 、ローム含む
2 黒褐色土 FP少ない
3 赤掲色土焼土、炭化物含む
4 黄褐色土 焼土若干含む

1 号住居カマド

き取った痕跡と思われる。

出土遺物は、

カマド埋土は、 自然崩落に

よる堆積状況を示しており焼土、炭化物の混入も余り

多くは見られなかった。遺物としては、覆土中より須恵

器高台付婉の底部片（第94図ー 8) が出土している。

貯蔵穴は、南東コーナーに径70cm、深さ 20cm程の大

きさで、ほぼ円形に掘り込まれていた。床面は平坦で

ある。中より遺物の出土は無かった。

カマドおよびその前面に検出されたが

量的には少なく、完形品は見られなかった。

カマド火床面より、甕（第94図ー 2) 、坪（第94図ー 7)
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第94図 1 号住居址出土土器・銭貨

が出土している。

住居址の北壁を壊して掘り込まれている土壊は、本住居址より新しいものであるか、時期の決定は出土遺

物等がないのでできない。形は不正長円形で、長さ 2.7m、深さ約50cm程で、壁の立ち上がりはゆるやかであ

る。底面に、径50cm程の浅いピットがあり、炭化物の出土が若干見られた。

また、住居の南壁寄りに検出された土塀は、やはり新しいものと思われるか、 2 号住居址の床下土猥の可

能性もある。覆土は FP混土主体であるが、下層程FPの混入量が多くなる。
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表12 1 号住居址出土土器観察表

番号 器種 法量 (cm) 器形の特徴 成・整形の特徴 胎土 焼成 色調 備 考

外面 口縁部横撫で、肩部横箆
コの字口縁、口縁端部は、 微砂粒含

1 寝 ロ径ー 13.3 削り 良 茶褐色 口緑部1/2残存
やや受け口状になる む

内面横箆撫で

外面 口縁部横撫で、肩部横箆
コの字口縁、口縁端部は、 微砂粒含

2 斐 ロ径ー220 削り 良 茶褐色 ロ縁部1/3残存
やや受け口状になる む

内面箆撫で

ロ縁はやや外反して、立ち 外面 口縁部横撫で、胴部横箆
微砂粒若

3 斐 ロ径ー 187 上がる。肩部はなだらかで 削り 良 茶褐色 ロ緑部1/3残存
干含む

ある 内面箆撫で

外面黒
外面 縦箆削り、底部中央へ向

小さめの底部から直線的に 微砂粒若 褐色 胴部下半1/2残
4 甕 底径ー4.4 かって箆削り 良

外へ開く胴部が付く 千含む 内面茶 存
内面丁寧な箆撫で

褪色

外面縦箆削り 微砂粒含 台付甕1/3、脚台
5 台付甕 底部かなり締る 良 茶掲色

内面横箆撫で む 部欠損

良く精製
脚部は大き〈外へ開く 外面 ロクロによる指撫で

6 台付甕 底径ー9.5 されてい 良 茶椙色 脚台部1/2残存
胴部は外反して立ち上がる 内面 ロクロによる指撫で

る

ロ径ー 123 胴部はやや丸みを持って立 外面 ロクロ回転による指撫で
黒色粒子

7 坪 底径ー6.1 ち上がり、口縁部若干外反 底部右回転糸切り 良 灰色 1/3残存
若干含む

器高ー3.6 する 内面指撫で

やや大きめの高台に外へ開 外面 ロクロ痕残る。底部右回

塊
黒色粒子

8 底径ー9.0 きながら立ち上がる体部が 転糸切り 良 灰色 1/3残存
含む

付く 内面 ロクロ回転残る

つまみ径ー93 高台状のつまみ部に大き〈 外面 ロクロ水挽き痕残る。底
砂粒若干 つまみは大き〈

9 蓋（？） ロ径ー 16 ハの字状に開いた体部が付 部右回転糸切り無調整 良 灰色
含む 皿とも見られる

器高一 4 く、口唇端部で緩く折れる 内面指撫で

言一
量目 特 徴 摘 要

直径 2.35cm 富痔神宝。遺存度は、腐蝕はなくきわめて良好。縁・銘共に脱落

重さ 2.7g なく良好である。富寿神宝の初鋳は弘仁 9 (818) 年である。

2 号住居址（第95図）

調査区の東端、 9 B46グリッドで検出した。 1 号住居の南半分にかかって構築されていた。検出面が地表

下約20cm と浅く、また掘り込みもカマド部分がわずかに認められただけで、南、西、北壁は確認できなかっ

た。形状はほぼ正方形になると思われるが、床面の検出はできずカマド周辺でその痕跡を認めたにすぎなかっ

た。周溝等も無かった。住居の規模は (4) mX  (3.5) mである。

カマドは、東壁中央やや南寄りに構築されているが、大部分は削平されており、掘り方部分が検出されたの

みであった。焼土等もほとんど見られず、カマド用材として用いられていたと思われる石が数個検出された。

貯蔵穴も認められなかった。出土遺物は、少なく完形品は無かった。甕（第96図一 1) の口縁部が、南東

コーナ一部分、台付甕の脚台部分が覆土中より検出されている。また住居の西に検出された落ち込みの中よ
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り高台付璃（第96図ー 3) か検出されたが、後世に掘り込まれた可能性がある。出土したi宛には墨書が認め

られ「太」の文字が明瞭に見られた。

表13 2 号住居址出土土器観察表

番号 器種 法量 (cm) 器形の特徴 成・整形の特徴 胎土 焼成 色調 備 考

外面 口縁部横撫で、胴部横箆
肩部は丸みを持ち、口縁部

削り 精製され
1 甕 ロ径ー20.5 は弱いコの字状を呈す。ロ 良 茶褐色 ロ縁部2/3残存

内面 口縁部横撫で、胴部横箆 ている
縁端部はやや外反する

撫で

外面 脚台部横撫で、胴部斜め
広くハの字状に開く脚部に

箆削り 微砂粒若 暗茶褐 脚台部、胴下半
2 台付甕 底径ー8.7 外反して立ち上がる胴部が 良

内面 脚台部横撫で、胴部横箆 千含む 色 部残存
付く

撫で

ロ径ー 14.9 やや低い寓台を持ち、体部 外面 ロクロ水挽き痕を残す
砂粒僅か 「太」の墨書あ

3 j宛 底径ー 7.0 外反しながら立ち上がり、 底部 ロクロ右回転糸切り 普通 暗灰色
に含む り

器高一6.7 ロ縁端部やや外反する 内面横撫で

284.0 

A ．笙3

wｷA  

ー

287.0 

BｷuB  

゜ 10m ゜ lm 

第97図 l 号溝
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1 号溝（第97図）

調査区西側、 35-B08付近で南端部を検出した。調査区を北東に向かって下り、比高差は2.5m を測る。調

査区北東隅で、農道部分にかかる。幅約70cm、深さ 20~30cmで、断面はかまぼこ状を呈す。 FP上面より VI

層上面まで掘り込まれる。

検出した全長は約70mであり、ほは真直ぐであるが端部が曲がっている。覆土は、 FP を混入した黒色土

で、水の流れた痕は認められなかった。出土遺物は無く、古墳時代後半以降のものとしか判断できなかった

が、覆土などの状況から、近世以降に比定される可能性が強い、用途については不明である。

その他の出土遺物

調査区内より青磁片一片（第98図）が採集されている。

口／½
第98図

表14 遺構外出土青磁観察表

土器種 釉色・胎土・焼成 特 徴 摘 要

青磁
淡灰色。 淡灰色。

釉は灰色をおび酸化ぎみで、内外に細かい貫入か入る。 龍泉窯系。

（鏑手蓮 口縁端部はやや尖る。外面に鍋手蓮弁がみられる。作 13世紀。

弁文塊）
軟質。

調は釉の発色が悪く出来がすぐれない。 ロ縁部細片。
遺構外出土青磁

（小野）
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第 VI 章諏訪西遺跡

遺構・遺物

第 1 節遺跡の概要

第VI章諏訪西遺跡

諏訪西遺跡は前述したように東西に延びた台地に営なまれた遺跡であり．この台地は長さ 1.5km程で西へ緩

く傾斜しなから広がって行き末端部は急傾斜となりその下は河岸段丘となる。

付近の畑からは耕作等により縄文～古墳時代にかけての土器や石器が多く出土しており、調査によって多

くの成果が予想されていた。調査は、台地を横断するように行なったわけであるが、試掘により北側部分に

は遺構の存在がないことか確認されたために、台地中央より南側が主に対象地となった。

調査区のほぼ中央に、農道が東西に走っていたが、その南側についてはかなり表土が削られていたために、

遺構面まではかなり浅い部分もあった。検出した遺構、遺物については以下のようであった。

先土器時代

試掘調査によって、調査区南斜面部において BP下層でAT を多量に含む層が確認され、ほぱ直下におい

て遺物を確認したため、調査区を広げ調査を行なった。その結果、ナイフ形石器等を含めて約300点の石器・

剥片類を検出した。遺物の集中した場所は 7 カ所であったか、その規模は比較的小さなものであった。

縄文時代

前期の前半関山 I 式期の住居址 8 軒、前期後半諸磯式期の住居址 1 軒、中期勝坂式期の住居址 2 軒を検出

した。関山式期の住居は石組の炉を持つという特徴を示し、石皿の転用も見られた。形状はやや台形を呈し

た長方形を呈す。諸磯式期の住居は方形を呈し、勝坂式期は円または長円形を呈している。

これらの住居址は台地中央より、等裔線に沿って南斜面部分に広がって散在していた。出土した土器は早

期の撚糸文土器が南斜面部分より検出されたのが注目される。その他、花積下層式の最終段階から関山 I 式

期にかけての土器群、諸磯 a • b 式、および中期前半の土器が出土している。

弥生～古墳時代

井芦址と思われる遺構が 3 基検出されている。覆土上面に FA層がレンズ状の堆積を示していた、弥生後

期～古墳時代前半のものであろう。遺構内からは時期を決定し得る遺物の出土はなかった。

工事用道路部分について

本線部分より約300m東にあり、農道の拡幅部分の調査を行なったため調査区は東西240m と細長いもので

あった。古墳時代後半の住居址 l 軒、縄文時代の土壊10基と検出遺構は少なかったが、一部台地の北斜面に

あたる部分において縄文時代の包含層が検出された。中期の土器片、石器が主であったか、早期、前期の土

期片も出土しており、中でも包含層より出土した押型文土器は、器形復元か可能であり県内の数少ない資料

に加えられよう。 （小野）
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第 2 節先土器時代

1 試掘調査の結果

本遺跡の周辺で同時に調査が行われている他遺跡において、その多くの遺跡で先土器時代の遺物が出土し

ており、本遺跡の先土器時代の存在の可能性か強く想定しえる状況にあったため、先土器の遺物確認のため

の試掘調査を行なった。

試掘調査は、他遺跡での先土器時代の遺物分布の状況から、台地頂部から緩やかに傾斜する南斜面に主眼

を置くこととし、試掘トレンチを斜面に沿うようなかたちで任意に第100図のごとく A トレンチから 0 トレン

チまでの15 トレンチを設定した。

調査は、隣接する中畦遺跡でのAs-SP上層からの出土する例等から、まずAs-SPまでの間の遺物確認を

行ない、次いでAs-BPまでの間、さらにAs-BPから AT及び暗色帯を含むHA までの間の確認、一部のト

レンチにおいてはHP までの間の遺物確認を行なった。

調査の結果は、台地の緩やかな傾斜から急斜面への変換部付近に位置する G トレンチで、第XVII層の暗色帯

中から黒色頁岩を石材とする剥片が 2 点出土した。また G トレンチより遅れて調査した 0 トレンチにおいて

も、第XVI層より黒色頁岩及び黒色安山岩を石材とする剥片類が数点出土し、その確認がなされた。

以上の結果から、本遺跡における先土器時代の存在が明確となった。さらにその遺物は第XVI層以下の層中

に包含されるものであり、それより上層の第VII層から第XV層までの間には遺物の存在が認められないこと

から、本遺跡では第XVI層以下に主眼を置いた調査が必要とされることがわかった。

本遺跡での土層の基本的な堆積は、先に第IV章で述べたごとくであるが、南端ほど傾斜が急になるため各

層が薄くなり、また端部では混在するため明確な土層の堆積は示さな、い。

2 調査の結果

本遺跡における先土時代の調査は、先の試掘調査の結果をもとに遺物が確認された G トレンチ及び0 トレ

ンチの拡張区の設定を行ない、 G トレンチの拡張区を I 区、 0 トレンチの拡張区を II 区とし、 I 区から調査

が進められた。特に 0 トレンチの拡張に際しては、頭初想定した範囲よりも広い範囲から遺物の出土が認め

られた。

遺物は、そのほとんどか基本土層第XVI層及び第XVII層の上部ローム層中に包含されるものであり、ブロッ

ク（石器集中部）は 7 ケ所ほど検出することができた。これらのブロックは、調査対象域の西側に多くみら

れ、出土状況から対象域外へその範囲か延びることが十分予測される。

礫群、炭化物集中部等については、検出できなかった。

3 出土遺物（第101~112 • 125~128図）

（谷藤）

出土した遺物は、 7 ケ所のブロックから総数301点である。組成は、ナイフ形石器 1 点、彫器 1 点、錐器 1

点、 2 次加工の加えられているもの11点、使用痕を有するもの 4 点、石核 5 点、敲石 4 点から成るが、所謂

定形石器と称されるものは少ない。敲石を除く石器及び剥片類の石材は、主として黒色頁岩及び黒色安山岩

が用いられ、それ以外のものについては輝石安山岩、ひん岩等数種類の石材か用いられ使用頻度が低い。

出土した各器種については、以下のとおりである。
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VI 褐色土 黄色ローム粒子を含み明るい。
VII 黄矯色ローム土。やや軟質で、黄色ないしは白

色の軽石を含む。

VIII 浅間＿白糸軽石 (As-SP) 浅間山を給堀とす

る白色～黄鳩色軽石。
IX 明褐色ローム土 第VII層よりやや硬質で、帖性

がある。

X 浅間一板鼻褐色軽石（As-BP) 浅間を給涌と
する粒子の細かい砂状の軽石を主とする。

XII 明掲色ローム土 砂状軽石を少量含むが、第VI
層と第X層の間層．

XII 浅間一板鼻掲色軽石 (As-BP) 浅間山を給
源とする褐色軽石を主とする。

XIII 明褐色口＿ム士 混入物が少なく、帖質である。
第XII層と第XIV層の間層である。

XIV 浅間一板鼻褐色軽石（As-BP) 浅間山を給

源とする淡黄色系の砂粒状軽石を主とする。
XV 明掲色ローム土 赤色の軽石を多く含み、帖性

はあるが軟質である。

XVI 褐色ローム土 第XV層と同様の赤色軽石粒を
少量含み、粘質で硬い。

XVII 暗鳩色ローム土 いわゆる「暗色帯」である。
粘質が硬くしまっている。

XVIII 灰暗福色ローム土 第XVII層よりやや明る（青
みがかった灰色系の土である。

XIX 白色軽石 榛名山を給源とした火山灰で第xx
層に伴なう軽石である。

xx 八崎火山灰 (HA) 榛名山を給源とする白色
ないしは黄渇色の細粒火山灰である。

XX! 褐色ローム土 赤色の細軽石を少量含み、粘性
はあるが下層に比ぺ軟質である。

XXII 茶鳩色ローム土 赤色の細軽石を全体に含み、
粘質でかなり硬くしまっている。

XXIIl 明茶渇色ローム土 第VI層に類似するが混入す
る赤色軽石は、細かく色調もやや明るい。

XXIV 八崎軽石 (HP) 榛名山を給源とする白色軽
石である。

XXV 明掲色ローム土 赤色軽石を多く含み、かなり
硬質である。

゜
4m  

第99図 試掘トレンチ土層断面図
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ナイフ形石器（ 1)

1 は、黒色頁岩の縦長剥片を用い、素材の打面を残した基部加工のナイフ形石器である。全体形は、ほぼ

左右対称であり、先端の加工が両側縁にわたるという特徴を有する。

彫器（ 2)

2 は、素材となる黒色頁岩の剥片の打面から、縦に折り取る様に切断したのち、その打面を、彫刻刃剥離

の打面として、数度加工している。

錐器（ 3)

3 は、黒色頁岩を素材とする剥片を用い 2 回の大きな調整加工の後、小さな調整加工を施している。さら

に両側辺にも調整加工を施している。下半部は、素材の節理から欠損している。

スクレイパー (4~7 • 9 • 13) 

4 • 6 • 7 は急角度の分厚い刃部を有する掻器ともいえるものである。 4 は、黒色頁岩の横長剥片を素材

とし、剥片の表側から丸味をもつ裏面にむけて荒い刃部を作り出している。 6 は、素材となる黒色安山岩の

剥片の末端に大きく調整加工したのち、小さな調整加工で刃部をととのえているスクレイパーの欠損品であ

る。 7 は、黒色安山岩を素材とする剥片の両側縁に丸味を有するものである。右側縁は剥片の表である礫面

から急角度の分厚い刃部を作り出し、また左側辺は裏側から連続的に調整加工を施している。 5 • 9 ·13 は、

連続的に小さな調整加工により刃部を作り出すスクレイパーである。 5 は黒色安山岩を素材とする剥片の右

側縁の下半部に刃部を有するものである。 9 は、黒色頁岩を素材とする剥片に連続的な小剥離を施すことに

よって、鋸歯状の刃部を作り出したもので、上半を欠損している。 13は、黒色頁岩を素材とする剥片の側辺

に連続的に調整加工を施したもので、刃部の欠損したものである。

剥片 (8 ｷ10ｷ11~19 • 24~35) 

長幅比が大きく、比較的両側縁の平行している A類 (8 • 13 • 17~19 • 24 • 25) と、長幅比が 1 に近い B

類 (10 • 26 • 28~31 • 34) 、長幅比が 1 よりも小さい C類（15 • 16 • 27 • 32 • 33 • 35) に分類される。

A類は、そのほとんどが単設あるいは両設打面の石核から剥離さた縦長剥片である。特に17 • 18は、長幅

比が 2 : 1 を超え、 A類の剥片中でもその代表例と言えよう。

B 類は、 A類と似た剥片剥離作業の中に位置づけられるもの (26 • 30) 。 C 類の剥片剥離作業の中に位置づ

けられるものは (29) があるが、 B類はA 、 C 両類の剥片剥離作業を含む巾広い剥片剥離作業に対応するも

のと考えられる。

C類は、横長剥片であるが、剥片の表面と裏面の剥離方向は一致せず、そのなす角度もまばらであり、一

定した打面をもつ石核から剥離されていないと考える。また、原材の礫の表皮剥ぎ取り例 (35) なども存在

する。

これらの剥片の中には、二次加工を有するもの (12 • 14 • 15) と、使用痕を有するもの (8 • 10 • 11 • 16 

~19) がある。 14は、比較的大きな二次加工を、裏面を中心として表裏に施し、石礫の未製品とも考えられ

る。 15は、横長剥片の一端に数点の二次加工を施している。使用痕を有する剥片は、剥片の一辺に比較的連

続的に微細な小剥離痕の観察されるもの (16~18) と、剥片の縁辺に刃こぼれ状に観察されるもの (8 • 10 • 

11 • 19) があるが、その他の剥片を含め、石質の関係上、風化が激しく使用痕としての判別は難しいものか

多い。

石核 (20~23)

単設または両設打面の石核（20~21) と、一つの作業面を持ち、その周辺を打面とする石核 (22 • 23) が
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ある。

20は、最終的に素材となる黒色頁岩の自然面を単設打面としたもので、―•作業面から縦長剥片を連続的に

剥離し舟底状の形状を呈するものであるか、両側面の剥離痕等の観察により、必ずしも当初より単打面から

縦長剥片を剥ぎ取られたものではないと考えられる。なお、これに接合する剥片類は発見されなかった。

21は、黒色頁岩を用い両設打面の石核であるが、接合部No.2 1から考えれば当初より、上下打面を設定し。

縦長剥片を剥離したものではない。

22は、黒色安山岩を素材とし、正面のー作業面の周辺を打面とし、剥片剥離を行うものであるか、接合例

No.20 より考えれば、剥離途中で母岩を半割し、剥片剥離作業を開始したばかりの段階と考えられる。 23 も黒

色安山岩を素材したもので、 22同様正面の作業面中心に剥離を行うものである。

敲石 (100 • 102~105) 

102以外は、大型で重量のあるのが特徴である。 100は、円礫を素材としており、ほぼ全周にわたり、敲打

痕を有する。 102は、小型で他の例と対照的であり、敲打痕が明確でなく敲石ではないとも考えられる。 103

は、扁平な礫を素材としている。一端に敲打痕を有し、その使用途中で二分してしまったものらしい。 104は、

比較的長い礫を用い、その上下両端に敲打痕を有するもの0 105は、大型の棒状礫を素材とし、上部の左右側

縁と、下端に敲打痕を有するものである。 3440 gと、敲石としては類のない重量であるか、敲打痕の位置を

考えると、台石としてよりは敲石として用いられたと考えられる。

磨石（1-01)

玉子形の礫を用いており、使用痕としては一部にキズ状の痕跡が観察されるのみであるが、形状・表面の

状態等から磨石である可能性が強いと考えられる。

3 接合資料 (113~125図）

剥片の分割あるいは、破損例 (No. 9 • 10 • 14 • 15) 、石器の二次加工を表す例 (No.19) と、剥片剥離行程を

表す例 (No. 1~8 • 11~13 • 16~18 • 20 • 21) の接合例に分けられる。

接合例 No. l 

縦長剥片 17 と同様にして剥された剥片の末端部36の接合例であり、一定の打面から連続的に剥片剥離が行

われたことをうかがわせる。尚、 17の裏面下端は加工によるものではなく、節理による割れである。

接合例 No. 2 

自然面を打面とする小型の剥片を取る作業行程を表すもので、接合したこれらの剥離面を観察すると上・

下に打面を設定して剥離作業を行っている様である。

接合例 No. 3 

横長剥片38 と剥片39の接合例である。大型の剥片を素材とし、それを用いて剥片剥離する工程を示すもの

で、剥片39は、 38 との接合状態から、石核の部類に属するものとも考えられるものである。

接合例 No.4 

一定の打撃方向からの連続的な条1j片剥離行程の接合例である。また、これらの剥片の表面に残された剥離

面も同方向であり、単設打面の石核が予想され、また、 41 • 42などの剥離から考えると、縦長剥離の剥片剥

離行程との関連が予想される。

接合例 No.5 

節理により破損された剥片44 と、剥片45の接合例であり、 45の表面に残る剥離痕を含めほぼ同方向から連
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第128図敲 石

続性を持って剥片剥離されている。

接合例 No.6 

一定方向からの打撃により剥離されているが、表面の観察から両設打面の石核による剥片剥離行程による

ものであろう。

接合例 No. 7 

接合例No.1 と同様、縦長剥片49 と縦長剥片の下半部50 との接合で、縦長剥片を一定の方向から連続的に剥

離していることをうかがわせるものである。

接合例 No.8 

表面の剥離面を含め、一定方向から剥離されているが、縦長の52 と長幅比のほぼ等しい51 という、剥片A

類と B類の接合例である。

接合例 No.9 

表面にほぼ礫面を残す縦長剥片の分割あるいは、破損の例である。 55は、礫面付近の節理による破損であ

り、 54は、剥片剥離の際の破損あるいは、その後剥片の打面からの分割であると考えられる。

接合例 No.10 

稜の調整痕をもつ断面三角形の縦長剥片の分割例である。人為的な分割でなく稜を調整する際の打撃痕が、

剥片剥離の際に破損したとも考えられる。稜を調整したのちに、縦長剥片を剥離するという作業工程を想起

させるものである。
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接合例 No.11 

折れた縦長剥片58 と、剥片の末端59の接合例である。一定方向からの連続的な剥離作業を示すものではな

く、打面移動しながら剥片剥離されていく過程を示すものである。

接合例 No.12 

ほぼ一定方向から剥片剥離行程を表す接合例で、 60の表面に残る剥離痕、 60 • 61の剥離方向はすべて一定

である。

接合例 No.13 

ほぼ180゜打点を回転する剥片剥離行程を示す接合例である。打面側か折れた横長剥片63 を剥離した後下方

向からの打撃により 62が剥離され、その後打点を 180゜回転し、一回の打撃により 64·63か剥離され、同方向か

ら 65 を剥離している。

接合例 No.14 

横長剥片68 と打撃方向を転移させることにより剥された、剥片67の接合例である。 68は、原石の礫面を剥

ぎ落す過程のものとも考えられる。

接合例 No.15 

折れた剥片の下半部69 と同方向から剥離さた砕片の接合例である。 69は欠損しているか、縦長剥片の一部

であると考えられる。

接合例 No.16 

横長剥片を連続的に剥離したものの接合例である。これらはほは‘一定方向より剥離されるが、これらの剥

片、特に71 • 72は、原石の礫面を剥ぎ落す過程のものと考えられる。

接合例 No.17 

大型の剥片を剥離してゆく行程を表すもので、自然面を打面とし、打点を左に多少ずらしなから、連続的

に剥離を行うという特徴を有する。

接合例 No.18 

石核23を中心とする接合例で、一つの作業面の周辺を打面として剥片剥離を行う行程を示している。母岩

は直径 9 cmほどの円礫を用いており、打撃方向を一定にせずに、剥片剥離か行れ、その中で76が剥離される。

その後、 76·77をふくめ、ほぼ一定の打面から剥片剥離を行う行程が見られる。しかし、剥がされた剥片は、

部厚なものである。

接合例 No.19 

二次加工を有する剥片14 と、その二次加工による砕片79の接合例であり、表裏面に加工された石器の製作

行程を示すものである。必ずしも砕片79が加工の終りのものでな〈、その剥離後も、裏面に加工が加えられ

ているが、こうした接合例により、 14は石器の未製品である可能性もあると考えられる。

接合例 No.20 

石核22を中心とする接合例で、母岩は直径10cmほどの円礫を用いたものらしいか、まず82 • 84がほぼ打撃

方向を 180゜変えて剥離されたのち、母岩を半割し二つの石核から剥片を剥ぎ取っている。 81·83は、 22 とは別

の石核からほぼ同じ方向から剥離された横長剥片である。そして22から、半割さた面を作業面として80が剥

離されている。

接合例 No.21 

接合例の中で、最多数剥片がの接合したもの。また本遺跡の剥片剥離行程の代表的な例である。母岩は16
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cmXlOcmX 9 cmほどの、自然礫を用いている。最初にこの母岩を大きく分割し、その剥離面を打面として剥

片剥離を行い（接合図下半部右側面）、そののちその剥離を打面として剥離を行っている (94 • 95) 。その後、

接合図の下半部の剥片剥離が進行したと考えられる。その後、最初の半割面を打面とし、 98が剥離され、そ

の剥離面を打面として、 97·96が剥離された。そして打点を、 180゜転回させ、 93、 94 、 91が連続的に剥離され

た。この段階は、図23の接合図であるか、下半部の87、 90は、接合関係のみからでは剥離順序を明確にしえ

ないが、石核21の打面調整痕などを考えあわせると、この段階の剥離を考えたい。先の88の剥離ののち、打

点を約180゜回転し、 85 • 86など連続的に剥離し、その剥離面を打面として一方向からの連続的な剥片剥離を

行っている (88 • 89）。この剥離作業ののち、 21は残核として捨てられたと考えられる。この接合例No.21の剥

片剥離過程は、母岩の半割→半割面を打面としての剥片剥離→剥離面を打面とした剥片剥離ご打点の転移→

両設打面石核からの剥片剥離という段階を経て行われると考えられる。 （小菅）

5 遺物出土状況（検出遺構）

本遺跡での先土器時代の出士遺物の分布は、調査区全体に直径約 3~4m程の円形内におさまる程度の広

がりをもつブロック（石器集中部）が、第129図に示すごとく 7 ケ所検出することができた。 I 区では第 1 ブ

ロック、 II 区では 2 ブロックから第 7 ブロックとなる。

以下、各ブロックごとに説明する。

-----—ープロック範囲

゜ !Om 

第129図 プロック（石器集中個所）範囲図
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第 1 ブロック（第130図・表15)

第 1 ブロックは、 39-A38グリットを中心に位置する I 区で検出された唯一のブロックである。これらの

遺物は、平面分布ではそのほとんどが 6mX4mの惰円形の中に包括されてしまう。また垂直分布をみると、

土層の傾斜度が南へ向うほど大きくなっているため、南北両端でみる遺物の高低差は約 lm近くにも達して

しまう。しかし実際の遺物の高低差は、土層傾斜を考慮すると約20cm~25cm程であり、出土層位では大方の

ものが第XVII層の『暗色帯』に包含されるものである。

出土した遺物は、接合した 2 次加工を加えられた石器 1 点、剥片等18点の計19点である。

使用される石材は、黒色頁岩と黒色安山岩の 2 種類で主を成しているが、他石材も若干用いられているこ

とが表15からうかがえる。

表15 第 1 プロック出土遺物の石材別表

石材 黒 珪 黒

色 質 色

安
頁 頁 山

器種 岩 岩 岩

ナイフ形石器

スクレイパー

彫 器

錐 器

2 次加工（調整痕） 1(2) 

使 用 痕

石 核

敲 石

礫

剥 片 7 7 

計 8(9) 7 

輝 変 ひ

石 質

安 安 ん

山 山

岩 岩 岩

1 

1 

1 1 

変

質

岩

1 1 

1 1 

計

1(2) 

1 

17 

19(20) 

第 2 ブロック（第131図・表16)

第 2 ブロックは、調査区（ II 区）の南西

角にあり 47~48-A39~A40グリッドを中

心に位置する。遺物出土状態を平面分布か

らみると、中心部の密集度が高く、周辺部

では散漫となり、これらの遺物のはとんど

が 6mX6m程の円の中に包括されてしま

う。また垂直分布では、他ブロックと同様

に調査区が南傾斜地であるため北側出上遺

物と南側出土遺物の高低差がみられる。遺

物は中心部が密集し、密集部はど上下のば

らつきかみられるものの、数例を除くとそ

の下面はある程度一定しており、その形状

は半レンズ状を呈する。

これらの遺物出土層位は、第 XVI層から

のものも数例認められるものの、それ以外

の多くは第 XVII層の暗色帯中からである。

垂直分布での安定した遺物出土面は、この

暗色帯の中にあって、比較的下位に位置し

てくる。

出土した遺物は、・スクレイパー 1 点、彫器 1 点、錐器 1 点、 2 次加工を加えられたもの 6 点、使用痕の有

るもの 2 点、石核 2 点、敲石 6 点という組成からなり、その他に剥片等多数ある。またこれらの遺物に使用

される石材には、黒色頁岩が最も多く、次いで黒色安山岩が用いられている。このことは表16に示したとお

りである。

プロック内での各器種ごとの分布状況は、スクレイパー、彫器、錐器、 2 次加工及び使用痕を有する石器

等については、比較的に石器密集部の周囲にその分布多く認められる。敲石についてもその多くはブロック

西側に集中している様子が第131図からうかかうことかできる。また石器密集部を形成するものは、調整・作

出等の剥片及び砕片が主となっている。この出土の状態から、石器製作のための作業場としての意味あいか

強く感じられる。
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第130図 第 1 ブロック石器組成及び垂直分布図

各器種の石器及び剥片等に使用される石材は、表16に示すとおりである。 この表からもわかるように、黒

色頁岩によるものが全体の約72％とブロック内での主体を占め、次いで黒色安山岩によるものか約20%、 そ

の他の石材によるものが約 8 ％と黒色頁岩との差が大である。また、これらの石材別分類をもとに、母岩別・

個体別に分類の必要があるか、黒色頁岩及び黒色安山岩ついては個々の特徴的なものがなく、

しいことから行ない得なかった。

その分類が難
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表16 第 2 プロック出土遺物の石材別表

石材 黒 珪 黒 輝 変 ひ 変 斑 変 石 凝 珪 珪 輝 砂 ホ

色 石 質 斑 英 質 質
Iレ

色 質 れ ン

安 安 安 ん 質 れ 閃 灰 凝 変 緑 フ 計
頁 頁 山 山 山 し‘ し、 緑 灰 質

工

1レ

器種 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 ス

ナイフ形石器

スクレイバー 1 1 

彫 器 1 

錐 器 1 1 

2 次加工（調整痕） 1 1 2 

使 用 痕 4 1 5 

石 核 2 2 

敲 石 1 1 1 1 4 

礫 1 1 1 3 

磨 石 1 1 

剥 片 88 22 1 1 1 1 114 

計 96 26 3 1 1 1 1 2 1 1 1 134 

第 3 ブロック（第132図・表17)

第 3 ブロックは、調査区(II区）のほぼ中央にあり 46-A42グリッドを中心に位置する。遺物の出土状態

を平面分布からみると、中心部での遺物密集度が高く、周辺部ではその分布が散漫となる。分布の範囲は、

これらの遺物のほとんどが 5mX5m程の円の中に包括されてしまう。また垂直分布では、他ブロック同様

に調査区が南傾斜地であるため、第132図に示したごと〈垂直分布図にその高低差が生じている。遺物は、中

央の密集部で約20cm程の上下の差が見られるか、全体的には一様に安定していると考えられ、その形状は薄

くはあるものの第 2 ブロック同様に半レンズ状を呈している。

これら遺物の出土層位は、第XVI層からのものか数例認められるものの、それ以外のほとんどのものが第X

VII層の暗色帯中からである。垂直分布での安定した遺物出土面は、この暗色帯の中にあって下位に位置してく

る。

出土した遺物は、ナイフ形石器 1 点、石核 1 点のほか剥片等である。これらの遺物に使用される石材には、

黒色頁岩がその主体を成している。この黒色頁岩の剥片の多くが同一母岩から作り出されたものであること

が、第123 • 124図の接合資料および付図 2 の石材別接合図からうかがうことができる。また、出土遺物の器

種別の石材については、表17に示したとおりである。

ブロック内での各器種の分布状況は、黒色頁岩による石核を中心に剥片主体の遺物密集部が約 lmXlm

程の範囲に形成され、その周辺にも剥片類か点在する。本遺跡出土遺物の唯一のナイフ形石器は、この石核
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表17 第 3 プロック出土遺物の石材別表

石材 黒 珪 黒 輝 変

色 質 色 石 質

安 安 安 計
頁 頁

山 山 山

器種 岩 岩 岩 岩 岩

ナイフ形石器 1 1 

スクレイバー

彫 器

錐 器

2 次加工（調整痕）

使 用 痕

石 核 1 1 

敲 石 1 1 

礫

剥 片 22 1 1 1 25 

計 24 1 1 1 1 28 

第VI章諏訪西遺跡

表18 第 4 プロック出土遺物の石材別表

石材 黒 黒 変 ひ 珪

色 色 質 質

安 安 ん 変 計
頁 山 山 質

器種 岩 岩 岩 岩 岩

ナイフ形石器

スクレイパー

彫 器

錐 器

2 次加工（調整痕）

使 用 痕 2 

石 核

敲 石 1 

礫

剥 片 8 6 1 1 

計 8 8 1 1 1 

2 

1 

16 

19 

を中心とした遺物密集部から東へ約 2m程はなれた周辺部から出土している（第132図）。このナイフ形石器

も黒色頁岩によるものであり、密集部の石核と同一母岩であると考えられる。

第 4 ブロック（第132図・表18)

第 4 ブロックは、第 3 プロックのやや北側にあり 46-A45グリッドを中心に位置する。遺物の出土状態を

平面分布かみると、他ブロックと違い全体的に散漫で出土遺物数も少ないか、一応遺物の集中する部分があ

りブロックの中心を形成しているようである。分布の範囲は、約 5mX5m程の円の中に包括されてしまう。

また垂直分布では、他ブロック同様に調査区が南傾斜地であるため、第132図に示したごとく垂直分布図にそ

の高低差が生じている。遺物は、中央の集中する部分で約60cm程の上下差がみられるが、全体的には一様に

安定しているようであり、その形状は半レンズ状を呈しているように思われる。

これら遺物の出土層位は、第XV層および第XVI層からのものが数例あるものの、他の遺物については第x

VII層の暗色帯中からである。垂直分布での安定した遺物出土面は、第 3 ブロック同様この暗色帯の中にあって

下位に位置してくるものと考えられる。

出土した遺物は、使用痕を有する剥片 2 点、敲石 1 点の他には剥片等がある。これらの遺物に使用される

石材には、黒色頁岩と黒色安山岩によるものが主となり、他に敲石（ひん岩）等にみられるように若干では

あるが他石材を用いられるものがある。出土遺物の器種別の石材については、表18に示しとおりである。

ブロック内での各器種の分布状況は、遺物の集中する部分の中央に使用痕を有する剥片が 2 点出土し、そ

の周囲に剥片等か、さらに集中部から約 2m ぐらい南にはなれた位置から大形の敲石が出土している（第132
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表19 第 5 プロック出土遺物の石材別表 表20 第 7 プロック出土遺物の石材別表

石材 黒 黒 輝 変 石材 黒 黒 変 砂

色 色 石 質

安 安 安 計
頁

山 山 山

色 色

安 質 計
頁

山

器種 岩 岩 岩 岩 器種 岩 岩 岩 岩

ナイフ形石器 ナイフ形石器

スクレイバー 2 2 スクレイパー 1 1 

彫 器 彫 器

錐 器 錐 器

2 次加工（調整痕） 1 1 2 次加工（調整痕）

使 用 痕 1 1 使 用 痕

石 核 1 1 石 核

敲 石 敲 石

礫 1 1 礫 1 1 

剥 片 14 4 1 19 剥 片 17 12 1 30 

計 16 7 1 1 25 計 17 13 1 1 32 

図）。この敲石については、前頃の『出土遺物』の中でもふれた棒状礫を素材としたものである。

第 5 ブロック（第133図・表19)

第 5 ブロックは、第 2ブロックと第 6 ブロックの中間にあり 48~49-A43グリッドを中心に位置する。遺物

の出土状態を平面分布からみると、現状では遺物の集中する部分が lmX2m程の範囲をもちブロックの中

心を形成し、周囲に散在するようである。しかし本ブロックの49-A42グリッドの部分には、風倒木痕によ

るものと考えられる土層の乱れ（第135図）があり、その部分の中から出土した遺物は正常な出上位置を示さ

ないものが数点あった。これら遺物の分布範囲は、約 5mX5m程の円の中に包括されてしまう。また垂直

分布では、他ブロック同様に調査区が南傾斜地にあるため垂直分布図にその高低差かあらわれる状況にある

が、土層の乱れ部分の周囲から出土した遺物等もあり、第133図に示したごとく遺物の上下差が多くみられる。

また、その形状が半レンズ状を呈するものかどうかは明確ではない。

これら遺物の出土層位は、風倒木痕と考えられる土層の乱れ（逆転層）による影響を受けた遺物を除くも

のでは、第XVI層上面から第XVII層下面までの間に包含され、その上下差は約40cm程である。また遺物は第X

Vil層中からのものが多く、本米的には他ブロック同様第XVII層の下位にその安定した面があったものと想定さ

れる。

出土した遺物は、スクレイパー 2 点、 2 次加工を有する剥片 1 点、使用痕を有する剥片 l 点、石核 1 点、

他に剥片等がある。これらの遺物に使用される石材には、黒色頁岩によるものが最も多く、次いで黒色安山

岩によるものであり、それ以外に若干他石材のものがある。出土遺物の器種別の石材については、表19に示
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第134図 第 7 プロック石器組成及び垂直分布図

したとおりである。

ブロック内での各器種の分布状況は、遺物の集中する部分にスクレイパーおよび 2 次加工、使用痕を有す

る剥片が出土し、遺物出土範囲の南端部に石核か出土している（第133図）。プロック内に風倒木痕と考えら

れる土層の乱れ（逆転層）が存在するため、その様相は把握し難い。

第6ブロック（第133図）

第 6 ブロックは、先の第 5 プロックの北側で調査区 (II 区）の最北部にあり 50~51-A47グリッドを中心

に位置する。遺物の出土状態を平面分布からみると、約 lmXlm程の範囲に遺物が集中するような形でブ

ロックの中心を形成しているようである。また周辺部には散漫な分布が認められる。遺物の分布範囲は、 5

mX3m程の中に包括される。垂直分布では、調査区か緩やかな南傾斜地であることから他ブロックほど垂
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表21 各プロック石器組成表

ブロック 第 第 第

1 2 3 
プ ブ プ
ロ ロ ロ

ソ ソ ソ

器種 ク ク ク

ナイフ形石器 1 

スクレイパー 1 

彫 器 1 

錐 器 1 

2 次加工（調整痕） 1(2) 2 

使 用 痕 5 

石 核 2 1 

敲 石 4 1 

磨 石 1 

礫 1 3 

剥 片 17 114 25 

計 19(20) 134 28 

第 第 第

4 5 6 
プ ブ ブ
ロ ロ ロ

ソ ソ ツ

ク ク ク

2 

1 

2 1 

1 1 

1 

1 

16 19 24 

19 25 25 

第

7 
プ

ロ

ツ

ク

1 

1 

30 

32 

計

1 

4 

1 

1 

4(2) 

8 

5 

6 

1 

6 

245 

282(283) 

直分布図での高低差かない。全体的に約20cm

程の遺物の上下差がみられるが、下面は比較

的安定するような半レンズ状に近い形状を呈

している。

これらの遺物の出土層位は、第XVI層上面

から第 XVII層下面までの間に包含される。遺

物の出土下面は、他ブロック同様に暗色帯（第

XVII層）の下位に位置してくると考えられる。

出土した遺物は、石核 l 点のみでそれ以外

はすべて剥片等である。これらの遺物に使用

される石材は、黒色安山岩のみに限られてい

ることが特徴的である。

ブロック内での各器種の分布状況は、遺物

の集中化部分周辺に石核が出土し、全体的に

は散漫な剥片の分布となる。

第 7 ブロック（第134図・表20)

第 7 ブロックは、第 1 ブロックと第 2 ブ

ロックの中間にあり、 44~45-A37グリッド

を中心に位置する。遺物の出土状態を平面分

布からみると、遺物の集中化する部分か認め

られず全体的に散漫な分布を示す。分布の範

囲は、約 5mX5m程の中に包括されてしまう。また垂直分布では、他プロック同様に調査区が南傾斜地で

あるため、第134図に示したごとく垂直分布図にその高低差が生じている。遺物は、中央部付近で約50cm程の

上下差がみられ、その形状はレンズ状を呈している。

これらの遺物の出土層位は、第XVI層から第XVIII層までの間に包含されていたものであるが、他ブロック同

様に第XVII層の暗色帯からのものが主を成している。

出土した遺物は、スクレイパー 1 点と剥片等である。これらの遺物に使用される石材には、黒色頁岩によ

るものが最多で、次いで黒色安山岩によるものが多く、他には若干の他石材が用いられている。出土遺物の

器種別の石材については、表20に示したとおりである。

ブロック内での各器種の分布状況は、剥片が散漫な分布を示す中にスクレイパーが 1 点出土するという形

である（第134図）。

以上、 1 ブロックから 7 ブロックまでの各プロックの説明をしてきたが、遺物の出土量およびその分布範

囲は比較的小規模のもので主体を成し構成していることを知ることができた。

各ブロックから出土した遺物の石器組成を集約すると次のごとくになる（表21) 。
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1 層ーー一一基本土層第XVII層と同一層
2 層ーー一——基本土層第 XVIII層と同一層

3 層ーー一一基本土層第XX層と同一層

4 層ーー一一基本土層第XXI層と同一層

5 層――――—基本土層第 XXII層と同一層

6 層― ----As-BP （第 XIV層）を多鍼に含む

7 屑—＿ー―-第 XIII層の明褐色ローム土

48 8 層―----As-BP （第 XII 層）のプロック+ 9 層― ----As·BP （第 XIV層）の砂状軽石を多鼠に含む

A 42 

゜ 2m 

第135図風倒木痕

風倒木痕（第135図）

前頁の第 5 ブロックの説明でも述べた、風倒木痕によると考えられる土層の乱れた場所が49-A42グリッ

ドに位置する。形状および規模は、およそ直径 2m~3m程の円形になると考えられる。南北の土層断面（付

図 1) からすると、土層の乱れは第X層のAs-BPから第XXII層までに達しており、第X層堆積以後で第IX

層（As-SP) 堆積以前時期の所産によるものと考えられよう。東西の土層断面では、第135図に示すごとく

第XVII層（暗色帯）から第XXII層までの土層か90度転移した状態で確認することができた。特に土層の転移

については、第XIX層•第xx層(H A) がその状態を良好に示している。

なお、転移した土層の第 1 層（第135図）からは、遺物が数点出土しており基本土層の第XVII層中のものと

考えられ、本来は第 5 プロックに含まれると思われる。

以上のことから、この土層の乱れを風倒木による痕であると考えたい。また、転移した土層からこの風倒

木痕は、西側へ倒木した結果生じたものであると考えられよう。
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6 遺物接合状況

個々の出土遺物・接合資料および各ブロック内での遺物出土状況は、先に述べたとおりであるが、本項で

はさらに遺物接合について、遺跡内での分布および接合状況等を中心に若干ふれておくことにしたい。

本遺跡における接合状況・分布は付図 2 に示したとおりで、各ブロック内の接合は出土量の多い第 2 ブロッ

クでの接合率が最も高く、次いで第 7 ブロック、第 3 ブロックの接合率が高い。他ブロックでは、極めて接

合資料が少なく、数例のみにとどまっている。

スクレイパーを中心とした接合資料としては、第 7 ブロックの 1 例（第113図．接合No.2) だけである。

石核を中心とした接合資料は、第 2 ブロックで 1 例（第120 ·接合No.18) 、第 3 ブロックで 1 例（第123 • 124 

図．接合No.21) 、第 6 ブロックで 1 例（第121 • 122図．接合No.20) の計 3 例だけである。

特に第 3 ブロックの接合資料の場合、ブロックを構成する遺物の多くが黒色頁岩によるもので、しかもそ

れらが同一母岩からの剥片を主としていたため、接合枚数が多いもののその接合分布は比較的コンパクトに

まとまっている。また、黒色頁岩に次ぐ出土量の黒色安山岩による剥片類の良好な接合例は乏しく、第 6 ブ

ロックのように黒色安山岩による遺物が主体を成しているにもかかわらず、良好な接合資料が得られていな

v ヽ

゜
ブロック間での接合については、第 2 ブロックと第 7 ブロック、第 3 ブロックと第 4 ブロックの 2 例かみ

られる。

全体的にみると、いずれのブロックにおいても剥片主体の接合にとどまるものが主体となり、しも同ブロッ

ク内での接合例が多く、各ブロックが単一的に独立している傾向がうかかえる。 （谷藤）
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その他の安山岩

その他の石材

黒
色
頁
岩

黒
色
頁
岩

第136図 石材別石器割合図 第137図 石材別割合図

表22 出土遺物の石材別表

石材 黒 珪 黒 輝 変 ひ 変 変 石 凝 珪 珪 輝 砂 ホ 斑

色 石 質 斑 英 質 質
Iレ

色 質 ン れ
安 安 安 ん 質 れ 閃 灰 凝 変 緑 フ 計

頁 頁 山 山 山 し、 緑 灰 質
工 し‘
｝レ

器種 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 ス 岩

ナイフ形石器 1 1 

スクレイパー 1 3 4 

彫 器 1 1 

錐 器 1 1 

2 次加工（調整痕） 3 1 4 

使 用 痕 5 3 8 

石 核 2 3 5 

敲 石 2 1 1 1 1 6 

磨 石 1 1 

礫 2 2 1 1 6 

剥 片 156 1 75 3 2 3 2 1 1 1 245 

計 170 1 85 8 1 3 3 2 2 1 1 1 1 1 1 1 282 

169 



第VI章諏訪西遺跡

表23 石器計測表

単位：長さ・幅•原さ cm、重量g、標高値m

遺物 整理 出土位置 計 測 値
器 種 石 材 標高値 備 考

番号 番号 （プロック） 長さ 幅 厚さ 重量

1 II 剥片 黒色安山岩 (3 27) (2 06) (0.59) 4.30 292 99 

2 II 剥片 黒色頁岩 (3.81) (1.32) (0. 75) 3.20 293.17 

3 78 II 剥片 黒色安山岩 3.92 3 90 1.85 32.40 293 12 

4 II 剥片 黒色頁岩 l. 96 1.80 0 76 3 80 293 05 

5 10 II 使用痕 黒色頁岩 4.35 3.10 1.00 3.60 292.96 

6 II 剥片 黒色頁岩 (0 92) (0. 78) (0 44) 0 30 293.00 

7 II 剥片 黒色頁岩 (1 51) (.1 12) (0 29) 0.40 292.93 

8 II 剥片 黒色頁岩 (2.40) (1.45) (0.14) 0. 70 292. 94 , II 剥片 黒色頁岩 1 52 1 81 0.45 1.20 293.02 

10 II 剥片 黒色頁岩 1.48 0 80 0.48 0.70 292.89 

11 II 剥片 黒色頁岩 2.21 1.89 0.13 2.20 292.88 

12 II 剥片 黒色頁岩 2.80 2 40 0.55 3.80 292 89 

13 II 剥片 黒色安山岩 2.18 4 19 1.67 14.50 293 10 

14 II 剥片 黒色頁岩 (1. 55) (0.95) (0.30) 0 40 292.78 

15 II 剥片 輝石安山岩 (2.40) (2 00) (1 19) 6 60 292 79 

16 II 剥片 黒色頁岩 3.12 2 46 0 72 6.50 292.69 

17 36 II 剥片 黒色頁岩 3.10 2.22 0 74 3 30 292 64 

18 II 剥片 黒色頁岩 (1 50) (0.89) (0 20) 0 30 292 57 

19 II 剥片 黒色頁岩 (2 35) (1 30) (0.23) 1.00 292.52 

20 II 剥片 黒色頁岩 3.15 3.12 0.98 3 30 292 46 

21 II 剥片 黒色頁岩 3 46 3.08 0 52 5.20 293 62 

22 III 剥片 黒色頁岩 2 20 1.35 0.25 1.80 293.64 

23 III 剥片 黒色頁岩 1.87 1.23 0.50 1 50 293 50 

24 56 VI 剥片 黒色安山岩 6 20 2.35 1 00 22 00 293.53 

25 57 VI 剥片 黒色安山岩 5.90 2.75 1.25 29.90 293.57 

26 22 VI 石核 黒色安山岩 7 10 6.90 4 00 224 60 293 43 

27 81 VI 剥片 黒色安山岩 3.30 5.30 1 75 39.80 293.41 

28 VI 剥片 黒色安山岩 (l.85) (0.80) (0.52) 0.70 293.41 

29 VI 剥片 黒色安山岩 3.26 2.20 0. 74 3 90 293 69 

30 83 VI 剥片 黒色安山岩 2.82 2.11 0.89 5 00 293 59 

31 58 VI 剥片 黒色安山岩 5.30 4.00 1.38 24 20 293.41 

32 80 VI 剥片 黒色安山岩 (2.35) (3.55) (1.05) 7 40 293 39 

33 VI 刹片 黒色安山岩 (2.95) (1. 90) (0.85) 3.40 293. 43 

34 VI 剥片 黒色安山岩 1. 75 4 60 1.13 13 40 293.64 

35 VI 剥片 黒色安山岩 (2.50) (1 10) (0.32) 1 00 293.44 

36 VI 剥片 黒色安山岩 (1 72) (1.26) (0.58) 1. 90 293.38 

37 VI 剥片 黒色安山岩 2.84 2.02 0.80 4.10 293.38 

38 VJ 剥片 黒色安山岩 (1 80) (1.40) (0 20) 0.50 293.30 

39 VI 剥片 黒色安山岩 (3.35) (2.35) (1.10) 5.80 293.37 

40 VI 剥片 黒色安山岩 2. 75 2.05 0.77 4.60 293.39 

41 VI 剥片 黒色安山岩 (2 20) (1.35) (0.62) 1.80 293.59 
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遺物 整理 出土位置 計 測 値
器 種 石 材 標高値 備 考

番号 番号 （ブロソク） 長さ 幅 厚さ 重量

42 94 IV 剥片 黒色頁岩 4 32 3 68 1 70 33 46 293.42 

43 47 IV 剥片 黒色頁岩 3.45 3 13 0 90 9.80 293. 21 

44 IV 剥片 黒色安山岩 1. 79 3.11 0. 41 2 60 293 38 

45 IV 剥片 黒色安山岩 (2.85) (2.10) (0 90) 4 60 293 36 

46 19 IV 使用痕 黒色安山岩 3.68 2.70 l. 40 10.20 293. 49 

47 IV 剥片 黒色安山岩 (2.10) (2.05) (0.50) l. 90 293 61 

48 IV 剥片 黒色安山岩 1 80 2.75 0. 40 2.80 293 86 

49 8 IV 使用痕 黒色安山岩 3 30 3.25 1.60 18.70 293.47 

50 IV 剥片 黒色頁岩 2.98 4.12 0.55 7.00 293 52 

51 46 IV 剥片 黒色頁岩 4.15 3.27 0 78 14.70 293 49 

52 IV 剥片 黒色頁岩 2.25 1.00 1 15 5 30 293 58 

53 48 IV 剥片 黒色頁岩 1.92 1.86 0. 68 2.80 293 63 

54 IV 剥片 変質安山岩 (2.04) (2.80) (0 80) 4.50 293 65 

55 IV 剥片 黒色頁岩 (2. 78) (2.00) (0 70) 3.50 293 39 

56 IV 剥片 黒色頁岩 (2.10) (1.35) (0 42) 0 70 293 33 

57 105 IV 敲石 ひん石 29.60 10.00 6.45 3440 00 293.33 

58 IV 剥片 黒色安山岩 (l.62) (1.38) (0 21) 0.70 293 37 

59 IV 剥片 黒色安山岩 1. 35 1 26 0.45 0.80 293.38 

60 73 V 剥片 黒色頁岩 5 20 10.15 2. 90 221. 30 293 00 

61 75 V 剥片 黒色頁岩 11 60 11 00 3. 90 552 00 293. 04 

62 V 礫 輝石安山岩 (7. 75) (4.80) (5.26) 172. 90 293.03 

63 欠番

64 V 剥片 黒色頁岩 3 00 3.40 1 90 32.60 293 02 

65 V 剥片 黒色頁岩 2.60 1.45 0.45 2.00 293 14 

66 V 剥片 黒色安山岩 5 20 1 90 1 50 14.00 293 29 

67 V 剥片 黒色頁岩 (1 75) (0 80) (0 35) 0.50 293 20 

68 欠番

69 V 剥片 黒色頁岩 4.15 4 30 1 70 46 40 293 01 

70 14 V 二次加工痕 黒色安山岩 4.50 6 10 1 10 3 70 292.97 

71 74 V 剥片 黒色頁岩 4.25 8 05 1 60 41. 30 292.90 

72 31 V 剥片 黒色頁岩 5.78 5 02 l. 22 28 10 293. 00 

73 V 剥片 黒色安山岩 (2.95) (1 50) (1.40) 4. 70 293.00 

74 V 剥片 黒色安山岩 3.80 3.90 1.15 16. 20 293.01 

75 18 V 使用痕 黒色頁岩 (2.99) (2.05) (1.10) 15 00 293.11 

76 6 V スクレイパー 黒色安山岩 2 60 2.18 1.62 8 90 293.04 

77 欠番

78 7 V スクレイパー 黒色安山岩 5 40 4 15 1 70 38.40 293 04 

79 V 剥片 黒色安山岩 1. 99 2.15 0.42 2.00 293.06 

80 V 剥片 変質安山岩 (2.90) (l.80) (0. 72) 4 50 293.56 

81 30 V 剥片 黒色頁岩 6 10 4.52 2.17 55 30 293.29 

82 V 剥片 黒色頁岩 (1. 05) (1.15) (0.22) 0.30 293.23 

83 V 剥片 黒色頁岩 4 80 2.23 1 71 19.60 293.22 

84 V 剥片 黒色頁岩 3 12 3 45 1 30 27.24 293.19 

85 20 V 石核 黒色頁岩 5.60 5.45 9.18 300. 20 293 01 
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遺物 整理 出土位置 計 測 値
器 種 石 材 標高値 備 考

番号 番号 （プロック） 長さ 幅 屏さ 重量

86 87 III 剥片 黒色頁岩 3.70 2.40 0.80 9 40 293. 21 

87 欠番

88 II 剥片 黒色頁岩 1.35 4.30 1.30 9 10 292 98 

89 34 II 剥片 黒色安山岩 8.62 7 00 2.52 154. 90 292. 80 

90 II 剥片 変斑れい岩 (2.80) (1. 73) (0.58) 3. 70 292 84 

91 27 II 剥片 黒色頁岩 2.05 3 40 1.20 9 70 292. 93 

92 II 剥片 変質岩 2.60 1.85 1.50 8.80 292 90 

93 51 II 剥片 黒色安山岩 4.62 4.25 1. 35 30.60 292 89 

94 II 剥片 黒色頁岩 (l.95) (1.18) (0 20) 0.50 292 84 

95 52 II 剥片 黒色安山岩 4.80 2.25 1 55 20.40 292 76 

96 70 II 剥片 黒色安山岩 3.83 5.72 1. 71 46.30 292. 74 

97 II 剥片 無色頁岩 (3 60) (2. 70) (1 05) 6.30 292 74 

98 63 II 剥片 黒色頁岩 7 60 0.75 0 80 14.40 292 80 

99 II 礫 輝石安山岩 (3.01) (2.47) (1.55) 14.20 292.81 

100 17 II 使用痕 黒色頁岩 7 30 3.42 1 37 32.30 292.82 

101 II 礫 石英閃緑岩 12 60 10.45 1 80 580.00 292 74 

102 76 II 剥片 黒色安山岩 4.40 3.98 1 40 30.10 292.80 

103 23 II 石核 黒色安山岩 5 12 4.42 3.42 89.50 292. 78 

104 64 II 剥片 黒色頁岩 2 55 0.85 0.85 2.20 292.74 

105 II 剥片 黒色安山岩 2.65 3.24 0 68 6.50 292.83 

106 60 II 剥片 黒色頁岩 4 70 3.80 0 80 12.60 292 81 

107 3 II 石錐 黒色頁岩 4.20 5.25 2.35 28.10 292 63 

108 II 石核 黒色安山岩 (4 85) (3.30) (1 40) 27.60 292 61 

109 II 剥片 黒色安山岩 (4 55) (3.60) (1.32) 33.60 292 71 

llO 26 II 剥片 黒色頁岩 5.75 5.53 1.50 65.60 292.67 

lll 4 II スクレイパー 黒色頁岩 4 45 6.90 2 50 81.00 292 71 

112 28 II 剥片 黒色頁岩 5 80 5.52 2.53 90.70 292 70 

113 II 剥片 黒色頁岩 (1. 81) (1.23) (0 42) 0.80 292.68 

114 II 剥片 黒色頁岩 1 55 2.75 0.50 3.80 292.73 

115 II 剥片 黒色頁岩 1.60 2.70 0.90 4.50 292.69 

116 II 剥片 黒色頁岩 4.62 3. 72 0 66 12 90 292. 70 

117 欠番

118 欠番

119 61 II 剥片 黒色頁岩 1.55 4.50 0 78 5.40 292. 75 

120 II 剥片 黒色頁岩 4 20 5.60 0.97 12 90 292.63 

121 II 剥片 黒色頁岩 2.44 1.65 0.36 1.70 292.69 

122 12 II 使用痕 黒色安山岩 5 40 2.98 1 34 23.10 292.83 

123 II 剥片 黒色頁岩 (3.60) (2.15) (2. 25) 6. 70 292.82 

124 62 II 剥片 黒色頁岩 5 40 3.45 1 00 18. 70 292. 61 

125 68 II 剥片 黒色頁岩 1 60 0.97 1. 35 4.40 292.92 

126 II 剥片 黒色頁岩 (2.35) (0.80) (0 70) 1.40 292.71 

127 68 II 剥片 黒色頁岩 3.00 3.35 1 20 20.20 292.65 

128 II 剥片 黒色頁岩 1.11 3.38 0. 72 2.20 292.80 

129 35 II 剥片 黒色頁岩 6. 78 7.48 3.05 1.20 292.62 
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遺物 整理 出土位置 計 測 値
器 種 石 材 標高値 備 考

番号 番号 （プロック） 長さ 幅 厚さ 重鍼

130 II 剥片 黒色頁岩 3.60 4.68 0. 70 9.80 292 69 

131 72 II 剥片 黒色頁岩 4.25 3.22 0.55 9 40 292.75 

132 II 刹片 黒色頁岩 (1. 70) (1.40) (0 70) 3.20 292.80 

133 欠番

134 35 II 剥片 黒色頁岩 2.20 4.08 2 27 36.10 292.65 

135 15 II 二次加工痕 黒色頁岩 4.57 7.53 1. 50 54.90 292.67 

136 II 剥片 黒色頁岩 5.35 l. 90 0. 90 11.30 292.90 

137 29 II 剥片 黒色頁岩 8.05 6.22 2 33 202 80 292.67 

138 II 剥片 黒色安山岩 1.60 2.23 0.45 1900. 00 292.67 

139 II 剥片 黒色頁岩 3 90 1 30 0.30 2.10 292. 78 

140 II 剥片 黒色頁岩 3.35 3.30 1.20 9.40 292.60 

141 Ill 凝灰岩 (4 06) (3 40) (l.84) 27.20 293.32 

142 91 III 剥片 黒色頁岩 4 90 3 40 1.32 24.95 293.24 

143 1I I 剥片 黒色安山岩 (2.40) (1.10) (0.50) 1.60 293. 23 

144 89 III 剥片 黒色頁岩 6. 75 3.40 1.50 41 86 293.20 

145 96 III 剥片 黒色頁岩 4.20 4.90 0 60 15 32 293 17 

146 21 III 石核 黒色頁岩 6.20 3.40 5.80 179.39 293.16 

147 95 III 剥片 黒色頁岩 4.10 3.20 1.60 25 46 293. 25 

148 欠番

149 97 Ill 剥片 黒色頁岩 4. 70 3.05 1.05 17.51 293.25 

150 92 III 剥片 黒色頁岩 7.50 3 25 1.30 32.42 293.19 

151 欠番

152 24 III 剥片 黒色頁岩 8.45 4.56 2.20 68 20 293.13 

153 86 III 剥片 黒色頁岩 6.10 2.60 1.50 26.53 293.11 

154 85 III 剥片 黒色頁岩 4.40 2.20 1 40 14.42 293.20 

155 25 III 剥片 黒色頁岩 6.15 4.83 2. 72 84.40 293.30 

156 III 剥片 黒色頁岩 (3.10) (3.25) (2.40) 24. 76 293.28 

157 104 III 敲石 変質安山岩 11. 20 7.50 6.00 658 00 293 21 

158 III 剥片 黒色頁岩 1.53 2.12 0.18 0.80 293.25 

159 98 III 剥片 黒色頁岩 5.55 3.32 1.75 25.21 293.22 

160 III 剥片 珪質頁岩 7.40 3.85 2.45 113.80 293.19 

161 III 剥片 黒色頁岩 3.52 2.67 1. 32 22.00 293.18 

162 1 Ill ナイフ型石器 黒色頁岩 6.40 2.10 0.80 10.30 293.18 

163 93 III 剥片 黒色頁岩 5.50 3.00 1.55 25.09 293.03 

164 88 III 剥片 黒色頁岩 4.50 1.90 0.80 8.05 293.20 

165 III 剥片 黒色頁岩 (l.89) (0.95) (0.34) 0.70 293.04 

166 III 剥片 輝石安山岩 (3.05) (1.18) (0.55) 1 60 293.12 

167 99 III 剥片 黒色頁岩 1.60 2.15 0.45 2.10 293.97 

168 II 剥片 黒色頁岩 1.55 2.35 0.65 2 40 293 84 

169 II 剥片 黒色安山岩 3.80 4.25 l. 70 39.80 292.79 

170 2 II 彫器 黒色頁岩 3 65 1.32 8.30 3.40 292.56 

171 65 II 剥片 黒色頁岩 4.30 7. 70 1 10 4.80 292. 61 

172 II 剥片 黒色頁岩 3.24 1 81 1 17 6.20 292.55 

173 II 剥片 黒色頁岩 (1 50) (1 05) (0.45) 0.60 292.59 
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遺物 整理 出土位置 計 測 値
器 種 石 材 標裔値 備 考

番号 番号 （プロック） 長さ 幅 厚さ 重量

174 JI 剥片 黒色頁岩 (2.30) (1 45) (0.35) 0.90 292 60 

175 II 剥片 黒色安山岩 (2.30) (2 05) (1 05) 4 40 292 70 

176 II 剥片 黒色頁岩 (3 35) (1 48) (0.40) 2 00 292 57 

177 11 II 使用痕 黒色頁岩 1 42 2 88 0.62 4 30 292. 72 

178 II 剥片 黒色頁岩 1 39 2 82 0.75 5 00 292 71 

179 II 剥片 黒色頁岩 1 60 1 83 0 69 3 10 292.50 

180 II 剥片 黒色頁岩 (1 20) (0.89) (0 15) 0 20 292 67 

181 II 剥片 黒色頁岩 1 80 1 45 0 25 1 80 292 71 

182 II 剥片 黒色頁岩 (3.90) (2 25) (0.62) 4 70 292 72 

183 67 II 剥片 黒色頁岩 2 00 2 15 0.50 3 70 292 66 

184 , II 二次加工痕 黒色頁岩 2 95 1 90 0.40 2 20 292. 72 

185 II 剥片 黒色頁岩 (5.35) (2 56) (0 90) 12 70 292 74 

186 II 剥片 黒色頁岩 3 25 2 75 1 30 11.80 292 68 

187 II 礫 珪質i疑灰岩 (6 82) (3 14) (2.13) 45 40 292. 72 

188 II 剥片 黒色頁岩 1 30 3.12 0.98 5 10 292 76 

189 II 剥片 黒色安山岩 2 75 2 33 1 42 2 60 292 45 

190 II 剥片 黒色頁岩 (1.14) (0.92) (0.15) 0 20 292 49 

191 II 剥片 黒色頁岩 2 38 1 40 1.15 3.90 292 54 

192 II 剥片 黒色頁岩 (2 10) (1 40) (0. 75) 1 80 292.40 

193 II 剥片 黒色頁岩 3 02 2.20 1.15 4 40 292 58 

194 II 剥片 黒色安山岩 (l.62) (1 56) (0.32) 1 10 292 41 

195 71 II 剥片 黒色頁岩 2.10 2.45 0 52 2.20 292.58 

196 II 剥片 黒色頁岩 (2 30) (1.15) (0 25) 0.60 292 54 

197 II 剥片 変質安山岩 (2.65) (1.42) (0 76) 2.30 

198 II 剥片 黒色頁岩 (1 15) (0.90) (0.08) 0 10 292 64 

199 II 剥片 黒色頁岩 (2 00) (1.35) (0 40) 0.66 292 55 

200 II 剥片 黒色頁岩 (3.05) (2.22) (0 59) 3 30 292 64 

201 JI 剥片 黒色頁岩 (1 90) (1.10) (0 35) 0.50 292 38 

202 II 剥片 黒色頁岩 2 80 2 20 0.68 3 10 292. 44 

203 II 剥片 黒色頁岩 1 92 2 70 0.45 2 70 292 34 

204 II 剥片 黒色頁岩 (1 50) (1 05) (0.35) 0.30 292 34 

205 II 剥片 黒色頁岩 (1 90) (3 12) (0.50) 3 50 292.24 

206 II 剥片 黒色頁岩 2 00 2 49 0.90 3.20 292.14 

207 45 VII 剥片 黒色頁岩 4.20 5 00 0.80 29.80 292.50 

208 33 VII 剥片 黒色安山岩 3.32 4.90 1.80 45.50 292.60 

209 54 VII 剥片 黒色頁岩 2.52 1 75 1 00 4.30 292. 44 

210 VII 剥片 変質岩 (2.30) (1.32) (1.36) 4.00 292 41 

211 45 VII 剥片 黒色頁岩 1.60 2.98 0 50 3.10 292.32 

212 42 VII 剥片 黒色安山岩 2.75 2.67 0 85 5 80 292. 44 

213 VII 剥片 黒色頁岩 2 25 2.45 0.85 3.90 292 52 

214 VII 剥片 黒色安山岩 (1 23) (0. 75) (0 23) 0 20 292 44 

215 5 VII スクレイバー 黒色安山岩 3. 70 3.20 1.10 11 50 292 39 

216 VII 剥片 黒色安山岩 4 47 2.83 1 02 14 00 292.21 

217 50 VII 剥片 黒色安山岩 3 35 4.02 1.20 15 60 292 19 
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遺物 整理 出土位置 計 測 値
器 種 石 材 標高値 備 考

番号 番号 （プロック） 長さ 幅 磨さ 重量

218 VII 剥片 黒色頁岩 2 60 1. 98 0.98 4.60 292.18 

219 55 VII 剥片 黒色頁岩 3. 05 2.22 1.03 5.70 292.27 

220 VII 剥片 黒色頁岩 5 71 1 91 1.02 12.40 292.27 

221 VII 剥片 黒色安山岩 5 78 2 50 1. 70 39.50 292.08 

222 69 VII 剥片 黒色安山岩 4. 77 3 97 1.58 31.20 292.12 

223 49 VII 剥片 黒色安山岩 9.18 5 00 2.00 64.90 292.08 

224 41 VII 剥片 黒色頁岩 4.25 2.70 l. 02 12.20 292 15 

225 40 VII 剥片 黒色頁岩 l. 70 1 08 0 60 1. 30 292 12 

226 44 VII 剥片 黒色頁岩 4.18 5.22 1. 76 36.80 292.04 

227 37 VII 剥片 黒色安山岩 2.92 2 23 0.92 7.50 292.32 

228 VII 剥片 黒色頁岩 (0.98) (1 05) (0 52) 0.50 292.18 

229 欠番

230 VII 剥片 黒色安山岩 (l.85) (0 88) (0 39) 1 00 292 15 

231 VII 剥片 黒色頁岩 2.58 2.00 0.47 2.50 292. 32 

232 VII 剥片 黒色頁岩 3.07 1 83 0.40 2.40 291 97 

233 40 VII 剥片 黒色頁岩 3.45 3 43 0 95 12.10 292.41 

234 VII 礫 砂岩 (2.40) (2.28) (1.40) 8.20 292.05 

235 90 [[[ 剥片 黒色頁岩 3 03 3.48 0 86 10 21 292 24 

236 II 剥片 黒色頁岩 3 10 3.40 0.50 7.80 292.64 

237 II 剥片 黒色安山岩 (3.35) (l. 8 0) (0. 75) 3.90 292. 72 

238 102 II 敲石 輝緑岩 6.60 5 15 3. 90 18.90 292.55 

239 66 II 剥片 黒色安山岩 4.00 1. 30 0.35 2.20 292. 62 

240 VI 剥片 黒色安山岩 4 28 2.38 l. 22 12 00 293. 70 

241 欠番

242 VI 剥片 黒色安山岩 (1 32) (0 85) (0.15) 0 20 293.62 

243 VI 剥片 黒色安山岩 (2.18) (1 04) (0.41) 0. 70 293.63 

244 82 VI 剥片 黒色安山岩 5.89 3 56 1.66 30.00 293.63 

245 84 VI 剥片 黒色安山岩 (2.60) (3.90) (0. 90) 8.50 293.60 

246 VI 剥片 黒色安山岩 (1.50) (0 82) (0 17) 0.20 293.52 

247 VI 剥片 黒色安山岩 2.13 4.65 2. 06 30.70 293.55 

248 V 剥片 黒色頁岩 0.78 3.63 0 57 2.20 293.27 

249 IV 剥片 珪質変質岩 (2.02) (1.75) (1.10) 3.60 293.53 

250 79 II 剥片 黒色頁岩 2.62 3 10 0.25 2.30 292.65 

251 16 II 使用痕 黒色頁岩 5.12 7 75 2. 07 86.40 292.55 

252 77 II 剥片 黒色頁岩 3.80 4.85 1. 57 32.40 292.71 

253 II 剥片 黒色安山岩 (1 42) (1.27) (0.18) 0 40 292 72 

254 II 剥片 黒色安山岩 (0 75) (0.52) (0.15) 0 10 292. 71 

255 II 剥片 ホルンフェルス 2.55 3.63 0.60 6.90 292.54 

256 II 剥片 ひん岩 (4.00) (2.20) (1.05) 9.50 292.48 

257 II 剥片 黒色頁岩 (l.80) (0.46) (0.16) 0.20 292.61 

258 100 II 敲石 輝石安山岩 12.35 10.50 6 70 1200.00 292 57 

259 106 II 敲石 斑れい岩 17.70 12.30 5.15 1700.05 292.54 

260 101 II 磨石 輝石安山岩 11 40 8.50 7.80 1000.00 292 54 

261 欠番
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遺物 整理 出土位置 計 測 値
器 種 石 材 標高値 備 考

番号 番号 （プロック） 長さ 幅 厚さ 重量

262 II 剥片 黒色頁岩 2 05 3.49 1.05 5 50 292.53 

263 欠番

264 II 剥片 黒色頁岩 (1 37) (0. 78) (0.20) 0 30 292.63 

265 II 剥片 黒色頁岩 (1 70) (1.05) (0.65) 0 70 292.57 

266 II 剥片 黒色頁岩 (1.86) (0.90) (0 15) 0 30 292.51 

267 II 剥片 黒色安山岩 (2 25) (0.58) (0.58) 0. 70 292.48 

268 II 剥片 黒色頁岩 (4.15) (2.30) (1 60) 14 90 292.46 

269 II 剥片 黒色頁岩 4 60 5.80 2.10 86.70 292.53 

270 103 II 敲石 石英閃緑岩 12 20 10.80 4. 75 563 00 292.67 

271 II 剥片 黒色頁岩 3.55 2.02 0.66 3 37 292.44 

272 II 剥片 黒色安山岩 (1 22) (0.99) (0.45) 0.50 292.43 

273 II 剥片 黒色安山岩 (2 30) (l.65) (0.42) 1 80 292.38 

274 II 剥片 黒色頁岩 (2 18) (1.38) (0.65) 2.00 292.29 

275 43 VII 剥片 黒色頁岩 3 90 3. 77 0.82 12.40 292.22 

276 Vil 剥片 黒色頁岩 (1. 95) (1.35) (0.48) 1 10 291. 97 

277 53 VII 剥片 黒色頁岩 4 90 4.42 1.62 42.50 292.08 

278 59 VII 剥片 黒色安山岩 2 27 3.22 1 15 7 90 293.54 

279 32 VII 剥片 黒色安山岩 3.40 5.38 2.02 33.80 292 41 

280 V 剥片 黒色頁岩 1 42 3 90 0 38 3.20 293.05 

281 I 剥片 黒色安山岩 3.05 3 17 1 15 10.97 292 90 

282 39 I 剥片 黒色安山岩 4.45 4 67 1 80 38.86 292 76 

283 I 剥片 黒色頁岩 5.50 4 10 1 66 29.03 292.82 

284 I 剥片 黒色頁岩 (3.25) (2.20) (1.25) 8.58 292.85 

285 38 I 剥片 黒色安山岩 4 00 2 80 0. 90 14 23 292. 70 

286 I 剥片 黒色安山岩 (2. 75) (1.80) (0.45) 2 07 292.64 

287 I 剥片 黒色頁岩 1 52 1.52 0.63 2 18 292.87 

288 I 剥片 黒色頁岩 4.90 3.52 l. 21 25 25 292.55 

289 欠番

290 I 剥片 黒色頁岩 3 92 2.64 1 18 13. 95 292.57 

291 I 剥片 黒色安山岩 (1. 78) (1.15) (0 52) 0 87 292 67 

292 I 礫 輝石安山岩 (2 08) (1. 72) (1.06) 4.20 292 58 

293 I 剥片 変質岩 (1 90) (1. 72) (0 72) 3.45 292.51 

294 I 剥片 黒色頁岩 1 42 1.40 0. 78 1.69 292 56 

295 13 I 二次加工痕 黒色頁岩 1.10 0 95 0 55 0.71 292.44 

296 13 I 二次加工痕 黒色頁岩 1.40 1.30 0.60 1.29 292.44 

297 I 剥片 変質安山岩 (3.26) (2.49) (1.42) 12.22 292.43 

298 I 剥片 ひん岩 (2.16) (1.87) (0.44) 1.50 292.50 

299 I 剥片 黒色安山岩 1.39 1 18 0.51 1.34 291. 98 

300 I 剥片 黒色安山岩 2.18 3.30 0.52 3 43 291.95 

301 I 剥片 黒色頁岩 2.96 1 76 0.30 2.13 292.01 
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第 3 節縄文時代

l 住居址

諏訪西遺跡において検出した住居址は計12軒である。当初の遺構確認時には、 13号まで番号を付したか、

6 号住居址については、調査により住居址とは認められず。欠番とした。

分布状況は第138図に示すように台地中央から南斜西部分に検出されている。時期は前期前葉9軒、前期後

半 1 軒、中期前半 2 軒で、それぞれの形状は中期に比定される 2 軒が円または長円形で、他は隅丸長方形な

いしは方形に近い形を呈していた。炉址は 1 • 3 • 4 • 7 • 8 • 10 • 11 • 12 • 13号住居址が石組ないしは、
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第138図 諏訪西遺跡全体図
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礫を据えたものに埋甕を持つ形態、 5 号住居址は埋甕炉、 2 • 9 号住居址か地床炉であった。柱穴に関して

は、 1 • 3 • 4 • 5 • 8 • 10 • 12 • 13号住居址については壁柱穴を持ち、 2 • 9 号住居址は 4 ないしは 6 本

の主柱穴を持つ。 13号住居址については、はとんど掘り込みが認られず、住居址内より 2 次的な火熱を受け

たこぶし大の礫か集中して出土しており、他の住居址とはやや異質な感かある。また柱穴も検出できなかっ

た。規模は 11号住居址か最も大きく、掘り込みも深かった。各住居址の詳細については次項以降で述べて行

くこととするが、一集落と捉えた場合前期前葉について見れば、下記のような状況が窺える。

1 • 3 • 4 • 7 • 8 • 10 • 11 • 12 • 13号住居址については、若干の時間差はあろうか、ほぱ同時期として

捉えられよう。その中で 1 • 3 • 4 • 10 • 12号住居址は位置、形態等より見てもほぼ同時に存在した可能性

か強い。これらの住居により囲まれた場所は共同の広場として意味を持っていたことも考えられ、 11 • 13号

住居址の持つ、他の住居址との違いも、このような背景があったのではないだろうか。住居址の分布は調森

区外にも若千広かることは予想されるが、今回の調査で検出した遺構は前期における集落の構造を知る上で

も新しい資料となり得るものであろう。

1 号住居址 （第139図）

調査区の中央やや北東寄り、 30~32- B23~25グリッドに位置する。形状は、隅丸長方形を呈し、主軸方

向は、 N-28°-Wである。

規模は、径4.25X3. 20mで、壁の高さは約45cmである。各壁はほぼ垂直に掘り込まれており、北西コーナー

に土城の重複が見られた。

壁柱穴がほぼ全周している。径15~20cm、深さは10~30cm程で形状のはっきりとしないものが多く、溝状

になっているものもある。

主柱穴は、 6 本と考えられる。東側は縦に 3 本並んでいるか、西側は不規則な並び方を示しており、壁柱

穴と併用ということも想定できる。

床面は、かなりしっかりとしており凹凸も少ない。ローム粒と黒色土混土を入れ込んで踏み固めている。

本址は、覆土中よりローム粒子と炭化物が多く検出さており、東壁際には多量の炭化物が流れ込むような状

態で見られた。また床面上には、炭化材が若干見られ、床面全体に炭化物が散在しており、火を受けたと考

えられる。埋土も人為的である。

1 号住居炉址 （第141図）

住居址中央やや北寄りに設けられていた。川原石および石皿の転用材を使った石組炉である。底に幅20cm

長さ 30cm、厚さ 6 cm程の偏平な石を置き、周りにコの字状に石を据えている。炉の周辺は、深さ 10cm程すり

鉢状に凹んでおり、炉の前面に径20cm、深さ 20cm程のピットが検出されている。埋甕を抜きとった痕と考え

られ、底の部分かかなり焼土化している。

炉の中および周辺には焼土は少なく、若干の炭化物がローム粒子を含んで堆積していた。

遺物出土状態 （第140図）

出土遺物は、住居址の壁に沿って廻るような状況で出土している。第142図ー 1 の深鉢は、 3 号住居址出土

のものと接合した。石器類は床面近くより出土したものが多かった。 （小野）

出土土器 （第142 • 143図）

l は口縁が平縁で深鉢形となる無文の土器である。 2 は口縁が平縁な小形の深鉢形となるもので、口縁部

に数条の併行沈線が廻らされ、その間に併行沈線を鋸歯状に施す。また沈線間には刻みをもつ。胴部上半に
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は閉端環付の LR·RL による羽状縄文を施し、下半には閉端環付の RL を数段施す。さらに竹管状施文具

による円形刺突文を全面に、瘤状の貼付文を胴部に施している。 3 は口縁が波状口縁となる深鉢形で、口縁

部下に孔を有する。文様は口縁以下に R·Rの 2 本による結節回転を施し、底部がやや上げ底となるもの。

4 • 5 • 6 は刻目をもつ隆帯を施したものである。平口縁で、口縁直下に 2 条の刻目をもつ隆帯を廻らせ、

ロ縁部文様に撚糸側面圧痕文及び円形刺突文を施したもの 4 。平口縁で、口縁直下に刻目をもつ隆帯を廻ら

せ、それ以下に閉端環付の LR を施したもの 5 。口縁部に 2 条の刻目をもつ隆帯を斜位に施すとともに円形

刺突文も施したもCTJ 6 。 7 • 8 • 9 • 10 • 11 • 12 • 13 • 14 • 15 • 16 • 17は、口縁部文様に併行沈線と沈線間

の梯子状沈線による文様が主に施されるもので、 7 • 8 • 10 • 12 • 17の平縁となり、梯子状沈線をもつ併行

沈線による文様を口縁直下に数条廻らせ、その下に上下区画線連結ないしは鋸歯状に描いたもの。 16は双頭

の波状口縁となり、梯子状沈線をもつ併行沈線による文様を、口縁直下に 1 条廻らせ、その下に蕨手状等を

描いたもの。 14は口縁部に梯子状沈線をもつ併行沈線

による文様で蕨手状を描きさらに沈線で円形文を施I 位
I 

M 

•一＼

：＼こ
ゑ
| 

ｷz. 
1 黒色土 SP、炭化

物を含む

2 黄褐色土 SPを含む 299.4 ロームプロソク
3 暗褐色土 SPを主体·―

とする
4 橙褐色土 SP主体の

焼土

~Ocm 第141図 l 号住居炉址

全

w
 

し、胴部に LR·RLの結束による羽状縄文を施した

~\M' もの。 15は頸部に梯子状沈線をもつ併行沈線を廻らせ

ることで、口縁部と胴部との文様帯区画を行ない、胴

部に閉端環付の RL を数段施したもの。 9 • 11は口縁

部文様に梯子状沈線をもつ併行沈線を施すとともに、

瘤状突起の貼付をもつもの。 18 • 19 • 20 • 21は、平縁

で全面に縄文を施したもので、閉端環付の R·L によ

るもの18 、 LR によるもの19·20·21がある。 23 • 24 • 

25 • 26 • 27 • 28 • 30 • 35は、胴部に閉端環付の RL·

LRによる羽状縄文を施したもので、 0 段多条を用い

たもの26 • 28 • 30 もある。 29 • 31 • 32 • 33 • 34 • 36は、
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第143図 1 号住居址出土土器 (2) 0 10cm 

胴部に閉端環付の RL· LR による羽状縄文を施したもので、 0 段多条を用いたもの26 • 28 • 30 もある。 29 • 

47 

31 • 32 • 33 • 34 • 36は、胴部に閉端環付の RL を施したもので、 0 段多条を用いたもの29 • 33 もある。 37 • 

38 • 39 • 40は、胴部に結節回転を施したもので、 R を 2 本用いた結節のもの37 • 39 と、 R を 2 本の結節及び

L を 2 本の結節により羽状に施したもの38 • 40かある。 41 • 42は胴部に LR·RL により羽状縄文を施すも

ので、 0 段多条を用いるもの42 もある。 43は胴部に R L (0 段多条） •LRの結束による羽状縄文を施す。 44 • 

45 • 46 • 4 7 • 48は胴部に RL を施したもので、 46は 0 段多条を使用する。 49 • 50 • 51は底部である。 49は結

節回転。 50は LR·RLの羽状縄文。 51は無文である。 （谷藤）
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第144図 2 号住居址
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2 号住居址 （第144図）

調査区北東、東壁寄り、 27~29- B29~32グリッドに位置する。調査区内では最も高い所で検出された。

形状は、東西にややひしゃげた円形を呈す。規模は径6.0mX5.6mで、壁の高さは高所で30cm、平均15cm程

で、北側に比べ、南側は削平されており、残りは良くない。北東部分に58号土塘が半分程重複していた。

床面は、掘り込んだローム面を踏み固めて地床としており、若干の凹凸はあるものの、比較的平らで、中

央部分は堅緻であった。

ピットは計 7 本検出されている。中央部に位置するピット 5 を除いて柱穴の可能性がある。ピット 6 、ピッ

ト 7 およびピット 1 、ピット 2 はそれぞれ近接しており、形状、覆土等の観察から 1 回ないし 2 回の建て替

えと考えられる。

それぞれの規模、深さは、ピット 1 は径50 X40cm、深さ 90cm。ピット 2 は径90X50cm、深さ 55cm、ビット

3 は径50 X50cm、深さ 60cm。、ピット 4 は径60X55cm、深さ 80cmで、やや南に傾いた掘り方となっている。ピッ

ト 5 は、中央付近に位置し、径40cm程である。ピット 6 はひょうたん状で 2 つのピットが接した形となって

いる。径60X45cmで深さ 55cmである。ピット 7 は径40X 30cm、深さ 50cmで、ピット 6 に接している。なおピッ

ト 2 、ピット 3 の中より） 11 原石が出土している。中期前半の住居址である。

炉址

明確には認められなかったが、ピット 5 の周辺より若干の焼土か検出されている。
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゜ 10cm 

遺物出土状態 （第145図）

出土遺物は比較的少なかった。土器片30点、石器類184点で、ほぼ全面的に散在していた。

覆土層より出土しているものか多く、特に礫の出上が目立った。 （小野）

出土土器 （第146図）

l は閉端環付の LR を施したもの。 2 は半載竹管による平行沈線を横・斜位に施したもの。 3 は平縁で、

半戟竹管による平行沈線と爪形文か施されたもの。 4 は櫛状の施文具による上下幅の大きいコンパス文を描

き、その下に組紐を施す。 5 は併行沈線と梯子状沈線が施されたもの。 6 ~27は胎土に雲母を含むものであ

る。 6 は平縁で、口縁部に半戟竹管具による平行沈線と爪形文をもち、頸部以下に平行沈線による文様が施

される。 7 は波状口縁となり、平行沈線と垂下する隆帯か~iされる。 8 は胴部に隆帯で文様を施したもの。

9 • 11 • 14は、胴部に垂下する隆帯をもつもので、 11は瓜形文を施すものである。 10は隆帯をもち、波状に

沈線を施したもの。 12 • 13は平縁で、口縁部に平行沈線を施したもの。 15は胴部に大きな爪形文を施したも

の。 16は平縁で、口縁部が無文となり、胴部に隆帯及半載竹管による連続刺突文をもつ。 17は胴部に隆帯を

もち、大きな爪形文を施したもの。 18 • 19 • 20は、平行沈線によって文様区画を行ない。区画内にやや斜位

に条線を施したもの。 21は胴部に沈線及び竹管具による連続的な刺突を施すもの。 22 • 23 • 24 • 25は無文の

ものであり、 22は平縁となる。 26 • 27は底部である。 （谷藤）
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3 号住居址 （第147図）

調査区中央、やや南寄り、 37~38- BOl~03グリッドに位置する。規模は、径4.1X2.9mで、形状は隅丸

長方形を呈するか、北側が若干開いた形となる。今回検出した住居址でもっとも規模か小さい。

主軸方向は、 N-38°-E である。残壁高は平均40cm程である。各壁は、ほぼ垂直に近い状態で立ち上かる。

床面は、若干の凹凸を持ち、南側がやや低くなっている。その比闇差は、 15cm程である。

柱穴は、壁に沿って14本が検出された。規模は、ビット 1 が径30X 25cm、深さ 35cm。ピット 2 が径25X20

cm、深さ 25cm。ピット 3 か径30X 20cm、深さ 10cm。ピット 4 が径30X 23cm、深さ 28cm。ピット 5 か径22X18 

cm、深さ 15cm。ピット 6 か径24X 22cm、深さ 36cm。ピット 7 が径22Xl4cm、深さ 10cm。ピット 8 が径22X20

cm、深さ 24cm。ピット 9 が径z:::; X 15cm、深さ 18cm。ピット 10が径28 X24cm、深さ 14cm。ピソト 11が径24 X23 

cm、深さ 17cm。ピット 12か径26 X24cm、深さ 16cm。ピット 13が径22X 20cm、深さ 26cm。ビット 14か径33X28

cm、深さ 29cm。ピット 15が径40X 30cm、深さ 28cm。ピット 16が径40X20cm、深さ 34cmである。それぞれのピッ

トかやや内側へ傾くように掘り込まれていた。

炉址 （第148図）

中央がやや北寄りに埋甕炉が検出されている。その

北側に半裁された長さ 30cm、幅15cm程の川原石と 2 個

の礫か置かれていた、埋甕は底を抜かれており、口縁

部 4 cm残して埋設された状態あった。南側には径30X

40cmの範囲に、焼土の堆積が見られた。

若干の焼上、炭化物が周辺に見られたか、土器の中

にはほとんど検出さなかった。

296.8 
| •—<· 

8
.
9
6
Z
 

ー・ 1 黒褐色土

2 淡褐色土

3 淡褐色土

第148図 3 号住居炉址

SP、若干の焼士
を含む

SP、炭化物を含
む

ロームを主体とす
る

0 50cm 
I I 

遺物出土状態 （第149図）

出土遺物は、多くはな〈、石器、礫に混じって、数片

の土器が出上したのみである。第150図ー 1 は埋甕炉に

使用されていたものである。石器は、打製石斧および

。
昌
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第149図 3 号住居址遺物出土状態
゜ 2m 
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3
 

4
 

第150図 3 号住居址出土上器
゜ 10cm 

石皿が炉の転用材として出土している。

出土土器 （第150図）

1 は平縁となり、胴部がややふくれる深鉢形を呈する。口縁部に狭い無文帯をもち、胴部には閉端環付の
L 

RL·LR による羽状縄文施される。 2 は平縁で全面に L 〈ほ：tを施す。 3 は口縁部に梯子状沈線をもつ
R 

併行沈線により斜位・蕨手状等の文様を描く。 4 • 6 は胴部に LR·RL により羽状縄文を施す。 5 は胴部

に開端他条（繊維束）結縛をもつRL (0 段多条）を施し、その下に開端他条結縛をもつ R <K を施したも

のである。 （谷藤）

4 号住居址 （第151図）

（小野）

調査区の中央やや東寄り、 26~28- B09~11グリッドに位置する。約北半分が農道下であったため、南側

を先行調査し、残りを農道移設後に行なった。平面形状はやや小形の隅丸長方形を呈す。主軸方向はN- 3ー 

-E である。規模は、径4.6X3.2mである。

各種の残りは良くなく、北側が良好で40cm、南側は 5 cm程である。北壁はやや斜めに立ち上がる。

主柱穴は、ピット 1 ～ピット 6 までの 6 本と考えられるが、並び方はやや不定であった。ピット 1 は径25

X20cm、深さ 35cm。ピット 2 は径35X22cm、深さ 55cm。ピット 3 は径35X35cm、深さ 20cm。ピット 4 は径30

X25cm、深さ 32cm。ビット 5 は、径40X25cm、深さ 36cm。ピット 6 は径45X20cm、深さ 35cmであった。また、

径20~15cm、深さ 20~40cmの壁柱穴が20箇所程設けられていが、南側部分は数が少ない。掘り込みは住居内

側にやや傾いている。

床面は、平らで良く締っている。主柱穴、壁柱穴の他にも、使途不明のピットがあり、北西コーナーに接

して、径100 X50cm、深さ 45cm程の掘り込みか検出されている。

炉址 （第152図）

中央やや北寄りに、石組炉が設けられていた。 30cm程の不正五角形をしたやや偏平な川原石を敷き、その

北側からコの字に囲うように石を組んでおり、炉の部分はやや凹んでおり、炉石は若干埋め込まれている。

炉の前面には、径35cm、深さ 20cm程のピットか検出されており、土器を抜き取った跡と見られる。炭化物、
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第151図 4 号住居址

1 黒掲色土
2 黒褐色土
3 黄黒褐色土
4 黒褐色土

5 黒色土
6 黒色土
7 黄黒褐色土

ロームを若干含む
ローム、炭化物を若千含む
SP、白色粒子含む
2 層に似るが、より黒っぽい
ローム、炭化物を含む
ロームプロックを含む
ロームプロックをや、多く含む

゜ 2m 

焼土はそれ程検出されなかったが、炉の西側に、炭の堆積が検出された。

遺物出土状態 （第153図）

本址からの出土遺物は少なく、器形を推定し得るよ国 . 

D
 

［
、
一

D
i只

囚！

298.5 

冒｀“

うなものは無かった。層位的には、床面、覆土中から

出土している。石器は、 5 点出土している。 （小野）

出土土器 （第154図）

1 は口縁部に刻目をもつ隆帯を廻らせ、円形刺突と

蕨手状に撚糸側面圧痕文を施したもの。 2 • 3 は口縁

下及び頸部に梯子状沈線をもつ併行沈線を数条廻ら

せ、口縁部に同様の沈線により連結線・蕨手状等の文

様を描き、さらに円形刺突・瘤状貼付文を施すもので

ある。 4 は波状口縁となり、口縁直下に梯子状沈線を

もつ併行沈線を廻らせ、口縁部に同様の沈線により文

0 50cm 様を描き、円形刺突・瘤状貼付文を施す。 5 は梯子状
’’ 

第152図 4 号住居炉址

. 
s
.
8
6
8
 

沈線をもつ併行沈線で、口縁部文様と胴部文様との区

189 
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第153図 4 号住居址遺物出土状態
゜ 2m 

画を行ない、口縁部に山形状に文様を描く。胴部には閉端環付の RL·LR により羽状に施される。 7 • 8 

は口縁部に梯子状沈線をもつ併行沈線で、 5 と同様の文様を描いたもの。 6 • 9 • 11は頸部に口縁部文様と

胴部文様を区画する梯子状沈線をもつ併行沈線を廻らせ、口縁部に同様の沈線で連結線・菱形等を描き瘤状

貼付文を施し、胴部には閉端環付の LR·RL による羽状縄文を施したもの。 12 • 13は平縁で口縁部以下に

LR·RL による羽状縄文を施したもの。 14は口縁部に瘤状貼付文をもち、胴部に閉端環付の RL を施した

もの。 15は平縁で深鉢形を呈するものと思われるもので、口縁部は隆帯か 1 条廻らせた無文となり、胴部に

は開部他条結縛をもつ縄文を施したもの。 16は波状口縁となるもので、口縁直下に沈線を廻らし以下は RL

を施す。 17は平縁で口縁部直下に併行沈線を廻らせたもの。 18 • 19 • 20 • 21 • 23 • 24は胴部に閉端環付の L

R·RL により羽状に施されたもの。 22は胴部に閉端環付の RL を施したもの。 25 • 26 • 27は、胴部に L な

いし R を 2 本用いて結節回転を施したもので、羽状となるもの25 もある。 28 • 29 • 30 • 31は、胴部に LR·

RL による羽状縄文を施したもの。 32は胴部に LR·RLの結束による羽状縄文を施したもの。 33 • 34は胴

部に LR を施したもの。 35は胴部及び底部に半載竹管具による爪形刺突を廻らせる。 36はやや上げ底となる

底部にも縄文を施すものである。 （谷藤）

5 号住居址 （第155図）

30~32-A49~BOlグリッドに位置する。北西コーナーで70玲土塘を半分程切っている。形状はほぼ方形

を呈し、規模は、径4.45X4. lmである。壁の高さは、北壁側か残存状態が良く 60~50cmで、南壁が30cm程で

ある。それぞれの壁はほぱ垂直に立ち上がる。主軸方向はN- 3°-E である。

床面は、ほぼ平坦で、部分的にローム混土を入れ込んでいる。中央部分は堅緻で、焼土が検出されている。

190 



第VI章諏訪西遺跡

7

1

 

1

2

 

3
 

3
 

ソ
日

唸
芯
・
ジ
衰

6

彎
皇
]

゜

2
 

汀
り
日

u
n

I
j

：
｀
三
：
口
｀
ヽ
．

、
ふ
ゞ
ぞ
冨
警

\
‘
rご
ご
、
窒

3
.
l
L

ど
’
ノ
{
,
‘

心
・
グ
ニ
詈[
{
l

i
｀
亨

,
デ\
[
}
L
応

[
.
\
7

｀
ー
•
＂

:
5

炉
ぐ
ら
さ
｝

2
3
1

ナ
ー

3

虔
j
f
-
+
t

:
]
甘
日
り

9
日
日
日
‘
'
、
守

-
r
‘
r
L
}
3
`
`ヽ
＄
塁
〗
均
心

口
ぃ
魯
ヽ
忍
-
]
g
唸

シ
,
店
r

喜
喜
＼
！

1
8

｛
鳴
’
‘
習
5
亀
i
.. 

ぶ
）
塁
喜
＂
ゞ

名
菱
褒
．
i
→
賢
心
賃

し
｀

9．
露
翌
゜

ー
し
さ
唸
•
そ
]
3
"

ゞ
ょ
更

2
6

月
日
日
且
_
j

]
.
疇
よ
る
'

心

2
2、
い
日
り
り
：
‘
，

・
←
一
り
刀
り
り4ぶ
(
]
ど
で
．

r・
診
亥

ぃ
う
~
“
ヽ
＾
芯
亨
．

5
イ
～

r

，
名

ら
ぶ
｝
丞
ぷ
心
髯
企
『
＂
微
誓

恙
｛
｛
麗
裂
．P
[
d

：
い
心
賛
喜
～

雪
茫
言
喜
塁
｀
｀
『
心
'
{
,
[
ー
ク

~
笠

1
.、
[
f
`
’

第154図 4 号住居址出土土器 ~10cm 

191 



第VI章諏訪西遺跡

l9 
江i ca 0 

冒

E • --

□,!-O ⇔-l 
, 

I 
ア・

~)~ 

• E 

©朽
(', 

工

sｷ l
6
Z
 

こエ 江：

A 297.s 

員
C 297.s 

百
レ

E
 

第155図 5 号住居址

O'.l 0 

l 暗黒褐色土 SP、ロームプロックを含みパサつ
いている

2 橙褐色土 SPを含み、柔かく粘性あり
3 暗褐色土 明褐色土プロックを多く含む

4 暗褐色土 3 層に似るが粒子細か〈、ロームを
多く含む

5 明揺色土 壁の崩落による SP、ロームプロ

クを含む
2 層に似るが明るい

SPを多〈含み、柔らかい
7 層に近似するが、明る＜ロームに
近い

6 明褐色土
7 明褐色土

8 明褐色土
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主柱穴はピット 1 ～ピット 4 の 4 本と思われる。それぞれの規模は、ピット 1 が径35X 30cm、深さ 69cm。ピッ

ト 2 が径25 X22cm、深さ 40cm。ピット 3 が径40X 35cm、深さ 89cm。ピット 4 が径40X 30cm、深さ 60cmである。

また、ピット 5 は径60X45cm、深さ 46cm。ピット 6 は径35 X30cm、深さ 44cm。ピット 7 は径30X 25cm、深さ

37cm。ピット 8 は径35X 30cm、深さ 22cm。ピット 9 は径30X 15cm、深さ 55cmである。
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ー第

さらに、南壁を除いた各壁際に、溝状に連なる深さ 10

~15cmの小ピットが検出されている。

炉址 （第156図）

中央やや北より、ピット 2 とピット 3 を結んだ線上

に、埋甕炉を検出した。深鉢の胴部を利用しており、

％位を埋め込んで作られていた。周辺および炉の南側

には焼土かかなり見られ、厚さ約 5 cmであった。

遺物出土状態 （第157図）

出土遺物の中、土器は埋甕として使用されていた 10

と覆土中の破片か接合した 11の他は小破片であった。

石器は覆土中より、 98点出土しており、石皿は埋没途

中で投げ込まれた状況を良く示していた。

なお本住居址は、諸磯 a 式期の住居である。（小野）

出土土器 （第158図）

1 は口縁部文様に梯子状沈線をもつ併行沈線を施し

たもの。 2 は半載竹管具による爪形文をもつ平行沈線

で、口縁部と胴部の区画を行ない、胴部に RL を施し
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第158図 5 号住居址出土土器
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゜ 10cm 

たもの。 3 • 4 • 5 は閉端環付の LR·RL により羽状に施されたもの。 5 は平縁である。 6 • 7 • 8 • 9 • 

は LR·RL による羽状に施されたもの。 7 は平縁のものである。 10は深鉢形を呈する胴部で、全面に LR

が施されたもの。 11は胴部かややふくらむ深鉢形を呈するもので、 RLが施されたもの。 12は半載竹管によ

る爪形文をもつ平行沈線で口縁部地文及び胴部に RLが施されたもの。 13は平縁で口縁部に爪形文をもつ平

行沈線が施されたもの。 14はゆるやかな波状口縁で、口縁に刻目をもち、口縁直下に竹管具による円形刺突

1 条廻らせ、また垂下させる。地文には RLが施される。 15は平縁で、口縁以下に LRの付加条 (LR の 2

本付加）が施されている。 16は波状口縁となるもので、口縁以下に L を施したもの。 17は平縁で、口縁部以

下に LR を施したもの。 18は胴部に RL を軸とした付加条 (RL 2 本付加）を施したもの。 19は胴部に RL

と条間隔のあく単軸絡条体を施したもの。 20 • 21 • 22 • 23 • 24 • 25は胴部に RL を施したもの。 26は胴部に

細かい条線を施したものである。 （谷藤）

7 号住居址 （第159図）

42~44-A42~44グリッドに位置する。調査区のやや南西寄りで検出した。南壁に82号土塙が重複する。

四辺がやや外へ膨んだ隅丸長方形を呈す。規模は、 5.3X4.5mで、壁の高さは、北側で最高25cmあるが、南

側は削平されており、ほとんど残存していない状況であった。壁の立ち上がりも、不明瞭な部分があり、全

体的にゆるやかな掘り込みであった。主軸方向は、 N-24°- E である。
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第159図 7 号住居址

床面は、はっきりしない部分もあり、あまり堅緻では無く、ゆる＜南傾斜を示しており、壁周溝等見られ

なかった。

柱穴はピット 1 ~ 4 の 4 本が各コーナー寄りに検出さた。規模は、ピット 1 か28X24cm、深さ 14cm、ピッ

ト 2 が36 X40cm、深さ 60cm、ピット 3 が53X46km、深さ 50cm、ピット 4 が30 X30cm、深さ 54cmである。

炉址 （第161図）
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中央やや北寄りに板状の角礫を敷き、その回りをやはり同様の石で囲った石組炉が検出されている。付近に

やや大きめの礫か検出されたが、炉材として利用されていたかどうかは不明である。焼土、炭化物が炉の北

側に細長く見られたが、炉の内部、および周辺には、ほとんど見られなかった。

遺物出土状態 （第160図）

出土遺物は少なく、住居内北半分に散在して、土器

片、石片等が覆土中より出土している。 （小野）

出土土器 （第162図）

1 は平縁で、口縁直下に刻目をもつ隆帯を 2 本廻ら

せ、口縁部文様に撚糸側面圧痕、竹管具による円形刺

突及び棒状具による刺突を施したもの。 2 は平縁でロ

縁直下及び頸部に刻目をもつ隆帯を 3 条づつ廻らせロ

縁部文様を区画し、 3 条の刻目をもつ隆帯で蕨手状に

施し、さらに瘤状の突起を貼付したもの。 3 • 4 は双

頂となる波状口縁で口縁直下に刻目をもつ隆帯で蕨手

状に、また円形刺突及び瘤状の突起を貼付させたもの。

口

: -•G' G•一

| 

::r; 

295 7 

0 50cm 
I I 

第161図 7 号住居炉址

5 • 6 は平縁で、口縁以下に閉端環付の LR·RL に

より羽状を施したもの。 7 は口縁部文様に併行沈線及
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第162図 7 号住居址出土土器

び半戟竹管具による爪形文力哺阻される。 8 は平縁で無文のもの。 9 • 10 • 11 • 12 • 13は、胴部に閉端環付の

LR·RL により羽状を施したもの。 14 • 15 • 19は胴部に側面環付の LR·RL により羽状を施したもの。

16 • 17 • 18 • 20 • 21 • 22 • 23 • 24 • 25は、胴部に LR·RL による羽状を施したものである。 （谷藤）

8 号住居址 （第163図）

調査区中央やや西寄り、 43~45- B 12~14グリッドに位置する。 27号士壊が北側に重複するが、新旧関係

は不明である。

形状は、隅丸長方形を呈し、規模は5.1X4.0mで、主軸方向はN-3T-E である。壁高は30~20cmである

が、南側は削平されており、残存状況は良くなかった。

床面は、全体的にゆるやかな凹凸が見られ、南コーナー付近がやや落ち込んだ状況を呈していた。比較的

踏み固められていたが、特に炉の周辺が顕著であった。

主柱穴は、ピット 1 ～ピット 8 の 8 本と思われる。長軸方向に 2 列対応して並ぶ、それぞれ規模はピット

1 が径45X30cm、深さ 60cm、ピット 2 が径40X35cm、深さ 24cm、ピット 3 が径40X30cm、深さ 52cm、ピット

4 が径35X30cm、深さ 30cm、ピット 5 が径40X40cm、深さ 56cm、ピット 6 が径65X35cm、深さ 58cm、ピット

7 が径45X35cm、深さ 22cm、ピット 8 が径50X30cm、深さ 62cmである。また西壁および東壁際中央にピット

197 



第VI章諏訪西遺跡

エ
・エ

i 鳳 な］ と
¥ m iへ‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘—•i i 

C-賃
• 

ヱ 鯰口 ] C' 魯）p6 |ー_·•D' 

J·—• ⑰ -J' 

FE=`〇攣と鵡 ]̀A \[ 

宣畠犀園/ 
u 

疇
u 

. ! ::r; | I 約 笥 I
g. 

工江

A29s 5 A' 
-ｷ  1 黒褐色土 汚れたロームプロックを含み

締っている
2 黒褐色土 汚れたロームブロソクを含み

1 層より明るい
3 暗褐色土 2 層に類するが、 SPを含み

明るい

C297 9 C' 

疇
D 297.9 D'｣297 9 

E' 

; //jj／／入

疇
,,,,,,,,,,戸,,事 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 學

F 298.5 F' 
G 297 9 G' 

` 
鵬

第163図 8 号住居址

゜
2m  

198 



第VI章諏訪西遺跡

｢2 

乞’‘°
Cl 

ヽ

゜ 。゚

a
 

ぐジ•o gさ
% 

。②
o O 

C} 

/ 

づ

ぶ）ぐ⑦ 8 C ` o.e:':：□99: 
゜゜ 。 応ご言

。わ

て

Q e
o
 c

 

oC 

Q 
D 倍24

298.5 15 14 

”•••• •よi゜・知心．~....ｷ:; .. 

第164図 8 号住居址遺物出土状態
゜ 2m 

9 、ピット 10か、北隅および東隅にピット 11、ピット 12がそれぞれ検出されており、補助柱穴と考えられる。

炉址 （第165図）

中央やや北寄りに設けられており、偏平な川原石と石皿の転用を用いた石組炉である。径25 X20cm、厚さ

2.5cm程の板状の石を敷き、その回りを門状に囲って炉としている。周辺には焼土、炭化物ともはとんど検出

されなかった。

¥
 

. ・
〗

a
 

J' 

江・
| 

8
6
Z
 

298.1 

第165図

遺物出土状態 （第164図）

上器は破片を中心に80片程出土した。中央部

分に集中しており床面より浮いた状態であっ

た。石器類は、 11点程出土した。 （小野）

出土土器 （第166 • 167図）

1 は平縁で、口縁直下に刻目をもつ隆帯を 1

条廻らせ、以下に刺突を施したもの。 2 は平縁

で口縁直下に刻目をもつ隆帯を 2 条廻らせ、以
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下に LR を施したもの。 3 は刻目をもつ隆帯に

よる口縁部文様を構成し、胴部には閉端環付の
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第167図 8 号住居址出土土器 (2)
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行沈線・円形刺突及び瘤状の突起を貼付させるもの。 7 は併行沈線を施したもの。 8 は胴部に爪状文をもつ

半載竹管具による平行沈線を廻らせ、また、菱形状に文様を描く。地文には閉端環付の LRか~，

は刻目をもつ半戟竹管具による平行沈線を廻らせ、以下胴部に LR·RLの結果による羽状縄文を施す。 10

は半戟竹管具によるややくずれたコンパスタ文を廻らせ、胴部に閉端環付の LR·RL による羽状縄文を施

す。 11 • 12 • 13は、平縁で口縁部に斜位ないしは鋸歯状に沈線を施し、胴部に縄文を施したもので、併行沈

線を廻らせるもの12 もある。 14は平縁となる深鉢形を呈し、口縁以下に閉端環付の RL を施す。 15は胴部か
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②黒褐色士 ローム粒、プロソク、炭化物若干含む

や、粘性がある

③淡褐色土 ローム粒を含みや、粘性がある
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第168図 9 号住居址
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ややふくれる深鉢形を呈し、胴部に閉端環付の RL·LR により羽状縄文を施す。 16 • 18 • 20 • 22は、平縁

で口縁以下に閉端環付の RL ないしは LR を施したもの。 17 • 19 • 23 • 24は、口縁以下に L ないし R を 2 本

用いた結節回転を施したもので、 0 段多条を用いるもの17 • 23 もある。 26 • 27 • 29 • 30 • 31 • 32 • 33 • 34 • 

35 • 36 • 37 • 38 • 39 • 40 • 41 • 42 • 44 • 46は、胴部に閉端環付のR·RL による羽状縄文を施したもので、

5 段多条を使用し中間に無文帯をもつもの32·44、半戟竹管具による＜ずれたコンパス文を巡らせるもの26 • 

35 • 41 • 42かある。 43 • 47は、胴部に閉端環付の LR ないし RL を施したもので、 0 段多条を使用するもの

47 もある。 45 • 51は、胴部に LR·RL による羽状縄文を施す。 48 • 49は、胴部に LR ないし RL を施すも

ので、 0 段多条を使用するもの49 もある。 50は胴部に L (0 段多条）を 2 本用いた結果回転を施したもの。

28 • 52 • 53は、底部であるが、底に閉端環付の LR·RL による羽状縄文等を施したもの28 • 53、同様に L

を 2 本用いた結節回転を施すものがある。 ` （谷藤）

9 号住居址 （第168図）

調査区中央、 39~40- Bl5~18グリッドに位置する。形状は南北に長い長円形を呈し、主軸方向はN-12°

-E である。規模は、長径5.3mX短径4.0mである。

壁高は、平均25cmであり、全体的にやや斜めに立ち上がる。床面は、比較的平坦で、ロームを踏み固めて

地床としており、かなり締っている。

ピットは、総数21 を検出した。明確な対応関係はつかめなかったが、ピット 1 ～ピット 6 の 6 本か主柱穴

と考えられる。それぞれの規模はピット 1 が径24X2cm、深さ 30cm、ピット 2 が径30X26cm、深さ 16cm、ピッ

ト 3 が径23X22cm、深さ 66cm、ピット 4 が径20X 27cm、深さ 18cm、ピット 5 が径32 X 30cm、深さ 44cm、ピッ

ト 6 か径22X20cm、深さ 22cmである。

炉址

認められなかった。

｢ e,a 

｢ 

゜゜
゜D 

0 4 I] 
゜ ` 

oo 

c 心゜

{ 4 

0..  

-

299. I. 

. .. ... 

第169図 9 号住居址遺物出土状態
゜ 2m 

203 



第VI章諏訪西遺跡

量
8
 

IJ 
ら
•
"
1
2

爆
汀
i
'
ぇ

も濯ー、

7

避
で

打
日
〗

1
3」唸
~

や
ゃ

が
、
、
羞
＇
“
シ
・

／
乞鶯

6
 

八
日
り

ぃ
久
棗

雰
宣必咲

5
 

月
日
り

シ
／忍

知
熔
ゃE

苓炉
｀
＇
｛
i

忍
湊
ダ
＾
れ
も

四ぅ
邸や

d`il.、:
匹—a-gl3 

?tn... //16 

朽
，芍”

14 

7
 

ー

斤9,
 戯

＂

誓018 , 
ー

月
日
リ
日

20 0 21 

゜ 10cm 

第170図 9 号住居址出土土器

遺物出土状態 （第169図）

覆土および床画より土器片、石器類か出土しているが少ない。時期は中期前半である。 （小野）

出土土器 （第170図）

1 は梯子状沈線をもつ併行沈線で文様区画を行ない。胴部に LR (0 段多条）． RL (0 段多条）の結束に

よる羽状縄文を施すもの。 2 は胴部に閉端環付の LR (0 段多条）． R L (0 段多条）による羽状縄文を施す

もの。 3 は胴部に閉端環付の RL を施すもの。 4 は胴部に L·L の 2 本による結節回転を施すもの。 5 ~ 8 

は胴部に LR·RL による羽状縄文を施すもので、 0 段多条を用いるもの 7 もある。 9 は胎土に砂粒を含む

もので、胴部に RLの縄文を施す。 10は胴部に縄文を施すやや上げ底となる底部である。 11~14 • 16~18 • 

20は、胎土に小砂粒．礫および雲母を含むもので、刻目をもつ隆帯で文様区画を行ない、区画内に押引きに

よる連続刺突・爪形文等をもつもの。 15 • 19は胎土に小砂粒．礫を含むもので、無文ないしは屈曲する部分

に刻目•平行沈線を施すもの、 21は橋状となる把手部で、刺突および沈線力哺信されるもの。 （谷藤）
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10号住居址 （第171図）

調査区西壁寄りに検出した、 51~53- B17~19グリッドに位置する。形状は、や小型の隅丸長方形を呈し、

主軸方向は N-46'-Wである。

規模は、径4.5mX3.3mである。壁高は、平均40cmで、各壁ははほ垂直に掘り込まれており、コーナー付

近は上端か不明瞭であったが、廃棄後の崩落かと思われる。特に南東コーナ一部は顕著であった。

柱穴は、径15~30cm、深さ 10~20cm程の壁柱穴が24箇所、ほぼ全周している。それぞれの間隔は一定では

なく、特に南側については入口部と思われる約 lmの幅をもってピットが検出された。

床面は、若干の凹凸があり、部分的にロームと黒色

土の混土を踏み固めて床面としている。住居址中央に

I--

ー
・
『

297 8 

量

/ 

. 
8
 
l
6
Z
 

l 黒褐色土 SPを多く含み、
柔らかい

ー・ 2 明掲色土 SP を多く含み、
焼土を若干含む

0 50cm 
1,  

焼土、炭化物が認められた。

炉址 （第173図）

住居址中央やや北寄りに検出された。厚さ 2 cmの板

状の石を敷き、その回りを日状に礫で囲った石組炉で

ある。背の部分に用いた石は石皿の転用材である。前

面に径50X 30cm、深さ 15cmのピットか掘り込まれてい

た。炉の周辺には、ローム粒子を含んだ焼上か見られ、

炉はその上に乗るような状態で検出されている。

遺物出土状態 （第172図）

出土遺物は土器50片、石器20点程であるが、覆土中

より出土したものか多かった。土器は、器形を復元で

第173図 10 号住居炉址
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35 

36 

第175図 10号住居址出土土器 (2)
゜ 10cm 

きるものは 1 点だけで、他はほとんどが小片であった。

石器類も覆土上層より出土したものが多く、中に混じって火をかなり受けた小礫がまとまって40個程検出

されている。 （小野）

出土土器 （第174 • 175図）

l は口縁が開き胴部下半で「く」字状に屈曲する深鉢を呈し、口縁部文様として刻目をもつ細い隆帯で菱

形を描き、胴部には閉端環付の LR·RL により羽状縄文を施す。 2 は波状口縁となり胴部かふくらむ深鉢

を呈し、口縁以下に LR (0 段多条）を施す。 3 ~ 6 は口縁部に刻目をもつ細い隆帯を施すもので、口縁直

下に数条廻らせるもの 3 • 5 • 6 、口縁部に円形刺突を施すもの 4 • 5 、さらにコンパス文状の沈線を施す

もの 6 がある。 7 は口縁部に梯子状沈線をもつ併行沈線で山形文等を描き、その下に同様の沈線を廻らせ胴

部文様との区画を行なう。また瘤状貼付文をもつ。胴部には閉端環付の LR·RL により羽状縄文を施す。

8 は平縁で口縁部の上下に半載竹管による平行沈線を廻らせ、その間に同様の沈線による鋸歯状を描き交点

に円形刺突をもつ。 9 は平縁で口縁部に併行沈線により菱形を描き、沈線の交点に瘤状貼付文をもつ。 10.

11は、口縁直下に LR ないし LR·RL による羽状縄文を施すもので、瘤状貼付をもつもの11 もある。 12~
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1 黒褐色土 汚れたロームプ

し----—ー ロックを若干含

7— --: `2 暗褐色土 恥‘~;
c．睾o ,=;C' プロソクを含む

3 暗黒褐色士 ロームプロック
を少量含み、柔
かし、

4 暗茶褐色土 ロームプロック
を主体とする

~ 5 暗褐色土 ロームプロソク
ー •D' 多く含み、 1 層

と似る
6 暗黒褐色土 1 層に似る、混

入物は少ないが
ロームプロック
を含む

7 褐色土 汚れた SP を主
ー •E' 体とする

-•G' 

299.0 
E· 一
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15は平縁で口縁部が無文帯となり以下に縄文を施すもので、閉端環付の LR·RL による羽状縄文を施すも

の14 もある。 16は口縁以下に LR (0 段多条）． RL (0 段多条）による羽状縄文を施すもの。 17は、胴部に

LR (0 段多条）． R L (0 段多条）による羽状縄文およびL·L の 2 本による結節回転を施し、半戟竹管に

よるコンパス文をもつもの。 18は胴部地文に縄文をもち併行沈線を数条廻らせたもの。 20は平縁で口縁以下

に閉端環付の LR (0 段多条）を施したもの。 19 • 21 • 23は胴部に閉端環付の LR·RL により羽状縄文を

施すもので、 0 段多条を用いるもの21 • 23 • 25 • 27 • 30かある。 31は胴部に L·L およびR·Rの 2 種類に

よる結節回転を施したもの。 16 • 32 • 33は、口縁以下および胴部に LR (0 段多条）． RL (0 段多条）によ

る羽状縄文を施す。 34~36は、胴部に 0 段多条を用いた閉端環付．結束の LR·RL による羽状縄文を施す

上げ底となる底部で、底面に縄文をもつもの。 （谷藤）

11号住居址 （第176図）

調査区中央やや北西寄り、 45~48- B21~25グリッドに位置する。北東側に近接して、 13号住居址か位置

している。北壁、東壁にそれぞれ71 • 40号土壊か重複しているが、新 1日関係は不明である。

形状は、南側が僅かに広がる隅丸長方形を呈し、規模は径7.4X5.3mで、今回調査した住居址中で最大規

模を持った住居址であり、遺存状態も良好であった。主軸方向は、 N-14°-E である。

壁の高さは、 70~50cmでそれぞれの壁の立ち上がりは垂直に近く、かなりしっかりとしている。壁際には、

壁柱穴が全周しており計8本が確認され、また南側のその内側に 6 本のピットか検出されている。なお、南西

\ 
I ・笞83 

H ．客 .4

210 

~ 

00 

一つ

| 

←マ）

ー•I' 

-ｷ I' 1 黒色土
SPを若干含む

2 黒色土
1 層に類似し、
締っている

-•H' 3 SP 

①黒褐色土 SP、炭化物を含む
②黒褐色土 1 層に似るがSPが少な

し‘

③黄褐色土 SPを多く含む
④黄褐色土 3 層に似るが若干の焼

土を含む

第177図 11 号住居炉址 ~Ocm 

コーナ一部分は柱穴をつなぐ

ように、部分的に溝が掘られ

ていた。

柱穴の径は平均20cmで、深

さは20~30cm程である。底は

平らなものが多く見られた。

床面は中央部が長さ 5m、

幅2.5mの範囲でやや落ち込

んでおり、その部分はかなり

軟弱で、ふかふかした状態で

あった。

炉の北に接して径l. 5X l. 4

m、深さ 55cmの土塘か検出さ

れている。断面形は鍋型を呈

し、底は平らであった。中か

らの出土遺物は少なく、若干

の土器片、石片が検出された

ほか、下層より焼土か僅かに

検出されている。埋土には締

りかなく、上面には炉から続

＜炭化物の広がりか認められ
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たことから、住居使用時には、埋められていたと考えられるが、用途につては検討の必要がある。

2m 

炉址 （第177図）

住居址中央やや北寄りに設けられていた。川原石 7 個を用いた石組炉である。径30cm程のやや偏平な川原

石を中心に据え、それを囲むように 6 個の石がに状に配されていた。そのうち 2 個は石皿の破損品が転用さ

れており、元々は立てられていたものか、廃棄後倒たものであろう。焼土は、ほとんど見られず、炭化物の

薄い層が周辺に見られた。

遺物出土状態 （第178図）

出土遺物は、土器70片、石器18点が出土している。覆土中および床面より検出されたが、量的にはそれ程

多くはなかった。

出土土器 （第179 • 180図）

1 は双頭をもち波状口縁となり胴部がややふくらむ深鉢で、口縁直下に梯子状沈線をもつ併行沈線を廻ら

せ、頸部に沈線 1 条廻らせることで口縁部文様を区画する。その口縁部文様には、波頂下連結・鋸歯状ない

（小野）

しは山形状に併行沈線を描き、沈線内には横位・縦位に交互に梯子状の沈線を施し、刻目をもつ瘤状貼付文・

円形刺突文を配する。胴部には、閉端環付のRL·LR による羽状縄文を施す。 2 はやや胴部がふくらむ深

鉢の胴部で、閉端環付のRL を施したもの。 3 は胴部がかなりふくらむ深鉢の胴部で、 LR (0 段多条）． R

L (0 段多条）による羽状縄文を施したもの。 4 • 5 は口縁直下に刻目をもつ隆帯を廻らせ口縁部に撚糸側
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゜

第179図 11号住居址出土土器（ 1)
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面圧痕・円形刺突等を施したもの。 6 は口縁部に刻目をもつ隆帯及び円形刺突を施し、胴部に閉端環付の L

R·RL による羽状縄文を施したもの。 7 • 9 • 10は、口縁部に梯子状沈線をもつ併行沈線により文様を描

くもので、円形刺突をもつものである。 9 ·10·11は波状口縁となり、口縁直下に刻目状の剌突を巡らせ、

ロ縁部に併行沈線による蕨手状となる曲線及び刺突・瘤状貼付文をもつもの。 8 は口縁部に梯子状沈線をも

つ併行沈線で文様を描くもの。 12 • 13は、口縁部に併行沈線で文様を描き円形刺突をもつもので、 12には胴

部に RL を施す。 14は波状口縁となり、口縁部に半戟竹管による波状文を廻らせ、胴部に直前段合撚 L <f 
< L L <R 
<K.R <R tによる羽状縄文を施す。 16は口縁部が無文となり、胴部に RL を施したもの。 15 • 17 • 18 • 
R 

19 • 20 • 21 • 22は、全面に縄文を施したもの。 23は、胴部に閉端環付の RL (0 段多条）を施したもの。 24

~29 • 31 • 32は、胴部に閉端環付の LR (0 段多条）． R L (0 段多条）による羽状縄文を施す。 30 • 33 • 34 

は、胴部に結節回転を施すもので、 LR (0 段多条） •LR (0 段多条）の 2 本を用いるもの30、 R·Rの 2

本を用いるもの33 • 34かある。 35~38 • 40 • 43は、胴部に LR·RL による羽状縄文を施すもので、 0 段多

条を用いるもの36 • 38がある。 41 • 42は、胴部に LR·RLの結束による羽状縄文を施す。 39は、単節縄の

組紐による回転圧痕である。 44~46は、底部片で底面に結節回転を施すもの46かある。 （谷藤）
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12号住居址 （第181図）

調査区の北西、西壁寄り、 52~54- B27~28グリッドに位置する。形状は隅丸長方形を呈し、規模は、径

4.05mX3.2mで小型の住居址である。東壁がゆる＜外側へ膨んでいるが壁上端の崩落と思われる。

壁の高さは、 20~50cmで立ち上がりはほぼ垂直である。主軸方向は N-32°- E である。

壁周溝が北東コーナーを除いて、ほぼ全周しており、北側に 5 本、南側に 6 本の柱穴と思われるピットが

相対するように並ぶ。それぞれの径は20~30cmで深さ 30~50cm を計り、住居の内側へ向かって、傾斜を持っ

て掘り込まれている。周溝は、幅約20cm、深さは 3 ~5 cmでかなり浅い。

床面は、やや凹凸を持ち南側半分は一段と低くなっている。かなり良く踏み固められており、面的には平

坦であった。

炉址 （第182図）

中央やや北寄りに設けられていた。 2 個の角礫を％程埋め込んでくの字に配置し、炉としていた。その前

"' \ 言ロニ‘さ：：。1m程の細長く、厚さ 5~10cmの炭化粒子を含んだ焼

遺物出土状態 （第183図）

遺物は少なく、土器10片、石器は 4 点、主に覆土中より出土して

いる。南東コーナ一部付近において床面より 10cm程浮いて、約50個の焼` 疇けた小礫か投げ込まれた状態でまとまって出土している。 （小野）

1 赤茶褐色土 出土土器 （第184図）

穿3 ー・ ;;雷よ~ 1 は口縁部に梯子状沈線をもつ併行沈線で文様を描き、円形刺突・瘤

瓢2 淡；土[L:、る炭化 状貼付文を施したもの。 2. 3. 5. 6 は、胴部に閉端環付の L R. R 

物を含む L による羽状縄文を施したもので、同一個体と思われる。 4 は波状口縁
。 3 茶褐色土
丘 5IOcm SPを多鼠に含む となり全面に LR (0 段多条） •R L (0 段多条）の結束による羽状縄文

4 黄褐色土

SPを主体とする

第182図 12 号住居炉址

F
 

Q. | 

F
 

を施したもの。 7 は胴部に縄文を施したもの。 8 は無文で尖底となる底

部である。 （谷藤）
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13号住居址 （第185図）

調査区の中央やや北寄り、 42~44- B24~27グリッドに位置する。西側に 11号住居址が近接している。

当初、礫か集中して検出されたために、集石遺構と考えたが、調査を進めるうちに炉と思われる石組を検出

したために、住居址と認定した。

形状は、不明瞭で、掘り込みの範囲と思われる部分については判らず、部分的にその痕跡をとどめていた

にすぎなかった。したがって規模については多分に推定の部分が多い。

住居の形は隅丸方形と思われ、規模は径5.5X4.5m程である。壁高は平均15cm程である。

ロ 床の最終使用面もはっきりとせず、柱穴、周溝等の
2
9
9
.
2
 

. 
ー
几
什
＼
十

r
 

o
a
 

\_•D` 

しc
 

l 黒褐色土 ローム粒子、炭化
物を含む

2 淡褐色土 ローム主体とする

3 淡褐色土 2 層に類似するが 299.2
締っている •一

~Ocm 冒攣量
第186図 13 号住居炉址

検出もなかった。

炉址 （第186図）

中央やや北寄りに検出した。かなり崩れた状態であ

り、底石の他は動いているものと思われたが、口状に

囲った石組炉であったと考えられる。周辺より若干の

炭化物が検出された。

遺物出土状態 （第187図）

住居址中央部分に、若干数の上器の破片が多量の小

礫に混じって出土した。 1 は炉の付近より出土してい

る。また炉には、石皿が転用されていた。 （小野）

出土土器 （第188 • 189図）

1 は口縁に小突起をもつ平縁となる深鉢で、口縁直
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第189図 13号住居址出土土器 (2)
゜ 10cm 

下及び頸部に梯子状沈線をもつ併行沈線を廻らせ、その内部に同様の併行沈線で蕨手状・上下区画線連結等

の文様を描く。胴部には閉端環付の LR·RL による羽状縄文が施される。 2 は波状口縁となり、口縁直下

及び頸部に刻目をもつ隆帯を 2 条廻らすともに、波頂部下にも曲線的に施す。口縁部文様には、蕨手がくず

れた「や」状の撚糸側面圧痕及び円形刺突をもち、胴部には閉端環付の LR·RL による羽状縄文を施す。

3 • 4 は、平縁で口縁直下に刻目をもつ隆帯を廻らせ、口縁部文様に撚糸側面圧痕文・円形刺突・刺突文を

施したもの。 5 は平縁で口縁直下に刻目をもつ隆帯を廻らせ、以下胴部に縄文を施す。 6 は平縁で口縁直下

に梯子状沈線をもつ併行沈線を 2 条廻らせ、口縁部文様に同様の併行沈線による蕨手・区画線連結等及び円

形剌突・瘤状貼付文を施したもの。 8 は頸部に梯子状沈線をもつ併行沈線を廻らせ、胴部に LR (0 段多条）．

RL による羽状縄文を施す。 9 は平縁で、口縁部文様に梯子状沈線をもつ併行沈線による鋸歯文を描き、山

形等を付加させ菱形を描出させている。さらに瘤状貼付文をもち、胴部には閉端環付の RL を施したもの。

11は波状口縁をなし、口縁部に沈線に及び半戟竹管による半円状の刺突を施したもの。 12 • 14は全面に縄文

を施すもので、 12は RL を施す。 14は RL·LR(O 段多条）の結束による羽状縄文を施したもの。 15 • 16 • 

17 • 18 • 20 • 21 • 23は、胴部に閉端環付の LR·RL による羽状縄文を施すもので、 15 • 28 は 0 段多条を使

用する。 19 • 22は胴部に閉端環付の RL を施したもの。 24 • 27は胴部に側面環付の LR·RL により羽状縄

文を施したもの。 25は胴部に L (0 段多条）を施したもの。 26 • 36 • 41 • 42は、胴部に LR·RLの結束に

よる羽状縄文を施したもの。 28 • 29 • 30 • 31 • 32 • 33 • 34 • 35 • 37 • 38 • 39 • 40 • 43は．胴部に LR·RL

による羽状縄文を施したもので、 29 • 31 • 33 • 43は 0 段多条を使用する。 （谷藤）

2 土蹟（第191~201図）

本遺跡において検出した総数は82基であった。時期は何れも縄文時代のものと思われるが、その規模、形

状に関しては多様である。分布状況は（第190図）で見られるように、台地中央部より南側斜面にかけて広がっ

ており、 8 • 9 号住居址周辺と、 4 号住居址周辺にやや集中箇所か見られる。最も高い所にある 58号土横と

低い67号土壊との比高差は約 8m もある。

出土遺物による時期を見ると、関山 I 式期が30基、諸磯式期 3 期、勝坂式期10期、不明31基である。それ
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ロ
ぞれの時期の土堺について

分布を見ると、それぞれに

まとまりが見られることか

ら一連の用途を目的として

掘られたことか考えられ

る。

11住

畠。
I 

16~32 

17土Q I5土
¥ n72土

｀？｀｀口。
¥ ¥ 76乞75土 74土

。\
＼井戸

020土

21土

,0土

゜

出土した遺物について見

ると、土器のほとんどは小

片で、量も比較的少なかっ

たが、 50号土城においてほ

ぼ完形の深鉢が 2 個体セッ

トで検出された。石器類に

関しては、石斧、スクレイ

パー類を中心に出土してい

るがやはり量的には余り多

くはない。 7 号土塘より半

分に割られた石皿が、 56号

土堺からは映状耳飾りの欠

損品が出土した。なお、 52

号土猥については調査後の

検討により、 53号土塘と同

ーと考えられたために欠番

とした。さらに68号土塘に

ついては、黒褐色土の落ち

込みが不定形な広がりをな

していたために土壊とした

が、不確定な要素もある。

また以下の表中、形態分類

の基準については中畦遺跡

の分類 (P-70、第56図）

を参照されたい。なお重複

の新旧関係については明確

なものについてのみ記述を

行なった。時期については

■悶阿玉台 出土土器による判断であ
白ヌキは時期不明 る。 （小野）

20m 

第190図 土漉時期別分類図
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表24 土嘱一覧表 （関）は関山期、（諸）は諸磯期、（勝）は勝坂期を示す。

番号 位置（グリッド） 形状 規模(cm) 出土遺物 分類 士 層 備 考

1 黒褐色土 ローム粒、炭化物含む

450 
2 黒褐色土 ローム粒、炭化物含む

29~30-B36~ 不正長
313 

土器片 （関）
I 

3 黒褐色土 2 に以るが炭化物少ない
1 

磨石 1 点 4 黒褐色土 ローム粒やや多く含む38 円
100 

5 橙褐色土 6 淡黒褐色土

7 黒褐色土 8 淡黒褐色土

148 土器片 （関）
l 黒色土 炭化物、ローム粒少最含む

2 25~26-B29 円 125 スクレイパー II B 
2 黒褐色土 ローム分を含む

57 1 点
3 黒色土 SP粒若干含む

4 黒褐色土 ロームを含む

130 
1 黒色土 ローム粒、白色粒を含む

3 
29~30-B27~ 

円 120 
土器片 （関）

IIIB 
2 黒色土炭化物を含む 遺物包含層

28 石匙 3 黄黒褐色土 ローム分を含む
34 

4 黄褐色土 炭化物、ロームを含む

150 l 黒色土 白色粒を含む

4 39~ B29~30 円 126 IIIB 2 黒褐色土 白色粒、ローム粒を含む

21 3 黒褐色士 ロームプロソクを含む

土器片 （関）
1 黒褐色土 ローム粒、炭化物を含む

200 2 黒褐色土 1 よりローム粒多く含む

5 37-B26~27 円 132 
打製石斧 1 点

IIIA 3 黄褐色土 ローム主体

60 
スクレイパー

4 橙褐色土 SP 多量に含む
1 点

5 黄褐色土 ローム主体

104 
l 黒褐色土 ローム粒、炭化粒を含む

6 
36~37~ B25~ 

円 102 土器片 （関） IIIB 
2 黒褐色土 ローム分やや多い

26 3 黒褐色土 ローム粒多く含む
52 

4 黒褐色土 ロームを主体とする

土器片 （関）
1 黒掲色土 ローム粒、炭化粒含む

2 黒褐色士 ローム粒、炭化物含む

35~36~ B25~ 
156 礫 l 点

3 黄黒褐色土 ローム、ローム粒含む
7 円 148 スクレイパー IIA 

4 黒掲色土 ローム粒やや多い26 
1 点60 

5 褐色土 SP粒を多く含む
石皿 l 点

6 黄褐色土 ロームを主体とする

120 
土器片 （関）

l 黒色土

8 33~34~ B23 円 117 IIIB 2 黒褐色土 ロームプロックを含む

27 
石片

3 賀褐色土 ローム粒、プロソク含む

120 
土器片 （勝）

1 黒褐色土 ローム粒若干含む, 38-B21~22 不正円 112 IIA 2 黄掲色土 ローム多鼠に含む

42 
打製石斧 l 点

3 黄褐色土 2 よりもやわらかい

100 
1 黒褐色土 ローム粒若干含む

10 29-Bl8 100 IIA 
2 黒掲色土 ローム粒やや多い

48 
3 黄掲色土 ローム粒多く含む

4 黄褐色土 ローム主体とする

100 
1 黒掲色土30~31-Bl6~ 

lllA 11 78 
2 黒褐色士 ロームプロック含む17 

30 

148 
l 黄褐色土 ローム粒、プロック含む

12 28-Bl5~16 不正円 140 土器片 IIIA 
2 黒褐色土 ローム粒含む

3 黒褐色土 ローム粒、プロック含む
50 

4 黄掲色士 SPプロソクを主体

130 
1 黒掲色土 ローム粒を若千含む

13 28-B14 不正円 127 IIIA 
2 黒掲色士 1 に以るが黄色味が多い

32 

27~28~ Bl3~ 
134 1 黒色土 ロームを若干含む

14 円 133 土器片 （関） IIIA 2 黒褐色土 ロームプロックを含む
14 

3 黄褐色土 ロームを主体とする22 

112 
土器片

1 黒色土

15 29-Bl2~13 円 96 
石匙 l 点

IIIB 2 黒掲色土 ロームを若千含む

24 3 黄黒褐色土 ローム多量に含む

30~31-B 12~ 不正長
160 1 黒色土炭化物若干含む

16 llO 土器片 （関） IV 2 黄掲色土 ロームを主体とする
13 円

26 3 ローム
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番号 位置（グリッド） 形状 規模(cm) 出土遺物 分顆 土 層 備 考

152 1 黒褐色土 ローム、炭化物若干含む

17 30~31-Bl2 不正円 122 土器片 （関） IIA 2 黒色土 ローム、炭化物若干含む

34 3 ローム地山

1 黒色土 ローム粒僅かに含む

158 
深鉢 l 点（関）

2 黒色士 ローム粒、炭化物含む

18 37-Bl9~20 150 IIA 3 黒色土 ロームやや多く含む

70 
磨製石斧 1 点

4 黄褐色土 ローム主体とする

5 黒褐色土 SP を下部に多く含む

142 l 黒褐色土 ローム含む

19 39-B 19~20 長円 104 土器片 （関） IV 2 黒掲色土 ローム、炭化物粒子含む

36 3 黄褐色土 ローム主体とする

106 1 黒褐色土 淡褐色ロームを含む

20 
37~38-Bl3~ 

円 96 IIA 2 黒禄色土 ローム、下部に SP含む
14 

50 3 黒褐色土 ロームプロック状に含む

38~39-B 12~ 
132 l 黒褐色土 ローム粒、炭化粒を含む

21 長円 114 IIA 2 淡黒褐色土 ロームを含む
13 

45 3 黒褐色土 SP粒子含む

120 1 黒褐色上 ローム粒、炭化粒子含む
41~42-Bl4~ 

不正円 2 淡黒褐色土 ロームプロックを含む22 112 II A 
15 

3 黒掲色土 SP粒子を含む47 

118 1 黒褐色士 ローム粒含む

23 41~42-B09 円 114 II A 2 褐色土 ロームを主体とする

56 3 黒褐色土 SP粒子多く含む

176 1 黒褐色土 ローム粒若千含む

24 42~43-B 10 不正円 160 土器片 （勝） II A 2 黒褐色土 ローム粒、炭化物含む

48 3 黄褐色土 ロームブロックを含む

110 
1 黒褐色土 ローム粒含む

25 43-B09 不正円 100 IIA 
2 黒椙色土 ローム粒多く含む

3 黒褐色土 ローム粒、プロソク含む
74 

4 暗褐色土 ロームを多く含む

44~45~ B09~ 不正長
200 1 黒色土 ローム粒白色粒子含む

26 154 IV 2 黒褐色土 ロームを主体とする
10 円

20 3 黒色土 ローム分を若干含む

不正長
304 土器片 （勝） 8 号住居址と 39

27 
41~42-Bl3~ 

200 スクレイバー1点 I 号土猥と重複す
15 円

磨石 1 点 る48 

272 
l 黒掲色土 ローム粒、炭化物含む

44~45-B 15~ 
石匙 l 点

2 黒褐色土 1 よりもやや色か明るい
28 136 IV 

3 暗掲色土 ロームを主体とする16 
52 

4 黄褐色士 ローム分、ローム粒含む

l 暗掲色土 ロームプロックを含む

116 2 暗褐色土 1 よりも色が暗い

29 46~ Bl4~15 円 112 土器片 （関） II A 3 黒掲色土 ロームプロックを含む

82 4 黒掲色土 ローム粒多く含む

5 暗掲色土 ローム粒、プロック含む

180 1 黒褐色土 ローム粒、炭化物含む
31号土壊と重複

30 
46~47-Bl3~ 

不正円 174 土器片 （関） II A 2 淡黒褐色土 ローム粒、炭化物含む
14 

42 磨石 1 点 3 賀褐色士 ロームブロックを含む
する

150 
土器片 （関） 1 黒掲色土 ローム粒、炭化物含む

31 47-Bl3 円 134 
スクレイバー

IIA 
2 黒褐色土 ローム粒多く含む

30号土猥を切る
1 点 3 黒褐色土 炭化物多く含む

49 
彫器 1 点 4 黄黒褐色土 炭化物、ローム粒含む

130 1 黄黒褐色土 ローム粒、プロック含む

32 48-Bl4~15 円 124 IIIA 2 攪乱

42 3 黄褐色土 ロームを主体とする

130 
1 黒褐色土 ローム粒、炭化物含む

33 39-BOS~09 
不正長

102 土器片 （関） IIA 
2 黒褐色土 ローム粒少ない

円
76 

3 黄黒褐色土 ロームプロック含む

4 黄黒褐色土 SP粒子含む

38~39-B08~ 不正長
250 l 黒掲色土 ローム粒若千含む

34 
円

140 土器片 （関） IIA 2 黒掲色土 3 黄褐色土
09 

46 4 黒色土 5 黄褐色土
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番号 位置（グリッド） 形状 規模(cm) 出土遺物 分類 土 層 備 考

80 
1 黒掲色士 ローム粒若干含む

35 37~ B09 不正円 70 IIIB 
2 黄黒褐色土 ローム粒プロック含む

18 

122 1 黒褐色土 炭化物、ローム含む

36 41-B08~09 長円 110 IIIA 2 黒揺色土 ロームを多く混入する

34 3 黒褐色土 ロームを主体とする

不正長
160 1 黒褐色土 ローム粒、プロック含む

41~42~ Bl9~ 
140 土器片 （関） IIIB 2 黒褐色土 ロームを多く含む37 

円20 
3 黄褪色土 ローム、白色粒若千含む30 

168 1 黒褐色土 ローム粒、炭化物含む

38 
53~54-B23~ 

136 土器片 （勝） IIIB 2 黒褐色土 1 に以るが炭化物少ない
24 

30 3 黄黒褐色土 ローム主体とする

136 
1 黒色土 ローム粒若千含む

39 42-B 15 円 126 土器片 （関） IIA 
2 黒褐色土 ロームプロック含む 27号土堺と重複

3 黒色土 ロームブロソク若干含む する
54 

4 黄褐色土 ローム主体とする

126 
11号住居址と重

40 45-B22~23 円 (102) 台石 l 点 IIA 
複する

80 

92 
1 暗褐色土 明褐色土ブロック含む

41 23~24-B07 円 84 士器片 （関） IIIB 
2 明褐色土 明褐色土ブロックを主体

20 

90 
1 暗褐色土 褐色土ブロック含む

2 暗褐色土 プロソクを多く含む
42 27-B05 円 90 IIA 

3 暗褐色土 2 層に類似粒子が細かい
58 

4 暗褐色土 SP を多く含む

1 暗黒褐色土 明掲色土プロック含む

92 2 暗黒褐色土 混入物少ない

43 29-B05 円 92 土器片 （勝） II A 3 暗黒褐色土 炭化物を多く含む

44 4 明褐色土 明褐色土プロ／ク含む

5 暗褐色土 SP を多く混入

(110) 
l 暗褐色土 粘性ロームプロック含む 45号土横に切ら

44 32~33-B05 長円 90 IV 
2 明褐色土 ロームプロック主体 れる

32 

200 
1 暗黒褐色土 SP を含む

45 33-B05~06 
不正長

124 I 
2 暗黒掲色士 1 層より暗い 44号土城と重複

円 3 暗褐色土 ローム粒を若干含む する
66 

4 暗褐色土 ローム粒、プロソク含む

90 l 暗褐色土 褐色土プロックを含む

46 30-B02 円 84 土器片 （関） IIIB 2 暗揺色土 ロームプロック、 SP含む

30 3 明褐色士 ロームプロック、 SP含む

90 
1 暗褐色土 褐色土プロック多く含む

2 明褐色土 明褐色土プロック含む
47 32~33-B02 円 84 IIIB 

3 明褐色土 SPローム粒を多く混入
34 

4 明褐色土 ローム粒、ブロック主体

100 1 暗黒褐色土 SP を若干含む

48 29-A46~47 長円 82 土器片 （勝） IIIB 2 暗褐色土 ローム粒を若干混入

23 3 明褐色土 ローム粒、 SP を含む

96 1 暗褐色土 褐色土プロック多く含む

49 31-A47 不正円 90 士器片 （勝） IIIB 2 暗掲色土 ローム粒含む

35 3 明褐色土 ローム粒プロック含む

l 暗黒褐色土 SP を多く含む

125 深鉢 2 点（勝） 2 暗黒褐色土 褐色土プロックを含む

50 32-A47 円 110 彫器 1 点 IIA 3 明暗褐色土 ローム粒を多量に含む

57 スクレイパー 4 暗褐色土 SP を含む

2 点 5 暗褐色土粒子の細かい土

180 
土器片 （諸）

1 暗褐色土 ロームプロック含む

51 33~34-A47 長円 133 IIIA 2 暗褐色土 よごれたローム粒主体

33 
打製石斧 2 点

3 明褐色士 ローム粒、 SP 主体
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番号 位置（グリッド） 形状 規模(cm) 出土遺物 分類 土 層 備 考

220 
1 暗褐色土 ロームプロック少し含む

35~36-A48~ 
不正 土器片 （諸）

2 暗褐色土 ロームプロック SP含む 54号土壊と重複
53 188 IV 

3 暗褐色土 ロームブロック含む する49 
40 

4 明褐色土 ローム粒、プロソク含む

270 
1 黒褐色土 SP を多く含む

36~37-A48~ 
長円 162 

2 黒褐色土 ロームブロック混入
53号土壊を切る54 

49 
I 

3 黒褐色土 2 層に顆するが明るい
78 

4 黒褐色土 ローム粒を若干混入

1 暗黒褐色土 SP 、ローム含む

203 2 暗黒褐色土 1 層に以るやや明るい

55 37-A47~48 円 180 IIA 3 黄褐色 ローム、崩落土である

93 4 暗褐色土 ロームプロックを含む

5 明褐色土 ロームを主体とする

130 
1 暗黒褐色土 SP を若千含む

56 36-A44-45 不正円 115 
土器片 （関）

IV 
2 暗黒褐色土 ローム粒、 SP含む

訣：状耳飾 1 点 3 暗褐色土 ローム粒を多く含む
30 

4 明暗褐色土 SP プロックを含む

100 

57 36-A42~43 円 100 IIIB 

30 

134 1 淡褐色土 炭化物若干含む
2 号住居址と重

58 27~ B31~32 円 120 IIA 2 淡褐色土 1 に以るがしまりがない
複する

80 3 褐色土 SP粒子含み黒っぼい
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番号 位置（グリッド） 形状 規模(cm) 出土遺物 分類 土 層 備 考

130 

59 26-A42 不正円 90 IV 

20 

28~29-A41~ 
150 

60 長円 130 土器片 （関） IIIA 
42 

84 

土器片 （勝） l 黒褐色土 ローム粒含む

332 打製石斧 l 点 2 黒褐色土 ローム粒含む

61 
27~29-A39~ 

楕円 308 スクレイバー 3 黄褐色土 ロームを主体とする
40 

l 点 4 黒褐色土 ローム粒、炭化物含む56 

磨石 1 点 5 淡褐色土 ローム、炭化物含む

140 

62 31 ~ A41~42 不正円 122 土器片 （勝） IIIB 

27 

92 

63 30-A38 円 82 IV 

30 

85 

64 31-A37 円 84 IIIB 

10 

174 
l 黒褐色土 ローム粒プロソクを含む

2 黒掲色土 l に類しやや暗い
65 33~ A37~38 142 

130 
3 黒褐色土 1 に以るかプロソク含む

4 暗褐色土 ローム粒が主体

llO 
l 耕作土

2 暗褐色土 SP を多く含む
66 37~ A40 円 102 IIA 

3 SP を主体とする
40 

4 明褐色士 SP とローム粒主体

210 
1 暗掲色土 SP を若干含む

67 
41~42-A35~ 

長円 152 II A 
2 暗褐色土 ローム粒を少し含む

36 
58 

3 明褐色土 SP を多量に含む

4 明褪色土 3 に類しローム粒含む

582 土器片石鏃1点 1 暗褐色土 ロームを主体とする
69号土壊と重複

68 
46~49-A37~ 

不正円 スクレイパー4点 2 淡褐色土 ロームを主体とする544 
40 

打製石斧 1 点 3 ローム層 4 黄掲色土
する

25 

1 黄掲色土 ローム粒若干含む

不正長
170 

土器片 （関）
2 黒褐色土 ローム粒、炭化粒含む

68号土塘と重複
69 

47~48-A37~ 
122 I 3 黄褐色土 ロームプロック主体

38 円
77 

石鏃 1 点
4 黄掲色土 ロームを多く含む

する

5 淡褐色土 ロームを多く含む

隅丸長
110 

士器片 （関） 5 号住居址と重
70 32-BOl 80 IIIB 

方
30 

磨石 1 点 複する

118 
11号住居址と重

71 45~46-B25 不正円 (80) 土器片 （関） IIA 
複する

65 

128 
1 暗黒褐色土 褐色土プロック含む

72 30-Bll~12 円 126 士器片 （関） IIIB 
2 暗褐色士 ローム粒を含む

26 

148 士器片 （関） 1 暗掲色土褐色土プロック多〈含む

73 
30~31-BlO~ 

円 124 スクレイバー1点 IIIB 2 暗掲色土 SP を少し含む
11 

打製石斧 1 点 3 暗褐色土 黄色土の小プロック含む34 

184 1 暗掲色土 褐色土プロック多く含む

74 
33~34-B08~ 

円 182 敲石 1 点 IIIB 2 暗褐色土 1 と同色プロックを含む
09 

32 3 暗掲色土 暗掲色のロームプロック

76 
1 暗褐色土 SP を多く含む

75 38-B07 不正円 66 土器片 （関） IV 
2 暗掲色土 ロームブロック粒含む

28 

106 

76 
39~40-B07~ 

不正円 102 土器片 （関） II A 
08 

72 

235 



第VI章諏訪西遺跡

番号 位置（グリッド） 形状 規模(cm) 出土遺物 分類 土 層 備 考

不正長
142 土器片 （関）

77 46~47-B02 112 スクレイバー IV 
円

20 1 点

46~47-A44~ 
178 

78 不正形 166 IV 
4,5 

20 

110 

79 51-A41~42 円 106 石鏃 l 点 IIIA 

20 

110 

80 39-BOO~01 不正円 80 IIIB 

23 

113 

81 25~26-B 12 不正円 108 IV 

16 

不正長
130 1 黒褐色土 SP褐色土プロック含む

82 44-A41~42 112 IIIA 2 暗黒椛色士 SP 、ローム粒混在
円

34 3 掲色土 SP プロックローム粒混在

土演出土土器 （第202~211図）

1 号土城 (1~16)

1 は波状口縁となり、口縁直下および頸部に梯子状沈線をもつ併行沈線を 2 条廻らせ、その内部に同様の併

行沈線により蕨手状等を描く。 2 は、平縁で口縁直下および頸部に併行沈線を廻らせ、その内部に併行沈線

を鋸歯状に施し菱形、三角等の文様を描き、瘤状の突起を貼付する。また孔を有する。胴部には、 RL (0 

段多条） •LRで結束による羽状縄文を施す。 3 は胴部に半戟竹管によるコンパス文をもち、地文に LR· R 

L の結束による羽状縄文を施す。 4 • 6~10 • 16は胴部に、閉端環付の LR·RL により羽状縄文を施すも

の。 5 は、胴部に閉端環付の RL を施すもの。 11 • 15は、胴部に LR·RL による羽状縄文を施すもので、

15は上げ底となる底部である。 14は、胴部に LR (0 段多条）． R L (0 段多条）の結束による羽状縄文を施

すもの。 12 • 13は、胴部に RL を施すものである。

2 号土猥 (17~26)

17は、口縁部に平行沈線および円形刺突文をもつもの。 18は、胴部に半戟竹管による爪形の連続刺突を廻ら

せ、地文に閉端環付の LR·RL による羽状縄文を施す。 19 • 20 • 22~24は、胴部に閉端環付の LR·RL

による羽状縄文を施したもので、 0 段多条を用いたもの20 • 22 もある。 21は、胴部に L·Rの 2 本による結

節回転を施したもの。 25は、波状口縁となり全面に LR (0 段多条）． R L (0 段多条）による羽状縄文を施

したもの。 26は、胎土に砂粒を含む無文のものである。

3 号土猥（27~41)

27は、波状口縁となり口縁部に刻目をもつ細い隆帯を施すとともに、蕨手状等の撚糸側面圧痕を施す。 28 • 

29は、双頭となる波状口縁で、口縁部に梯子状沈線をもつ併行沈線により蕨手状および連結線等を描き、円

形刺突・瘤状貼付文を施す。 38は、双頭となる波状口縁で、口縁直下に刻目および半載竹管による並行沈線

を廻らせ、口縁部に梯子状沈線をもつ並行沈線により蕨手状・連結線および瘤状貼付文を施す。 32は、口縁

部に梯子状沈線をもつ併行沈線により蕨手状・連結線および円形刺突・瘤状貼付文を施し、その下に梯子状

沈線をもつ併行沈線を廻らせ口縁部文様の区画を行ない、胴部に縄文を施す。 31は、平縁で口縁直下に梯子

状沈線をもつ平行沈線（半戟竹管）により蕨手状・菱形・円形等を描き、胴部には閉端環付．開端他条（繊

維束）結縛の RL を施す。 30は、波状口縁となり口縁直下および頸部に梯子状沈線をもつ併行沈線を廻らせ、
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ロ縁部に同様の沈線により連結線ないし菱形を描き、胴部には閉端環付の RL を施す。 40は、平縁で口縁部

および胴部下部に閉端環付となる原体の環部の圧痕・瘤状貼付文をもち、胴部には閉端環付の RL を施す。

33 • 36は、胴部に閉端環付の LR·RL による羽状縄文を施す。 34 • 35は、胴部に閉端環付の RL を施す。

37は、胴部に閉端環付．開端他条（繊維束）結縛の LR (0 段多条）およびLR (0 段多条）． R L (0 段多

条）の結束による羽状縄文を施す。 39は、胴部に LR·RLの結束による羽状縄文を施したやや上げ底とな

る底部である。 41は、平縁で全面に LR (0 段多条）． RL (0 段多条・開端他条結縛）の結束による羽状縄

文を施す。

5 号土猥 (42~47)

42は、胴部に閉端環付の LR (0 段多条）． RL により羽状縄文を施す。 43は、胴部に R L (0 段多条）を施

す。 44~47は、同一個体と思われるもので、胴部に LR·RL による羽状縄文を施し、上げ底となる底部に

も縄文を施す。

6 号土城（48~52)

48は、双頭となる波状口縁で、口縁直下に梯子状沈線をもつ併行沈線を廻らせ、口縁部に連結線等を描き瘤

状貼付文および円形刺突を施す。 49は、口縁部に併行沈線で文様を描き、瘤状貼付文および円形刺突を施す。

50は、胴部に閉端環付の LR (0 段多条）を施す。 51は、無文の丸底ないしは尖底となる底部片である。 52

は、胴部に閉端環付の LR·RL による羽状縄文を施す。

7 号土城（53~71)

53は、波状口縁となり口縁直下に梯子状沈線をもつ併行沈線を廻らせ、口縁部に同様の沈線で連結線等を描

く。 54は、双頭となる波状｀口縁で、口縁以下に L·Rの 2 本を用いた結節回転を施す。 55は、平縁で口縁直

下および口縁部下に梯子状沈線をもつ併行沈線を数条廻らせ、口縁部に刻目状の連続刺突を鋸歯状に施し、

円形刺突・瘤状貼付文を施す。 56は、波状口縁となり口縁直下に刻目および半載竹管具による平行沈線を数

条廻らせ、口縁部に同様の刻目・沈線を描き、刻目をもつ瘤状貼付文をもつ。 57 • 58は、口縁部に併行沈線

で文様を描き、瘤状貼付文をもつもので、併行沈線間に梯子状沈線をもつもの57 もある。 59~61は、胴部に

閉端環付の LR·RL による羽状縄文を施したもの。 62 • 70は、胴部に LR·RL により羽状縄文を施した

もの。 63 • 66~68は、胴部に結節回転を施したもので、 L·Rの 2 本によるもの66 • 67 と、 L·Lの 2 本に

よるもの63 • 68がある。 64 • 65は、胴部に LR を施したもの。 69は、上げ底となる底部で、胴部下に閉端環

付の RL を施したもの。 71は、やや上げ底となる底部で、 R·Rの 2 本による結節回転を施したもの。

8 号土壊（72)

72は、胴部に LR を施したもの。

9 号土壊（73~80)

73·74は、胴部に閉端環付の RL を施すもので、 0 段多状を用いるもの74 もある。 75~79は、胎土に小砂粒．

礫を含むもので、 75は無文のもの。 76 • 77 • 79は、胴部に隆帯および半戟竹管による平行沈線で文様を描く

もので、地文に RL を施す76 • 77。 78は、胴部に RL を施す。 80は、上げ底となる底部をもつ深鉢で、胴部

に L·Lの 2 本による結節回転を施したもの。

12号土壊（81)

81は、胴部に R L (0 段多条）を施したもの。

14号土猥（82 • 83) 

82は、波状口縁で口縁直下に梯子状沈線をもつ併行沈線を 2 条廻らせ、口縁部に同様の沈線により連結線・
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蕨手等を描き、刻目をもつ瘤状貼付文および円形剌突を施す。83は、胴部に RLR （前前段多条）を施したもの。

15号土堀（84~88)

84 • 85 • 87は、胴部に閉端環付の LR (0 段多条）． RL (0 段多条）による羽状縄文を施す。 86は、胴部に

LR (0 段多条）． R L (0 段多条）による羽状縄文を施す。 88は、無文の平縁である。

16号土壊 (89)

89は、胴部に LR·RL による羽状縄文を施すもの。

17号土塘（90~97)

90は、波状口縁となり口縁直下に梯子状沈線をもつ併行沈線を廻らせたもの。 91 • 95 • 96は、胴部に L·L

ないしは R·Rの 2 本による結節回転を施すもの。 92は、胴部に LR (0 段多条） •RL (0 段多条）による

羽状縄文を施したもの。 94は、胴部に LR (0 段多条）． R L (0 段多条）の結束による羽状縄文を施したも

の。 9 7 は、胴部にアナダラ属の貝殻による貝殻背圧痕を施したもの。

18号土猥（98~111)

98は、胴部にふくらみをもつ深鉢で、口縁部に梯子状沈線をもつ併行沈線で文様を描き、瘤状貼付文を配す

る。胴部には、閉端環付の LR·RL により羽状縄文を施す。 99は、波状口縁となり口縁直下および頸部に

梯子状沈線をもつ併行沈線を廻らせ、口縁部に同様の沈線により蕨手・連結線等を描く。 100は、平縁で口縁

直下に半戟竹管による爪形文をもつ乎行沈線を廻らせ、口縁部に同様の沈線および爪形文をもたない平行沈

線により文様を描く。 101 • 104は、平縁で口縁以下に LR (0 段多条）． R L (0 段多条）の結束による羽状

縄文を施す。 102は、平縁で小形の深鉢を呈し、口縁以下に LR を施すとともに円形剌突をもつ。 103·105は、

胴部に LR·RL により羽状縄文を施すもので、 0 段多条を用い瘤状貼付文をもつ。 107~109は、胴部に L

R ないしは RL を施すもので、 0 段多条を用いやや上げ底となるもの109。 106は、胴部に閉端環付の LR·

RL により羽状縄文を施す。 110は、平縁となる深鉢で口縁以下に縄文を施すが、上半には LR(O 段多条）．

R (0 段多条）による羽状縄文を 2 段施し、下半に RLR (0 段多条）を施す。 111は、胴部に LR (0 段多

条）． RL (0 段多条）を施文方向を変化させながら羽状縄文を施す。

19号土塙（112)

112は、胴部に RLR を施したもの。

24号土塘（113~117)

113は、波状口縁となり口縁直下に半戟竹管による爪形文をもつ平行沈線を廻らせ、口縁部に同様の沈線で連

結線を描く。 115~117は、胴部に RL を施すもので、 0 段多条を用いるもの115· 117がある。 114は、胎土に

砂粒を含み、胴部に隆帯および平行沈線を施す。

27号土塘 (118~128)

118 • 119は胴部の閉端環付の LR·RL による羽状縄文を施す。 120 • 123は、胴部に LR·RL による羽状

縄文を施す。 121 ・ 126は、胴部に RL を施したもの。 122 • 124 • 125 • 127 • 128は、胎土に砂粒を含むもので、

胴部に RL を施すもの122·127。沈線による曲線を描くもの128。垂下する平行沈線をもち区画内に斜位に連

続刺突を施すもの124。隆帯および爪形文をもち、胎土に雲母片をも含むもの125がある。

29号土壊（129 • 130) 

129は、胴部に RL を施したもの。 130は、胴部に閉端環付の LR を施したもの。

30号土壊（131~135)

131~133は、口縁以下ないしは胴部に閉端環付の LR·RL による羽状縄文を施したもので、 0 段多条を用
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いるもの132 • 133 もある。 134 • 135は、胴部に RL を施したもの。

31号土塘（136~139)

136~139は、口縁以下ないしは胴部に閉端環付の LR (0 段多条）． RL (0 段多条）による羽状縄文を施し

たもので、 139は、上げ底となる底部で底に半戟竹管による連続爪形文を円形に施す。

33号士壊（140~144)

140は、波状口縁となり口縁直下に半戟竹管による爪形文をもつ平行沈線を廻らせ、口縁部にも同様の沈線に

より文様を描く。 141は、胴部に閉端環付の LR (0 段多条）． RL (0 段多条）による羽状縄文を施す。 143

は、口縁部が無文となるもの。 144は、底部である。 142は、胎土に細砂粒を含み、胴部かかなり張る器形と

なり RL を施す。

34号上横（145~147)

145は、胎土に砂礫を含み胴部に条線を横位に施す。 146 • 147は、胴部に閉端環付の LR· RL による羽状縄

文を施す。

37号土壊（148~153)

148~151は、胴部に LR ないしは RL を施すもので、 0 段多条を用いるもの150 もある。 152は、胴部に LR

(0 段多条）． R L (0 段多条）により羽状縄文を施す。 153は、胴部に縄文を施す底部片である。

39号土壊 (154 • 155) 

154は、頸部に刻目をもつ細い隆帯を 2 条廻らせ、口縁部には円形刺突および刺突、胴部には LR (0 段多条）．

RL (0 段多条）による羽状縄文を施す。 155は、胴部に閉端環付の LR·RL により羽状縄文を施す。

41号土壊（156)

156は、胴部に閉端環付の LR·RL による羽状縄文を施すもの。

43号士塘（157~166)

157は、口縁直下に梯子状沈線をもつ併行沈線を 2 条廻らせ、口縁部に同様の沈線で蕨手および連結線を施し

瘤状貼付文をもつ。 158は、胴部に半載竹管による平行沈線で曲線を描きその上下に縄文を施す。 159 ・ 160 は、

ロ縁以下ないし胴部に LR· RL で羽状縄文を施す。 161は、胴部に L·L の 2 本による結節回転を施したも

の。 163は、胴部に LR·RLの結束による羽状縄文を施す。 162 • 164~166は、胎土に砂粒および雲母を含

むもので胴部に隆帯・爪形物をもつもの164。隆帯・押引きによる沈線を施すもの162。無文となるもの165 • 

166がある。

46号土塘 (167~169)

167は、口縁に刻目をもつ隆帯を数条廻らせるもの。 168は、胴部に組紐による回転圧痕が施される。 169は、

胴部に LR 、 RLによる羽状縄文か施される。

48号土壊（170~175)

170~174は、胴部に RL を施したもの。 175は胎土に砂粒を含み、胴部に沈線により曲線等の文様を描くもの。

49号土塘（176)

176は、胎土に砂粒を含み無文となる胴部片である。

50号土塘（177~190)

177は、平縁となり口縁に 1 ヶ所把手をもつ深鉢を呈し、胎土には小砂粒・礫を含む。文様は口縁に隆帯と沈

線により曲線を描き隆帯による把手をもつ。胴部には上下に隆帯および沈線を廻らせ、その区画内に「O」

状に隆帯を配し、地文に LR をもち半載竹管および棒状具等により沈線・刺突文を施す。 178は、胎土に砂粒
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を含み胴部に RL を施したもの。 179は、胴部に閉端環付の LR (0 段多条）． RL (0 段多条）による羽状

縄文を施す。 180は、胴部に L·L の 2 本による結節回転を施したもの。 182 • 183は、胴部に RL を施したも

の。 184は、胴部に閉端環付の LR を施したもの。 181 • 185~189は、胎土に砂粒を含むもので、胴部に密な

RL を施したもの185~188。胴部に沈線により押引きを施すもの181。また沈線で小さな弧状ないしは鋸歯状

を描くもの 189がある。 190は、やはり胎土に砂粒を含むものでキャリパー形を呈する平縁の深鉢となる。ロ

縁部が幅狭の無文帯となり胴部に密な RL を施すものである。

51号土城（191~196)

191は、胴部に閉端環付の LR·RL による羽状縄文を施す。 192は、胴部に半載竹管による平行沈線で曲線

を描〈。 193~196は、胎土に砂粒・小礫を含むもので胴部に RL を施したもの。

53号土壊（197~203)

199は、胴部に縄文を施したもの。 197 • 198 • 200~203は、胎土に砂粒を含むもので、波状口縁となり波頂下

に孔を有し、半載竹管による爪形文をもつ平行沈線を施すもの197。 197 と同一個体と思われるもので、口縁

部に半戟竹管による爪形文をもつ平行沈線により文様を描くもの198。胴部に RL を施したもの200~203があ

る。

56号土壊（204)

204は、胴部に LR·RL により羽状縄文を施したもの。

60号土猥（205)

205は、胴部に LR を施したもの。

61号土横（206~234)

206 • 209 • 212 • 215 • 216 • 224 • 226 • 230~234は、胎土に小砂粒．礫を多く含むもので、刻目をもつ隆帯に

より文様区画を行ない平行沈線および連続刺突により文様を描くもの206。刻目をもつ隆帯で孔を有する把手

状となり、把手の隆帯上には連続する爪形刺突を施すもの209。無文となる口縁のもの212。隆帯を平行に施

しその間に隆帯で円形文をもつもの215。刻目をもつ隆帯で文様を描き、隆帯の両側に連続刺突をもつもの

216。胴部両側に連続刺突をもつ平行沈線を垂下させ文様区画を行ない、区画内に連続する爪形刺突で文様を

描〈もの226。胴部に円形状の文様をもち刺突および円形文をもつもの224。胴部に平行沈線を施し、地文に

撚糸文ないしは縄文を施すもの230~232。胴下部に隆帯を廻らせるもの234かある。 208は、胎土に砂粒を多

く含む内反する口縁をもつ深鉢で、口縁部に「n」状に 2 種類のエ具による連続刺突を施したもの。 207·210 • 

211 • 213 • 214 • 218~223 • 225 • 227~229は、胎土に小砂粒．礫および雲母片を多量に含むもので、口縁部

に刻目をもつ隆帯で文様を描き口縁が突起状となり、隆帯の両側には半戟竹管による押引きの沈線を施した

もの207。口縁部が無文ないしは刺突をもつ隆帯をもつもの210·217。口縁部に半載竹管で押引きによる沈線

を横位・斜位に施したもの211 • 229。胴部に隆帯で文様区画を行ない、区画内に連続爪形剌突および半載竹

管による波状沈線・押引き沈線等を施すもの218~223 • 225 • 227。頸部がくびれ胴部が張る深鉢を呈し、平

行沈線を廻らせ文様区画を行ない、区画内に斜位の沈線および波状沈線を施すもの228。

62号土境（235~237)

235~237は、胴部に RL を施したもの。

68号土塘（238~243)

238は、口縁以下に閉端環付の LR·RL により羽状縄文を施したもの。 239は、胴部に LR を施したもの。
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゜ 10cm 

240は、胴部に LR·RL により羽状縄文を施したもので、 241は、胴部に縄文を施した底部片である。 242 • 

243は、胎上に砂粒を含むもので、胴部に RL を施したもの242、地文に RL を施し半戟竹管による連続爪形

文を廻らせ、さらにその間に刻目状に沈線を施したもの243。

69号土描（244 • 245) 

244は、口縁部に刻目をもつ細い隆帯を数条廻らすとともに、蕨手等を描き円形刺突および瘤状貼付文をもつ。

胴部には閉端環付の縄文か~iされる。 245は、胴部に LR·RLの結束による羽状縄文が施される。

70号土猥（246)

246は、口縁以下に LR·RL により羽状縄文を施すもの。

71号上横（247 • 248) 

247は、胴部に閉端環付の LR を施したもの。 248は、胴部に LR (0 段多条）． RL (0 段多条）の結束によ

る羽状縄文を施したもの。

72号土壊（249~253)

249は、口縁以下に LR (0 段多条） •R (0 段多条）による羽状縄文を施す。 250は、胴部に閉端環付の RL

を施す。 251は、胴部に L·Rの 2 本による結節回転を施す。 252 • 253は、胴部に縄文を施すもの。

73号土塙（254~261)

254は、双頭となる波状口縁で口縁直下に梯子状沈線をもつ併行沈線を廻らせ、口縁部に同様の沈線により蕨

手を描くとともに、刺突および瘤状貼付文を施す。 255は、胴部に LR (0 段多条）． R L (0 段多条）によ

る羽状縄文を施し、円形刺突をもつ。 256 • 259は、胴部に LR (0 段多条）を施したもの。 257 • 260は、胴

部に閉端環付の LR·RL による羽状縄文を施すもので、 0 段多条を用いるものもある 257。 258は、波状口

縁で口縁以下に閉端環付の RL (0 段多条）を施す。 261は、底部片である。
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75号土猥 (262)

262は、胎土に砂粒を含むもので、口縁部に半戟竹管による爪形文をもつ平行沈線を廻らせるもの。

76号土塘（263)

263は、胴部に半載竹管によるコンパス文をもち、地文に LR (0 段多条）． R L (0-段多条）の結束による

羽状縄文を施すもの。

77号上城（264 • 265) 

264は、波状口縁となり胴部がくびれ胴下半部がふくれる深鉢を呈し、口縁から胴上半にかけて半戟竹管によ

る波状口縁でくずれた菱状ないしはレンズ状に数条廻らせ、レンズ内に平行沈線および弧線等を施す。また

口縁部に孔を有する。 265は、小型の深鉢を呈するもので、口縁以下に LR (0 段多条）． RL (0 段多条）

を施すものである。 （谷藤）

遺構外出土土器 （第212図～第217図）

遺構外より出土した土器片は、総数500片程であり、時期は早期から中期にわたっている。その主体をなす

ものは前期前半のもので、遺構の数とも比例している。また調査区中央から南西部会において撚糸文土器が

約200片程出土したが、前期の遺構埋土中より出土したものが多く、またグリッド出上のものも層位的な確認

はできなかった。中期前半に比定されるものは50片程で、 2 号• 9 号住居址周辺および南東斜面部分におい

てその出土が見られた。以下それぞれの時期に大別し説明を加えたい。

早期前半の土器

前期前葉の土器

前期後半の土器

中期前半の上器

（夏島・稲荷台式期の土器）

（ニッ木•関山式期の土器）

（諸磯 a • b 式期の土器）

（勝坂・阿玉台式期の土器）

第212図～第214図

第215図～第216図（217~241)

第216図 (242~249)

第216図 (250 • 251) ～第217図

l ~55は口唇下より撚糸文を縦位施文するものである。 1 ~36、 38~55は Rの撚糸文を施文する。 1 ~18 

は口縁部片である。 2 • 3 • 8 • 10 • 13 • 14 • 17 • 18は口唇部直下に無文部分を持つ。口縁の断面形状は丸

頭状のもの、 1 • 2 • 6 • 7 • 10 • 12 • 13 • 14 • 15 と角頭状のもの 3 • 4 • 5 • 9 • 11 • 16 • 18があり、さ

らに 8 はやや外削ぎ状、 17は内削ぎ状となっている。 8 は口唇部がやや内傾、 13 • 14はやや外反する。施文

された撚糸原体は比較的細いものが密に浅く施文されるものが多いが、中には 14 • 16のように太いものか強

く施文されるものもある。 45については一見条線様に見える。 6 • 18 • 37 • 49などは施文がまばらである。

原体の撚りはほとんどかR であるか、 37は L が用いられている。第213図59~92 も撚糸文を器面に縦位施文す

るものである。 59~62は口縁部片である。 59は尖り気味、 60は丸頭状、 61 • 62は角頭状を呈す。 59 • 67 • 69 • 

76 • 78は節が不揃いである。特に67 • 69は太い原体が用いられている。 60 • 61 • 66 • 70 • 73 • 85 • 88は条間

が空いている。 93は底部片であろう、僅かに撚糸の圧痕が見られる。 94は口縁部片である。撚糸文が口縁に

沿って横位に施文され、下位にはやや左傾した撚糸文か縦位に施文されている。 95 • 96 • 99 • 107は撚糸 L が

施文される。 97 • 98 • 100 • 101 • 102 • 103 • 104 • 105 • 106 • 107は器面に縄文力渭i文される。 100は口唇部が

丸く肥厚する。いづれも非常に堅緻な土器である。第214図108~130はいわゆる絡条体条痕文である。 108~

111は口縁部片、 108は角頭状を呈す。 110 • 112 • 116 • 123 • 124 • 125は条痕とともに、回転圧痕も若干観察

される。 130は非常に浅く条痕か走りやや趣きを異にする。 131は、細い沈線による斜格子目文が付される沈
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線文系の土器である。 132~169は無文のものを一括したが、施文を持つ土器の無文部分か入っている可能性

もある。 132~138は口縁部である。 135は口唇部がかなり薄く仕上げられている。 138は口唇部がやや肥厚し、

両面より穿孔された補修孔を持つ。何れも内外面ともにていねいに撫でられているものが多い。

以上の土器は比較的焼成が良好であり、色は赤褐色ないしは灰褐色を呈す。砂粒を含むものが多く、内面

はかなりていねいに仕上げられている。厚さは 5 ~8 mmのものが多い。縄文か施文されているものがやや薄

手に作られているようである。

170は、波状口縁となり口縁部に撚糸側面圧痕および刺突を施すもの。 171~174は、口縁直下ないしは口縁

部に刻目をもつ隆帯を廻らせ、撚糸側面圧痕および刺突を施すもの。 175·176は、口縁部に刻目をもつ細い隆

帯および撚糸側面圧痕で文様を描くとともに、瘤状貼付文ないしは円形刺突をもつ。 177·181は、口縁直下お

よび口縁部下部に刻目をもつ細い隆帯を廻らせるとともに瘤状貼付文ないしは円形刺突をもつもので、胴部

に閉端環付の LR (0 段多条）． RL (0 段多条）による羽状縄文を施すもの180·181。 LR (0 段多条）． R

L (0 段多条）による羽状縄文を施すもの179 もある。 183·184は、双頭となる波状口縁で、口縁直下に梯子

状沈線をもつ併行沈線を廻らせ、口縁部に併行沈線・梯子状沈線で文様を描くとともに瘤状貼付文および円

形刺突を施す。 185~196· 199は、口縁部に梯子状沈線をもつ併行沈線で蕨手・山形等の文様を描き、円形刺

突・瘤状貼付文をもつものないしはもたないもの等がある。 197· 198は、口縁音心に半戟竹管による平行沈線を

もつもの。 200は、平縁で口縁部に孔をもち半戟竹管による連続爪形文およびコンパス文をもつもの。 202·203

は、平縁で口縁以下に L の縄文を施すもの。 204·207·208·209は、胴部に閉端環付の LR·RL による羽状縄

文を施すもので、 0 段多条を用いるもの204·208 もある。 205·207·209~214は、胴部に閉端環付の LR ないし

は RL を施すもので、 0 段多条を用いるもの205 もある。 216·217·221は、胴部に 0 段多条の L·L ないしは

R·Rの 2 本による結節回転を施すもの。 218·220·222~224は、胴部に LR·RLの結束による羽状縄文を

施すもので、 0 段多条を用いるもの218·222·223 もある。 219·225·226は、胴部に LR·RL による羽状縄文

を施すもので、 0 段多条を用いるもの228 もある。 227~234は、胴部に斜行縄文を施すもので、 LR を施すも

のに228·232~234。 RL を施すものに227·230·231。附加条 (LR に 1 本附加）を施すものに229かあり、こ

れらの内 0 段多条を用いるのは230·232~234である。 201は、胴部に半載竹管の平行沈線により菱形となる文

様を描き、地文に閉端環付の LR·RL を羽状に施すもの。 235·236は、胴部に半戟竹管ないしは櫛歯状工具

により縦長となるコンパス文を描き、地文に組紐による回転圧痕力哺信されるもの。 237~241は、胴部に閉端

環付・結束等による羽状縄文および半載竹管による連続爪形刺突を施すやや上げ底となる底部片である。 242

~244·259·242~244·259·264は、胎土に砂粒を含むもので、口縁部および胴部に半戟竹管による爪形文•平

行沈線を施し胴部に平行沈線等による文様を描く。 241~246は、胎土に砂粒を含むもので、口縁直下ないし

は胴部に平行沈線を施し地文に RLの縄文を施すもの。 248は、胎土に砂粒を含み、胴部に結節沈線による文

様を描くもの。 249は、胎土に砂粒を含み、胴部地文に撚糸文を施し、半載竹管による平行沈線で文様を描き

円形刺突をもつもの。 250·252~255·257·258·261~263·265·267·269·271 ・ 272は、胎土に小砂粒・礫および雲

母を含むもので波状口縁となり波頂下に刻みをもつ隆帯を垂下させるもの250。波状ないし平縁となる口縁部

に隆帯により文様区画がなされ、区画内に押引きの沈線により斜位・弧状・波状・鋸歯状等の文様を描くも

の253 • 255 • 257 • 258 • 261--'--263 • 265 • 267。平縁で無文のもの269。胴部に刻みをもつ隆帯および隆帯で文様区画

を行ない、区画内に大形の爪形文をもつもの252·254、胴部に大形の爪形文をもつもの271 ・ 272がある。 251 ・

256·266·268·270·273~291は、胎土に小砂粒・礫を含むもので、波状口縁となり口縁部に大形の隆帯により文

様区画するとともに把手をもち、区画内に沈線により文様を描くもの251 ・ 256·286。口縁部が無文となるもの
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268·270。口縁以下に LRの縄文を施すもの289。胴部に隆帯および沈線により文様区画ないしは文様を描く

もの266·279·281·282。胴部に平行沈線ないしは斜行沈線および鋸歯状の沈線・大形の爪形文等により文様を

描くもの278·288。胴部に押引きの沈線による平行線および曲線等を主体とする文様を描くもの273·274·277·

283·284。胴部に隆帯による文様区画および押引きの沈線による文様を描くもの276·280。胴部に平行沈線お

よび押引きによる沈線で文様を描くもの285。胴部地文に縄文をもち、押引きの沈線ないしは隆帯および沈線

による文様を描くもの275·287。胴部に RLの縄文をもつもの290。胴部が無文となっているもの291がある。

（小野・谷藤）

4 石器（第218~239図）

本遺跡における縄文時代の石器出土数は次の通りであった。住居址内137点、土壇内39点、遺構外、表採45

点で、総数221点であった。

各住居址内からの出土点数は、 1 号住居址12点、 2 号住居址24点、 3 号住居址 7 点、 4 号住居址 5 点、 5

号住居址18点、 7 号住居址 6 点、 8 号住居址11点、 9 号住居址 2 点、 10号住居址20点、 11号住居址18点、 12

号住居址 4 点、 13号住居址 9 点である。出土数は多いとは言えないが、その組成内容を見ると、打製石斧類

に関しては、前期のものは定型化されたものが少なく、極端に内厚のものや、刃部の作りが雑なものが目立

つ。また縦剥ぎ、横剥ぎの剥片を用いたスクレイパー類が多く含まれている。石皿や敲石・磨石の類につい

ても各住居址毎に出土が見られ、当時における食料生産活動の中で占める粉食加工の在り方を示している。

石鏃については、総点数33点で余り多くはなかった。形は有茎のものは無く、扶りを持つ三角鏃が多かっ

た。大きさは1. 5~2.0cmのものが多い中で、 1.0cm以下というものも 2 点ほど出土している。

石材は、黒曜石が11点、チャートが16点、黒色頁岩が 3 点、黒色安山岩 1 点、デイサイト 1 点であった。

磨製石斧は少なく、僅かに 3 点の欠損品が出土している。いづれもやや厚手の蛤刃状を呈す。石材は変輝緑

岩、輝緑岩、蛇紋岩である。すべて基部欠損品である。

装身具類の出土も少なく、 56号土渡より半分に割れた映状耳飾りか 1 点出土しているのみである。

以下、各遺構毎に出上石器の説明を加えて行きたい。 （小野）

1 号住居址 （第218図）

1 は石鏃である。基部の突出した三角形を呈す。基部は剥ぎ取ったままでほとんど無調整である。 2 は打

製石斧で基部を欠損する、甲厚である。 3 • 4 • 5 • 6 はスクレイパーである。 3 は片縁に刃部を作る。 4

は板状剥片を利用している。 5 は凹刃である。 6 は厚手の剥片を利用している。 7 は磨製の石斧か、両面、

側縁に磨き痕が認められる。 8 は蛤刃状の磨製石斧である、表面にカーボンの付着が認められる、基部欠損。

9 ·10·11は磨石である。 10は全体に磨痕が見られる。 11は両面に打痕、および側面にも打痕が見られる。

2 号住居址 （第219 • 220図）

1 はやや深い挟りを持つ長脚石鏃である。作りはていねいである。先端部を欠いている。 2 も石鏃である。

薄く剥ぎ取った剥片を利用している。両側縁に両側から調整を加えている。 3·4·5·6·7·8·9·

10 • 11 • 12 • 13 • 14 • 15 • 16 • 17 • 18は打製石斧である。 3 は片面に一部礫面を残す。 4 は短冊形を呈し、

片面にやや膨らみを持つ。刃部先端は使用による磨滅が見られる。基部欠損。 5 は撥形を呈し、横断面が三
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ここ三ニニ戸 22 

口
~ 23 □ 24 

゜

10cm 第220図 2 号住居址出土石器（ 2) ゜ 10cm 

角形をなし、刃部は片縁のみ作り出している。 6 は不定形で雑な作りである。 7 は三角形を呈し、片面に礫

面を残す。 8 は片縁に調整を加える。刃部は肉厚である。 9 は刃部を欠損している。両側縁に刃部を作り出

している。基部か曲かっている。 10は礫面を残した剥片を利用している。両側縁に刃漬しを行なっている。

11 • 12 • 13は小型のものである。 11 • 12は基部を欠いている。 13 • 14は基部・刃部を欠いている。 16 • 17 • 

18は小型の打製石斧である。 18は小型ながらていねいに作り上げられている。 19 • 20 • 21 • 22 • 23はスクレ

イパーである。 19は肉厚である。 21は側縁に礫面を残す。何れも片面からの剥離で刃部を作る。 24は石皿の

破片である。

3 号住居址 （第221図）

1 はかなり肉厚の打製石斧である。全体的に荒割りされている。 2 も打製石斧で大型の板状破片を横剥ぎ

によって得ている。 3 は肉厚の石斧である。片面に礫面を残す。 4 は菱形の破片の一辺に押圧剥離により、

刃部を作り出している。 5 • 6 は磨石である。 6 は火熱を受け表面に蜂巣状のひびが入っている。 7 は石皿

で½程を欠損している。両側に若干の凹み痕を持つ。

4 号住居址 （第222図）

1 • 2 は石鏃である。 1 は礫面を一部に残す。 2 は正三角形を呈し、％程欠損している。 3 はスクレイパー

である。両縁に簡単な刃部を持つ。 4 は横刃のスクレイパーである。 5 は磨石である。両面平らである。

5 号住居址 （第223 • 224図）

1 • 2 • 3 はやや細身の短冊型石斧である。 2 は片面に礫面を残し、厚手である。 3 は基部・刃部も欠い

ている。 4 • 5 • 7 は撥型石斧である。 4 • 5は刃部を欠く。 6 • 8 • 9 は不定形で、刃部もほとんど調整を

行なっていない。 6 • 9 は片面に礫面を残す。 10 • 11はスクレイパー、 10は全体的に風化している。 11は肉

厚である。 12はスクレイパーで直刃である。 13の刃部は弧状を呈す。 14は磨石で両端に若干の敲打痕か見ら

れる。 15は棒状の礫器で端部に打痕有り。 16は磨石。 17はほほ‘円形で偏平な磨石である。側縁に打痕と思わ

れる凹凸が認められる。 18は石皿である。卵形を呈し大きく凹み、裏面には12 コ程の凹み穴か観察される。
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゜ 10m 第221図 3 号住居址出土石器

ほぼ半分に割れており、住居内では離れて出土した。

7 号住居址 （第225図）

1 は弧状の刃を持つスクレイパー。 2 • 3 は不定形のスクレイパーである。側縁に刃を持つ。 4 • 5 は磨

石である。 6 は台石と思われる、側縁は打ち割られて形を整形されているが、両面は秘めて平滑である。
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4 号住居址出土石器

8 号住居址 （第226図）

1 • 2 はほとんど扶りを持たない石鏃である。 1 は厚みがある。 3 は打製石斧であるが、非常に肉厚で、

礫面を残し、礫器に近いものであろう。 4 は小型のスクレイパーである。片方の側縁に細かい刃を作り出す。

5 は一次剥離による破片を利用した肉厚のスクレイパーである。 6 • 7 • 8 もスクレイパーで、 6 は弧状、

7 は直刃である。 8 は縦型の剥片の側縁に刃部を持つ。 9 は磨石。 10は凹み石である。 11は石皿であるが、

使用面の凹みは浅い。

9 号住居址 （第227図）

1 は打製石斧の基部と思われる。 2 は大型の礫で、側縁の一部が欠けており、表面に磨り痕か若干認めら

れる。床面に半分以上埋め込まれた状態で出土している。

10号住居址 （第228 • 229図）

1 は三角形を呈する有挟鏃である。 2 は不定形鏃である、一部欠損している。 3 は撥型の打製石斧である

基部がやや尖る。 4 は小型の撥型打製石斧である。 5 • 6 • 9 は縦型剥片を利用したスクレイパー。 7 は石

匙である。基部の扶りと刃部以外は手を加えていない。 8 は一部に礫面を残す。 10は不定形で直交する 2 辺

に刃部を持つ。 11は側縁には下辺に刃を持つ。 13 • 14はラウンドスクレイパー状に打撃面を除いた部分に刃

部を作り出している。 15は直刃に近い。 16は半割した礫を利用した敲石である。縁辺部に打痕が見られる。

17は部分であるが磨石であろう。両面に若干の打痕が見られる。 18は磨石である。両面・縁辺部に打痕が見

られる。 19は偏平な石を利用した台石である。 20は石皿。約半分を欠いている。海の部分が大きく、裏面に

擦痕状の凹みか見られる。

11号住居址 （第230 • 231図）

1 は扶鏃である。両側縁は両面からの押圧剥離による調整が行なわれている。 2 も同様にていねいな作り
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口
16 17 

□□。 10cm 

゜ 10cm 

第224図 5 号住居址出土石器 (2)

である。やや幅広で、袂りはほとんどない。 3 は中央部で極端に厚くなる三角鏃である。 4 は頁岩製である。

先端部を欠いている。 5 は刃部のやや膨らむ打製石斧である。両側縁部に若干の調整が見られる。 6 • 7 は

スクレイパーで縦剥ぎの剥片を利用している。 8 は大型の横剥ぎ片を利用しているスクレイパーである。片

面からの押圧剥離により刃を作り出している。刃部にはかなりの磨耗か観察される。 9 は敲石である。握部

欠損している。 10は敲石。端部・縁辺に使用痕が見られる。 11は磨石。 12 • 13は凹石であるが磨石としても

使用されている。 14は磨石。両面・側縁に使用痕が見られる。 15 • 16は石皿である。 15は一部欠損している

端部凹穴が数ヵ所見られる。凹部はあまり深くない。 16は磨面に若干凹みを持つ。約半分に割れており、一

片は 13号住居址より出土している。 17は台石と考えられ、表面に径 l ~2 cm程の小穴が見られる。 18は石皿

の破片である。偏平な石を利用しており、使用面は若干低くなっており、磨耗している。
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第225図 7 号住居址出土石器

12号住居址 （第232図）

19 • 20は石鏃であり若干の挟りを持つ。 19は黒曜石、 20は黒色頁岩である。 21 • 22はスクレイパー。 21は

片側縁、 22は両側縁に簡単な刃を作っている。

13号住居址 （第233図）

1 は有扶鏃である。両面からの押圧剥離により、形を整えている。先端部を欠いている。 2 は打製石斧の

辺部欠損品であろうか、かなり磨耗が見られる。 3 は縦形の石匙である。雑なつまみ部と一辺に刃部を持つ。

4 • 5 はスクレイパーである、伴に底辺に刃部を持つ。 5 は石匙とも考えられるが意識してつまみを作り出

してはいない。 6 • 7 • 8 は磨石。伴に長円形の小礫を用いている。 7 は両面に打痕か観察される。 9 は石

皿と考えられるが、使用面は余りへこみは見られない、二つに割れており一部炉石として使われていた。

（小野）

土撰出土の石器について

1 号土壊 （第234図 1) 
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~~~l 
10cm 

1 は敲石である、約半分が欠損して

いる。

2 号土堀

2 はスクレイパー剥片の縁片部の一

部に簡単な刃部を作り出している。

3 号土横

5 号土壊

（第234図

（第234図

（第234図

2) 

3) 

3 は縦剥ぎの剥片を利用し、側縁部

に片面からの押圧剥離により、 刃を

作り出した。小型のスクレイパー。

4 • 5) 

4 は角ばった剥片の両側縁に刃部を

作る。 5 は光の尖った剥片の両側縁

に刃部を持つスクレイパーである。

7 号土壊

6 は横長剥片を利用したスクレイ

パー、礫面を残す。 7 は石皿である。

約半分を欠いていて使用面は弓状に

凹んでいる。

9 号土猥

（第234図

（第234

6. 7) 

8) 

2
 

8 は打製石斧である。小型の製品で

横剥ぎの破片を縦に利用しており、

雑な作りである。

15号土塘（第234図

18号土塙 （第234図

9) 

9 は石匙である。丸い刃部につまみ

部を作り出しているが、刃は半分程

しかつけられていない。
゜ 10cm 

10) 

第227図 9 号住居址出土石器
10は磨製石斧の刃部欠損品である。

かなり大型で、表面はていねいに仕上げられている。

27号土壊 （第234図 11 • 12) 

11は弓なりの破片を利用したスクレイパーである。端部に簡単な刃が作り出されている。 12は丸く偏平な川

原石を利用した磨石であり両面は使用によると思われる磨耗が観察される。

28号土猥 （第235図 13) 

13は横型の石匙である。扶りの少ないつまみ部を持ち弧状の刃部を持っている。

30号土塘 （第235図 14) 

14は楕円形の礫を用いた磨石である。両面・側面に使用痕が認められ、 さらに打痕による凹みも見られる。

31号土塘 （第235図 15 • 16) 

15は断面三角形の縦形剥片を用いたスクレイパー。 16は三角形の剥片の一辺に刃部を作り出している。
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口

゜ 10cm 

19 

゜ 10cm 第229図 10号住居址出土石器 (2)

40号土壊 （第235図 17) 

17は台石の破片である。使用面は平らで使用痕が見られる。

50号士城 （第235図 18~20) 

18 • 19はスクレイパーである。 18は縦形剥片。 19は横形剥片を利用している。 20は肉厚の舟底形の石片を用

いている。弧状の縁辺部に荒く刃部を作り出している。

51号土塙 （第235図 21 • 22) 

21 • 22は共に剥片を利用したスクレイパーである。同一母岩から製作したと考えられる。

56号土擁 （第235図23)

23は決状耳飾りである。やや頭のつぶれた円形で中央部には径 6 mm程の穴が両面から穿たれている。またそ

の斜上にも径 2 mm程の小孔がやはり両面から穿たれている。約半分を欠損している。蛇紋岩製である。

61号士壊 （第235 24~26) 

24は打製石斧である。片面に礫面を残している。 25はスクレイパーである。 26は歴石である。両面に打痕が

見られる。端部は欠損している。

68号土塘 （第236図 27~32) 

27は両脚鏃である。片方の脚を欠損している。 28は縦型のスクレイパーである。片側縁に刃部を持つ。 29は
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゜

14 

10cm 

16 

15 

゜ 10cm 

17 

第231図 11号住居址出土石器 (2)

打製石斧としたか、厚みを持った刃部で切るという作業には不向きである。 30はスクレイパー。台形を呈し、

打面は自然面を持つ。 31 • 32は小型の剥片を用いたスクレイパーである。
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第232図 11号・ 12号住居址出土石器（ 3)

69号土壊 （第236図 33) 

33は両側縁がやや膨らみを持つ、石鏃である。扶りは浅い。

70号土壊 （第236図 34) 

34は敲石である。長円形の川原石を用いている。側縁、両面に打痕が見られる。片方の端部を欠損する。

73号土塘 （第236図 35 • 36) 

35は中央が細くなった糸巻状を呈し、スクレイパーである。片側縁に簡単な刃部を作り出している。 36は打

面に礫面を持った不定形スクレイパーである。 2 辺に簡単な刃を持つ。

74号土壊 （第236図 37) 

37は敲石である。川原石を半戟し、断面を使用面としている。いわゆるスタンプ形を呈す。

77号土壊 （第236図 38) 

38はスクレイパー。端部が尖がった剥片の一部に刃を持つ。

79号土壊 （第236図 39) 

39は石鏃。小型の両脚鏃でかなり薄手である。石材はチャートである。

遺構外出土石器 （第237 • 238 • 239図）

l ~14は石鏃である。 1 はやや大型の鏃で薄く剥ぎ取った剥片の縁辺に両面から剥離を行なっている、扶

りも深く入っている。頁岩製である。 2 • 3 は三角形を呈し、両脚が大きく開いた形である。 4 は二等辺三

角形を呈し、片方の脚も欠損している。 5 • 6 • 7 は形態的には近似している。 6 はやや扶りか深い。 5 は
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第233図 13号住居址出土石器

中央部の厚みがある。 7 は非常に小さなものである。 8·9·10·11は作りがやや雑である。端部の仕上げ

も余りていねいでない。扶りを持たないものが多い。 12は先端部の欠損品かと思われる。石材は 8 • 9 • 11 

がチャート、 10 • 12か黒曜岩である。 13 • 14は石鏃と思われるが、スクレイパーの可能性がある。 15 • 16は

石錐であろう、縦長のつまみ部を持ち、 15は断面台型の錐部を持つ、 16は先端部を欠いている。 17は短冊型

の打製石斧、側縁部はほぼ真直ぐに仕上げられている。刃部を欠損する。 18 • 19は荒割りされた打製石斧で

ある。 18は厚さかあり礫器という感じである。 19は大型で側縁部に一部歯潰しがなされている。基部に礫面

を残す。 20 • 21 • 22は小型の打製石斧である。 20は短冊型、 21 • 22は撥型を呈す。何れも断面に自然面を残

している。 23は分銅形の打製石斧である。左右から深く扶りが入る。礫面を残し裏面は平らである。挟り部

はかなり磨滅している。 24は打製石斧であるが、刃部を欠損している。 25 • 26 • 27は石匙である。 25は三角

形の頂点部分とつまみ部を持つ。 26 • 27 ·はつまみ部がややずれて大きめのつまみ部が付される。 27は縦形

石匙である。 28 • 29 • 30 • 31 • 32 • 33 • 34 • 35 • 36 • 37は縦形のスクレイパーである。 28 • 29 • 37は打撃面

275 



第VI章諏訪西遺跡

t; l : -

9
.
 

｀
疇

‘. 
\\ :.,:~,i:J`

~
~
 

.~ 

9
:
~
"
/
:
]
9
・

5
”
~

．
、
．
~
~
；

:
~
,
;
1
:
'
~
’
~
~
『
2

: ] > 2 

こ

E
□
川
川
り
v

ロ
ロ
ー
八
川
川
リ

言
｀喜□ 3 

[

]

 

n
 
刈
了

>\//

/
‘
巡

'• 

仇
、

ク

u
 

l
l

□
 

ロ
ー

1
]

10 

'u 11 

7
 

□12 
10cm 10cm 0 

＝ヒ
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第236図 68 • 69 • 70 • 73 • 7 4 • 77 • 79号土描出土石器

に礫面を残している。 30は両側縁に粗い歯を持つ。 34 • 36は一次剥離片を用いており、自然面を残す。 33は

薄手の剥片でカーブを持つ。 38 • 39 • 40 • 41 • 42 • 43は横型スクレイパーである。 38 • 40 • 41 • 42 • 43は刃

部に若干のカーブを持つ。 39は厚手で、粗い刃を持つ。 40 • 41は礫面を残している。 43は小型でやはり礫面

を持つが、石鏃の可能性がある。 44は小型の三角形をした剥辺の二辺に刃を持っている。 45はやや大型の磨

製石斧である刃は丸みを持ち使用痕か観察される。基部を欠損する。石材は蛇文岩である。 46 • 47は磨石で

ある。 46は表面端部に打痕が見られ、使用による磨滅による陵か縦に走る。 47はやや偏平な川原石を利用し

ている。 48は台石の欠損品である。表面に使用による磨滅が若干観察される。 49は石皿である。偏平な石を

利用している。凹み部は浅いが使用により平滑になっている。半分に割れている。 （小野）
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第237図 遺構外出土石器（ 1)
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表25 石器観察表

1 図番号 I 出土位置
1 号住居址

1 I 1 住

2 I 1 住

3 I 1 住

4 I 1 住

5 I 1 住

6 I 1 住

7 I 1 住

8 I 1 住

9 I 1 住

10 I 1 住

11 I 1 住

12 I 1 住

2 号住居址

1 I 2 住

2 I 2 住

3 I 2 住

4 I 2 住

5 I 2 住

6 I 2 住

7 I 2 住

8 I 2 住

9 I 2 住

10 I 2 住

11 I 2 住

12 I 2 住

13 I 2 住

14 I 2 住

15 I 2 住

16 I 2 住

17 I 2 住

18 I 2 住

19 I 2 住

20 I 2 住

21 I 2 住

22 I 2 住

23 I 2 住

24 I 2 住

3 号住居址

1 I 3 住

2 I 3 住

3 I 3 住

4 I 3 住

5 I 3 住

6 I 3 住

7 I 3 住

4 号住居址

1 I 4 住

2 I 4 住

3 I 4 住

4 I 4 住

5 I 4 住

5 号住居址

1 I 5 住

2 I 5 住

3 I 5 住

4 I 5 住

5 I 5 住

6 I 5 住

7 I 5 住

種 顆 ］分 顆 I 最大長 (cm) 1 最大幅（cm) 1 最大厚 (cm) 1 重さ(g) | 石 材 備 考

石鏃

打製石斧

スクレイバー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

磨製石斧 ? 

磨製石斧

磨石

磨石

磨石

石皿

石鏃

石鏃

打製石斧

打製石斧
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第VI章諏訪西遺跡

図番号 出土位置 種 類 分類 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大庫 (cm) 重さ(g) 石 材 備 考

8 5 住 打製石斧 I -B 7 4 5.0 1.6 56.2 黒色頁岩, 5 住 打製石斧 II -B 6 6 5 1 1 0 39.3 黒色頁岩

10 5 住 打製石斧 II -B 5.9 4.1 1.4 42.8 黒色頁岩

11 5 住 スクレイパー II-B 6.9 7 6 2 7 128.3 黒色頁岩

12 5 住 スクレイパー II-A 6 8 4 2 1.2 31. 7 黒色頁岩

13 5 住 スクレイパー II-B 7 3 5 1 1 0 35. l 黒色頁岩

14 5 住 敲 石 II-B 13.0 7.7 4 7 697.5 輝石安山岩 端部に打痕有り

15 5 住 敲 石 14.0 3 3 3 2 254.4 輝緑岩

16 5 住 磨 石 I -A 9.9 7.9 3.9 451. 2 輝石安山岩 側縁に打痕有り

17 5 住 磨 石 I-A 10. l 9.3 4 4 606.4 石英閃緑岩

18 5 住 石 皿 I 34.8 22. 9 6.1 6810.0 点紋緑色片岩 裏面に凹穴を持つ

7 号住居址

7 住 スクレイバー 11-B 9.0 6.0 1.2 51.6 黒色頁岩

2 7 住 スクレイパー III 6.2 7 7 1 6 77. 7 黒色頁岩

3 7 住 スクレイパー III 9.4 5.9 2.4 97.2 黒色頁岩

4 7 住 磨 石 II-A 12 6 7 5 3 6 560 7 輝石安山岩

5 7 住 磨 石 II-A 10 7 6.3 3.5 379. 7 石英閃緑岩

6 7 住 石 皿 III 15 1 24 6 7 0 2200 0 石英閃緑岩

8 号住居址

1 8 住 石 鏃 1-B 1 7 1.5 0.5 1.2 チャート

2 8 住 石 鏃 I-A 2 0 1 3 0.4 0 6 チャート

3 8 住 打製石斧 II-A 11. 7 7.4 5.1 547.9 黒色頁岩

4 8 住 スクレイパー I 3.8 3.0 0.9 7 5 黒色頁岩

5 8 住 打製石斧 II-B 9.9 6.5 2.6 181.8 黒色頁岩

6 8 住 スクレイパー II-B 8 1 4 6 1 2 29 9 黒色頁岩

7 8 住 スクレイバー II-A 6 4 3 7 0 8 19 5 黒色頁岩

8 8 住 スクレイパー III 6.4 4 7 1. 3 22.9 黒色頁岩, 8 住 磨 石 13.0 6 5 3.0 419. 7 ひん岩

10 8 住 凹 石 II-A 13. 7 8 9 6.4 954.0 輝石安山岩

11 8 住炉 石 皿 II 17.3 27 4 10. 0 5220.0 輝石安山岩 I 両端を欠く

9 号住居址

1 
! 

9 住 打製石斧 I II-A 5 6 4.8 l. 9 46 1 黒色頁岩

表面磨滅している2 9 住ピット台 石 40.9 16.1 10.5 ll005 0 ひん岩

10号住居址

1 10 住 石 鏃 I-B 1.5 1.4 0.3 0 3 黒曜石

2 10 住 石 鏃 ll-B 1 7 1.5 0 4 1 1 黒曜石

3 10 住 打製石斧 I -A 9.8 4.6 1. 5 75 8 黒色頁岩

4 10 住 打製石斧 I-B 7.3 4.3 1. 4 42.4 黒色頁岩

5 10 住 スクレイパー II-A 4 7 2 5 0 7 6 9 黒色頁岩

6 10 住 スクレイパー II-A 5.4 2.6 0.7 7 2 黒色頁岩

7 10 住 石 匙 II-B 5.9 3.6 0.9 11. 7 黒色頁岩

8 10 住 石 匙 II-B 5.9 5 0 1 1 27 7 黒色頁岩, 10 住 スクレイパー 5.0 2.9 0.9 6.3 黒色頁岩

10 10 住 スクレイパー III 5 5 6.4 1 1 28.9 黒色頁岩

11 10 住 スクレイパー lII 5 2 5.4 1. 2 31.1 黒色頁岩

12 10 住 スクレイパー II-B 4 0 3.3 0.7 7.3 黒色頁岩

13 10 住 打製石斧 II-B 7.9 6.8 1. 6 88 8 黒色頁岩

14 10 住 スクレイバー II-B 10 2 7.0 2.4 141.6 黒色頁岩

15 10 住 スクレイパー 11-B 6.4 6.2 1 7 43 9 黒色頁岩

16 10 住 敲 石 II-B 10.6 8 2 4.3 500.0 雄石安山岩 打面に使用痕有り

17 10 住 磨 石 7.0 6.3 3.3 235.9 輝緑岩

18 10 住 磨 石 I -B 8.1 7 1 4.3 327 2 砂岩 端部に打痕有り

19 10 住 台 石 17.2 19.6 7. 9 4030 0 石英閃緑岩

20 10 住 石 皿 II 17.0 26 5 7. 9 3200.0 輝石安山岩 1 裏面に条痕有り
11号住居址

1 11 住 石 鏃 I-A 2.1 1.5 0.3 0.7 黒曜石

2 11 住 石 鏃 II-B 2.0 2.1 0.4 1.1 黒曜石

3 11 住 石 鏃 II-A 2.1 1.8 0.8 2.4 チャート

4 11 住 石 鏃 II-A 2.1 2.1 0.4 1.8 黒色頁岩 I 先端部欠損
5 11 住 打製石斧 II -B 6.3 4.4 1.1 36.0 黒色頁岩

6 11 住 スクレイバー III 7 8 4.6 1.0 32.0 黒色頁岩
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第VI章諏訪西遺跡

図番号 出土位置 種 顆 分類 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重さ(g) 石 材 備 考

7 11 住 スクレイパー II -B 6 8 4 5 0.9 24.4 黒色頁岩

8 11 住 スクレイパー II-B 14 2 6 3 1 0 78. 0 黒色頁岩, 11 住 敲 石 II -B 8.1 7.4 4.1 272 0 輝石安山岩

10 11 住 敲 石 II-B 12 3 7 2 4.2 611.6 輝石安山岩 端部に打撃痕有り

11 11 住 磨 石 II-A 13 4 7.2 5 4 748 3 輝石安山岩

12 11 住 凹 石 II-A 12 9 7 1 4. l 511 3 輝石安山岩 表面磨滅痕有り

13 11 住 凹 石 II-A 10 9 6.4 3.8 355 3 雄石安山岩

14 11 住 磨 石 II-A 11 7 7 6 4.7 645.2 輝石安山岩 縁辺部に使用痕有り

15 11 住 石 皿 II 31 9 25 1 9.3 10180. 0 輝石安山岩 一部欠損

16 11｛主と 13住 石 皿 Ill 42.0 27.0 9.6 12400 0 輝石安山岩

17 11 住炉 石 皿 III 14 8 23 9 6.5 2880.0 輝石安山岩 一部欠損

18 11 住炉 石 皿 II 30.l 25.6 9.1 6440 0 輝石安山岩 一部欠損

12号住居址

12 住 石 鏃 I-A 2.4 1 6 0.5 1 2 黒曜石 脚部欠損

2 12 住 石 鏃 I -A 2.0 1.3 0.5 1.0 黒色安山岩

3 12 住 スクレイパー II-A 5.4 3.2 0.8 8 6 黒色頁岩

4 12 住 スクレイパー I 4.9 3.6 1.2 17 9 黒色頁岩

13号住居址

1 13 住 石 鏃 I-A 1.8 1.5 0.4 0.7 チャート I 先端部欠損
2 13 住 スクレイパー I 4.4 3 7 1.6 21 2 黒色頁岩

3 13 住 石 匙 I -A 8.9 5.1 1. 3 60.9 黒色頁岩

4 13 住 スクレイパー II-A 7 7 5.3 1 7 54 2 黒色頁岩

5 13 住 スクレイバー II-A 7.8 5.8 1. 0 30.3 黒色頁岩

6 13 住 磨 石 II-B 8 3 4.2 2 0 85 6 輝石安山岩 1 火熱を受けている
7 13 住 磨 石 II-A 11.6 5 2 3.3 313.7 石英閃緑岩

8 13 住 磨 石 9 2 5 7 2.8 213 5 石英閃緑岩, 13住炉70土境 石 皿 III 27 5 23 4 8 5 4880.0 輝石安山岩 1 表面磨滅している
土 凛

1 号土塘 磨 石 III 13 4 4.8 5.0 399 1 輝石安山岩

2 2 号土横 スクレイバー II-B 5.7 6.0 1.1 34.2 黒色頁岩

3 3 号土塙 スクレイパー I 2 5 1.1 0.4 1.1 チャート

4 5 号土壊 打製石斧 III 8 4 7.3 1.5 95.3 黒色頁岩

5 5 号士塘 スクレイパー 6 5 3.9 1.3 17.2 黒色頁岩

6 7 号土壊 スクレイパー II-A 7 7 4.8 55.8 黒色頁岩

7 7 号土塀 石 皿 I 28 4 30.3 10.8 14206.0 輝石安山岩 I 一部欠損

8 9 号土猥 打製石斧 1-B 6.2 3. 7 1.3 24.6 黒色頁岩, 15号土壊 石 匙 1-B 6 0 4.7 0.9 24.6 黒色頁岩

10 18号土城 磨製石斧 I 7.0 7.2 3.4 228.9 輝緑岩 1 基部欠損
11 27号土壊 スクレイパー II-B 8 0 5.6 1. 7 65.9 黒色頁岩

12 27号土塘 磨 石 I -A 11.3 9. 7 4.1 678.9 石英閃緑岩

13 28号土塙 石 匙 II-B 6 6 4.7 1. 2 26.4 黒色頁岩

14 30号土凛 磨 石 II-A 11.9 8.2 4.8 739.0 輝石安山岩 1 縁辺部使用痕有り
15 31号土墳 彫 器 I 7 4 3.5 1.4 37.8 黒色頁岩

16 31号土塘 スクレイパー II-A 6 7 3.9 1.0 20.2 黒色頁岩

17 40号土瀕 台 石 23.2 12.4 11. 0 2330.0 輝石安山岩

18 50号土塘 スクレイパー I 7 5 5.1 0.9 31.2 黒色頁岩

19 50号土壊 スクレイパー II-A 5.2 7.6 1.3 58 4 黒色頁岩

20 50号土壌 彫 器 11 2 2.7 1 8 58.1 黒色頁岩

21 51号土壊 打製石斧 I -B 5.0 4.0 0.9 22 7 黒色頁岩

22 51号土塘 打製石斧 II-A 6 2 4.6 1.3 36.0 黒色頁岩

23 56号土壌 決状耳飾 3 1 l. 9 0.5 4 5 蛇紋岩 I 欠損品
24 61号土墳 スクレイパー II A 7.8 5.4 1.8 69 6 黒色頁岩

25 61号土壊 打製石斧 II A 7.8 5.2 l. 9 92 0 黒色頁岩

26 61号土壌 磨 石 II A 12 7 8.4 4.7 702.4 輝石安山岩 側縁部使用痕有り

27 68号土壊 石 鏃 I B 1.5 1.0 0.3 0.4 チャート 脚部欠損

28 68号土塘 スクレイパー I 6 3 3.7 1. 7 25.8 黒色頁岩

29 68号土壊 打製石斧 III 8 5 5.1 3.6 133.0 黒色頁岩

30 68号土塘 スクレイパー III 5.5 6.0 l. 7 56.2 黒色頁岩

31 68号土壊 スクレイバー I 3.2 1.8 0.5 2.5 赤色珪質岩

32 68号土塘 スクレイパー 2.7 l. 7 0.7 2.9 黒色頁岩

33 69号士壊 石 鏃 1-B 2.4 1.9 0.6 1.2 チャート
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図番号 出土位置 種 類 分~頴 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重さ(g) 石 材 備 考

34 70号土壊 磨 石 II-A 15.3 8.2 5.4 751.6 輝石安山岩 側縁部使用痕有り

35 73号土壊 打製石斧 III 8.6 3.1 0.9 23 5 黒色頁岩

36 73号土壊 スクレイパー III 6.3 7. 7 2.3 91. 7 黒色頁岩

37 74号土城 敲 石 8.5 6. 7 3 4 273 7 石英斑岩 使用面磨減

38 77号よ壊 スクレイパー I 6.4 4.3 1.3 27.1 黒色頁岩

39 79号土城 石 鏃 I -A 1. 4 1.0 0 2 0 3 チャート

遺構外

1 表採 石 鏃 I-A 3.1 1.6 0.3 1.6 黒色頁岩

2 表採 石 鏃 I-B 1.4 1.3 0 2 0 2 チャート

3 表採 石 鏃 I-A 1.8 1. 6 0.4 0 7 チャート 先端部欠損

4 表採 石 鏃 I -A 1.9 1 1 0 3 0 4 黒曜石 脚部欠損

5 表採 石 鏃 I-B 1. 2 1. 2 0.3 0.3 黒曜石

6 表採 石 鏃 I -A 1.5 1.1 0 3 0 4 チャート 脚部欠損

7 47 A43G 石 鏃 I-B 1.0 0.8 0.2 0.1 チャート

8 表採 石 鏃 I-A 2.1 l. 4 0.5 1 1 チャート 脚部欠損, 表採 石 鏃 II-A 1.6 1.2 0.5 0.8 チャート

10 表採 石 鏃 II-B 1.6 0.7 0.3 0.2 黒曜石 1 脚部欠損
11 表採 石 鏃 II-B 2 2 1.6 0.5 1.5 チャート

12 表採 石 鏃 Il-B 1.6 1.0 0.3 0.3 黒曜石

13 表採 石 鏃 II-B 3 7 1.8 0.6 3.3 黒色頁岩

14 表採 石 鏃 II-B 2.8 2.0 0.6 3.2 黒色頁岩

15 50A40G 石 錐 3 1 1 1 0 4 1. 4 チャート

16 50A40G 石 錐 2.8 1.1 0 4 l. 4 黒曜石

17 表採 打製石斧 I -A 8 6 4 3 1.8 77.8 黒色頁岩 I 刃部欠損
18 50A40G 打製石斧 I-A 9.2 5.5 3. 7 196.9 黒色頁岩

19 50B30G 打製石斧 I -A 18 0 8.2 4.5 712.9 黒色頁岩

20 表採 打製石斧 II-A 7 2 3.6 1.3 38.8 黒色頁岩 I 刃部欠損
21 43A48G 打製石斧 I -A 8.5 4.0 1.1 43.0 黒色頁岩

22 43A48G 打製石斧 II-B 8.7 3.9 1.8 78 4 黒色頁岩

23 表採 打製石斧 III 11.3 6.3 2.8 195.9 黒色頁岩 I 袂部分磨滅している
24 43A48G 打製石斧 II-B' 4 1 3 3 1.1 19.3 黒色頁岩

25 45A40G 石 匙 II-A 5.7 5 2 0 7 15.7 黒色安山岩

26 表採 石 匙 1-B 4 9 4.4 0.8 10 1 黒色頁岩

27 表採 石 匙 I-A 7.3 3.9 1 3 21 4 黒色頁岩

28 表採 スクレイパー I 7 3 4 4 1 4 45.5 黒色頁岩

29 表採 スクレイパー 9.7 5 7 2 1 90. 7 黒色頁岩

30 表採 スクレイバー 10 7 6 4 l. 9 109.3 黒色安山岩

31 45A40G スクレイパー 5 8 3.8 1.0 19.0 黒色頁岩

32 表採 スクレイバー 8 6 4 1 1 2 36.3 黒色頁岩

33 45A40G スクレイパー I 10.6 3.9 0. 7 29.1 黒色頁岩

34 表採 スクレイパー II-A 6.7 4 9 1. 6 38.9 黒色頁岩

35 表採 スクレイパー III 6 6 4.6 1. 9 55.6 黒色頁岩

36 表採 スクレイパー I 7.5 4 5 0 9 24.1 黒色頁岩

37 50A40G 打製石斧 6.9 4.1 1. 3 44. 2 黒色頁岩

38 50B20G スクレイパー II-B 4.9 8 0 0 9 37 6 黒色頁岩

39 表採 スクレイパー II-A 9.6 5 4 2.1 104.5 黒色頁岩

40 表採 スクレイパー I 7.4 4 3 1 4 39 2 黒色頁岩

41 50B20G スクレイバー II-B 5 1 3.8 0.7 13 5 黒色頁岩

42 50B20G 石 匙 II-B 4.6 8 0 1 1 34 2 黒色頁岩

43 表採 スクレイバー II-B 3 1 2 4 0.9 6 0 黒色頁岩

44 50A40G スクレイバー 2 1 2 0 0.5 1 6 黒色頁岩

45 表採 磨製石斧 I 8.3 6 3 3 3 239.6 蛇紋岩 基部欠損

46 表採 磨 石 II-A 9 5 7.8 4.5 490 1 輝石安山岩 磨滅による稜を持つ

47 表採 磨 石 I-A 9.5 7.8 4.5 490.1 花岡岩

48 表採 石 皿 III 14 4 28. l 8.5 3720 0 石英閃緑岩

49 表採 石 皿 II 22. l 30.6 7. 7 5660 0 輝石安山岩 1 ½欠損
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第VI章諏訪西遺跡

第 4 節 弥生・古墳時代以降

既期の遺構に関しては、井戸址と思われるものが調査区南西部において 3 基。南北にほぼ等間隔で並んで

掘り込まれたものを検出したが他に遺構は見られず、また当初調査区内に古墳ではないかと思われた若干の

高まりがあったが調査によってその形跡は認められなかった。

6
'
9
6
Z
 

296.9 

1 号井戸

1 号井戸

l 黒色土
2 暗黒褐色土

3 暗黒褐色土
4 暗黒褐色土

5 暗褐色土
6 暗褐色土

7 暗褐色士
8 暗黒褐色土

9 明褐色土 ローム粒を含む
10 暗黒褐色土

2 号井戸

1 黒色土 ロームプロックをまばらに含む
2 黒色士 ローム漸移土をブロック状に含む
3 ロームブロック

4 淡褐色土
5 黄褐色土 SPを含むロームニ次推移
6 黒褐色土 ロームをプロック状に含む
7 黒褐色土 6 に似るかロームを若干多く含む
8 黒褐色土 7 よりさらに多くロームを含む
9 灰褐色土 ローム主体でやや粘性がある
10 灰褐色土 9 とほぼ同じだがさらに粘性がある

゜ lm 

第240図井 戸（ 1)
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第VI章諏訪西遺跡

/ 

295.9 

•一

2 号井戸

3 号井戸

l ニッ岳降下灰層 (FA)

2 黒色土 ローム小粒子を極〈僅かに含む

3 黒色士 2 に似るがローム粒を多く含む

4 黒褐色土 ロームを若干含む

5 黄褐色土 4 よりさらにロームを混入する

6 黄褐色土 ロームを多量に含む

7 淡褐色土 ロームを含む

8 黄褐色土 ローム粒を多〈含む

9 黄褐色土 8 に似るがローム粒子目立つ

10 黄褐色土 ローム主体

11 黄褐色土 ロームを含む

12 黄褐色土 ローム

13 黄褐色土 やや砂利っぼいロームを含む

14 黄褐色土 ロームを含みやや粘性を持つ

15 黄褐色土 ロームプロックを混入

16 黄褐色土 13に似るが明るい

第241図井

6
.
S
6
N
 

_
l

、
+

294.6 

3 号井戸

戸 (2)
゜ lm 
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第VI章諏訪西遺跡

1 井戸址

1 号井戸 （第240図）

52~53-B04~05グリッドにて検出した。長径226cm X 短径210cmで深さ約200cmで、断面は下部やや太い

ロート状を呈す。底は方形で崩落により下面は明確には検出し得なかったか、平らであったと考えられる。

2 号井戸 （第241図）

46~47-A45~46グリッドにて検出した。長径282cm X 短径240cmで深さ 200cmであった。断面は中段を持つ

ロート状を呈す。底面はやや方形を呈し、かなり平らであった。

3 号井戸 （第241図）

41~42-A38~39グリッドにて検出した。長径315cm X 短径240cmで深さ 200cmである。断面は巾広のロート

状を呈し、底面は平らであった。覆土最上層にてFA （ニッ岳降下火山灰）の一次堆積を認めた。

3 基とも時期を決定する遺物の出土はなかったが、弥生後期から古墳時代初頭にかけて、ほぼ同時期に掘

られたものと考えられる。

2 その他の出土遺物

出土遺物については、弥生時代のものは皆無であり、古墳時代のものについても須恵器片が 2 点と滑石製

の板状製品が表採資料によって得られたのみである。 （第242図）

1 • 2 は須恵器甕の破片である。外面に格子目状の叩き目を有す。 1 は内面に青海波文様のあて目を持つ。

3 は厚さ 4.5mmで両面に断面V字状の細い擦痕を数条有す。滑石製の板状製品である。 （小野）
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第VI章 諏訪西遺跡（工事用道路）

第5
 

節 諏訪西工事用道路の調査

1. 概要

関越道建設のため農道の拡幅に伴う発掘調査である。地形的には諏訪西遺跡と同じ台地上にあり諏訪上遺

跡として知られているところである。調査区は道路に沿った細長いものとなり、調査区を 4 区 (A~F) と

分けて調査した結果古墳時代後半の住居址 1 軒と縄文時代の土塙10基を検出、 その他B区北寄りの部分では

縄文中期の土器片を多量に含む包含層を調査した。

なかった。

A·B 区以外においてはほとんど遺構・遺物は検出され

西方300m程離れた諏訪西遺跡では縄文前期を主体としているが、 B 区の遺物出土状況からすると中期の遺

構か付近に存在することが想定される。また包含層より出土した上器の中に押型文土器が含まれており、注

目される。

2. 縄文時代

A区において 1 基 B 区 6 基、 c 区 3 基の土猥を検出した。 1 号土壊は当初住居址かとも思われたが、小

規模であること、柱穴、炉址等か検出されないことなどから土城として処理した。

他の土塙については、土器片と若干の石器類が出土している。中には掘り方面の不明解なものもあり、部

分的に攪乱を受けたものもある。

B区包含層中より出土した土器は早期から中期に及び特に中期前半の土器を主体とするが器形を復元し得

るものは少なく、北斜面にあることから、土器溜りとしての性格を持つものと考えられる。
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第243図 工事用道路全体図
゜ 50m 

289 



第VI章 諏訪西遺跡（工事用道路）
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第VI章 諏訪西遺跡（工事用道路）

5 号土9‘’

302.4 

6 号土壊

．迅2.5

量
［
、
一

303. l 

302.8 

303.3 

8号土｀ 贔 •• 

第245図土 壊 (2)
゜ lm 

3. 土蹟 （第244 • 245図）

1 号土塘は隅丸長方形を呈し、規模もやや大きい。中央部よりやや浮いた状態ではあるが深鉢形士器（第

246図ー 1) が出土している。 2 ~ 7 号土塙は B 区西部分でまとまって検出したが、出土遺物は少ない。（小野）

表26 土濱一覧表

番号 位 置 形状
規模（m)

出土遺物 時期 土 層 備 考
たて X よこ X 深さ

深鉢 1 黒褐色土
掘り込みが 2 段に

土器片 2 明茶褐色土 ローム粒含む

1 
175~177-C04 隅丸長 4 2X3.3 十ー二笠ロ

3 茶褐色土 II 
なっている。

~06 方 X0.8 
スクレイパー

提
4 明褐色土 SP粒子含む

南側は削平されて

2 点 5 ローム
いる。

2 284-C 15~16 円
0 89 XO 84 

土器片 阿玉台
X0.4 

3 284-C 16~17 円

283~284-C 17 不正円
1 18 X 1 1 

土器片 阿玉台 上面攪乱を受ける4 
XQ.25 

282-C 14 不正円
l l Xl 0 

土器片 関山5 
XO 48 

6 281-Cl5 不正円
1.1 X 1.15 土器片

阿玉台
X0.38 スクレイバー

7 282-Cl7 不正円
- X 1. 2 

土器片 阿玉台
約半分未掘、

X0.18 浅い土壊である。

8 262-C 05 円
0. 9 X0.82 土器片

阿玉台
断面、やや袋状を

XO 45 打製石斧 2 点 呈す。

, 261 ~ COl~02 円
0.9X0.8 

XO 6 

10 257-B48 円
l.2X 1.05 しみ状の落ち込み

X0.15 か。
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第VI章 諏訪西遺跡（工事用道路）

土蹟出土土器 （第246図）

1号土蹟 (1~6)

1 は上横の中央より出土している。口縁部・底部を欠損している。器形は胴部でややしまる。肩部・ロ縁部

が、開く形となる。地文に LRの縄文を横位施文し、胴上位に 1 本の半載竹管による結節浮線文を横に廻ら

し、胴部は、縦の結節浮線が17本、ほぼ等間隔に垂下している。

2 • 3 は同一個体で無文地に、横位の結節浮線を持つ。焼成の良い堅緻な土器である。口唇部は内そぎ。 4

は LR縄文地に縦に、 5 は無文地に横の結節浮線を持つ。 6 は底部片で、まばらに RL 力哺虹とされている。

2 号土濱 (7~9)

7 は口縁部・端部でわずかに外へ屈曲する。沈線による渦巻を持つ。口唇部には竹管による刻みを持つ。 8

は胴部片で整形痕が連続して施文。 9 は口縁部でゆる＜内側へ向かっている。口唇部は押されており幅広と

なる。無文である。

4 号土贖(10~13)

10は口縁部でLRの縄文を持つ。 11は薄手の作りで、口縁直下に 2 本の連続爪形文を横に廻らしている。 12

は沈線による渦巻文を持つ、簿手の土器である。 13は無文の浅鉢の底部片である。

5 号土蹟（14)

14は口縁部片で地文に

6 号土嘱（15~21)

15 は LR·RL で羽状縄文を作る。 16は口縁部がくの字に屈曲する。 17は沈線による渦巻文を施し、内側は

刺突文か付される。 18は沈線により渦巻文。 19は H字に、 ミミズバレ状の隆線が付される。 20は RL縄文。

21は底部片で縦に条線が平行に付される。

7 号土蹟（22~25)

22 は LR の縄文。 23は口縁部片で端部が肥厚する。口縁下に連続爪形文か 2 条横に廻る。 24は縦の隆帯を持

つが中央がへこむ。 25は半戟竹管により横位、波状文が付されている。

8 号土蹟 (26~29)

26は RL と RL+Rの付加条により、縦・横の羽状縄文が表出されている。内面よく研磨された土器である。

27はやや内湾し、端部が若干肥厚する口縁部片である。口縁に沿って平行沈線が廻り、その下位に連続爪形

文。 28は口縁部片である。隆帯により楕円の区画文を作り Yの中は隆帯に沿って爪形刺突文を走らせ、さら

に斜めに付す。 29は底部片。指頭によるくぼみを持った隆帯を縦に付し、棒状工具による沈線で幾可学文を

描く。

B 区出土土器 （第247~254図）

調査区は東西に延びる台地の北斜面にあたり、農道が大きく S 字に曲がりながら北側に下がって行く南側

である。道路に沿って幅 3 ~4 mで調査は行なった。約30cmの表上下に20cm程の FP層を検出した。その下

は黒色土、ローム漸移、ローム層となり黒色土下層からローム上面までの中に多数の土器片•石器か検出さ

れたが、遺構は認められなかった。

出土した土器は早期から中期まで約500点程であるが、中期のものが約80％を占めている。以下出土土器に

ついて I ~IV群に分類を行ない説明を加える。

第 1 群早期後半の押型文土器である。 (1·2·3·4)
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第VI章 諏訪西遺跡（工事用道路）
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第VI章 諏訪西遺跡（工事用道路）
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第VI章諏訪西遺跡（工事用道路）
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第248図 B 区出土土器 (2) ゜ 10cm 

1 類 山形押型文土器である 1 • 2 。 1 は器形を復元し得るもので推定口径20cmである。底部は尖底と

思われるか欠損している。胴部中位でやや膨らみ、口縁部は外反ぎみに立ち上がる。口縁部から胴部にかけ

て山形押型文を重畳施文し、頸部には、竹管状工具による円形刺突文を 2 段廻らしている。口唇部は、竹管

による刻みを外側から付けている。灰色っぼい土器で石英粒が目立つ。 2 は 1 と似てはいるが別個体片であ

ろう。 3 • 4 は楕円押型文土器である。横位に回転施文される。

第 II群 前期前半の土器で繊維を多量に含む一群である (5~62) 。
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第VI章 諏訪西遺跡（工事用道路）

1 類 関山式土器に比定される。 a 種 コンパス文を持つもの5·6。 5は突起を持つと思われる。

b 種 地文に組紐を施文する 7·8·9·10·11。 11はさらに平行沈線か~文される。

2 類 黒浜式土器。 a 種 コンパス文を持つもの12 • 13 • 14 • 15。 13 • 14は同一個体。平行沈線を横

位に重畳施文し、その間にコンパス文を付す。 15は剌突文を横に施文し、コンパス文を持つ。 d 種 隆帯、

貼付文を持つ16 • 17。 16は口縁部に沿って隆帯を持ち、上に刺突文を加える。 17は口縁部に沿って平行沈線

を施し、口唇部に耳状の貼付文を持つ。 C 種 平行沈線を持つものを一括した 18 • 19 • 20 • 21 • 22 • 23。

19は貼付文を平行沈線が交錯する所へ付す。 d 種 爪形文、剌突文を持つもの。 24 • 25は連続爪形文を持

つ。 26 • 27は棒状工具による剌突文を持つ。 e 種 縄文が施文されるものを一括した。 28 • 29は無節の縄

文を施文する。 28は R 、 29は L である。 30は四単位の波状口縁を持つ深鉢形土器。波頂部に刻みを持った耳

状の貼付文を持ち、口唇部にも竹管による刻みを付す。 RL·LRの縄文で菱形を作る。内面は平滑に研磨

される。 31 • 32 • 33は無節 R を施文する。 34は L 、 35は R と L で羽状を作る。 36 • 37 • 38 • 39 • 40 • 41 • 42 

は口縁部片。 36 • 37 • 38は LR 、 39 • 40 • 41 • 42 • 50は RL を施文する。 43は LR、前々段多条。 44 • 45 • 
< R 

46 • 4 7 • 48 • 49は RL 、 LR を用いて羽状を作る。 51は異節 R <t <K と思われる。 52 • 53は LR2 本を用

いた結縄文を施文。 54は反撚 LL である。 55 • 56は LR 、 57 • 58 • 59 • 60は付加条第一種である。 f種 そ

の他の土器61 • 62。 61は無文に見えるが、器面に細線による斜格子文、半載竹管によるコンパス文が見られ

る。

第 III群前期後半の土器である。 (63 • 64 • 65) 

1 類 諸磯 b 式土器である 63 • 64。 63は地文に RLの縄文を持ち、箆状工具による刻みを持った浮線

文が横に貼り付けられている。 64は口縁部片半載竹管による平行沈線を持つ。

2 類 65は十三菩提式土器に比定される。 LR を地文に持ち、縦の結節浮線文か付される。

第IV群 中期の土器群を一括した。 (66~183)

1 類 中期初頭の五領ヶ台式土器に比定される土器を一括した66 • 67。 66は口縁部破片で、 4 条の沈線

横走し、連続剌突下に平行集合沈線文を施す。内面に煤付着の胎土に石英粒を含む。 67は沈線下に平行集合

沈線を刻目に施す。

2 類 勝坂式土器を一括した68~90。 68は波状口縁、波頂部か円環状の突起となる。突起下隆帯が垂下

し区画を構成すると思われる。区画内は幅広の半載竹管文、幅狭の竹管文と三叉文で充填されるしっかりし

た作りである。 69 • 70 とも口縁下に小突起を付す。 71 • 72は口縁下に三叉文を施し、竹管文が沿う。 73~75

はおそらく描象文と思われる。 73は細隆帯による三本指の描出であろう。 76は隆帯を蛇行させ突起頂部で渦

巻きとなる。 77~87はおそらく 1 個体であろう。口縁下に渦巻状の突起を付し、隆帯によって区画文を構成

し、幅広の竹管文とペン先状の刺突を施す深鉢である。 88 も渦巻状の突起を持つ。 89は口唇部に刻みを施す。

竹管文を平行させペン先状の連続刺突も施す。眼鏡状突起に側して三叉文を施す。 90 も渦巻状突起を隆帯が

巻き、沈線と連続刺突文が沿う。 91は浅鉢であろう。平縁。

3 類 阿玉台式土器をまとめた92~176。 92は扇状把手に 2 条の結節沈線を施す。把手外縁、垂下する隆

帯に刻みを施す。口縁下には角押文による楕円枠が施される。 93 も覇状把手、外縁に刻み。把手内に 2 条の

竹管文を施す。 94はゆるい波状縁を呈すと思われる。口縁部より刻みを施した隆帯が弧状に下る。隆帯には

眼鏡状突起と 10mm前後の孔を穿つ。 95~101は山形状の突起を一括した。 95~98 とも頂部より刻みを持つ隆帯

を垂下させる。 96は突起内外縁に刻みを施して頂部両端より隆帯か「Y」字状に垂下し、分岐点を玉抱き三

叉文を意匠する。 99 も三形突起で突起中央につまみを付す。 100は波状口縁であろう。 2 列の結節沈線が口縁
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第VI章 諏訪西遺跡（工事用道路）
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第VI章 諏訪西遺跡（工事用道路）

に沿う。 101は波状あるいは山形状の口縁、垂下する隆帯が剥落する。外縁、隆帯に沿って 2 列の結節沈線が

施される。 102は波状口縁、波頂部より垂下する刻みを持つ口縁部文様帯を区画し、隆帯口縁に沿って幅の狭

い竹管文が連続する。区画内は竹管の刺突か斜位に連続する。 103 も波状口縁と思われる。波頂部は欠損する

が、頂部より隆帯か垂下、刻みを持つ横位の隆帯との接点は突起となる。隆帯による区画内は角押文を施す。

横位の隆帯下は幅広の爪形文を施す。 104は平縁で隆帯による楕円枠を構成する。楕円接合部は「Y」字状。

2 列の結節沈線が口縁、隆帯に沿う。 105は波状口縁、隆帯による楕円枠。枠内は 2 列の結節沈線、楕円接合

部は「X」字状を呈す。 106 • 107は同一個体であろう。平縁で隆帯による楕円枠を構成する。口縁、隆帯に

沿って刻みを施す。枠内は 4 本単位の浅い沈線が枠に沿う。楕円接合部「X」字状。 108~112はゆるい波状

口縁を呈し、隆帯による楕円枠を構成し、枠内を結節沈線あるいは角押文で沿わせる。 113はやはり平縁で隆

帯による楕円枠を構成する。 114は楕円枠の接点部は盛りあかり刻みを施す。枠内は 1 条の結節沈線か沿い、

斜位に 2 条の沈線を施す。 115は平縁、隆帯による枠状文、枠内は隆帯に沿うものと、斜位の結節沈線を施す。

116·117は口唇部に刻みを施し、斜位の結節沈線を施す。 118は口唇部著しく外反する。口唇下に 2 条の角押

文と斜位の結節沈線を施す。 119は楕円状の突起を持つ平縁。隆帯による楕円枠を構成し突起内・枠内は結節

沈線を施す。 120~123は同一個体であろう。平縁で口唇部および頸部の隆帯に刻みを持つ口唇下に 1 条の結

節沈線を横走させ、隆帯にはさまれた間を結節沈線による U字状ないしは波状のモチーフを描くのであろう。

124は平縁。口唇下と頸部に断面三角形の隆帯を付し、角押文か沿う。 125は平縁か。口唇部に 2 千以上の刻

み。口唇下に 2 条、頸部上に小波状を描く 1 条の結節沈線を施す。 126は隆帯による楕円枠、口唇部上に結節

沈線。隆帯に沿い 1 条の角押文を枠内に沿わせ、山形の結節沈線を施す。 127は平縁。結節沈線で楕円を描く

のであろう。口縁下に 1 条の結節沈線を横走させる。 128は突起部を欠損する波状口縁の深鉢。胴部輪積み上

に幅広の爪形文を施す。 129は胴部破片・結節沈線で楕円を描す。幅広のヒダ状の刻みを施す。 120~123の胴

部破片か。 130は胴部破片、細隆帯を付し、幅広の爪形文を施す。 131は胴部破片。細隆帯で弧を描き、 3 条

の沈線で円環状のモチーフを描出する。 132は胴部破片。隆帯を「Y」字状に付し、隆帯に沿って結節沈線を

施す。 133は胴部破片、隆帯と三本の沈線を施す。 134~136は口唇部に隆線を持つ。 135の隆線上には連続竹

管を施す。 137~138は口縁下につまみ状突起を付す。 139の突起上には小三叉文を施す。 141 ・ 142は波状口縁

で、口縁に沿って結節沈線を施す。口縁下に結節沈線で小波状のモチーフが描かれるであろう。 143は胴部破

片。細隆帯を横位に付し、下位に結節沈線、上位に沈線による小波状のモチーフか施される。 144~147はロ

縁部上端に平坦面を持ち、口唇部外面にまばらな刻みを施す。浅鉢の口縁片と思われる。 148は波状口縁。波

頭部に突起を持ち、 3~4条の沈線を施す。 149は波状口縁に沿って 1 条の結節沈線を施す。 150はゆるい波状

ロ縁、弧を描く剥落した隆帯に 2 列の結節沈線が両端を沿う。 151 もゆるい波状縁、 1 条の結節沈線が口縁に

沿う。 152はゆるい波状縁。口唇部に竹管の連続刺突、口唇下は同ーエ具の押し引きによる結節沈線。 153~

156はゆるい波状縁で無文の土器。 157は平縁。頸部でゆる＜屈曲する。口唇上に連続竹管文、口縁部に 2 列

の結節沈線が平行する。薄手の浅鉢か。 158は大型の波状縁の突出部。無文。 159~173はゆるい波状縁。口唇

部に平坦面を持つ。無文で、器肉は厚い。 164~168は無文の浅鉢。 169は平縁、口唇部に狭い平坦面を持つ。

170はゆるい波状縁、口唇部に平坦面を持つ。 169 • 170 とも無文。 171は乎縁か。口唇部に浅い刻みを施す。

刻みを持つ隆帯を横走させる。口縁と隆帯の間には幅広の竹管文と幅狭の竹管文を平行する。横走する竹管

文にはさまれて、幅狭の竹管文で「U」字状の意匠文を施す。 172は胴部破片。連続竹管文で 2 重の円環状も

モチーフを施す。以下 3 条の竹管文のうち上 2 本に縦の押引を交互に施し小波状文を描き出す。縦方向の連

続刺突文が以下に続き横長の楕円枠状文か重走するのであろう。 173は胴部破片、刻みを持つ隆帯が交叉する。
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第251図 B 区出土土器 (5)
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第VI章諏訪西遺跡（工事用道路）
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第252図 B 区出土土器 (6)
10cm 

隆帯で平行四辺形の区画を意図したものであろう。区画内は結節沈線で充填させる。 174は平縁、隆帯上は連

続刺突文、隆帯間は連続刺突文と結節沈線を施す。 175 • 176は底部破片である。 175は浅鉢か。

第253 • 254図は完形土器および複元個体を図示しまとめた。 177 • 178 • 179 • 180は 2 類、 181 • 182 • 183は

3 類。

177は深鉢。口縁部は外傾し、頸部下半で屈曲する。 3 条の沈線を 1 組として口縁部一頸部一胴部下半を横

位区画し、頸部文様帯・胴部文様帯とも 4 条の沈線で縦位区画する。各区画内は半載竹管文が沈線に沿って

連続する。内面の器壁は荒れている。胎土に砂粒を含む。色調はにぶい橙色を呈す。

178は深鉢。胴部下半～底部のみ残存。弧を描く隆帯が胴部上半に伸び、下半は垂下する隆帯によって 4 単

位 (A+A+ a +a') に区画される。区画内は沈線と半載竹管が施される。垂下する隆帯の最下端はつまみ状

の瘤となる。胎土に砂粒、色調はにぶい橙色。

179は浅鉢。口縁～胴部の％を欠損する。ハート形の突起と上面に三角形の平坦面を築く把手を持つ。おそ

らく把手・突起とも各 2 箇配し 4 単位を構成したと思われる。口唇部は刻みを施し、口縁から頸部の屈曲に

かけて幅広の半載竹管と幅狭い半裁竹管文の 2 種で充填する。胴部および内面は磨いている。胎土に少量の

長石・石英。色調はにぶい褐色を呈す。

180は浅鉢。胴下半および口縁部％欠損。口唇部は内彎する。口縁一部に赤色処理の痕跡あり。円環状の突

起と「〇字状の突状を 2 箇 1 単位として 2 単位配したのであろうか。突起間は幅広の半戟竹管文と結節沈線

で充填される。突起・ロ縁部はていねいに磨く。胎土に少量の砂粒。色調はにぶい黄褐色。

181は深鉢。口縁部の½のみ残存。大型の厨状か山形の突起および口縁下にやや雑な作りの把手を持つ。ロ
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第VI章 諏訪西遺跡（工事用道路）

181 

183 
゜ 10cm 

第254図 B 区出土土器 (8)
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第VI章 諏訪西遺跡（工事用道路）

縁部文様帯は隆帯で区画され、 2 本 1 組の結節沈線を 4 本施し、隆帯・把手・突起に沿わせる。胎土は石英・

雲母末などを多量に含み、雑な感をうける。色調はにぶい褐色を呈す。

182は深鉢。胴部下半、把手の 1 部を欠損、隆帯で枠どられた把手を持つ。「U」字状に垂下する把手の内

側には並列する剌突文が施される。口縁部・頸部と胴部は断面三角形の細隆帯で横位区画する。口縁部文様

帯は、細隆帯による区画をなし、 2 本 1 組の沈線と結節沈線が隆帯に沿う。頸部文様帯は隆帯による楕円枠

を構成する。区画内および楕円枠内は沈線による波状文を施す。胴部は隆帯か「Y」字状に垂下し、 4 単位

を構成する。単位内は 2 本 1 組の沈線が波状文をなし、波の下端から 2 本の沈線が垂下し、それが隆帯に沿

うように「Y」字の劾果を出している。胎土は少量の長石・雲母末。色調はにぶい橙色。

183は浅鉢。口縁～体部½および½底部欠損、小型の把手が付く。おそらく 4 単位であろう。口唇部から把

手にかけて結節沈線が並列し、また口唇部および把手側縁には刻みを施す。口唇部文様帯としては 2 本 1 組

の結節沈線が口唇下と頸部に横走し、把手内で接し長楕円枠を区画する。枠内は結節沈線が施される。胎土

は雲母末•長石。色調は暗い褐色を呈す。 （山口）

拿 に）
(]3  

• •• =— 
1 

＜二こ

胃 ] ~2 迅 ¥l 、 4 ヽ 辻 < 
第255図 1 • 6 • 8 号土城出土石器

゜
10cm 

土蹟出土石器（第255図）

1 • 2 は 1 号土塀出士のスクレイパーである。 1 は礫面を残した横型剥片の下辺に簡単な刃を作り出して

いる。 2 はやや縦長の剥片の一辺に片面からの剥離による刃部を作る。 3 は 6 号土城出土のスクレイパーで

ある。薄い剥片の両辺に刃を持つ。 4 • 5 は 8 号土壊出土。 4 はやや小型の打製石斧である。やや反った剥

片を用いており、側縁部に若千の調整を加えている。 5 は縦長の打製石斧である。片面に礫面を持ち、甚部・

刃撃はやや丸みを持つ、側縁に歯潰しを行なっている。

表27 土漏出土石器観察表

番号 出土位置 種 類 分類 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重さ(g) 石 材 備 考

1 1 号土壊 スクレイバー II-A 7 3 4.4 1.4 32.7 黒色頁岩

2 1 号土堺 スクレイパー III 4.6 3.2 0 9 11 2 黒色安山岩

3 6 号土塘 スクレイパー I-A 2.6 3.3 0 5 5 8 黒色頁岩

4 8 号土塘 打製石斧 I-A 6.9 2.7 0.9 17.4 黒色頁岩

5 8 号土壊 打製石斧 I-A 13.8 4.6 2.1 138.0 黒色頁岩

B 区グリッド出土石器 （第256 • 257図）

B 区出土の石器の総点数37点であった。そのほとんどが調査を北寄りの部分にて出土したものがあり、時

期の帰属は不明である。種類の内訳は、石鏃6点、打製石斧9点、石匙5点、スクレイパー 7 点、磨製石斧 1 点、
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第VI章 諏訪西遺跡（工事用道路）
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第VI章 諏訪西遺跡（工事用道路）

敲石 4 点、磨石 1 点、凹石 1 点、石皿 1 点、不明 2 点である。

1 • 2 • 3 • 4はやや大きめの扶りを持つ石鏃である。側縁部分わずかに膨みを持つ、いわゆる鍬形鏃に近

い。 5 は二等辺三角形を呈し、挟りはごく僅かである。 6 は石槍の先端部分の可能性がある。 7 • 8 • 10は

短冊形打製石斧の刃部欠損品である。何れも側縁部は歯潰しによる調整か行われている。 9 は打製石斧の華

部欠損品である。刃部の一面に礫面か残る。 11は撥型の打製石斧である。 12は打製石斧。刃部を欠いている。

かなり磨滅が見られる。 13は小型の打製石斧である。刃部がやや広がる。基部・刃部に礫面を残している。

14は打製石斧であるが、かなり厚みを持つ。刃部を欠損する。 15は打製石斧であるが、やや不定形で、雑な

作りである。 16 • 17 • 18は横型の石匙である。 16は台形の刃部とやや大きめのつまみ部が端にずれて付く。

刃は雑な作りである。 17はカーブを持った刃部の中央部分につまみが付く。 18は不定形な一次剥片の打点部

に簡単なつまみ部を持つ。 19 • 20は縦形の石匙である。 19は縦長剥片の両側縁に刃を持つ。 20は片方の側縁

に刃を持つ。反対側の部分には礫面を残している。つまみ部にも礫面を残す。 21は縦長のスクレイパーであ

る。弧状の縦長剥片を用いている。 22は荒割りされた一次剥片を用いたスクレイパーである。 23 • 24は横型

のスクレイパーである。下縁に簡単な刃部を持つ。 25は尖頭状の剥片の両縁部に片面剥離による刃部を作り

出している。 26は片面に礫面を残した薄片を利用した下縁に弧状の刃部を持つ。 27はやや厚手の三角形を呈

表28 B 区出土石器観察表

番号 グリソド 種 類 分顆 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重さ(g) 石 材 備 考

1 269C 14 石鏃 I-A 3 5 1 8 0.6 3 1 黒色安山岩

2 石鏃 I-A 3.0 1.2 0 5 1 48 黒色頁岩

3 270C 15 石鏃 I -A 3 1 1. 7 0.5 1 7 黒色頁岩

4 268C 15 石鏃 I-B 2.4 1 4 0 4 1 4 黒色頁岩

5 268C 14 石鏃 II-B 2 3 1 4 0.3 0 8 黒色頁岩

6 268C 15 石鏃 3.8 1 5 0 8 3.48 黒色安山岩

7 打製石斧 I-A 7.5 4 3 1.9 71.9 黒色頁岩

8 268 C 14 打製石斧 I-A 7.8 5.1 1 4 69.1 黒色頁岩, 打製石斧 I -A 6 7 5.4 1 5 59.0 黒色頁岩

10 打製石斧 I-A 8.6 5.0 2 1 105.2 黒色頁岩

11 打製石斧 II-A 9 9 6.0 1. 7 109 0 黒色頁岩

12 打製石斧 I-A 4.7 3. 7 1 3 29.0 黒色頁岩

13 268C 15 打製石斧 II-A 5 9 4.0 0 9 21 5 黒色頁岩

14 268 C 14 打製石斧 II-A 6.9 4.3 2.5 75.6 黒色安山岩

15 269C 15 打製石斧 11-B 9 8 4.6 1 4 53 9 黒色頁岩

16 268C 14 石匙 III 5 0 3.8 0.9 13 1 黒色頁岩

17 268C 15 石匙 II-B 4. 7 2 6 0 6 6.2 黒色頁岩

18 石匙 III 7 0 5 6 1.7 51 5 黒色頁岩

19 269C 13 打製石斧 9.1 3.6 1.5 30.0 黒色頁岩

20 石匙 I -A 10.0 2 5 1.0 19. 9 黒色頁岩

21 石匙 10.8 3 3 1.2 37. 9 黒色頁岩

22 打製石斧 11.1 7.3 2.1 177.5 黒色頁岩

23 269C 14 スクレイパー II-B 7.6 4 8 1.5 46.3 黒色頁岩

24 スクレイパー III 9.4 4.5 l. 7 67.4 黒色頁岩

25 スクレイパー I 8.8 5.5 1.3 43.6 黒色頁岩

26 268C 15 スクレイパー II-B 5.8 3.8 1.1 21.1 黒色頁岩

27 269C 13 スクレイパー 5.3 5.7 1.2 31.9 黒色安山岩

28 磨製石斧 4.5 4 1 2.3 50.0 珪質頁岩

29 磨石 III 6.8 6.9 3.2 230.2 ひん岩

30 磨石 Ill 5.8 4 4 2.2 87.4 黒色頁岩

31 1 住 敲石 III 11.6 10.0 5.6 960.0 閃緑岩

32 磨石． I -A 9.0 9 1 5.6 610.3 石英斑岩

33 敲石 25.7 7.0 4.65 1258. 5 輝緑岩

34 凹石 I-B 9.3 8 2 4.3 457.4 輝石安山岩

35 石皿 I 13.3 17.4 5.2 1361. 2 輝石安山岩

36 269C 15 礫器 5.4 1 7 0.9 12.2 黒色片岩

37 268C 15 礫器 4.2 2 4 2 4 27.2 不明
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第VI章 諏訪西遺跡（工事用道路）

す。石片の一辺に粗い刃部を持つ。 28は磨製石斧の基部である。表面非常に良く研磨されている。珪質頁岩

製である。 29は磨石の欠損品と考えられるか、敲石としても再利用している。 30はやや小さめの川原石を利

用した敲石である。 31はやや偏平な川原石を利用したスタンプ状の敲石である。 32は円礫を用いた磨石であ

る。両辺部に敲打による使用痕か見られる。 33は細長い礫を用いた台石である。表面平滑であり、両端に打

痕が見られる。 34は凹石である。両面中央部に凹みを持ち、縁辺に使用痕か見られる。 35は石皿である。約

半分を欠損している。 36 • 37は使途不明石器である。 36は棒状の礫で一部欠損している。黒色頁岩製。 37は

卵形を呈した礫で、表面に磨痕、擦痕が見られる。軟らかい石であるが石材は不明である。 （小野）

第 6 節 古墳時代の遺構と遺物

1 号住居址 （第258図）

村道横野 1 号線から北側の台地上に取り付けられることになった道路の拡幅部分の、 174~176-B48~A

0 0 に検出された。西側¼程は調査区外のため調査できなかった。形状はやや東西に長い隅丸長方形を呈し、

規模は、 3.5X4.0mである。壁の残存状況は、北側が60cm程あるのに対して、南側は、削平かひど〈 10cm程

．＼口

. OJ 
lw 
18 / 

c
 

'VI 

B̀
 

. 

区-ｷ 

o:i_ 

0309.0 D' . 

畠
I 黄褐色土 FP、ローム含む
II 黄褐色土 FP、焼土含む
Ill 黄褐色土 II 層より焼土多く含む
IV 黄褐色土 III層に似る、 FP含む
v 黒褐色土 FP、ローム含む
VI 黒褐色土炭化物、焼土含む
1 黒褐色土 焼土、ローム含む
2 黒褐色土 焼土若干含む
3 黒褐色土 焼土、ローム含む
4 赤褐色土 焼土を主体とする
5 赤褐色上焼土
6 黒色土 FP多く含む
7 黒褐色土 ロームプロック含む

c 呈Ql .4 ー・ C'` ゚
2m 

第258図 1 号住居址
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第259図 1 号住居址出土士器•石器

であった。各壁面は、ほぼ、垂直に掘られており、壁周溝は見られない。かまどは、東壁中央やや南寄りに

設けられており、焚口の掘り方幅70cm、長さ 100cmであった。崩落しており、炭化物・焼土が検出された。

南東コーナ一部に85X55cm、深さ 65cmの貯蔵穴があり、北側部分に接し高さ 7 ~8 cm幅30cm程のロームを

踏み固めた土手状遺構が見られた。

遺物は、かまど前面に集中して出土しており、床面は、比較的平らで良く踏み固められていた。

覆土中に北壁より FPの二次堆積層の流れ込みが観察され、また覆土・貯蔵穴上層には、 FPが多量に含

まれていることから FP降下後、余り時を経ない時点で構築されたものと考えられる。 （小野）

表29 1 号住居址出土遺物観察表

番号 器種 法量 (cm) 器形の特徴 成・整形の特徴 胎土 焼成 色調 備考

やや直線的な肩部から〈の
外面 口縁部横撫で、胴部縦箆

l ~2 mm 

1 癌 ロ径 17.5 字に曲がる口縁となる。
削り下→上へ

の砂粒含 良
にぶい橙 口縁および胴上

ロ縁端部は丸みを持つ。
内面 口縁部胴部横撫で。

む
色 半部残存

口縁部接合痕残る。

ほとんどふくらみを持たな
外面横撫で胴部縦箆削り

1 mm程の
にぶい黄 ロ縁から肩部に

2 甕 ロ径 21.5 い胴部から、大きく外反す
内面横撫で

砂粒多く 良
橙色 かけて1/3残存

る口縁が付く。 含む
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第VI章 諏訪西遺跡（工事用道路）

番号 器種 法量 (cm) 器形の特徴 成・整形の特徴 胎土

ロ縁部直立ぎみに立ち上
外面 肩部箆削り、口縁部強い

微砂粒多
3 甕 口径 14 5 横撫でにより段を持つ。

り、口唇部やや外反する。
内面横撫で

く含む

丸みを持った肩部に短く直 外面胴部箆削り、左→右 1 -2 mm 

4 短頸壺 ロ径 (11 8) に立つ口縁部か付〈。 ロ縁部横撫で 程の石英

頸部に段を有す。 内面横撫で 粒目立つ

ロ径 13.1 
底部丸底を呈し口縁部外反 外面体部箆削り、口縁部横

微砂粒若
5 坪

器高 3 7 
して立ち上がる。 撫で

干含む
口唇内面に浅い沈線を持つ 内面撫で

ロ径 11 6 
丸底を呈し口縁ははぽ直に

外面体部不定方向箆削り
1 mm程の

6 坪
器高 4.1 

外反する、不明瞭な稜を持
内面 口縁部横撫で

砂粒僅か

つ。 に含む

口径 11 3 
ゆるい丸底の体部に、やや 外面体部箆削り左→右

微砂粒僅
7 坪

器高 3.6 
外反する口縁を持つ。弱い 内面 口縁部横撫で、内面に指

かに含む
稜を 2 段有す。 おさえ痕残す

8 坪
ロ径 11.3 ゆるい丸底を呈し、弱い稜 外面体部箆削り左→右口縁部 砂粒僅か

器高 3.3 を持つ。口縁部は外反する。 横撫で内面横撫で に含む

丸みを持つ体部から □縁部
外面体部箆削リ口縁部横撫で 砂粒僅か, 坪 ロ径 16.l はほぼ直に立ち、口唇部は

僅かに外反する。
内面横撫で に含む

番号 I 出土位置 種類 I 最大長 (cm) I 最大幅（cm) I 最大厚 (cm) I 重さ(g) I 石 材

10 南壁際 敲石 13.5 6.0 4.8 510.0 黒色頁岩
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焼成

良

良

良

良

良

良

良

色調 備考

にぶい橙
ロ縁部1/4残存

色

外面にぶ
ロ縁部および肩

い黄橙色

内面黒色
部1/5残存

約1/2残存底部
淡い褐色

外面荒れている

橙色 3/4残存

底部に黒斑有り
橙褐色

完形

橙色 1/10残存

黄橙色 1/8残存

備考

両端・側面の一部に弱い敲打

痕有り
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第 VII 章まとめ

第 1 節先土器時代

1 土層について

本遺跡群の位置する赤城山西麓においては、従来浅間山を給源とする浅間一板鼻黄色軽石（As-YP) 及び

浅間一板鼻褐色軽石 (As-BP) の純堆積を確認することかできるとされてきた。しかし、同地域での発掘調

査が進められて行く中で、 As-BPについては、容易に認められるもののAs-YPは、極一部の遺跡で確認す

ることができたのみにとどまっており、むしろ、 As-YP と As-BPの中間に介在する浅間ー白糸軽石 (As

SP) を 20~30cmの厚さを持つ良好な堆積状態で認めることかできる。これに近い状況としては、赤城山西南

麓富士見村（龍口遺跡）においても同様である。 As-SPについて新井 (1984) は、『色調は、両者類似し、

単独に産出する場合、識別が難しいことがある。（中略）給源から東方に80km以上、南北幅は未詳だがかなり

広い可能性がある。』として、下位指標テフラとの層位からその時代を約1. 5万年前と推定している。

中畦・諏訪西の両遺跡では、 As-YPの純堆積がないためこのAs-SPが単独に堆積しているため調査頭初

As-YP と誤認していた面があったが、その後As-SPであると位置づけている。

また、前述した事例から推察すると、赤城山西麓以東（南麓を含む）でのAs-YPの純堆積層の確認は、か

なり難しく、 As-SPの堆積の確認を行ない得る地域の方が多いと思われる。 （谷藤）

2 中畦遺跡

本遺跡での先土器時代の遺物は、第VII b 層中に包含された単一時期の石器製作に伴なう石器群としてとら

えることができよう。

その時期としては、出土層位からAs-SP （第VIII層）降下以後と考えられるが、 As-YP との関係は明確で

はない。また出土遺物からは、ナイフ型石器をみるとそれを産出する時期でも最終末段階のものと考えられ、

南関東（特に武蔵野台地）と比較するならば第IV上層に、ないしは第III層でも下位ぐらいに出土する遺物に

対比されると考えたい。

この‘ナイフ型石器と同時期ぐらいに考えられる遺物は、県内においては極めて少ない。層位的な面から本

遺跡と同層より出士している遺跡としては、本遺跡の北側約700m程の尾根状台地に位置する見立溜井遺跡が

上げられる。先に述べたごとく、赤城山西麓域における土層は、ほとんど同様の堆積を呈しており、この見

立溜井遺跡も例外ではない。遺物はAs-SPの上層より出土し、黒曜石を主材とした槍先形尖頭器を伴なう石

器集中部が数ケ所確認されている。

本遺跡と見立溜井遺跡を比較した場合、遺物の出土層位は同じではあるが、出土遺物の内容にナイフ形石

器と楢先形尖頭器という差がある。同一の器種による比較かなし得ない以上、単的に両遺跡の遺物が同時期

のものであると断定するには問題があろう。しかし、同一層位出土という面をとらえるならば、近接した時

間帯の中にあると考えられることはできる。いずれにしろ今後の検討が要される。 （谷藤）

3 諏訪西遺跡

岩宿遺跡 (s. 24) 以米今日に至るまで、全国的に先土器時代の調査・研究が各地・各研究者によって押

し進められている中で、群馬県内においても近年の開発等に伴なう新資料の急増により、再度概期の研究が
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第VII章まとめ

県内研究者の間で討論されているのか現状である。特に群馬県の場合には、浅間山、榛名山、赤城山の三山

を給源とする火山灰及び軽石層（鍵層）の良好な堆積状況を呈する地域か多いことから、この鍵層となる軽

石層の降下年代を明確にすることで、サンドイッチ状に堆積した各土層の年代（時間幅）を容易に割り出す

ことかできることになる。つまり、各上層から出上する遺物、あるいは各文化層の年代をある程度までおさ

えることが可能となり得る。このことも、群馬県の先土器時代研究での注目すべき要因の一つである。

さて本遺跡における先土器時代は、先の項で述べたごとく出土した遺物、状況から重複した文化層からな

るものでないことがうかがえる。また、出土した遺物が同時間帯、あるいは近接した時間帯の中で所産され

たもの、所謂単一時期のものであるか否かを考える上で、また編年的な位置づけを考える上からも、次の 3

点について検討を加えてみたい。

① 遺物の出土状況及び出土層位、接合資料分布

② 出土石器の検討

③ 剥片剥離技術

以下、上記 3 点の項目毎に検討し、本遺跡での先土器時代のまとめとしたい。

遺物の出土状況及び出土層位、接合資料分布

本遺跡で検出された第 1 ~ 7 ブロックまでの出土遺物は、垂直分布においてそのはとんどが半レンズ状を

呈し、遺物の出上安定面（分布が最大に広がる面）としては、やはりそのほとんどか基本士層第XVII層（暗色

帯）に位置する。さらにこの暗色帯中にあっても包含される遺物は、この層の比較的下位に位置してくるこ

とか調査所見としていえよう。つまり、周辺の他遺跡での出土状況を考えるならば、暗色帯の中での文化層

か複数となる可能性が十分に考えられる。

また、接合分布をみるとブロック間で接合した第 2 • 7 ブロック、第 3 • 4 ブロックについては、同一時

期の所産によるものとして考えられる。さらに他ブロックにおいても単一的な傾向にあるという点から、や

はり同一時期の可能性かあるものとして十分考えられる。

出土石器の検討

本遺跡で出土した石器群を代表するものとして、基部加工のナイフ形石器（l）があげられる。素材の縦長剥

片の形状をほとんど変えず、碁部と先端のみに加工を有し、比較的大型である点は、ナイフ形石器の中でも

祖源的なものといえよう。

スクレイパーについては、素材となる剥片の表面から裏面へと急角度で荒い加工を施す類 (7 • 4) が注

目されよう。また、二次加工痕を有する石器（14) としたものを考えあわせれば、南関東の高井戸東遺跡（小

田、他）において指摘された『へら状石器』との関連をも想起されるが、この時期にこうした加工を有する

石器のあることを指摘するにとどめたい。

彫器（2）についても、素材加工のあり方などを考えると、高井戸東遺跡第IX上層文化にその類例がみとめら

れよう。

さらにこれら石器群の中でもう 1 つ特長的なものとして、大型の敲石の一群であろう、平均約1600 g、もっ

とも重い例（104) においては3440 gというもので、全国的にもあまり例を見ないであろう。これは、時期的な

問題とを含むと思われるが、石器製作工程や、用いられる石材を考えるにあたって今後の検討が必要とされ

る。
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剥片については、先にA~C類の 3 分類を行なったが、この内A類の縦長剥片とされるものは、全体出土

量の中でも少なく、また縦長剥片使用の石器も極少である。このA顆に比べ、 B 、 C 類に属する剥片が遺物

の主体を成している。特に黒色安山岩によるものは、 B 、 C 類に属されるものが多い。

このように、個々の石器のあり方、その組成から見ると、先土器時代の中でも比較的古い時期様相を示す

ものが多くみうけられる。また、これらの石器から本遺跡と同時期と考えられる遺跡は、群馬県においても

また全国的にも少ないようであるが、南関東と対比させた場合武蔵野 I b 期の頃との対応関係か考えられそ

うである。

本遺跡における接合例の観察では、特にその剥片剥離行程を示す例（接合No.1~ 8 、 11~13 、 16~18 、 20 、

21) が最も多く、本遺跡の時期における剥片剥離技術を語るものであろう。これらの剥片剥離行程を示す例

は、先に述べた剥片A類を主体とするもの（接合No.1 、 4 、 7 、 13 、 21) と剥片 C類を主体とするもの（接

合No. 3 、 16 、 17 、 20) が、その代表的な例と言えそうである。ところで、剥片 B類の中で剥片A類と同様な

剥片剥離行程を示すものを指摘したか、接合例中において、剥片A類を含まないものでも、単設あるいは両

設打面の石核から剥離されたと考えられるもの（接合No. 2 、 6 、 12) があり、剥片A類と B類の接合例（接

合No.8) も存在する。これらから考えても、剥片A類を剥離する行程に、 B類の一部も含まれると考え、そ

の行程を示す例が比較的多い。さて、この剥片剥離行程は、接合No.21 に代表される様に、数度、一定の打面

から剥片剥離を行ったのち、打面再生をせず、任意に打面を転移して行くものと考えられる。また頭部調整

や打面調整などはあまり行なわれない。剥離された剥片は、全体的に縦長剥片であるか、剥片A類の代表的

な例（接合No.20ならびに92) を、含むにもかかわらず、決して多いとは言えない。剥片A類の代表例は、こ

うした剥片剥離技術の中から剥離されているものと考えたい。

これは、当時の製作者が石器製作にあたり、縦長剥片の作出を意識している結果として産出されたもので

あろう。

剥片A類の代表例は、石刃と言われる縦長剥片ど形状的に近いと考えられるが、その剥離行程を観察する

と所謂「石刃」と称されるものではなく、むしろこうした縦長剥片を作出する剥片剥離技術的にも未熟なも

のであり、より古い様相を示しているものと考えたい。群馬県内において、 AT降下以前に位置づけられる

赤城山西麓の遺跡や、月夜野周辺の遺跡の石器群の中でも、最も古い一群として位置づけられるかもしれな

い。本遺跡の接合例は、接合No.20 を除けば、用いている石材、接合する数とその状態は、決して良好とは思

えないが、今後、この石器群に近いと考えられる勝保沢中山遺跡などの資料との対比が行なわれることによ

りこうした時期の剥片剥離技術も明確にされるであろう。 （谷藤・小菅）
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第 2 節縄文時代

1 胎土分析

中畦・諏訪西遺跡より出土した土器について、遺跡別、時期別さらには分布域の違い等に分け、土器の胎

土分析を試みた。分析の方法等については後に述べることとする。分析の主目的については、従来あまり行

なわれていなかった縄文土器について、今後へ向けての資料蓄積を行ない、さらには分析方法の試行によっ

てより有効な方法を検討して行くことであるが、分析結果の検討、理解の仕方には多くの課題かあり、分析

者との相互理解が要求されている。

群馬県内では従来、須恵器や土師器等の分析は度々行なわれて来ており、特に須恵器に関しては、分析結

果の検討により、窯址推定へのアプローチとして有効な方法となりつつある。しかしなから縄文土器に関し

ては、ほとんど行なわれていなかったため、その有効性も判断できないのが現状である。

分析方法および測定条件

蛍光X線分析 分析用試料は各試料を lOµm以下に粉砕し、 5 ~10 gを径 4 cmの円板に成型して使用した。
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測定条件は次のとおりである。

蛍光X線分析装置 理学電機掬装KG-4 型

X線管球銀対陰極 50KV ⑫OmA〕

第VII章まとめ

分光結晶 Fe 、 Sr、 RbにはLiF (2 d =4,028A) Ca 、 K、 Ti、 Si、 A£にはEDDT (2 d =8,808A) 

MgにはADP (2 d =10,648A) 

検出器 LiFを使用したとき S ・ C EDDT、 ADPを使用したとき P·C

時定数 1

計数法 Fe、 Ca、 K、 Ti、 Sr、 Rbはチャートにより、 Si、 A£ 、 Mgは定時計数法によった。なおチャー

トは4°/min とした。

波高分析器積分方式

測定線 FeKf]、 CaKa 、 KKa 、 TiKa 、 SiKa 、 A£Ka 、 MgKa、 SrKa 、 RbKaの各 1 次線を使用した。

X線照射面積 20mmcf, 

標準試料 群馬県埋蔵文化財調査事業団から依頼を受けた土器 5 点 (203 • 205 • 210 • 213 • 215) を化学分

析し標準試料とした。

表30 胎土分析資料観察表

番号 遺跡名 出土位置 時 期 文 様 構 成 色 調 胎 土 の 特 徴

1 中 畦 3 号住 諸磯 b 無文 にぶい橙色

2 II 6 号住 II 縄文RL ・褐色 精製されている

3 II 5 号住 II 浮線文 明赤褐色 II 

4 II グリッド II II にぶい橙色

5 II 4 号住 黒浜 平行沈線文 にぶい褐色 砂粒目立つ

6 II 5 号住 II 灰褐色 含繊維

7 II II II 橙色 II 

8 II 30号土壊 五嶺ヶ台 結節縄文 にぶい赤掲色 微石粒若干含む, II グリッド " 
II にぷい橙色 2 ~3 mmの石英粒多く含む

10 II II II II 明赤褐色 赤色粒子含む

11 II 7 号住 II 折り返し口縁 暗赤椙色

12 II グリッド 黒浜 羽状縄文 橙色 含繊維

13 諏訪西 II 撚糸文 撚糸文 にぶい赤褐色

14 II II 関山 I 沈線による文様、刻み、円形文 明黄褐色 含繊維

15 II 11号住 II ループ文 明褐色 II 白色粒子含む

16 II 4 号住 II II 赤褐色 " 
17 II II II 羽状縄文 橙色 II 

18 II II II ループ文 灰渇色 II 

19 II 8 号住 II II 赤褐色 II 

20 II 5 号住 諸磯 a 縄文 LR にぷい橙色

21 II II II II II 微石粒含む

22 II グリッド 阿玉台 隆帯、半戟竹管による沈線、刻み 橙色

23 II II II 連続刺突文、沈線文 灰褪色 金雲母多く含む

24 II 4 号住 II 縦の波状隆帯、沈線文 にぶい褐色 砂粒多く含む

25 （エ道路） B 区 黒浜 縄文LR にぶい黄褐色 含繊維

26 II II 阿玉台 隆帯、連続刺突文 灰黄褐色 含雲母

27 " II II 無文 にぶい褐色 /, 若干含む

28 " II 勝坂 隆帯上にキャタピラ文 にぶい褐色

29 " II II 縦横の沈線文 褐色

30 " II II 隆帯、沈縄文、刺突文 橙色

分析結果の検討

第260図 1 ~ 5 はほぼ同時期の所産と考えられる一群であり、原料も同一の場所から採った粘土で焼かれた
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ものと推定したが、分析結果は、数

値に大きなばらつきが見られた。こ

のことは、推測の域は出ないが、 1 7 

は浅鉢、 3 • 4 はキャリパー形の深 • 15 

鉢で胎土に精、粗の違いが見られる 6 ロ 28
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ラフ上にも表われている。
Sr/Rb 

—lca/K 1 2 3 4 5 6 7 

14~19は前期前半に位置付けられ
第261図 胎土分析相関図

るものであり、胎土中に多くの繊維

を含む。分析結果では少ない数値でまとまる一群として捉えられ、同一の所の粘土で作られた可能性を示す

が、 15 、 19についてはCa/Kの値が大きなひらきを示している。 20 • 21 ・ 23~30は前期後半から中期前半に位

置する一群で無繊維土器である。いづれも堅致な土器である。ここで興味あることは、 20 • 21 ・ 23 • 24 • 26 • 

27 • 29 • 30は両数値ともに少ない部分に分布か見られる。これに対して22 • 25 • 28は数値が大となっている。

このことについては個々の土器に当たって見れば以下のようなことか言えよう。 25については、縄文力哺信文

されており他のものより時期的にはやや先行するものであり、数値的に近似する 4 • 5 とむしろ共伴すると

考えられる。また22 • 28は、胎土をつぶさに観察すれば、同時期に見られる 23 • 24 • 26 • 27 • 29 • 30に比し

て含まれる砂粒は小さく、持に他の土器中に見られる金雲母はほとんど見られない。さらに付け加えるなら

ば型式的には22 • 28は勝坂式、他は阿玉台式に分類され得ることも傍証の一端にはなり得るだろう。このこ

とは土器が搬入されたものかどうかは別として、材量として用いられた粘土が違っていたことと考えるのは

想像にかたくない。

以上胎土分析結果と、土器片各々の胎土観察及び型式・分布域の違いとを合わせて述べたが、やや独断的

なものとなったきらいはある。まだまだ縄文土器の分析方法、基準には問題があると思われ、今後さらに検

討、資料の蓄積を進めるとともに、資料操作の方法を我々の側から検討して行く必要があるであろう。（小野）

2 中畦・諏訪西遺跡の住居址形態について

両遺跡において検出した縄文時代の住居址は総数18軒であった。本項ではこれらの住居址について、形態

の変化を時期を追って若干述べることとする。
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第262図 住居址面積・主軸方位

18軒の住居址はその出土遺物より次のような時間的序列か想定される。

諏訪西 1 • 3 • 4 • 7 • 8 • 10 • 11 • 12 • 13号住居址→中畦 7 • 5 号住居址→諏訪西 5 ・中畦 6 号住居址

→中畦 4 • 3 号住居址→諏訪西 9 • 2 号住居址。これらは必らずしも連続的には辿れないが、住居址の構造

について見れば各期における特徴を示していると言えよう。

各住居址の規模・形態は第262図に示すように、中畦遺跡では 3 • 7 号住居址がほぼ同等の面積を持つが、

両者には時間的に差が有り、このグラフでも明らかなように、長方形を基本としたものから方形を基本とす

るものに変化していることが窺がわれる。このことは諏訪西遺跡についても同様で（中期に比定される 2.

9 号住居址は除いてある）諸磯期に比定される 5 号住居址は、たて、よこの比率が近くなってほぼ方形を呈

している。

また諏訪西遺跡の住居址は、その大きさにより 1 • 3 • 4 • 10 • 12号住居址の小形グループ、 7 • 8 号住

居址の中形、 13号住居址の大形の 3 グループに大別される。これは時期的な差か、一集落内におけるバラエ

ティーなのか今後の検討課題である。

柱穴については、関山期に比定される諏訪西 1 • 3 • 4 • 7 • 8 • 10 • 12号住居址については、主柱穴 4.

6 • 8 本を持つものがあり、 4 本と思われるものは 7 • 10 • 12号住居址がある。 6 本と思われるものは 1.

3 • 4 号住居址で壁に沿って壁柱穴が廻る。 1 • 3 号住居址は中央の一対が住穴間隔が広くとられている。
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8 本柱穴を持つものは 8 号住居址で、入口部より若干広かりを持って並列している。 11号住居址について

は主柱穴は検出されず、壁柱穴が全周しており、南側部分についいては、内側にも一列配され、二重になっ

ている。 13号住居址については柱穴、壁溝ともに見られなかった。

炉址について見ると、川原石や石皿等を転用した石組炉を持つものは、 1·4·7·8·11 ・ 13号住居址、

1 ないし 2 個の川原石を据えたものは 3 • 12号住居址で、埋甕を伴うものは 3 号住居址および諸磯期の 5 号

住居址であった。炉の位置は各主柱穴を結んだラインの内側で、中央やや北寄りに設けられたものがほとん

どであった。

中畦遺跡の住居址については黒浜期に比定される 5 号住居址は主柱穴は見られず、壁柱穴のみである。 7

号住居址は 6 本の柱穴を持つと考えられるが整然とした形では検出されなかった。径もやや小なものか多

かった。諸磯期の 6 • 3 • 4 号住居址については、やや先行する 6 号住居址には、柱穴は検出されなかった。

3 号住居址については明確なものは 2 本だけであった。 4 号住居址は、ほぼ対角線上に 4 本か検出されてい

る。

炉址は、 5·7 号住居址は地床炉で川原石が一つ据えられ、中央やや奥壁寄りに設けられていた。 6 • 2 • 

4 号住居址はいずれも埋甕炉で、 6 号住居址は北寄り、 3 • 4 号住居址は中央やや南西寄りに 2 カ所設けら

れていた。ただし、 3 号住居址に関しては調査時の所見から建て替えがなされたと思われ、同時に 2 コが使

用されていなかったと思われる。

各住居址の形状は 5 号住居址は短辺の一方かやや長い、いわゆる台形を呈しており、大小の差はあるが諏

訪西遺跡の 11号住居址からの流れを汲むものである。 7 号住居址はほとんど長方形を呈しており、この時期

には少なくとも 2 系統以上の形状があったことが窺われる。

第263図は、中畦・諏訪西両遺跡の住居址変遷図である。前期前半に少な〈とも 9 軒の住居址が造られてお

り、そこには大・中・小のグループ分けが可能であった。しかもそれらの多くが石組炉、ないしは埋甕炉を

持っている。壁溝を持つものは 1 • 12号住居址のみで、 1 • 4 • 10 • 12号住居址は多くの壁柱穴を持ってい

る。次期の黒浜期になると中畦遺跡において 5 • 7 号住居址が造られ、両者とも黒浜期の前半部分に位置付

けられると思われるが、その規模は異なり、面積は 5 号住居址の17.88m刈こ対して 7 号住居址は30.15m'であ

る。また 5 号住居址は柱穴は持たず壁溝のみであったのに対して、 7 号住居址は基本的に 6 本の主柱穴を持っ

た構造で一部に壁溝を持つ。諸磯期に該当するものとしては中畦 6 号住居址・諏訪西 5 号住居址・中畦 3.

4 号住居址がある。中畦 6 号住居址は不正形を呈し柱穴も検出されなかった。諏訪西の 5 号住居址は隅丸方

形で主柱穴は 4 本、壁柱穴を持ち埋甕炉を持つ。中畦の 3 • 4 号住居址はやや後出のもので、両者は相前後

して造られたと見られる。共に隅丸方形で、 4 号住居址は主柱穴 4 本と埋甕炉を持つ。 3 号住居址は柱穴は

不明瞭であったが、埋甕炉を持った建て替え住居址である。中畦遺跡においてはその後の住居址は検出され

ず土壊のみが存在した。

諏訪西遺跡については、中期前半期の住居址 (2 号住居址• 9 号住居址）が 2 軒検出されている。 2 号住居

址は柱穴は 4 本であるが、建て替えた痕跡が認められる。 9 号住居址は 6 本ないし 8 本の柱穴を持つと思わ

れる。形は 2 号住居址が円形に近く、 9 号住居址は長円形を呈している。炉は共に地床炉である。関山、黒

浜期から続いた長方形を基本としたプランから、諸磯期に入り、方形さらには円形と移り、中期になると円形

プランが主体となることは従来より言われていることであるが、今後一定地域内での住居形態の変遷を調べ．

ることは、上屋の構造を考えて行く上でも、さまざまな問題を提起するものと思われる。今回は個々の住居構

造について述べるには至らなかったが、周辺地域での資料集成と合わせて課題として行きたい。 （小野）
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3 諏訪西遺跡の出土土器について

諏訪西遺跡から出土した士器については、先項で各遺構及び遺構外遺物として説明したごとくであるか、

縄文時代早•前・中期と多時期のものに亘っている。これらの土器を大別的に分類すると、以下の通りとな

る。

第 I 群土器 撚糸文系土器

第 II群土器 （繊維含有土器）

第 1 類 花積下層式土器（新田野段階）

第 2 類 下吉井式土器（最終末段階）

第 3 類 ニッ木式土器

第 4 類 関山 I 式土器

第 5 類 関山 II 式土器

第III群土器 諸磯式土器

第IV群土器 中期前半

第 1 類 阿玉台式土器

第 2 類 勝坂式土器

これらの時期の群馬県内出土土器の報告例は未だ少なく、また近県での研究は多くの先学者によって進め

ら仇ているものの、本県においては未解決のままというのか現状であり、従来とは異なる土器様相を呈して

いる可能性を十分含んでいる。そういう中で本遺跡で出土した土器も、細部にわたって検討することか必要

とされよう。とりあえず第 II 群土器について若干検討することとしたい。

第 II 群土器

第 II 群土器には、先にも記述した‘ごとく縄文時代前期の花積下層式終末（新田野段階）から関山式までの

土器を一括したもので、これらのもをさらに口縁部に施文された文様から、第 1 類から第 5 類まで分類を行

なうとともに細分化を試みることにした。

分類及び細分については以下の通りである。

1 類 142図 1 、 154図 l 、 162図 1 、 166図 1 、 180図 1 • 2 、 188図 3 ~ 5 、 215図 170~173

口縁部に数条の刻目をもつ隆線を廻らせ、撚糸側面圧痕による蕨手状の文様を施し、この蕨手の中心に円

形刺突を有する。また口縁部文様帯内に刺突を施すもの（「八」字に刺突を施すものもある）。

2 類 211図274

口縁部に波状沈線を「芯芯」状に数段描き、その間に弧状のくずれた沈線を描くもの。

3 類

a 174図 3 • 4 、 188図 2 、 215図 174~176

ロ縁部文様帯の区画に刻目をもつ細い隆線を数条廻らせ、区画内に同様の隆線により弧状の文様を配する。

また、撚糸側面圧痕による蕨手状の文様を描き、円形刺突等を施すもの。

b 162図 2 ~ 4 、 175図 5 、 202図27、 207図 154 • 167 、 210図244 、 215図 117~181

口縁部文様帯の区画に刻目をもつ細い隆線を数条廻らせ、区画に同様の復数の隆線により蕨手状の文様を

描き、さらに円形刺突および貼瘤等を施すもの。

C 142図 6 、 174図 1
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ロ縁部文様帯の区画に刻目をもつ細い隆線を数条廻らせ、区画内に同様の復数の隆線により菱形の文様を

描き、その交点部分に貼瘤を施すもの。

d 142図 5 、 166図 2

口縁部に刻目をもつ細い隆線を数条廻らせ、以下胴部に縄文を施すもの。

4 類

a 154図 2 • 3 、 188図 1 • 6 、 203図38 • 48 、 204図53 • 54 • 56 、 205図99、 207図 143 、 215図 183~187

口唇部に瘤状の小突起をもち、口縁部に口縁部文様帯を区画する梯子状沈線をもつ併行沈線を数条廻らせ

る。区画内には、梯子状沈線をもつ三本単位の併行沈線により、蕨手文及び各種連結線等の文様を描き、さ

らに円形刺突・貼瘤等を施すもの。

b 142図 9 • 11 、 154図 4 ~10 • 14 、 166図 5 ~7 • 9 、 174図 7 、 180図 7 ~11 、 184図 1 、 188図 7 • 8 、

202図30 、 215図 190

口縁部文様帯を区画する梯子状沈線をもち併行沈線を廻らせ、区画内に同様の梯子状沈線をもつ併行沈線

で蕨手文・山形文・連結線等を描き、さらに円形刺突・貼瘤等を施すもの。

b 188図 9

口縁部文様に梯子状沈線をもつ併行沈線により、鋸歯文と山形文の組み合せにより菱形文を描き、貼瘤等

を施すもの。

d 142図 7 • 8 • 10 • 12~15 、 143図 16 • 17 、 158図 132 、 162図 7 、 188図 10 、 201図 1 • 28 • 29 • 31 • 32 、

204図82 、 206図113、 207図 157 、 211図254、 215図 189 • 194 • 195 • 199 

ロ縁部文様帯の区画に梯子状沈線をもつ半載竹管具の平行沈線で、蕨手文・山形文・連結線等の文様を描

くもの。なお、この種のものには、円形剌突・貼瘤を施すものも少なくはない。

e 179図 1

口縁部に梯子状沈線をもつ平行沈線を廻らせ、単沈線による連結線・山形文ないしは鋸歯文を描き、その

沈線間に刻目状に短沈線を縦・横交互に施すもので、円形刺突・貼瘤を有するもの。

f 174図 9 、 202図 2 、 215図 196

口縁部に半戟竹管具による平行沈線で、菱形文を描き、その交点及び頂点部に貼瘤等を施すもの。

g 166図 11 、 174図 8 、 204図55

ロ縁部文様帯を区画する半載竹管具による平行沈線を数条廻らせ、区画内に同様の沈線による鋸歯文を描

き、その頂点等に円形刺突を施すもの。

h 166図 12 • 13 

口縁部に単沈線による鋸歯文を描くもの。

i 180図 12

ロ縁部文様帯を区画する半載竹管具による平行沈線廻らせ、区画内に連結線等の文様を描き、さらに円形

刺突等を施すもの。

j 205図 102 、 202図40

口縁以下に縄文を施すもので、円形刺突ないしは貼瘤等を有するもの。

k 143図 18~21 、 150図 2 、 154図 12 • 13 、 162図 5 • 6 、 166図 14 • 16~24 、 174図 2 • 10 • 16 • 20 、 167図

23 • 24 、 180図 15 • 17~22 、 188図 12 • 14 、 202図25 、 203図41 、 205図91 • 101 • 104 、 206図 110 • 131 • 

136 、 210図238 • 246 • 249 、 211図265、 215図202 • 203 
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ロ縁以下に縄文のみを施すもの。

I 150図 1 、 154図 15 、 162図 8 、 174図 12~15 、 180図 16

口縁部に無文帯をもつもので、無文帯に 1 条の隆帯が建るものもある。

m 142図 1 、 205図88 、 207図 143

無文のものである。

5 類

a 180図 14

ロ縁部に半戟竹管具による波状沈線を描くもの。

b 146図 4 、 216図235

ロ縁部に櫛歯状工具による波状コンパス文を描くもの。

以上、第 II群土器を分類してきたか、次にこれらの土器に文様の推移・変遷及び編年的位置づけについて

若干ふれてみたい。

1 類土器について

口縁部隆線は、前出する花積下層式土器の有段口縁が変化したものと考えられ、撚糸側面圧痕及び円形刺

突・剌突については、前出土器から継承された文様である。前出土器と比較すると特に撚糸側面圧痕では区

画帯内に最大限大きく描かれ、また刺突、前出土器の文様構成される中で規則正しく施文されていたものが、

くずれた現象を呈しているといえる。つまり、撚糸側面圧痕が主文様として用いられる花積下層式の最終段

階期のものである。

2 類士器について

この種の土器については群馬県内でも例はなく、他地域の系統をもつものと思われ、渋谷昌彦1981 • 1982 

-1983 • 1984の一連の論文の中で扱われた下吉井式土器に属するものと考えられる。とりあえず現段階では

氏の下吉井式土器細分の終末期にあたるものと考えたい。

3 類 a 土器について

ロ縁部文様帯を区画する刻目をもつ隆線及び撚糸側面圧痕による文様描出は、前出の花積下層式新田野段

階期から継承されたもので、新たに刻目をもつ隆線の区画帯内への使用か行なわれる。円形刺突については、

本来の施文位置かくずれ、区画内に多用される。また刺突については、みられなくなる。特に、この時期の

土器は、資料か少ないためその細分は難しいと思われるが、撚糸側面圧痕の文様変化をたどることで所謂ニッ

木式上器の存在及び細分を行なうことか十分にできる要素を含んでいることから、むしろこの段階を設定す

ることにより、よりスムーズな変遷をたどることができよう。つまり、口縁部文様に刻目をもつ細い隆線と

撚糸側面圧痕か共存施文され、円形刺突の規則性が〈ずれる段階。この種の良好な資料としては、深作東部

遺跡群（1984) から出土している。

3 顆 b. C.  d 土器について

ロ縁部文様の区画には前出土器からの継承するものであり、また口縁部に口縁文様としての同様の隆線の

みが施されるものもみられる。前出の撚糸側面圧痕による蕨手状文につては、この段階において刻目をもつ

細い隆線に置き変えるという現象がみられる。特に複数の隆線により施文することからも、その意味を察す

ることができよう。さらに区画内に描かれる文様に、蕨手状文だけでなく菱形文もみることができるがこの

菱形文の出自については不明である。さらに、この段階に貼瘤の施文が行なわれる。つまり、口縁部文様に
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刻目をもつ細い隆線による文様か盛行し、貼瘤が出現する段階。

4 顆 a • b • c 土器について
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ロ縁部に描かれる文様は、前出土器にみられた刻目をもつ隆線が、梯子状沈線をもつ併行沈線に変化した

ものである。基本的な主文様であった蕨手文についての文様系譜は前出する土器にたどることかできる。鋸

歯文（菱形文）についても同様であろう。特に蕨手文については先にも述べたか、花積下層士器で描かれる

撚糸側面圧痕によるものが、その描出効果を継承しつつも描出方法を変化させ、この時期に至っている。そ

れは、梯子沈線か撚糸側面圧痕の際の縄文の節、 3 本で 1 単位となる併行沈線が撚糸側面圧痕の際の 2 の条

を意味すると考えることかでき、この点については文様変遷を考える上で重要視する必要がある。山形文・

連結文等の付加文様については、前出土器にもその現れをみることができるが、この時期に至って明確にロ

縁部文様の一部として施文される。また、梯子状沈線と併行沈線による鋸歯文・山形文での菱形文を描く土

器については、前出する刻目をもつ隆線による菱形文にその系譜がたどれるものの、この時期にあっては菱

形文は主流をなし得ずに、むしろ鋸歯文・山形文が主であると考えたい。つまり、この時期は、口縁部文様

に梯子状線をもつ併行沈線による文様描出か盛行する段階である。

4 類 d • e • f • g土器について

口縁部文様を描く沈線が、前出する土器までは棒状工具等の単線による併行沈線であったのに対し、この

時期になると半戟竹管具による平行沈線に変化する。この例は d 土器の中によくみられる現象で、特に梯子

状沈線部分が従来直線であったのに、弧線に変化している点をみることで、その現象がよくうかかえる。ロ

縁部文様を構成する蕨手文は、その本米の撚糸側面圧痕の同一描出効果がくずれ、単に蕨手文を描くという

点のみが継承されたもので、また一部の梯子状沈線についても同様であると考えられる。つまり、口縁部文

様に施される文様が、併行沈線から平行沈線に変化し、それまでの基本的な部分で守られてきた文様が簡略

化の傾向にある段階。

4 類 h • i土器について

この時期になると従来までの口縁部主文様はかなりくずれ、また梯子状沈線等にもみられなくなる。そし

て口縁部文様には鋸歯・菱形文等の文様が主となり、円形刺突は僅かに残るのみのようである。つまり、ロ

縁部文様か平行沈線主体の文様となる段階で、後出する関山 II 式とかなり類する点が多くなる過渡的段階と

考えたい。

4 類j • k • 1 • m土器について

ロ縁部以下に縄文を施す土器については、花積下層式からその系譜をたどることができると思われるが、

jのごとく貼瘤等が施される土器については、他土器と比較することである程度の時期限定が可能となり得

ると考えたい。また口縁部に無文帯等をもつ土器及び無文土器の出自については、未だ不明な点が多く詳細

については記述はさけることにしたい。

5 類 a • b 土器について

口縁部文様に前出土器の文様を継承している点は認められるものの、新要素及び文様の簡略化がかなり共

存進行する段階。（胴部以下に施文される縄文については、特に変化がいちぢるしい。）

本遺跡出土の縄文前期前葉の土器（第 II群土器）を分類し、それらの土器の文様の推移・変遷については

前述したとおりで、文様変遷及びその編年的位置づけを図に示すと第264図のごとくとなる。この図での問題

としては次の点かあげられる。新田野段階からニッ木式•関山 I 式までの口縁部文様及び蕨手の変遷は、意
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表31 黒坂禎二氏による各説比較表（「深作東部遺跡群」 1984 より転載）

組：：口`-------竺---説 本報告 篠遠 篠遠 駒形 庄野 青木 下村 高橋
分類 分類 1955 1972 1974 1979 1981 1981 

① 細隆帯区画＋撚糸圧痕十円竹 lAa 花積 花積 花積 ニッ木 花積 花積

② 細隆帯区画＋撚糸圧痕＋貼付 lAc a 類 花積 ニッ木 ニッ木 ニッ木 ニッ木

③ 刻みのある細い隆起帯＋貼付 1 B c C 類 ニッ木 ? ニッ木 二ツ木？ ニッ木 関山 I

④ 梯子状沈線十円竹十貼付 1 Cb  
b 類 ニッ木 ? 関山 I 関山 I ニッ木 関山 I

lDb 

⑤ 梯子状沈線＋貼付
1 Cc  

関山？ 関山 I 関山 I 関山 I 関山 I 関山 I
1 D c 

外とスムーズに追うことができるのに対し、菱形文については先にも述べたとおりその出自か不明な点であ

る。この点については、他地域からの異系統文様である可能性、ないしは単に資料の未出土の可能性も十分

考えられるが、花積下層式に菱形文の構成が含まれていることを跨まえ、今後の検討を要する。

本遺跡から出土した 4 種i ~m土器については、現段階では図に示したように、とりあえずこの時期に伴

うものとしておきたい。

ニッ木式をめぐる問題については、篠遠喜彦（1955) によって「ニッ木式」が提唱された後、多くの研究

者により諸説が発表され論考されてきたにもかかわらず、未だ漠然とした認められ方にとどまっている。こ

の点について、近年刊行された深作東部遺跡群（立木新一郎・山形洋一•その他1984) の中で黒坂禎二がま

とめている。またこの報文中で黒坂の『文様の組合せ』による時間細分の内容については、筆者の文様変遷

による＜くり方とほぼ同意見ではあるが、その結果は黒坂とは異なりむしろ庄野 (1974) と同様となった（表

31参照）。これは、土器の口縁部文様あるいは胴部文様のどちらに視点を置いたかという視点の相違によるも

のであろう。土器の分析にあたっては、筆者も胴部文様（縄文）の重要性については十分理解できるし、そ

の必要性には賛同する。しかし、こと細文を試みる際には土器の中で変化・変遷の著しい部分を取り扱わざ

るを得ない。その結果としてどの部分に視点をしぼるかは、土器によって様々であるが難しく容易にいかな

いのが現状であろう。

このニッ木式土器を中心とした細分案についても、まだまだ検討を要する点があると思われるが、とりあ

えず本遺跡出土土器のまとめとしたい。 （谷藤）

参考文献

・篠遠喜彦 「千葉県東葛飾郡ニッ木第二貝塚」日本考古学年報 3 日本考古学協会 1955 （昭 30)

・庄野靖寿 「関山貝塚J埼玉県埋蔵文化財調査報告書第 3 集 埼玉県教育委貝会 1974 （昭 49)

・武井則道 「新田野貝塚」 立教大学考古学研究会 1974 （昭 49)

・荒井幹夫 佐々木保俊 「打越遺跡」富士見市文化財報告書第 14 第 富士見市教育委員会 1978 （昭 53)

小出輝雄

・下村克彦 「新田野段階花積下層式土器とニッ木式土器について」奈和第 19 号 奈和同人会 1981 （昭 56)

・高橋雄三 「花積下層式土器の研究ー関東・東北南部における縄文前期社会の成 考古学研究会 1981 （昭 56)

立一」 考古学研究第 28 巻第 1 号

・渋谷昌彦 「第V章 木島遺跡出土土器について（考察）」「木島一静岡県富士川 1981 （昭 56)

町木島遺跡第 4 次調査報告書」

・小出輝雄 「花積下層式土器の成立と展開」富士見市遺跡調査会研究紀要 2 富士見市遺跡調査会 1982 （昭 57)

・渋谷昌彦 「木島式土器の研究ー木島式土器の型式細分について一」「静岡県考古 1982 （昭 57)

学研究」

•佐々木保俊 「関山式土器について」人間・遺跡・遺物 文献出版 1983 （昭 58)

・渋谷昌彦 「神之木台・下吉井式土器の研究一その型式内容と絹年的位置につい 1983 （昭 58)

て一」「小田原考古学研究会々報 11」

•岩井重雄 「遺構と遺物」北宿遺跡発掘調査報告書 1983 （昭 58)

・立木新一郎山形洋一他 「深作東部遺跡群」 大宮市遺跡調査告 1984 （昭 59)
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結 び

中畦・諏訪西遺跡において検出された遺構・遺物は先土器時代から平安時代と幅広い時期にわたっており

赤城山西麓における歴史の一端を示す貴重な資料を得ることとなった。

中畦遺跡で検出された先土器時代の石器、石片は数は少なかったか、本地域では最初の発掘例となったわ

けでその意義は大きいと言える。その直後に見立溜井遺跡・諏訪西遺跡・勝保沢遺跡、北橘村では分郷八崎

遺跡において、さらに遡る時期のものが発見され、にわかに赤城西麓が注目されることとなったわけである。

縄文時代については両遺跡における主体を為したもので、中畦遺跡では黒浜式期から諸磯 b 式期の住居址

が検出され、 2 ないし 3 時期にわたって居住されたことか想定される。黒浜式期の住居址より出土した土器

の中には有尾式も含まれ、近年県内各地で注目されているこの時期の追加資料となるであろう。また 7 号住

居址の覆土上層より出土した注口土器（註 1) は注目される。諸磯式期に比定される住居址は 3 • 4 • 6 号

住居址の 3 軒を検出した。 3 • 4 号住居址は隣接して掘り込まれており、土器の出土状況、接合等から考え

ると 4 → 3 号住居址という先後関係が認められ、極めて近い時期に位置付けられる。 6 号住居址はやや古く

位置付けられ、出土土器片中には黒浜式期に比定されるもの散見された。また住居址中に五領ヶ台期の土壊

が 2 基重複していたと思われ、内 1 基内よりいわゆる下小野式の半完形品か出土している。県内では数少な

い資料であり、検討を要する。五領ヶ台式期以降の遺構・遺物に関しては平安時代に至るまで皆無であり、

全く居住域としては顧り見られなかったことになる。

平安時代については 2 軒の重複住居址を検出した。遺存状況は悪く、出土土器等も少なかったか、特筆す

べき遺物として皇朝十二銭の一つ「富寿神宝」（注 2) が出土している。

諏訪西遺跡では先土器時代より古墳時代にかけての遺構・遺物が検出されたか、先土器時代に関しては赤

城山西麓における BP下の検出例としては最初となったわけでその意義は大きいと考える。今後の資料検討

が進む中で明確にすべき問題が明らかになってくるものと考える。

縄文時代については前期前半を中心とする住居址12軒が検出され、特に花積下層最終段階より関山 l 式へ

かけての、資料を得ることができた。該期のまとまった集落としては県内では数少ないものである。中期に

関しては阿玉台、勝坂式期の住居址・土塘を検出した。さらに工事用道路においても数多くの同期の土器か

出士した。その出土土器としては早期の撚糸文土器片が100片以上出土している。隣接する見立溜井遺跡等で

も出土しており数少ない県内の資料増加が期待され、今後南関東との対比か進む中で、編年的な位置付けが

確立されて行〈ものと考える。また工事用道路B 区内の中期土器片が大量に出土した包含層最下層より出土

した押形文土器は、その器形を知ることができる県内での貴重な資料となるものである。長野県の細久保式

に対比するものと思われるが、今後県内資料の集成と合わせて検討すべきであろう。

今回の両遺跡の調査によって実に多くの成果を上げることかできたが、それに伴う問題点、疑問点も出て

きた。本書ではこと細かにそれらを扱うことはできなかったか、今後他遺跡との比較検討を行なう中で個々

の問題点を明確にし、検討を加えて行きたい。

最後ではあるが本書をまとめるに当たりお世話になった方々に深く感謝申し上げたい。 （小野）

註 1 県内での、こうした注口土器の出土例としては隣接する北橘村八幡山・松井田町人見出士（群馬県立博物館蔵）

のものがある。なお非常に類似したものとして、東京都世田谷区堂ヶ谷戸遺跡（1982) 34号住居址出土のものが

ある。

註 2 県内では関越道関連の国分寺中間地域遺跡で 2 例出土している。
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図版 1 中畦遺跡

中畦遺跡遠景（北から）

中畦遺跡遠景（東から）



図版 2 中畦遺跡

先土器時代調査区全景

先土器時代調査区全景



図版 3 中畦遺跡

先土器時代調査区セクション

先土器時代遺物出土状態



図版 4 中畦遺跡

先土器時代遺物出土状態全景

先土器時代遺物出土状態全景



図版 5 中畦遺跡

先土器時代遺物出土状態 (No. 4) 先土器時代遺物出土状態 (No. 6) 

先土器時代遺物出土状態 (No.8) 先土器時代遺物出土状態 (No. 9) 



図版 6 中畦遺跡
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図版 7
中畦遺跡
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図版 8 中畦遺跡
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図版 9 中畦遺跡
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図版10 中畦遺跡
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図版11 中畦遺跡

3 号住居址全景（南より）

遺物出土状態 埋甕炉

埋甕炉 埋甕炉セクション



図版12 中畦遺跡

4 号住居址全景（西より）

遺物出土状態 埋甕炉

埋甕炉 埋甕炉セクション



図版13 中畦遺跡

5 号住居址全景（西より）

遺物出土状態 遺物出土状態

遺物出土状態 住居址全景（南から）



図版14 中畦遺跡

6 号住居址全景（南より）

遺物出土状態 遺物出土状態

埋甕炉 埋甕炉セクション



図版15 中畦遺跡

7 号住居址全景（南より）

遺物出土状態 遺物出土状態

遺物出土状態 炉址



図版16 中畦遺跡

8 号住居址全景（南より）

遺物出土状態



図版17 中畦遺跡

1 • 2 号土漿 3 号土蹟

4 号土漿 5 • 6 号土漿

7 号土堀 8 号土贖

9 号土塚 10号土塚



図版18 中畦遺跡

11号土喋 12号土蹟

13号土頼 14号土犠

14号土頒遺物出土状態 15号土漿

16号土蹟 17号土漿



図版19 中畦遺跡

18号土撰 19号土漿

20号土啜 21号土蹟

22号土蹟 23号土蹟

24号土蹟 25号土喋セクション



図版20 中畦遺跡

25号土蹟 27号土漿

28号土頗 29号土漿

30号土頼 31号土堀

32号土頒 33号土漿



図版21 中畦遺跡

34号土蹟 35号土漿

36号土爛 37号土蹟

38号土漿 40号土蹟

41号土蹟 42号土頒



図版22 中畦遺跡

43号土頒 47号土蹟

47号土堀遺物出土状態 48号土塙遺物出土状態

48号土堀 49号土瑕

51号土漿 52号土喋



図版23 中畦遺跡

54号土蹟 55号土堀

56号土喋 57号土塙

58号土喋 59号土堀

60号土讃 61号土蹟



図版24 中畦遺跡

3 号住居址出土土器
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図版26 中畦遺跡. 
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図版27
中畦遺跡. 

. 

4 号住居址出土土器

5 号住居址出土土器



図版28
中畦遺跡
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図版30 中畦遺跡
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図版31 中畦遺跡
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図版32
中畦遺跡
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図版33 中畦遺跡
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図版35
中畦遺跡. 
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図版36
中畦遺跡
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図版38 中畦遺跡
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図版40 中畦遺跡
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図版42 中畦遺跡
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図版43 中畦遺跡
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図版44 中畦遺跡

3 号住居址出土石器

4 号住居址出土石器



図版45 中畦遺跡

4 号住居址出土石器

5 号住居址出土石器

6 号住居址出土石器



図版46 中畦遺跡
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図版47 中畦遺跡
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図版48 中畦遺跡^ 
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図版49 中畦遺跡
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図版50 諏訪西遺跡

諏訪西遺跡全景（航空写真）

諏訪西遺跡全景（航空写真）



図版51 諏訪西遺跡

上先土器時代

試掘Jトレンチ遺物出土状態

下先土器時代

調査区全景（北から）



図版52 諏訪西遺跡
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図版53 諏訪西遺跡

先土器時代 調査区北壁セクション

先土器時代 調査区東壁セクション

先土器時代 調査区西壁セクション



図版54 諏訪西遺跡

先土器時代第 1 プロック 遺物出土状態

先土器時代第 1 ブロック 遺物出土状態



図版55 諏訪西遺跡
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先土器時代第 2 プロック 遺物出土状態

先土器時代第 2 プロック 遺物出土状態



図版56 諏訪西遺跡

先土器時代第 2 • 3 プロック 遺物出土状態

先土器時代第 3 ブロック 遺物出土状態



図版57 諏訪西遺跡

先土器時代第 3 プロック 石核出土状態

先土器時代 第 3 プロック ナイフ形石器出土状態



図版58 諏訪西遺跡

先土器時代第 4 ブロック 遺物出土状態

先土器時代第 5 プロック 遺物出土状態



図版59 諏訪西遺跡

先土器時代第 6 プロック 遺物出土状態

先土器時代第 7 プロック 遺物出土状態



図版60 諏訪西遺跡
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図版61 諏訪西遺跡
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図版62 諏訪西遺跡
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図版63 諏訪西遺跡
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図版64 諏訪西遺跡
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図版65 諏訪西遺跡
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図版66 諏訪西遺跡
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図版67 諏訪西遺跡
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図版68 諏訪西遺跡
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図版69 諏訪西遺跡
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図版70 諏訪西遺跡
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図版71 諏訪西遺跡
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図版72 諏訪西遺跡
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図版74
諏訪西遺跡
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図版75 諏訪西遺跡
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図版76 諏訪西遺跡
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図版77 諏訪西遺跡
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図版78 諏訪西遺跡
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図版79 諏訪西遺跡
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図版80 諏訪西遺跡
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図版81 諏訪西遺跡
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遺物出土状態 炉址

埋甕セクション 掘方



図版82 諏訪西遺跡
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図版83 諏訪西遺跡
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図版84 諏訪西遺跡
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図版85 諏訪西遺跡
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炉址



図版86 諏訪西遺跡

9 号住居址全景（南より）
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図版87 諏訪西遺跡
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図版88 諏訪西遺跡
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図版89 諏訪西遺跡
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図版90 諏訪西遺跡
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図版91 諏訪西遺跡
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図版92 諏訪西遺跡
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図版93 諏訪西遺跡
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図版94 諏訪西遺跡
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図版95 諏訪西遺跡
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図版96 諏訪西遺跡
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図版97 諏訪西遺跡
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図版98 諏訪西遺跡
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図版99 諏訪西遺跡
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図版100 諏訪西遺跡
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図版101 諏訪西遺跡
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図版102 諏訪西遺跡
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図版103 諏訪西遺跡
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図版104 諏訪西遺跡
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図版105 諏訪西遺跡

~• ••~ .. 

8 号住居址出土土器

^ 一
•一

9号住居址出土土器

．~~ 



図版106 諏訪西遺跡
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図版107 諏訪西遺跡
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図版108 諏訪西遺跡
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図版109 諏訪西遺跡
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図版llO 諏訪西遺跡
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図版112 諏訪西遺跡. . 
• -

d 亀
贔 V..、●●

,. 

• 、.. 

一

. 

29 • 30 • 31 • 33 • 34 • 37 • 39 • 41 • 46 • 48 • 49 • 50号土頒出土土器



図版113 諏訪西遺跡
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図版114 諏訪西遺跡
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図版115 諏訪西遺跡
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図版117 諏訪西遺跡（工事用道路）
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図版119 諏訪西遺跡（工事用道路）

. 
’• 

工事用道路 B 区出土土器



図版120 諏訪西遺跡（工事用道路）
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図版121 諏訪西遺跳（工事用道路）
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図版122 諏訪西遺跡
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図版123 諏訪西遺跡
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図版124 諏訪西遺跡
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図版125 諏訪西遺跡
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図版126 諏訪西遺跡
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図版127 諏訪西遺跡
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図版128 諏訪西遺跡
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図版129 諏訪西遺跡
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図版130 諏訪西遺跡（工事用道路）
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図版131 諏訪西遺跡（工事用道路）
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図版132 諏訪西遺跡（工事用道路）
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図版133 諏訪西遺跡（工事用道路）
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図版134 諏訪西遺跡（主事用道跨）
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図版135 中畦・諏訪西遺跡
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